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東京都地方独立行政法人の平成２８年度における業務実績評価について  

 

東京都地方独立行政法人評価委員会は、地方独立行政法人法第２８条の規定に

基づき、東京都が設立した地方独立行政法人である公立大学法人首都大学東京、

地方独立行政法人東京都立産業技術研究センター及び地方独立行政法人東京都

健康長寿医療センターについて、平成２８年度における業務の実績に関する事業

年度評価を行いました。 
 
地方独立行政法人は、中期目標の期間における業務の実績に関する評価と、各

事業年度における業務の実績に関する評価の２つの評価を、評価委員会から受け

ることとされています。                               

今回実施した事業年度評価には、法人が中期目標を着実に達成するために作成

した中期計画及び年度計画の進捗状況を確認し、評価結果を示すことにより、法

人の自主的な業務改善を促すという意義があります。 
 
３つの地方独立行政法人は、事業形態が互いに大きく異なることから、事業年

度評価に当たっては、各法人の特性に応じた評価基準・指標を設定し、法人の活

動を的確に把握するよう努めました。 
 
本評価書では、東京都地方独立行政法人評価委員会が地方独立行政法人東京都

立産業技術研究センターから提出された業務実績報告書及び法人からのヒアリ

ング等を通じて業務の実績を総合的に評価し、まとめた評価結果について全体評

価、項目別評価の順に掲載しています。 
 
平成２９年度は、地方独立行政法人東京都立産業技術研究センターにとって、

第三期中期目標期間の２年目にあたります。東京都地方独立行政法人評価委員会

では、地方独立行政法人東京都立産業技術研究センターが、この評価結果を積極

的に活用することにより、第三期中期目標期間において中期目標の着実な達成を

図り、中小企業の支援を通じて東京の産業の発展と都民生活の向上により一層寄

与することを期待します。 
 

平成２９年８月４日 

東京都地方独立行政法人評価委員会 

委 員 長 矢﨑 義雄 
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１ 総 評  
 

中期計画の達成に向け、業務全体が優れた進捗状況にある。 

・ 第三期中期目標期間の初年度を迎えた東京都立産業技術研究センター

（以下「都産技研」という。）は、ロボット産業や生活関連産業の支援強

化や開発型中小企業の支援拡充のため、組織を改編し新たな体制を整備す

るとともに、様々な支援事業において製品化につながる成果が生まれてお

り、順調に事業をスタートさせた。 

・ なかでも、成長産業分野であるロボット産業への中小企業参入支援では、

平成 28 年 4 月に東京ロボット産業支援プラザを開設し、試作開発から安

全性評価までの体制が整った。公募型共同研究開発事業等を通じ多様なロ

ボットの開発が見込まれている。今後、社会的にインパクトのあるロボッ

トの実用化を期待する。 

・ また、３Ｄ技術やリバースエンジニアリングを活用した製品開発を総合

的に支援するため、３Ｄものづくりセクターを本部に開設した。中小企業

による高付加価値な製品開発の支援を開始し、製品化の実績を上げており、

高く評価できる。 

・ 基盤研究では、今後の成長が期待される「環境・エネルギー」、「生活技

術・ヘルスケア」、「機能性材料」、「安全・安心」の４つの技術分野を新た

に重点分野と位置付け、研究開発の推進に取り組んでいる。研究成果から

共同研究や外部資金獲得へ展開した事例が出始めており、今後は更に都内

中小企業の製品化・事業化に展開することを期待する。 

・ 依頼試験では、高い水準の利用実績を維持している。また、利用者の利

便性向上及び業務効率化を図るため、依頼試験から機器利用サービスに移

行を促しており、機器利用サービスでは過去最高の実績が出ている。 

・ 中小企業の海外展開のための技術支援では、広域首都圏輸出製品技術支

援センター（ＭＴＥＰ１）で高い相談実績を維持するとともに、ＣＥマー

ク２取得などの海外展開の事例が増えている。 
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・ このように、都産技研は地方独立行政法人のメリットを活かし、産業動

向を見据えた機動性の高い組織運営や、中小企業ニーズに合致した柔軟な

業務運営を積極的に図り、成果を上げていることは評価できる。 

・ 今後も、都産技研の基本理念である、ニーズオリエンティドな事業運営、

事業化を見据えた技術支援、産業育成に直結する研究開発の３本柱に基づ

き、中小企業の製品化・事業化につながる研究開発の推進及び国内外の市

場ニーズを的確に捉えた製品開発を支える技術支援の拡充により、中小企

業の発展に寄与することを期待する。 

・ なお、第三期中期目標期間の評価にあたり、新たな中期計画が始まった

ことを踏まえ、利用実績や実施件数等の達成状況、取組の内容や事業成果、

中小企業への貢献度に加え、都産技研に求められる役割を総合的に勘案し

て評価を行った。 

 

２ 研究開発、技術支援及び法人の業務運営等について 

 
（１） 東京の産業発展と成長を支える研究開発の推進 

・ 都産技研は、中小企業の生産活動の基本となるものづくりの基盤技術分

野と中小企業による新しいサービスの創出が期待できる重点技術分野に

ついて研究開発を行い、その成果を中小企業の技術力、競争力強化のため

の支援に活用している。 

・ 基盤研究については、平成 28 年度は「環境・エネルギー」、「生活技術・

ヘルスケア」、「機能性材料」、「安全・安心」の新規重点４分野及び「もの

づくり要素技術」分野、平成 27 年度からの継続テーマを合わせ計 108 テ

ーマ実施した。基盤研究の成果をもとに、共同研究へ 13 件、外部資金導

入研究へ 11 件と成果が出ており評価できる。 

・ 科学研究費補助金や産業振興を目的とする外部資金等の獲得については、

応募要件となる研究者の総数に対する論文の執筆者割合が増加しており

評価できる。論文指導員制度が導入されたことから、更なる成果を期待し

たい。 

・ 平成 28 年 4 月に開設した東京ロボット産業支援プラザでは、ロボット

の試作加工や安全性評価等を目的に全 22 機種の試験機器・設備を導入し

利用を開始した。公募型共同研究開発事業を着実に実施し、事業化事例も

出てきており評価できる。ロボット産業は期待の大きい領域であり、社会

的ニーズも踏まえ、中小企業の事業機会につながるような支援を望む。 

・ クールジャパン製品に代表されるような付加価値の高い生活関連製品の

開発を目指し、感性工学など新たな産業技術に基づく技術支援サービスを、

組織を新設して開始した。この分野は中小企業の技術やアイデアを発揮で

きるものであり、都民生活の向上にもつながることから、今後、製品化・

事業化が加速されることを期待する。 

 

（２） 中小企業の製品・技術開発、新事業展開を支える技術支援 

・ 都産技研は、製品開発の課題解決のための技術相談を始め、各種依頼試

験、機器利用サービスによる製品の品質・性能の評価等を通じて、中小企

業の新製品・新技術開発や新事業分野への展開を支える技術支援を実施し

ている。更には数多くの技術審査を実施することで、優れた技術の発掘に

も寄与している。また、経営や知的財産に関する支援機関との連携を通じ、

中小企業の知的財産の取得・活用等を推進している。 

・ 平成 28 年度は、技術相談や依頼試験は前年度と同等の実績を維持した。

なかでも依頼試験では、全体に占めるブランド試験の割合が過去最高の実

績となっており評価できる。また、機器利用サービスの提供についても過

去最高の実績となっている。高度な先端機器の利用拡大を図るため、利用

方法習得セミナーを開催し、習熟度に基づき機器利用ライセンスを発行す

る制度を継続実施し、利用実績を伸ばした。 

・ ３Ｄものづくりセクターでは、ＡＭ設備１やリバースエンジニアリング

を活用した高付加価値製品の開発支援を、先端材料開発セクターでは、機

能性材料、環境対応製品など先端材料製品の開発支援を、複合素材開発セ

クターでは、産業用繊維や炭素繊維などの複合素材の開発支援を開始し、

それぞれ製品化・事業化や共同研究等への展開、特許出願等の成果が出て



― 5 ―

・ 平成 28 年 4 月に開設した東京ロボット産業支援プラザでは、ロボット

の試作加工や安全性評価等を目的に全 22 機種の試験機器・設備を導入し

利用を開始した。公募型共同研究開発事業を着実に実施し、事業化事例も

出てきており評価できる。ロボット産業は期待の大きい領域であり、社会

的ニーズも踏まえ、中小企業の事業機会につながるような支援を望む。 

・ クールジャパン製品に代表されるような付加価値の高い生活関連製品の

開発を目指し、感性工学など新たな産業技術に基づく技術支援サービスを、

組織を新設して開始した。この分野は中小企業の技術やアイデアを発揮で

きるものであり、都民生活の向上にもつながることから、今後、製品化・

事業化が加速されることを期待する。 

 

（２） 中小企業の製品・技術開発、新事業展開を支える技術支援 

・ 都産技研は、製品開発の課題解決のための技術相談を始め、各種依頼試

験、機器利用サービスによる製品の品質・性能の評価等を通じて、中小企

業の新製品・新技術開発や新事業分野への展開を支える技術支援を実施し

ている。更には数多くの技術審査を実施することで、優れた技術の発掘に

も寄与している。また、経営や知的財産に関する支援機関との連携を通じ、

中小企業の知的財産の取得・活用等を推進している。 

・ 平成 28 年度は、技術相談や依頼試験は前年度と同等の実績を維持した。

なかでも依頼試験では、全体に占めるブランド試験の割合が過去最高の実

績となっており評価できる。また、機器利用サービスの提供についても過

去最高の実績となっている。高度な先端機器の利用拡大を図るため、利用

方法習得セミナーを開催し、習熟度に基づき機器利用ライセンスを発行す

る制度を継続実施し、利用実績を伸ばした。 

・ ３Ｄものづくりセクターでは、ＡＭ設備１やリバースエンジニアリング

を活用した高付加価値製品の開発支援を、先端材料開発セクターでは、機

能性材料、環境対応製品など先端材料製品の開発支援を、複合素材開発セ

クターでは、産業用繊維や炭素繊維などの複合素材の開発支援を開始し、

それぞれ製品化・事業化や共同研究等への展開、特許出願等の成果が出て
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おり、今後の更なる事業展開に期待する。 

・ 実証試験セクターでは、中小企業の安全で信頼性の高い製品開発のため

に、技術相談、依頼試験、機器利用をワンストップで実施している。特に

温湿度、機械、電気試験分野において質の高い試験を継続するとともに、

製品化事例も出ていることから評価できる。 

・ 東京都中小企業振興公社（以下「公社」という。）と連携した技術経営

支援では、実地技術支援の実績が大きく伸びるなど連携強化が図られた。

知的財産については、基盤研究、共同研究に基づく出願件数が増加してい

ることや、都産技研保有の知的財産使用許諾が進んでいることから高く評

価できる。いずれの支援も中小企業の技術経営基盤の底上げに有効なこと

から、更なる支援の充実を期待する。 

・ 東京都や自治体等が実施する技術審査への協力では、新たに受託した 7

事業を含め、計 65 事業 5,200 件の審査事業を実施した。これは過去最高

の実績であり、技術審査受託収益の増加につながった。「技術審査の手引

き」の更新や専門研修による職員のスキルアップ、技術情報収集等を行っ

た結果、技術審査 1 件あたりの業務時間を約 31％効率化しており高く評

価できる。 

・ 中小企業の海外展開のための技術支援では、広域首都圏輸出製品技術支

援センター（ＭＴＥＰ）の活動が順調である。相談実績では前年度と同程

度を維持し、製品輸出や海外進出に必要な海外規格の解説テキストを新規

発行している。また、国際規格に対応した試験を推進しており、中小企業

の製品輸出を支援している。 

・ 都産技研初の海外拠点であるバンコク支所では、平成 28 年度は 314 件

の技術相談に対応するとともに、公社タイ事務所と共同での異業種交流会

開催や、ＡＳＥＡＮ地域で開催された展示会への都内中小企業の出展支援

など、着実に実績を重ねており、今後の事業展開が期待される。 

 
（３） 多様な主体による連携の推進 

 ・ 都産技研は、中小企業の技術的課題の解決を促し、新製品・新技術開
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発や新事業分野への展開を促進するため、自治体や大学・研究機関、金融

機関と連携した支援を実施している。 

・ 区市町村や大学、金融機関等との連携協定については、平成 28 年度に

新たに 3 機関と協定を締結し、計 57 機関となった。連携を通じ、展示会

や共催セミナー、交流会等での都産技研の研究成果のＰＲに取り組んでい

る。 

・ 平成 28 年度は、協定締結機関と連携したビジネスマッチング交流会を、

都産技研が初めて主催し、金融機関等からの推薦企業、製品開発支援ラボ

入居企業の計 69 社が出展した。11 社 32 件の成約が見込まれるなど、協

定締結機関との連携強化が図られており評価できる。 

 

（４） 東京の産業を支える産業人材の育成 

・ 都産技研は、セミナーや講習会等を通じて技術的知見の普及に努めるこ

とにより、中小企業の技術力や製品開発力の向上を支援している。 

・ 技術セミナーや講習会は、前年度と同等の実績を維持している。設備を

活用した実践型高度人材育成セミナー等の開催拡充や、バンコク支所への

遠隔セミナーなど、質や利便性の向上に取り組んでいる。今後も中小企業

の産業人材育成のため、最新の技術動向や企業のニーズを踏まえ、セミナ

ーの質的向上や利便性向上に取り組むことを期待する。 

 
（５） 情報発信・情報提供の推進 

・ 都産技研は、多様な機会を通じて研究成果の普及や事業のＰＲを積極的

に行い、利用拡大につなげている。また、研究開発の成果や保有する技術

情報が多くの中小企業の製品開発や生産活動に活かされるよう、広報媒体

を活用して情報を提供している。 

・ 都・区市、金融機関、民間団体主催展示会への出展、「ＴＩＲＩクロス

ミーティング２０１６」開催による技術シーズ・研究成果の発信、本部施

設公開「ＩＮＮＯＶＥＳＴＡ!２０１６」による事業や設備の紹介、ホー

ムページのリニューアルなど、積極的な情報発信に努めた。 
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・ 広告事業の費用対効果検証では前年度比 151％と効率的・効果的な広報

活動が図られている。今後も、都産技研の効果的なＰＲを期待する。 

 
（６） 法人の組織体制及び業務運営等 

・ 限られた人員や施設の中、適切な執行体制を確保し、中小企業への支援

を切れ目なく実施しており、適切な組織運営が図られていることは評価で

きる。 

・ 事業動向を踏まえた効率的な執行体制の確保のため、ロボット産業活性

化事業におけるロボット事業化推進グループの新設をはじめ、３Ｄものづ

くりセクター、先端材料開発セクター、複合素材開発セクターの新設など

７組織の改編を行うとともに、新事業のためのプロジェクトチームを設置

するなど柔軟に対応した。 

・ 今後も中小企業のニーズにあわせた柔軟な組織運営を図り、業務改革の

推進のため様々な活動を継続し、経営の効率化に努めるともに、研究開発

業務の充実が図られるよう期待する。 
 
 
                                                   
１ 広域首都圏輸出製品技術支援センター（ＭＴＥＰ）： 

  Metropolitan Technical Support Network for Export Products の略。 

  1 都 10 県 1 市の公設試験研究機関（東京都、茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、

千葉県、神奈川県、新潟県、山梨県、長野県、静岡県、横浜市）が連携して実施す

る中小企業のための海外展開支援サービス。 

 
２ ＣＥマーク： 

  ＥＵで販売される指定の製品に貼付が義務付けられる基準適合マーク。 

 
３ ＡＭ設備： 

  ＡＭとはアディティブマニュファクチャリング（積層造形）の略。コンピュータ

ー上で作成した三次元データを設計図として、断面形状を積層していくことで立体

物を製作する装置。いわゆる３Ｄプリンターなど。硬化方法の違いにより、インク

ジェット方式、FDM（熱溶融積層方式）、粉末焼結方式などの種類がある。 
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Ⅱ 項目別評価 
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項目別評価にあたっては、法人から提出された業務実績報告書や法人からの

ヒアリング等を基に、年度計画に記載されている各項目の進捗状況及び成果等

について検証を行い、中期計画の達成に向けた法人の事業進捗状況・成果を評

価項目ごとに以下の５段階の評語により評価を行った。 
 

評 
 
 
定 

 

Ｓ・・・年度計画を大幅に上回って実施している。 

Ａ・・・年度計画を上回って実施している。 

Ｂ・・・年度計画を概ね順調に実施している。 

Ｃ・・・年度計画を十分に実施できていない。 

Ｄ・・・業務の大幅な見直し、改善が必要である。 
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地方独立行政法人東京都立産業技術研究センター　年度評価　項目別評定総括表

H28
年度

H29
年度

H30
年度

H31
年度

H32
年度

基盤研究 1 Ａ 13 ページ

共同研究 2 Ｂ 14 ページ

外部資金導入研究・調査 3 Ｂ 15 ページ

ロボット産業活性化事業 4 Ａ 16 ページ

生活関連産業の支援 5 Ｂ 17 ページ

技術相談 6 Ｂ 18 ページ

依頼試験 7 Ａ 19 ページ

機器利用サービスの提供 8 Ａ 21 ページ

３Ｄものづくりセクター 9 Ｓ 22 ページ

先端材料開発セクター 10 Ａ 23 ページ

複合素材開発セクター 11 Ｂ 24 ページ

オーダーメード開発支援 12 Ａ 25 ページ

製品開発支援ラボ等 13 Ｂ 26 ページ

実証試験セクター 14 A 27 ページ

技術経営支援 15 Ｓ 28 ページ

技術審査 16 Ｓ 29 ページ

海外展開技術支援 17 Ａ 30 ページ

産学公金連携支援 18 Ａ 31 ページ

他機関との連携支援 19 Ｂ 32 ページ

産業人材の育成 20 Ｂ 33 ページ

情報発信・情報提供 21 Ａ 34 ページ

組織体制及び運営、効率化、経費
節減

22 Ｂ 35 ページ

適正な資産管理等 23 Ｂ 37 ページ

危機管理対策、社会的責任 24 Ｂ 38 ページ

Ⅷ その他業務運営に関する重要目標を達成するために取るべき措置

中期目標
期間評価

年度評価

備考
項目
番号

中期目標を達成するために
取るべき措置

評定説明

Ⅰ　住民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成するために
　　とるべき措置

Ⅱ 業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するために取るべき措置

Ⅲ 財務内容の改善に関する目標を達成するために取るべき措置

項目 １（基盤研究） 

Ⅰ 住民に対して提供するサービスその他業務の質の向上に関する目標を達成するために 

とるべき措置 

１ 東京の産業発展と成長を支える研究開発の推進 

１－１ 基盤研究 

 機械、電気・電子、情報、化学、バイオ等の基盤技術分野に対する基盤研究を着実に実施する

とともに、中小企業の技術ニーズを踏まえ、付加価値の高い新製品・新サービス開発や技術課題

の解決に役立つ技術シーズの蓄積、今後発展が予想される技術分野の強化、都市課題の解決

や都民生活の向上に資する研究を基盤研究として取り組む。 

なかでも、今後の成長が期待される環境・エネルギー、生活技術・ヘルスケア、機能性材料、安

全・安心技術分野を重点研究として取り組み、都内中小企業による新しいサービスの創出に貢献

する。 

 また、第一期および第二期中の基盤研究において得られた研究成果を事業化・製品化及び共

同研究への実施や外部資金導入研究の採択へ発展させる。 

 

評 価 Ａ （年度計画を上回って実施している。） 

 

○ 「環境・エネルギー」、「生活技術・ヘルスケア」、「機能性材料」、「安全・安心」

の４つの技術分野を重点化し、「ものづくり要素技術」分野や前年度からの継続テ

ーマと合わせ計 108 テーマの基盤研究を実施している。 

 

○ これまでの研究成果が、共同研究や外部資金の導入など成果展開にもつながっ

た。 

 

○ 研究制度の改革や論文指導員制度の新設等を通じて質的向上に取り組んでおり

評価できる。 

 

○ ＴＩＲＩクロスミーティング２０１６の開催等、研究成果の普及活動に努めた。

 

○ 今後も研究成果が活用され、共同研究や外部資金導入研究、都内中小企業の製

品化・事業化に発展することを期待する。 
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項目 １（基盤研究） 

Ⅰ 住民に対して提供するサービスその他業務の質の向上に関する目標を達成するために 

とるべき措置 

１ 東京の産業発展と成長を支える研究開発の推進 

１－１ 基盤研究 

 機械、電気・電子、情報、化学、バイオ等の基盤技術分野に対する基盤研究を着実に実施する

とともに、中小企業の技術ニーズを踏まえ、付加価値の高い新製品・新サービス開発や技術課題

の解決に役立つ技術シーズの蓄積、今後発展が予想される技術分野の強化、都市課題の解決

や都民生活の向上に資する研究を基盤研究として取り組む。 

なかでも、今後の成長が期待される環境・エネルギー、生活技術・ヘルスケア、機能性材料、安

全・安心技術分野を重点研究として取り組み、都内中小企業による新しいサービスの創出に貢献

する。 

 また、第一期および第二期中の基盤研究において得られた研究成果を事業化・製品化及び共

同研究への実施や外部資金導入研究の採択へ発展させる。 

 

評 価 Ａ （年度計画を上回って実施している。） 

 

○ 「環境・エネルギー」、「生活技術・ヘルスケア」、「機能性材料」、「安全・安心」

の４つの技術分野を重点化し、「ものづくり要素技術」分野や前年度からの継続テ

ーマと合わせ計 108 テーマの基盤研究を実施している。 

 

○ これまでの研究成果が、共同研究や外部資金の導入など成果展開にもつながっ

た。 

 

○ 研究制度の改革や論文指導員制度の新設等を通じて質的向上に取り組んでおり

評価できる。 

 

○ ＴＩＲＩクロスミーティング２０１６の開催等、研究成果の普及活動に努めた。

 

○ 今後も研究成果が活用され、共同研究や外部資金導入研究、都内中小企業の製

品化・事業化に発展することを期待する。 
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項目 ２（共同研究） 

Ⅰ 住民に対して提供するサービスその他業務の質の向上に関する目標を達成するために 

とるべき措置 

１ 東京の産業発展と成長を支える研究開発の推進 

１－２ 共同研究 

 基盤研究で得られた研究成果を効率的かつ効果的に実用化へつなげていくため、独自の技術

やノウハウを有し意欲のある中小企業や業界団体、大学、研究機関と協力して、共同研究に積極

的に取り組むとともに、成果展開へつなげる。 

 年度当初及び年度途中に研究テーマを公募により設定し、研究を実施する。 

 共同研究機関の共同研究による製品化・事業化を把握できる仕組みを試行する。 

 

評 価 Ｂ （年度計画を概ね順調に実施している。） 

 
○ 公募による中小企業等との共同研究、大学研究機関及び連携協定機関との共同研究を

着実に実施している。 
 
○ 共同研究に基づく製品化・事業化並びに特許出願・特許等登録についても着実な成果

を上げている。 
 
○ 共同研究から製品化・事業化には時間がかかることから、追跡調査により成果を把握

するとともに、課題を明らかにし、新規の共同研究に改善策を反映させることが望まれ

る。 

 

  

項目 ３（外部資金導入研究・調査） 

Ⅰ 住民に対して提供するサービスその他業務の質の向上に関する目標を達成するために 

とるべき措置 

１ 東京の産業発展と成長を支える研究開発の推進 

１－３ 外部資金導入研究・調査 

都産技研が保有する研究成果を基に、科学技術研究費や産業振興を目的とする外部資金

等に積極的に応募し採択を目指す。 

（１）提案公募型研究 

 技術開発の要素が大きい経済産業省や文部科学省などの提案公募型事業へ積極的に

応募し、採択を目指すとともに、採択された研究を確実に実施する。 

未利用外部資金の調査を行い、申請可能なものを抽出して積極的に申請する。 

（２）地域結集型研究 

 第二期に完了した製品化研究に基づき、これまでに得られた研究成果の事業化を推進

する。 

 

  

評 価 Ｂ （年度計画を概ね順調に実施している。） 

 

○ 外部資金導入研究では 20 件採択され、着実に実施した。 

 

○ 各部ごとの目標値設定により、従来からの懸案であった研究者の総数に対する論文の

執筆者割合を増やしたことは評価できる。 

 

○ 提案公募型研究の新規採択数は増えたが、応募数が前年度と比較し減少しているため、

原因を分析し、応募数の増加に向けて取り組んでほしい。 

 

○ 順調な論文発表が更なる外部資金獲得につながり、研究開発が活性化するような好循

環になることを期待する。 
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項目 ３（外部資金導入研究・調査） 

Ⅰ 住民に対して提供するサービスその他業務の質の向上に関する目標を達成するために 

とるべき措置 

１ 東京の産業発展と成長を支える研究開発の推進 

１－３ 外部資金導入研究・調査 

都産技研が保有する研究成果を基に、科学技術研究費や産業振興を目的とする外部資金

等に積極的に応募し採択を目指す。 

（１）提案公募型研究 

 技術開発の要素が大きい経済産業省や文部科学省などの提案公募型事業へ積極的に

応募し、採択を目指すとともに、採択された研究を確実に実施する。 

未利用外部資金の調査を行い、申請可能なものを抽出して積極的に申請する。 

（２）地域結集型研究 

 第二期に完了した製品化研究に基づき、これまでに得られた研究成果の事業化を推進

する。 

 

  

評 価 Ｂ （年度計画を概ね順調に実施している。） 

 

○ 外部資金導入研究では 20 件採択され、着実に実施した。 

 

○ 各部ごとの目標値設定により、従来からの懸案であった研究者の総数に対する論文の

執筆者割合を増やしたことは評価できる。 

 

○ 提案公募型研究の新規採択数は増えたが、応募数が前年度と比較し減少しているため、

原因を分析し、応募数の増加に向けて取り組んでほしい。 

 

○ 順調な論文発表が更なる外部資金獲得につながり、研究開発が活性化するような好循

環になることを期待する。 
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項目 ４（ロボット産業活性化事業） 

Ⅰ 住民に対して提供するサービスその他業務の質の向上に関する目標を達成するために 

とるべき措置 

１ 東京の産業発展と成長を支える研究開発の推進 

１－４ ロボット産業活性化事業 

 今後の少子高齢化対策並びに生活の質の向上対策として期待されているロボット産業の活性

化事業を実施し、中小企業や大学との共同研究を通じた事業化・産業化を推進する。 

 公募型研究開発事業を推進し、ロボット技術の製品化・事業化を促進する。 

 

評 価 Ａ （年度計画を上回って実施している。） 

 
○ 東京ロボット産業支援プラザの開設、ロボット事業化推進グループの新設等により、

ロボットの開発から導入・活用による事業化支援までに対応する体制を強化した。 
 
○ 公募型共同研究等を着実に実施し、製品化事例が生まれていることは評価できる。今

後、更なる製品化や事業化が期待される。 
 
○ ロボット産業は将来の成長が見込まれ、期待の大きい領域である。東京２０２０オリ

ンピック・パラリンピック競技大会やその後を見据え、社会的ニーズにあったインパク

トのあるロボットの開発など、中小企業の事業機会につながるよう支援してほしい。 
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項目 ５（生活関連産業の支援） 

Ⅰ 住民に対して提供するサービスその他業務の質の向上に関する目標を達成するために 

とるべき措置 

１ 東京の産業発展と成長を支える研究開発の推進 

１－５ 生活関連産業の支援 

 開発第三部を開設し、生活関連産業の付加価値向上を目的とした技術支援サービスを実施す

る。 

 

評 価 Ｂ （年度計画を概ね順調に実施している。） 

 
○ 開発第三部を新設し、健康・医療・福祉機器産業や生活関連産業の製品開発支援を強

化している。 
 
○ 感性工学等の知見を活かし、ユニークな製品の開発につながっている。生活関連産業

は裾野が広く、ニーズも多様である。マーケティング強化のため、デザイン性の向上な

ど、差別化につながる製品開発の支援を期待する。 
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項目 ６（技術相談） 

Ⅰ 住民に対して提供するサービスその他業務の質の向上に関する目標を達成するために 

とるべき措置 

２ 中小企業の製品・技術開発、新事業展開を支える技術支援 

２－１ 技術的課題の解決のための支援 

（１）技術相談 

 中小企業等に対し、職員の専門的な知識に基づく技術相談を実施し、製品開発支援や技術課

題の解決を図る。 

①お客様へ的確な技術相談を提供するため、本部の実施体制を継続する。 

②総合支援窓口の取組みにより、料金収納及び成績証明書の発行窓口の統合や複数技術分

野にまたがる相談への一括対応などサービス機能の総合化を継続する。 

③幅広い技術相談ニーズに的確に対応するため専門相談員を設置し、中小企業の技術開発

を支援する。 

④ものづくりに関連するサービス産業等の技術分野の相談について積極的に対応する。 

⑤中小企業の現場での支援が必要な場合は、職員や専門家を現地に派遣する実地技術支援

を実施する。 

⑥都産技研の保有していない技術については、他の試験研究機関や大学、専門知識を有する

外部専門家を活用して課題の解決を図り、利用者の要望に応える。 

⑦協定締結機関と連携した技術相談体制を継続および拡充する。 

⑧震災による電力不足に対応するため、都内および被災地中小企業の節電や省エネルギーに

関する技術相談や実地技術支援を継続実施する。 

 

評 価 Ｂ （年度計画を概ね順調に実施している。） 

 
○ 技術相談の件数は、前年度と同等の高水準を維持している。 
 
○ 新たに専門相談員を配置し、相談窓口の質の向上に努めている。 
 
○ アウトカム調査による目的達成度は一定の評価を得ているが、今後更に利用者の満足

度が高くなるよう、相談結果や問題解決への貢献度等の分析や把握に努めることを望む。
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項目 ７（依頼試験） 

Ⅰ 住民に対して提供するサービスその他業務の質の向上に関する目標を達成するために 

とるべき措置 

２ 中小企業の製品・技術開発、新事業展開を支える技術支援 

２－１ 技術的課題の解決のための支援 

（２）依頼試験 

 製品等の品質・性能の評価や、事故原因究明など中小企業の生産活動に伴う技術課題の解決

を目的として、依頼試験を実施する。 

①導入した機器を活用し、高品質、高性能、高安全性など付加価値の高いものづくりを支援で

きるよう、依頼試験の充実を図る。 

②JIS 等に定めのない分析・評価など、お客様の個別の試験ニーズに対しては、オーダーメード

試験により柔軟に対応する。 

③首都圏公設試験研究機関連携体（以下、「TKF」という。）に参加している近隣の公設試験研

究機関と連携した試験実施体制を継続する。 

④本部において、電気および温度分野の計量法認定事業者（JCSS）として試験業務を継続実

施する。 

⑤多摩テクノプラザEMCサイトにおいて、EMC分野の試験所認定事業者（VLAC）として試験業

務を継続実施する。 

⑥本部において、照明分野の試験所認定事業者（JNLA）として試験業務を継続実施する。ま

た、鉄鋼分野の試験所認定事業者（JNLA）として試験業務を継続実施する。 

⑦都産技研の特徴的な技術分野である非破壊検査、照明、音響、高電圧、ガラス技術、環境・

防かび、放射線技術、高速通信、めっき・塗装複合試験、光学特性計測技術分野において、

試験精度の向上や試験範囲の拡充など一層高品質なサービスを実施する。 

⑧中小企業ニーズ及び最新の技術動向等に基づき、試験・研究設備及び機器の導入・更新を

実施する。 

⑨公的試験研究機関としての信頼の維持向上を図るため、機器の保守・更新、校正管理をより

適切に行う。 

⑩震災による電力不足に対応するため、中小企業の省エネルギー、高効率化に関する製品開

発を促進する依頼試験を継続実施する。 

⑪原子力発電所の事故に伴い、工業製品等の放射線量測定試験を継続実施する。 
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（項目 ７） 

評 価 Ａ （年度計画を上回って実施している。） 

 
○ 依頼試験の件数は、前年度と同等の高水準を維持しており、中小企業の技術課題の解

決に貢献している。 
 
○ 都産技研ならではのブランド試験が、都内中小企業に限らず広く利用されており、依

頼試験全体の３割を超えていることは評価できる。 
 
○ 中小企業のニーズに合致した機器の導入が図られた。今後は導入した機器を活用し、

高品質、高性能、高安全性など付加価値の高いものづくりへの支援を期待する。 
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項目 ８（機器利用サービスの提供） 

Ⅰ 住民に対して提供するサービスその他業務の質の向上に関する目標を達成するために 

とるべき措置 

２ 中小企業の製品・技術開発、新事業展開を支える技術支援 

２－２ 製品開発、品質評価のための支援 

（１）機器利用サービスの提供 

①中小企業では導入が困難な測定機器や分析機器を整備し、中小企業における新製品・新技

術開発のために機器利用のサービスを提供する。 

②機器の操作方法のアドバイスや、測定データの説明、課題解決のための的確な指導・助言を

行う。 

③高度な先端機器は利用方法習得セミナーを開催して、機器利用ライセンス制度により利用可

能な機器を拡張する。 

④都産技研ホームページを活用し、機器利用可能情報の提供を継続する。また、インターネット

経由での予約申し込み受付の対象機器を拡大する。 

⑤墨田支所において、「生活技術開発セクター」を拠点とし、サービス産業等への技術支援サ

ービスを継続する。 

⑥城南支所において、「先端計測加工ラボ」を活用した先端ものづくり産業支援を継続する。 

 

評 価 Ａ （年度計画を上回って実施している。） 

 
○ 機器利用の件数は、過去最高であった。 
 
○ 機器利用ライセンス制度が活用され、オンラインによる予約等が定着し、利便性向上

と業務の効率化が図られており評価できる。 
 
○ 中小企業では導入が困難な測定機器や分析機器を整備している。今後も、中小企業の

新製品開発のための機器利用サービスの提供を期待する。 
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項目 ９（３Ｄものづくりセクター） 

Ⅰ 住民に対して提供するサービスその他業務の質の向上に関する目標を達成するために 

とるべき措置 

２ 中小企業の製品・技術開発、新事業展開を支える技術支援 

２－２ 製品開発、品質評価のための支援 

（２）高付加価値製品の開発支援 

①本部にアディティブマニュファクチャリング設備による試作・製作支援、三次元 CAD データ作

成等のデジタルエンジニアリング支援を行うための「3D ものづくりセクター」を開設し、3D 技術

やリバースエンジニアリングを活用した製品開発を総合的に支援する。 

 

評 価 Ｓ （年度計画を大幅に上回って実施している。） 

 
○ ３Ｄものづくりセクターを開設し、３Ｄ技術やリバースエンジニアリングを活用した

製品開発を総合的に支援している。 
 
○ ３Ｄプリンターの活用により、これまで技術的に試作の難しかった部品等を開発する

ことができるようになり、製品化につなげている。 
 
○ ３Ｄものづくりの活用方法に関するノウハウの蓄積が進み、依頼試験、機器利用、試

作、製品開発において質の高い取組事例が多数生まれており高く評価できる。 
 
○ ３Ｄプリンターは活用範囲が広がりつつあり、更なる利用拡大が見込まれる。また、

３Ｄプリンターによるものづくりは、造形材も含め発展する可能性が高いことから、今

後も支援の強化を期待する。 
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項目 １０（先端材料開発セクター） 

Ⅰ 住民に対して提供するサービスその他業務の質の向上に関する目標を達成するために 

とるべき措置 

２ 中小企業の製品・技術開発、新事業展開を支える技術支援 

２－２ 製品開発、品質評価のための支援 

（２）高付加価値製品の開発支援 

②本部に機能性材料、環境対応製品など先端材料製品の開発に用いる高度先端機器を集中

配置した「先端材料開発セクター」を開設し、中小企業による高度な研究開発や技術課題の

解決を支援する。 

 

評 価 Ａ （年度計画を上回って実施している。） 

 
○ 先端材料開発セクターを開設し、分析・解析機器、分散・混合器、印刷機といった高

度先端機器を集中配置したことにより、高付加価値製品の開発支援体制を整備した。 
 
○ 都産技研が保有する技術や研究成果から製品化事例が生まれており評価できる。 
 
○ 材料開発は、３Ｄものづくりをはじめ、さまざまな分野において必要となるが、研究

開発に時間がかかることから、継続的な支援を期待する。 
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項目 １１（複合素材開発セクター） 

Ⅰ 住民に対して提供するサービスその他業務の質の向上に関する目標を達成するために 

とるべき措置 

２ 中小企業の製品・技術開発、新事業展開を支える技術支援 

２－２ 製品開発、品質評価のための支援 

（２）高付加価値製品の開発支援 

③多摩テクノプラザに産業用繊維や炭素繊維などの複合素材の開発を支援する「複合素材開

発セクター」を開設し、成長産業へ参入を希望する中小企業の支援を行う。 

 

評 価 Ｂ （年度計画を概ね順調に実施している。） 

 
○ 複合素材開発サイトの開設により、高機能繊維材料、繊維強化複合材料などを加工成

形・評価できる体制を整えた。 
 
○ 産業用高強度繊維は、航空機産業をはじめ各種製品で採用の動きが強まっている。今

後は中小企業ニーズの分析を進め、試作から製品化へつながるよう取組の強化を期待す

る。 
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項目 １２（オーダーメード開発支援） 

Ⅰ 住民に対して提供するサービスその他業務の質の向上に関する目標を達成するために 

とるべき措置 

２ 中小企業の製品・技術開発、新事業展開を支える技術支援 

２－２ 製品開発、品質評価のための支援 

（２）高付加価値製品の開発支援 

④中小企業が自社製品を開発する際の上流工程の技術課題解決に対応するため、オーダーメ

ード開発支援を継続する。 

 

評 価 Ａ （年度計画を上回って実施している。） 

 

○ 中小企業の製品の高付加価値化を後押しし、着実に開発支援を実施している。 
 
○ デザイン・加工・試作を通じて、研究員が研究で得た技術やノウハウを活かしながら

支援して、様々な製品化、事業化につながっていることは評価できる。 
 
○ 製品化達成度に関するアウトカム調査において高い評価を得ている。今後も更なる製

品化支援を期待する。 
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項目 １３（製品開発支援ラボ等） 

Ⅰ 住民に対して提供するサービスその他業務の質の向上に関する目標を達成するために 

とるべき措置 

２ 中小企業の製品・技術開発、新事業展開を支える技術支援 

２－２ 製品開発、品質評価のための支援 

（２）高付加価値製品の開発支援 

⑤新製品・新技術開発を目指す中小企業に対する支援施設として「製品開発支援ラボ」を本部

に 19 室、多摩テクノプラザに 5 室を引き続き提供する。 

⑥共同研究企業が無料で利用可能な共同研究開発室を 3 室引き続き提供し、迅速な製品の開

発を促進する。 

⑦製品開発支援ラボと共同研究開発室の入居者による製品化・事業化を支援するため、共同

利用の試作加工室を提供するとともに、技術経営相談などにも幅広く対応できる人材を配置

する。 

 

評 価 Ｂ （年度計画を概ね順調に実施している。） 

 
○ 高い入居率を維持している。 
 
○ 今後も入居者の製品開発段階に合わせた支援が望まれる。 
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項目 １４（実証試験セクター） 

Ⅰ 住民に対して提供するサービスその他業務の質の向上に関する目標を達成するために 

とるべき措置 

２ 中小企業の製品・技術開発、新事業展開を支える技術支援 

２－２ 製品開発、品質評価のための支援 

（３）製品の品質評価支援 

本部において、「実証試験セクター」を活用し、中小企業の安全で信頼性の高い製品開発を支

援するために、技術相談、依頼試験、機器利用をワンストップで効率的に技術支援する。 

特に、温湿度、機械、電気試験分野において、各種規格に対応した質の高い試験を継続させ

る。 

 

評 価 Ａ （年度計画を上回って実施している。） 

 
○ 専用窓口によるワンストップ技術支援を継続するとともに、依頼試験と機器利用の実

績は高水準を維持しており評価できる。 
 
○ 品質評価において、国際的に通用するＪＣＳＳやＪＮＬＡの試験を認定事業者として

継続している。 
 
○ 利用者向けハンドブックを発行し利便性向上を図った。 
 
○ 今後も質の高い技術支援サービスの提供を期待する。 
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項目 １５（技術経営支援） 

Ⅰ 住民に対して提供するサービスその他業務の質の向上に関する目標を達成するために 

とるべき措置 

２ 中小企業の製品・技術開発、新事業展開を支える連携の推進 

２－３ 新事業展開、新分野開拓のための支援 

（１）技術経営への支援 

①公益財団法人東京都中小企業振興公社（以下、「中小企業振興公社」という。）の経営支援

部門等他の機関との連携を活用して、セミナーの開催や企業への実地技術支援等を行う。 

②研究の成果として得た新技術に関して知的財産の出願に努めるとともに、使用許諾を推進し

中小企業支援に活用する。 

 

評 価 Ｓ （年度計画を大幅に上回って実施している。） 

 

○ 中小企業振興公社（以下「公社」という。）と連携した実地技術支援が大きく伸びてお

り、公社との連携強化が図られたことは高く評価できる。 
 
○ 特許出願件数が大幅に増加し、使用許諾による製品化も堅調であった。 
 
○ 保有知的財産の更なる活用と、中小企業の製品開発や販売促進につながるような、公

社等他機関と連携した支援を期待する。 
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項目 １６（技術審査） 

Ⅰ 住民に対して提供するサービスその他業務の質の向上に関する目標を達成するために 

とるべき措置 

２ 中小企業の製品・技術開発、新事業展開を支える連携の推進 

２－３ 新事業展開、新分野開拓のための支援 

（２）技術審査への貢献 

①東京都や自治体、経営支援機関等が実施する中小企業等への助成や表彰などの際に行わ

れる技術審査に積極的に協力する。 

②審査・評価の公平かつ中立な実施と、精度の維持向上を図るため、最新の技術情報の収集・

研究や研修等の実施により審査スキルの向上に努める。 

③技術審査事業を通じた産業振興への貢献度把握を継続する。 

 

評 価 Ｓ （年度計画を大幅に上回って実施している。） 

 

○ 新規７事業を受託するなど、技術審査件数が増加し、技術審査受託収益についても増

額となった。 
 
○ 「技術審査の手引き」の更新や職員専門研修の実施など、技術審査業務の効率化が図

られたことは高く評価できる。 
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項目 １７（海外展開技術支援） 

Ⅰ 住民に対して提供するサービスその他業務の質の向上に関する目標を達成するために 

とるべき措置 

２ 中小企業の製品・技術開発、新事業展開を支える連携の推進 

２－４ 中小企業の海外展開を支える技術支援 

（１）国際規格対応への支援 

①輸出製品技術支援センターを支援拠点として、中小企業が製品輸出や海外進出を行う際に

必要な国際規格への適合性などの技術情報を提供する。 

②海外展開を目指す中小企業を支援するため、輸出製品に関する相談体制や情報提供を拡

充するとともに、海外取引に関する技術セミナーを開催する。 

③中小企業の海外展開等で必要となる国際規格に対応した試験により都内中小企業の海外展

開支援を進める。 

（２）海外支援拠点による支援 

①タイ王国に開設したバンコク支所で海外進出した企業への現地技術支援事業を実施する。 

②海外の現地情報を都内中小企業へ情報提供し、海外展開支援を実施する。 

 

評 価 Ａ （年度計画を上回って実施している。） 

 

○ テキストや事例集の発行などＭＴＥＰでの支援やＣＥマークなど国際規格対応した認

証取得に必要となる試験設備の充実など着実な成果を上げている。 
 
○ 都産技研が中小企業の製品の性能評価を行い、海外展示会への出展を後押ししており

評価できる。 
 
○ バンコク支所の取組については、現地ニーズを都内中小企業のシーズと結びつけるよ

うな支援や公社タイ事務所等他機関と連携して現地企業に都内中小企業や日系中小企業

を紹介するような取組を期待する。 
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項目 １８（産学公金連携支援） 

Ⅰ 住民に対して提供するサービスその他業務の質の向上に関する目標を達成するために 

とるべき措置 

３ 多様な主体による連携の支援 

３－１ 産学公金連携による支援 

①本部において、産学公連携の拠点となる「東京イノベーションハブ」を活用し、中小企業と大

学、学協会、研究機関との連携を促進するセミナーや交流会、展示会を開催する。 

②公立大学法人首都大学東京（以下、「首都大学東京」という。）など豊富な技術シーズを有す

る大学や研究機関と中小企業とのマッチングの場を提供する。 

③企業同士の連携に意欲のある企業に対して、本部及び多摩テクノプラザで異業種交流会を

各１グループ立ち上げるとともに、既存グループの活動支援を実施する。 

④業界団体との業種別交流会を開催し、研究成果や新技術等の情報提供及び技術ニーズの

収集を行う。 

⑤中小企業の技術者等で構成する技術研究会を通じて、共同で技術的課題の解決を図る。 

 

評 価 Ａ （年度計画を上回って実施している。） 

 

○ 「東京イノベーション発信交流会」や、多摩地域企業との交流会等を新規に開催する

など、中小企業にマッチングの場を提供していることは評価できる。 
 
○ 特に「東京イノベーション発信交流会」では金融機関と連携し、出展企業を募集する

とともに、都産技研が出展企業の製品を性能評価することにより効果的にＰＲし、商談

に結びついた。 
 
○ 金融機関との連携も進んでおり、今後も金融機関のネットワークを活用した中小企業

の支援を期待する。 
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項目 １９（他機関との連携支援） 

Ⅰ 住民に対して提供するサービスその他業務の質の向上に関する目標を達成するために 

とるべき措置 

３ 多様な主体による連携の支援 

３－２ 行政及び他の支援機関との連携による支援 

①区市町村との連携強化に努め、地域における産業振興の取組に貢献するとともに都産技研

の利用促進を図る。 

②首都圏の公設試験研究機関が相互に連携・補完して広域的に中小企業の支援を実施して

いる TKF の活動を継続することにより、広域的なワンストップサービスを確保し、中小企業への

技術支援の充実を図る。 

③都産技研を利用した中小企業において、製品化や事業化の際に生じる開発資金の調達、販

路の開拓などが円滑に進められるよう、中小企業振興公社等の経営支援機関と連携した事業

を実施する。 

④東京都との「放射性物質等による災害時等対応に関する協定」に基づき、放射能測定試験を

継続実施する。 

 

評 価 Ｂ （年度計画を概ね順調に実施している。） 

 
○ 新たに３機関と連携協定を締結し、着実に連携機関数は増えている。 
 
○ 新たに３区市で利用助成が可能となるとともに、助成制度の案内冊子作成等により、

中小企業の利用促進を着実に実施している。 
 
○ 今後も連携による具体的な成果を期待する。 

 

項目 ２０（産業人材の育成） 

Ⅰ 住民に対して提供するサービスその他業務の質の向上に関する目標を達成するために 

とるべき措置 

４ 東京の産業を支える産業人材の育成 

４－１ 技術者の育成 

新技術、産業動向、国際化対応などに関するセミナーや実践に役立つ講習会の開催により、中

小企業の新製品・新サービスの創出を担う人材育成を進めるとともに、整備した機器を活用し、研

究開発や製造技術の高度化を担う中小企業の産業人材の育成を支援する。 

４－２ 関係機関との連携による人材育成、 

首都大学東京をはじめとする大学、学術団体、業界団体、行政機関等が実施している産業人

材育成の取り組みに対して、職員の講師派遣、インターンシップによる学生の受入れなどで積極

的に協力する。 

サービス業や卸売業・小売業の従事者向けにおいても、都産技研の設備や人材を活かした実

践的なセミナーを実施する。 

個別企業や業界団体等の人材育成ニーズに対して、希望に対応したカリキュラムを編成するオ

ーダーメードセミナーを実施し、人材育成ニーズにきめ細かく対応する。 

４－３ 海外展開が必要なグローバル人材の育成 

中小企業が海外へ事業を展開する際には現地の経営環境や市場動向に詳しい人材の育成が

必要であることを踏まえ、金融機関などの連携締結機関の情報や他の産業支援機関を活用した

実践的なセミナーを試行する。 

 

評 価 Ｂ （年度計画を概ね順調に実施している。） 

 
○ セミナーや講習会について、開催回数、受講者数ともに高い実績を確保するとともに、

アンケートによる評価も得ている。 
 
○ インターンシップの受入れについては、受入れ機関、人数ともに前年度を上回り、研

究事業への発展がみられる。 
 
○ 今年度から新規でスタートしたグローバル人材の育成については、今後の成果に期待

する。 
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項目 ２０（産業人材の育成） 

Ⅰ 住民に対して提供するサービスその他業務の質の向上に関する目標を達成するために 

とるべき措置 

４ 東京の産業を支える産業人材の育成 

４－１ 技術者の育成 

新技術、産業動向、国際化対応などに関するセミナーや実践に役立つ講習会の開催により、中

小企業の新製品・新サービスの創出を担う人材育成を進めるとともに、整備した機器を活用し、研

究開発や製造技術の高度化を担う中小企業の産業人材の育成を支援する。 

４－２ 関係機関との連携による人材育成、 

首都大学東京をはじめとする大学、学術団体、業界団体、行政機関等が実施している産業人

材育成の取り組みに対して、職員の講師派遣、インターンシップによる学生の受入れなどで積極

的に協力する。 

サービス業や卸売業・小売業の従事者向けにおいても、都産技研の設備や人材を活かした実

践的なセミナーを実施する。 

個別企業や業界団体等の人材育成ニーズに対して、希望に対応したカリキュラムを編成するオ

ーダーメードセミナーを実施し、人材育成ニーズにきめ細かく対応する。 

４－３ 海外展開が必要なグローバル人材の育成 

中小企業が海外へ事業を展開する際には現地の経営環境や市場動向に詳しい人材の育成が

必要であることを踏まえ、金融機関などの連携締結機関の情報や他の産業支援機関を活用した

実践的なセミナーを試行する。 

 

評 価 Ｂ （年度計画を概ね順調に実施している。） 

 
○ セミナーや講習会について、開催回数、受講者数ともに高い実績を確保するとともに、

アンケートによる評価も得ている。 
 
○ インターンシップの受入れについては、受入れ機関、人数ともに前年度を上回り、研

究事業への発展がみられる。 
 
○ 今年度から新規でスタートしたグローバル人材の育成については、今後の成果に期待

する。 
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項目 ２１（情報発信・情報提供） 

Ⅰ 住民に対して提供するサービスその他業務の質の向上に関する目標を達成するために 

とるべき措置 

５ 情報発信･情報提供の推進 

５－１ 情報発信 

東京都、区市町村、中小企業振興公社、商工会議所、商工会などの支援機関等が実施する講

演会、イベント・展示会への参加を通じ、都産技研の事業を積極的に PR し利用拡大につなげる。

都産技研が開催する研究発表会と、首都大学東京や TKF 参加の各公設試験研究機関等が行

う研究発表会の間で、相互に発表者を派遣し合うなど、多様な連携により研究機関が保有する技

術シーズや研究成果を広く中小企業に発信する。 

５－２ 情報提供 

 中小企業の製品開発や生産活動に役立つ以下の情報をインターネットや技術情報誌等の広報

媒体により速やかに提供する。 

本部の公開図書室を活用し、中小企業に役立つ技術資料等を公開する。 

・研究開発の成果 

・保有する技術情報やノウハウ 

・依頼試験や設備機器の利用に関する情報 

・産業人材育成に関するセミナー開催情報 

・産学公金連携コーディネートに関する情報 

・共同研究の公募や受託研究に関する情報 

・最近の技術動向等に関する情報 

 

評 価 Ａ （年度計画を上回って実施している。） 

 

○ 各種展示会に積極的に参加し、都産技研の新規利用につなげており評価できる。 
 
○ 利用者が情報収集を行いやすいよう、ホームページの全面リニューアルを行った結果、

「使いやすくなった」「見やすくなった」との意見が多数寄せられている。 
 
○ 広告の費用対効果は前年度を上回っている。 
 
○ 展示会への出展の際は、展示内容を説明するだけでなく、それに関連する都産技研の

事業や技術支援サービスの情報を更に発信するなど、今後も効果的なＰＲに努めてほし

い。 
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項目 ２２（組織体制及び運営、効率化、経費節減） 

Ⅱ 業務運営の改善及び効率化に関する事項 

１ 組織体制及び運営 

１－１ 機動性の高い組織体制の確保 

①事業動向等を踏まえ組織の見直しを継続的に実施し、各事業の効率的な執行体制を確保す

る。 

②既存組織体制にとらわれず、適時プロジェクトチームを設置するなど、ニーズに柔軟に対応

する。 

１－２ 適正な組織運営の確保 

①事業別のセグメント管理を活用することにより、各事業において投入した経営資源と事業効果

の検証を継続する。 

②都内中小企業に対して高品質な技術支援サービスを安定かつ継続的に提供する適切な組

織運営を継続する。 

１－３ 職員の確保・育成 

①大学訪問などの積極的なリクルート活動により、優秀な技術職員を計画的に採用する。 

②地方独立行政法人の機動的で柔軟な組織運営に必要な事務職員についても、計画的に確

保する。 

③公平な業績評価とその昇給等への適切な反映により、職員一人ひとりのモチベーションを高

めるとともにそのレベルアップを進め、組織運営の効率化や、技術支援及び研究開発の水準

の向上を図る。 

④中小企業の国際化を適切に支援していくため、職員の海外での学会参加による情報収集な

ど国際規格の相談に対応できる職員の育成を継続する。 

１－４ 情報システム化の推進・情報セキュリティ対策の徹底 

 ネットワークやインターネット、人事・庶務システムなどの都産技研の業務運営に欠かせない情

報システム基盤を活用し、情報システムの利便性向上、業務の効率化、セキュリティの向上等を

図る。 

 テレビ会議システムによる遠隔相談など情報システムを活用した利便性の向上に努める。 

海外展開を支援する海外支所とのネットワーク化を推進し、利便性及びセキュリティの向上を図る

２ 業務運営の効率化と経費節減 

２－１ 業務改革の推進 

お客様へのサービスの向上、業務の効率化、経費の削減等を目的として、組織と職員からの提

案により、業務内容や処理手続きの見直等の業務改革を推進し、外部機関の活用も含め高い経

営品質の実現や利用者満足度の向上を目指す。 

２－２ 財政運営の効率化 

標準運営費交付金（プロジェクト的経費を除く。）を充当して行う業務については、中小企業ニ

ーズの低下した業務の見直しや複数年契約の推進による効率化を進める。 
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評 価 Ｂ （年度計画を概ね順調に実施している。） 

 
○ 中期計画達成のために、部署の新設など、事業を執行するための体制整備、組織改編

を実施して対応している。 
 
○ 依頼試験、機器利用項目の見直し等を適正に実施している。 
 
○ 業務時間分析の結果では、依頼試験、機器利用、研究開発の割合は、前年度とほとん

ど変わらない。今後は分析結果に基づき研究時間の確保について更なる努力を期待する。
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項目 ２３（適正な資産管理等） 

Ⅲ 財務内容の改善に関する事項  

１ 資産の適正な管理運用 

安全かつ効率的な資金運用管理を推進し、建物、施設については、計画的な維持管理を行うと

ともに、設備機器については校正・保守・点検を的確に行うことにより国内規格や国際規格に適合

する測定等が確実に実施できるよう管理運用する。 

２ 剰余金の適切な活用 

的確な経営判断を行い、新しい事業の開始、研究開発の推進、設備の更新・導入などにより、

都内中小企業に提供するサービス水準の向上を図るとともに、事業実績や成果の向上につなが

るよう、剰余金を有効に活用する。 

Ⅳ 予算（人件費の見積もりを含む。）、収支計画及び資金計画 

Ⅴ 短期借入金の限度額 

Ⅵ 重要な財産を譲渡し、又は担保に供しようとするときは、その計画 

Ⅶ 剰余金の使途 

１ 剰余金の使途 

 決算において剰余金が発生した場合、中小企業支援の充実、研究開発の質の向上、法人の円

滑な業務運営の確保又は施設・設備の整備及び改善に充てる。 

２ 積立金の使途 

前期中期目標期間の最終年度において地方独立行政法人法第 40 条第 1 項又は第 2 項の処

理を行ってなお積立金があるときは、その額に相当する金額のうち設立団体の長の承認を受けた

金額について、中期計画の剰余金の使途に規定されている、中小企業支援の充実、研究開発の

質の向上、法人の円滑な業務運営の確保又は施設・設備の整備及び改善に充てる。 

Ⅷ その他業務運営に関する重要事項 

１ 施設・設備の整備と活用 

①業務の確実な実施と機能向上のための施設・設備の整備を計画的に実施する。 

②実施に当たっては、東京都からの施設整備補助金等の財源を適切に確保し、策定する長期

保全計画に基づき総合的・長期的観点に立った整備・更新を行う。 

 

評 価 Ｂ （年度計画を概ね順調に実施している。） 

 
○ 設備機器の校正・保守の経費を押さえつつ、各種規格に適合する測定が実施できる体

制を構築している。 
 
○ 適正な予算の執行、資産の管理が行われている。 
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項目 ２４（危機管理対策、社会的責任） 

Ⅷ その他業務運営に関する重要事項 

２ 危機管理対策の推進 

 第一期中に策定した「リスクマネジメントに関する基本方針」に基づき、内部危機管理体制の整

備を継続する。 

①個人情報や企業情報、また製品開発等の職務上知り得た秘密については、適正な取扱いと

確実な漏洩防止のために、全職員の受講を必須とする研修を実施する。 

②環境保全や規制物質管理、労働安全衛生に関する法令を遵守し、危険物、毒劇物の管理と

取扱い、災害に対する管理体制を確保するとともに、防災訓練等の実施や職員に対する意識

向上のための研修を実施する。 

③震災の発生や新興感染症の流行などに備え、対応策を定めるとともに、万が一発生した場合

には、被害拡大の防止に向けた対策を実施する。 

④緊急事態の発生を想定し、対策委員会の設置、緊急連絡網の設定、通報訓練の実施等をマ

ニュアルとしてまとめるなど、迅速な情報伝達・意思決定に向けた管理体制の整備を図る。 

３ 社会的責任 

３－１ 情報公開 

公共性を有する法人として、運営状況の一層の透明性を確保するため、都産技研ホームペー

ジや刊行物の発行等により経営情報の公開に取り組む。 

事業内容や事業運営状況に関する情報開示請求については、規則に基づき迅速かつ適正に

対応する。 

３－２ 環境への配慮 

法人の社会的責任を踏まえ、省エネルギー対策の推進、CO2 削減等、「環境方針」に沿った取

組により環境負荷の低減や環境改善に配慮した業務運営を行う。 

３－３ 法人倫理 

都民から高い信頼性を得られるよう、「地方独立行政法人東京都立産業技術研究センター憲

章」等を踏まえ、法令遵守を徹底するとともに、職務執行に対する中立性と公平性を確保しつつ、

高い倫理観を持って業務を行う。 

 

 

評 価 Ｂ （年度計画を概ね順調に実施している。） 

 
○ 労働安全衛生法に基づく化学物質に関するリスクアセスメントに対応するため、危険

物、毒劇物等の規程類を整備した。 
 
○ 情報漏洩防止への取組、防災訓練、健康管理等を適正に実施している。 
 
○ 今後も、都産技研利用者や都民から高い信頼を得られるよう、一層の取組強化を期待

する。 
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部
改

正
）

を
踏

ま
え

、
以

下
に

示
す

基
本

方
針

及
び

方
法

に
よ

り
実

施
す

る
。

 

 １
 

評
価

の
基

本
方

針
 

（
１

）
中

期
目

標
の

達
成

に
向

け
、

法
人

の
中

期
計

画
の

事
業

の
進

行
状

況
を

確
認

す
る

。
 

（
２

）
評

価
を

通
じ

て
、

法
人

の
業

務
運

営
状

況
を

わ
か

り
や

す
く

社
会

に
示

す
。

 

（
３

）
法

人
の

業
務

運
営

の
改

善
・

向
上

に
資

す
る

。
 

（
４

）
都

民
へ

の
説

明
責

任
を

果
た

す
。

 

 ２
 

評
価

の
種

類
 

 
 

各
事

業
年

度
に

か
か

る
業

務
の

実
績

に
関

す
る

評
価

（
以

下
「

年
度

評
価

」
と

い
う

。
）

及
び

中
期

目
標

に
係

る

業
務

の
実

績
に

関
す

る
評

価
（

以
下

「
中

期
目

標
期

間
評

価
」

と
い

う
。）

に
よ

り
実

施
す

る
。

 

 ３
 

評
価

の
方

法
 

評
価

は
、
法

人
が

提
出

す
る

業
務

実
績

報
告

書
等

に
基

づ
き

、「
項

目
別

評
価

」
と
「

全
体

評
価

」
に

よ
り

実
施

す

る
。

 

 

（
１

）
業

務
実

績
報

告
 

①
年

度
評

価
 

法
人

は
、

年
度

計
画

に
記

載
さ

れ
て

い
る

項
目

ご
と

に
業

務
実

績
を

記
載

す
る

と
と

も
に

、
達

成
状

況
を

評

価
項

目
ご

と
に

別
表

の
評

語
に

よ
り

評
価

し
て

業
務

実
績

報
告

書
を

作
成

す
る

。
業

務
実

績
報

告
書

の
様

式
は

試
験

研
究

分
科

会
が

別
に

指
定

す
る

。
 

②
中

期
目

標
期

間
評

価
 

法
人

は
、

中
期

計
画

に
記

載
さ

れ
て

い
る

項
目

ご
と

に
業

務
実

績
を

記
載

す
る

と
と

も
に

、
達

成
状

況
を

評

価
項

目
ご

と
に

別
表

の
評

語
に

よ
り

評
価

し
て

業
務

実
績

報
告

書
を

作
成

す
る

。
業

務
実

績
報

告
書

の
様

式
は

試
験

研
究

分
科

会
が

別
に

指
定

す
る

。
 

 な
お

、
以

下
に

掲
げ

る
項

目
を

特
記

事
項

と
し

て
記

載
す

る
こ

と
。

 

【
特

記
事

項
】

 

①
こ

れ
ま

で
の

評
価

結
果

を
踏

ま
え

た
改

善
に

向
け

た
取

組
み

 

②
特

色
あ

る
取

組
み

や
特

筆
す

べ
き

優
れ

た
実

績
を

上
げ

た
取

組
み

 

③
遅

滞
が

生
じ

て
い

る
取

組
み

や
そ

の
理

由
 

④
過

年
度

の
実

績
と

の
数

値
に

よ
る

対
比

 

    

（
２

）
項

目
別

評
価

 

 
 

①
業

務
実

績
の

検
証

 

法
人

か
ら

提
出

さ
れ

た
業

務
実

績
報

告
書

、
法

人
か

ら
の

ヒ
ア

リ
ン

グ
及

び
各

委
員

の
要

求
に

よ
り

法
人

が

提
出

す
る

資
料

を
基

に
検

証
を

行
う

。
 

年
度

評
価

に
つ

い
て

は
、

年
度

計
画

に
記

載
さ

れ
て

い
る

各
項

目
の

進
捗

状
況

及
び

成
果

等
に

つ
い

て
、

法

人
の

自
己

評
価

及
び

計
画

設
定

の
妥

当
性

を
含

め
総

合
的

に
行

う
。

 

中
期

目
標

期
間

評
価

に
つ

い
て

は
、

中
期

計
画

に
記

載
さ

れ
て

い
る

各
項

目
の

達
成

状
況

及
び

成
果

等
に

つ

い
て

、
法

人
の

自
己

評
価

及
び

計
画

設
定

の
妥

当
性

を
含

め
総

合
的

に
行

う
。

 

 

 
 

②
業

務
実

績
の

評
価

 

年
度

評
価

は
、
業

務
実

績
報

告
書

の
各

項
目

の
検

証
及

び
特

記
事

項
等

を
基

に
、
中

期
計

画
の

達
成

に
向

け

た
法

人
の

事
業

進
捗

状
況

・
成

果
を

評
価

項
目

ご
と

に
別

表
の

評
語

に
よ

り
評

価
す

る
。

 

な
お

、
研

究
に

関
す

る
評

価
は

、
研

究
テ

ー
マ

の
選

定
方

法
、
成

果
の

活
用

、
研

究
評

価
が

適
正

に
行

わ
れ

て
い

る
か

等
に

つ
い

て
、
組

織
的
・
マ

ク
ロ

的
な

視
点

で
行

う
。
個

別
研

究
内

容
の

評
価

は
法

人
が

行
っ

て
い

る
研

究
評

価
（

外
部

評
価

・
内

部
評

価
）

に
よ

る
こ

と
と

す
る

。
 

中
期

目
標

期
間

評
価

は
、
業

務
実

績
報

告
書

の
各

項
目

の
検

証
及

び
特

記
事

項
等

を
基

に
、
中

期
計

画
の

達

成
状

況
･
成

果
を

評
価

項
目

ご
と

に
別

表
の

評
語

に
よ

り
評

価
す

る
。

 

 （
３

）
全

体
評

価
 

①
年

度
評

価
 

項
目

別
評

価
を

踏
ま

え
つ

つ
、

法
人

の
中

期
計

画
の

進
行

状
況

全
体

に
つ

い
て

、
以

下
の

例
を

参
考

に
記

述

式
に

よ
り

評
価

す
る

。
評

価
に

あ
た

っ
て

は
、

当
該

年
度

に
お

け
る

中
期

計
画

の
達

成
度

、
事

業
活

動
に

よ
る

成
果

の
状

況
、

業
務

運
営

・
財

務
面

を
含

め
た

法
人

の
業

務
全

体
の

状
況

に
つ

い
て

、
法

人
の

目
的

に
照

ら
し

総
合

的
な

視
点

か
ら

判
断

す
る

も
の

と
す

る
。

ま
た

、
中

期
計

画
に

掲
げ

ら
れ

て
い

る
事

項
以

外
で

特
記

す
べ

き
法

人
の

自
主

的
な

取
組

み
が

あ
れ

ば
、

当
該

事
項

も
含

め
て

総
合

的
に

評
価

す
る

。
 

 ②
中

期
目

標
期

間
評

価
 

項
目

別
評

価
を

踏
ま

え
つ

つ
、

法
人

の
中

期
計

画
の

達
成

状
況

に
つ

い
て

、
以

下
の

例
を

参
考

に
記

述
式

に

よ
り

評
価

す
る

。
評

価
に

あ
た

っ
て

は
、
中

期
計

画
の

達
成

度
、
事

業
活

動
に

よ
る

成
果

の
状

況
、
業

務
運

営
・

財
務

面
を

含
め

た
法

人
の

業
務

全
体

の
状

況
に

つ
い

て
、
法

人
の

目
的

に
照

ら
し

総
合

的
な

視
点

か
ら

判
断

す

る
も

の
と

す
る

。
ま

た
、

中
期

計
画

に
掲

げ
ら

れ
て

い
る

事
項

以
外

で
特

記
す

べ
き

法
人

の
自

主
的

な
取

組
み

が
あ

れ
ば

、
当

該
事

項
も

含
め

て
総

合
的

に
評

価
す

る
。
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            （
４

）
評

価
結

果
の

決
定

 

 
 

 
評

価
結

果
の

決
定

は
以

下
の

と
お

り
行

う
。

 

①
試

験
研

究
分

科
会

で
の

審
議

を
通

じ
て

、
項

目
別

評
価

及
び

全
体

評
価

の
評

価
結

果
（

案
）

を
取

り
ま

と
め

る
。

 

②
評

価
結

果
（

案
）

の
内

容
に

つ
い

て
、

法
人

に
事

実
確

認
を

求
め

た
上

で
評

価
結

果
を

決
定

す
る

。
 

③
評

価
結

果
に

つ
い

て
は

、
以

下
の

と
お

り
決

定
す

る
。

 

 
(
ⅰ

)
年

度
評

価
は

、
試

験
研

究
分

科
会

の
議

決
を

も
っ

て
東

京
都

地
方

独
立

行
政

法
人

評
価

委
員

会
の

決
定

と
す

る
。

 

 
(
ⅱ

)
中

期
目

標
期

間
評

価
は

、
東

京
都

地
方

独
立

行
政

法
人

評
価

委
員

会
に

お
い

て
評

価
結

果
を

決
定

す
る

。 

④
評

価
結

果
を

法
人

に
通

知
す

る
と

と
も

に
、

年
度

評
価

及
び

中
期

目
標

期
間

評
価

は
知

事
に

報
告

す
る

。
 

 （
５

）
評

価
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
 

 

【
年

度
評

価
及

び
中

期
目

標
期

間
評

価
】（

各
事

業
年

度
）

 

事
 

 
項

 
時

 
期

 
内

 
 

 
 

 
 

容
 

年
度

終
了

 
3
月

末
 

○
年

度
事

業
の

終
了

（
法

人
）

 

評
価

準
備

 
4
月

～
6
月

 
○

業
務

実
績

報
告

書
、

財
務

諸
表

等
作

成
（

法
人

）
 

実
績

報
告

 
6
月

末
 

○
業

務
実

績
報

告
書

、
財

務
諸

表
等

提
出

（
法

人
）

 

（
年

度
終

了
後

、
3
ヶ

月
以

内
に

提
出

）
 

 

    

【
年

度
評

価
】
（

各
事

業
年

度
）

 

評
価

 
7
月

～
8
月

 

○
業

務
実

績
検

証
（

法
人

か
ら

の
ヒ

ア
リ

ン
グ

）
 

○
財

務
諸

表
検

証
 

○
評

価
結

果
（

案
）

の
作

成
、

法
人

に
よ

る
事

実
確

認
 

○
評

価
結

果
の

決
定

 

報
告

・
公

表
 

9
月

 

○
評

価
結

果
の

知
事

へ
の

報
告

及
び

法
人

へ
の

通
知

 

○
財

務
諸

表
へ

の
意

見
表

明
、

財
務

諸
表

承
認

 

○
議

会
報

告
（

評
価

結
果

報
告

）
及

び
公

表
 

   
【

中
期

目
標

期
間

評
価

】
（

中
期

目
標

期
間

最
終

年
度

の
翌

年
度

）
 

評
価

 
7
月

～
8
月

 

○
業

務
実

績
検

証
（

法
人

か
ら

の
ヒ

ア
リ

ン
グ

）
 

○
評

価
結

果
（

案
）

の
作

成
、

法
人

に
よ

る
事

実
確

認
 

○
評

価
結

果
の

決
定

 

（
評

価
決

定
は

、
東

京
都

地
方

独
立

行
政

法
人

評
価

委
員

会
で

行
う

。
）

報
告

・
公

表
 

9
月

 
○

評
価

結
果

の
知

事
へ

の
報

告
及

び
法

人
へ

の
通

知
 

○
議

会
報

告
（

評
価

結
果

報
告

）
及

び
公

表
 

  ４
 

そ
の

他
 

 
本

評
価

方
針

及
び

評
価

方
法

に
つ

い
て

は
、

業
務

実
績

評
価

の
実

施
結

果
を

踏
ま

え
、

必
要

に
応

じ
、

本
分

科
会

の
審

議
を

経
て

改
正

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

 【
年

度
評

価
記

述
例

】
 

○
当

該
年

度
に

お
け

る
中

期
計

画
の

実
施

状
況

か
ら

見
て

、
計

画
達

成
に

向
け

て
業

務
全

体
が

特
筆

す
べ

き
進

捗

状
況

に
あ

る
 

 

○
当

該
年

度
に

お
け

る
中

期
計

画
の

実
施

状
況

か
ら

見
て

、
計

画
達

成
に

向
け

て
業

務
全

体
が

優
れ

た
進

捗
状

況

に
あ

る
 

 

○
当

該
年

度
に

お
け

る
中

期
計

画
の

実
施

状
況

か
ら

見
て

、
計

画
達

成
に

向
け

て
業

務
全

体
が

概
ね

着
実

な
進

捗

状
況

に
あ

る
 

 

○
当

該
年

度
に

お
け

る
中

期
計

画
の

実
施

状
況

か
ら

見
て

、
計

画
達

成
に

向
け

て
業

務
の

進
捗

状
況

に
遅

れ
が

見

ら
れ

る
 

 

○
当

該
年

度
に

お
け

る
中

期
計

画
の

実
施

状
況

か
ら

見
て

、
計

画
達

成
に

向
け

て
業

務
の

進
捗

状
況

に
大

幅
な

遅

れ
が

見
ら

れ
業

務
の

改
善

が
必

要
 

 【
中

期
目

標
期

間
評

価
記

述
例

】
 

○
～

特
筆

す
べ

き
業

務
の

達
成

状
況

に
あ

る
 

○
～

優
れ

た
業

務
の

達
成

状
況

に
あ

る
 

○
～

概
ね

着
実

な
業

務
の

達
成

状
況

に
あ

る
 

○
～

や
や

不
十

分
な

業
務

の
達

成
状

況
に

あ
る

 
○

～
不

十
分

な
業

務
の

達
成

状
況

に
あ

る
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項
目

別
評

価
評

語
別
表

評
語

説
明

評
語

説
明

Ｓ
年

度
計

画
を
大

幅
に

上
回

っ
て
実

施
し
て
い
る

評
価
項
目
に
お

い
て
、
年

度
計

画
を
大

幅
に
上

回
っ

て
実
施
し
て
い
る
、
あ
る
い
は
対

外
的

に
高

く
評

価
さ

れ
る
よ
う
な
成

果
を
あ
げ
て
い
る
。

【
例
】

・
時
代
を
先
取
り
し
た
研

究
の
実

施
・
利
用
者
の
声
に
迅
速
に
応
え
た
サ
ー
ビ
ス
実

施
・
目
標
数
値
を
大

幅
に
超

え
た
実

績
・
目
標
到
達
点
を
超

え
た
先

進
の
事

業
展

開
・
全
国
の
公
設
試
で
も
ま
れ
に
見

る
取

組
み

Ｓ
中

期
目

標
の

達
成

状
況

が
極

め
て
良

好
で
あ
る

評
価
項
目
に
お
い
て
、
中
期
計
画
を
大
幅
に
上
回
っ

て
実
施
し
て
い
る
、
あ
る
い
は
対
外
的
に
高
く
評
価
さ

れ
る
よ
う
な
成

果
を
あ
げ
て
い
る
。

Ａ
年

度
計

画
を
上

回
っ
て
実

施
し

て
い
る

評
価
項
目
に
お

い
て
、
年

度
計

画
を
上

回
っ
て
実

施
し
て
い
る
、
あ
る
い
は
困

難
な
目

標
を
設

定
し
、
そ
れ

を
達

成
し
て
い
る
。

Ａ
中

期
目

標
の

達
成

状
況

が
良

好
で
あ
る

評
価
項
目
に
お
い
て
、
中
期
計
画
を
上
回
っ
て
実
施

し
て
い
る
、
あ
る
い
は
困
難
な
目
標
を
設
定
し
、
そ
れ

を
達

成
し
て
い
る
。

Ｂ
年

度
計

画
を
概

ね
順

調
に

実
施

し
て
い
る

評
価

項
目

に
お

い
て

、
年

度
計

画
に

記
載

さ
れ

た
事

項
を

ほ
ぼ
10
0％

計
画

ど
お

り
実

施
し

て
い

る
。

Ｂ
中

期
目

標
の

達
成

状
況

が
概

ね
良

好
で
あ
る

評
価

項
目

に
お

い
て

、
中

期
計

画
に

記
載

さ
れ

た
事

項
を

ほ
ぼ
10
0％

計
画

ど
お

り
実

施
し

て
い

る
。

Ｃ
年

度
計

画
を
十

分
に

実
施

で
き
て
い
な
い

評
価

項
目

に
お

い
て

、
年

度
計

画
を

計
画

ど
お

り
実

施
で

き
て

い
な

い
事

項
が

あ
り

、
実

績
、

成
果

も
計
画
を
下
回

っ
て

い
る

。
Ｃ

中
期

目
標

の
達

成
状

況
が

や
や

不
十

分
で
あ
る

評
価

項
目

に
お

い
て

、
中

期
計

画
を

計
画

ど
お

り
実

施
で

き
て

い
な

い
事

項
が

あ
り

、
実

績
、

成
果

も
計
画
を
下
回
っ
て
い
る
。

Ｄ
業

務
の
大

幅
な
見

直
し
、
改

善
が
必
要
で
あ
る

評
価

項
目

に
お

い
て

、
実

施
状

況
が

年
度

計
画

を
大

幅
に

下
回

っ
て

い
る

か
、

ま
た

は
年

度
計

画
を

実
施
し
て
い
な
い

。
Ｄ

中
期

目
標

の
達

成
状

況
が

不
十

分
で

あ
り
、
法

人
の

組
織

、
業

務
等

に
見

直
し
が

必
要

で
あ
る

評
価

項
目

に
お

い
て

、
実

施
状

況
が

中
期

計
画

を
大

幅
に

下
回

っ
て

い
る

か
、

ま
た

は
中

期
計

画
を

実
施
し
て
い
な
い
。

年
度
評
価
　
評
語

中
期
目
標
期
間
評
価
　
評
語
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東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
の
評

価
の
基

本
的

な
考

え
方

に
つ
い
て

 
 

 
 

平
成

１
９
年

３
月
２

３
日

 

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

決
定

 

平
成

２
０
年

 
３

 
月

２
１

日
 

幹
事

会
一

部
改
正

 

平
成

２
０
年

１
１
月

２
５

日
 

幹
事

会
一

部
改
正
 

平
成

２
１
年

１
２
月

２
８

日
 

幹
事

会
一

部
改
正

 

平
成

２
３
年

 
１

 
月

３
１

日
 

幹
事

会
一

部
改
正

 

平
成

２
６
年

 
３
月

１
０

日
 

幹
事

会
一

部
改
正

 

 
こ

の
「

基
本

的
な

考
え

方
」

は
、

今
後

、
東

京
都

地
方

独
立

行
政

法
人

評
価

委
員

会
（

以
下

、
「

評
価

委
員

会
」

と
い

う
。
）
と

し
て

、
地

方
独

立
行

政
法

人
（

以
下

、
「

法
人

」
と

す
る

。
）
の

業
務

の
実

績
に

関
す

る
評

価
を

各

分
科

会
が

実
施

す
る

に
あ

た
っ

て
の

基
本

方
針

や
評

価
方

法
の

基
本

な
ど

に
つ

い
て

示
し

た
も

の
で

あ
る

。
 

 １
 

評
価

委
員

会
の

主
な

役
割

 

（
１

）
各

事
業

年
度

に
係

る
業

務
の

実
績

に
関

す
る

評
価

（
以

下
、

「
事

業
年

度
評

価
」

と
い

う
。

）
 

評
価

委
員

会
は

、
各

事
業

年
度

に
お

い
て

、
中

期
計

画
に

定
め

ら
れ

た
各

項
目

の
実

施
状

況
の

調
査

・

分
析

を
し

、
そ

の
結

果
を

踏
ま

え
、

業
務

の
実

績
の

全
体

に
つ

い
て

総
合

的
な

評
価

を
行

う
。

 

（
２

）
中

期
目

標
に

係
る

業
務

の
実

績
に

関
す

る
評

価
（

以
下

、
「

中
期

目
標

期
間

評
価

」
と

い
う

。
）

 

評
価

委
員

会
は

、
中

期
目

標
期

間
に

お
い

て
、
中

期
目

標
に

掲
げ

た
各

項
目

の
達

成
状

況
の

調
査
・
分

析
を

し
、

そ
の

結
果

を
踏

ま
え

、
業

務
の

実
績

の
全

体
に

つ
い

て
の

総
合

的
な

評
価

を
行

う
。

 

（
３

）
中

期
目

標
期

間
の

終
了

時
の

検
討

 

評
価

委
員

会
は

、
法

人
の

業
務

の
特

性
に

配
慮

し
つ

つ
、

法
人

の
業

務
を

継
続

さ
せ

る
必

要
性

、
組

織

の
在

り
方

そ
の

他
そ

の
組

織
及

び
業

務
の

全
般

に
わ

た
る

検
討

を
行

う
に

あ
た

っ
て

の
意

見
を

行
う

。
 

 ２
 

事
業

年
度

評
価

 

（
１

）
評

価
の

基
本

方
針

 

①
 

中
期

目
標

の
達

成
に

向
け

、
法

人
の

中
期

計
画

の
事

業
の

進
行

状
況

を
確

認
す

る
。

 

②
 

評
価

を
通

じ
て

、
法

人
の

業
務

運
営

状
況

を
分

か
り

や
す

く
社

会
に

示
す

。
 

③
 

法
人

の
業

務
運

営
の

改
善

・
向

上
に

資
す

る
。

 

④
 

都
民

へ
の

説
明

責
任

を
果

た
す

。
 

（
２

）
評

価
方

法
の

基
本

 

法
人

の
評

価
は

、
「

項
目

別
評

価
」

と
「

全
体

評
価

」
に

よ
り

行
う

も
の

と
す

る
。

 

①
 

項
目

別
評

価
 

（
ア

）
中

期
計

画
の

達
成

に
向

け
た

法
人

の
事

業
進

捗
状

況
・

成
果

を
年

度
計

画
の

項
目

ご
と

に
、

別

表
１

の
評

語
に

よ
り

評
価

す
る

。
な

お
、

特
筆

す
べ

き
点

が
あ

れ
ば

コ
メ

ン
ト

を
付

す
。

 

（
イ

）
（

ア
）
を

原
則

と
し

、
法

人
の

業
務

の
特

性
に

応
じ

て
別

表
１

の
評

語
以

外
の

評
語

に
よ

り
評

価

す
る

こ
と

が
で

き
る

も
の

と
す

る
。

独
自

の
評

語
を

設
定

し
た

場
合

は
、

法
人

の
「

業
務

実
績

評
価

（
年

度
評

価
）

方
針

及
び

方
法

」
に

明
記

す
る

。
 

②
 

全
体

評
価

 

項
目

別
評

価
を

踏
ま

え
つ

つ
、
法

人
の

中
期

計
画

の
進

行
状

況
全

体
に

つ
い

て
、
次

の
例

を
参

考
に

記
述

式
に

よ
り

評
価

す
る

。
 

（
例

）
 

「
 

～
特

筆
す

べ
き

業
務

の
進

捗
状

況
に

あ
る

 
」

 

「
 

～
優

れ
た

業
務

の
進

捗
状

況
に

あ
る

 
」

 

「
 

～
概

ね
着

実
な

業
務

の
進

捗
状

況
に

あ
る

 
」

 

「
 

～
業

務
の

進
捗

状
況

に
遅

れ
が

見
ら

れ
る

 
」

 

「
 

～
業

務
の

進
捗

状
況

に
大

幅
な

遅
れ

が
見

ら
れ

業
務

の
改

善
が

必
要

 
」

 な
ど

 

 

（
３

）
評

価
の

進
め

方
 

①
 

業
務

実
績

の
検

証
 

法
人

か
ら

提
出

さ
れ

た
業

務
実

績
報

告
書

等
を

基
に

検
証

す
る

と
と

も
に

、
法

人
か

ら
ヒ

ア
リ

ン
グ

も
実

施
す

る
。

 

②
 

分
科

会
に

よ
る

評
価

結
果

の
決

定
 

各
分

科
会

で
の

審
議

を
通

じ
て

、
項

目
別

評
価

及
び

全
体

評
価

の
評

価
結

果
を

決
定

す
る

。
 

な
お

、
各

分
科

会
に

お
い

て
、

法
人

に
よ

る
事

実
確

認
な

ど
の

方
法

を
と

る
こ

と
に

よ
り

、
適

正
な

評
価

に
努

め
る

も
の

と
す

る
。

 

 ３
 

中
期

目
標

期
間

評
価

 

（
１

）
評

価
の

基
本

方
針

 

①
 

中
期

目
標

の
達

成
状

況
を

確
認

す
る

。
 

②
 

評
価

を
通

じ
て

、
法

人
の

業
務

運
営

状
況

を
分

か
り

や
す

く
社

会
に

示
す

。
 

③
 

業
務

を
継

続
さ

せ
る

必
要

性
、

組
織

の
在

り
方

、
そ

の
他

組
織

及
び

業
務

の
全

般
に

わ
た

る
検

討
に

資
す

る
。

 

④
 

都
民

へ
の

説
明

責
任

を
果

た
す

。
 

（
２

）
評

価
方

法
の

基
本

 

法
人

の
評

価
は

、
「

項
目

別
評

価
」

と
「

全
体

評
価

」
に

よ
り

行
う

も
の

と
す

る
。

 

①
 

項
目

別
評

価
 

（
ア

）
中

期
計

画
の

達
成

状
況

・
成

果
を

中
期

計
画

の
項

目
ご

と
に

、
別

表
２

の
評

語
に

よ
り

評
価

す

る
。

な
お

、
特

筆
す

べ
き

点
が

あ
れ

ば
コ

メ
ン

ト
を

付
す

。
 

（
イ

）
（

ア
）

を
原

則
と

し
、

法
人

の
業

務
の

特
性
に

応
じ

て
別

表
２
の

評
語

以
外

の
評

語
に

よ
り
評

価
す

る
こ

と
が

で
き
る

も
の

と
す

る
。
独

自
の

評
語

を
設

定
し

た
場

合
は

、
法

人
の
「

業
務

実
績

評
価

（
中

期
目

標
期

間
評

価
）

方
針

及
び

方
法

」
に

明
記

す
る

。
 

②
 

全
体

評
価

 

項
目

別
評

価
を

踏
ま

え
つ

つ
、

法
人

の
中

期
計

画
の

達
成

状
況

全
体

に
つ

い
て

、
次

の
例

を
参

考
に

記
述

式
に

よ
り

評
価

す
る

。
 

（
例

）
 

「
 

～
特

筆
す

べ
き

業
務

の
達

成
状

況
に

あ
る

 
」

 

「
 

～
優

れ
た

業
務

の
達

成
状

況
に

あ
る

 
」

 

「
 

～
概

ね
着

実
な

業
務

の
達

成
状

況
に

あ
る

 
」

 

「
 

～
や

や
不

十
分

な
業

務
の

達
成

状
況

に
あ

る
 

」
 

「
 

～
不

十
分

な
業

務
の

達
成

状
況

に
あ

る
 

」
 

な
ど
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（
３

）
評

価
の

進
め

方
 

①
 

分
科

会
に

よ
る

事
前

評
価

の
実

施
 

中
期

目
標

期
間

の
最

終
年

度
が

開
始

す
る

ま
で

に
、

法
人

か
ら

提
出

さ
れ

た
業

務
実

績
報

告
書

等
を

基
に

検
証

す
る

と
と

も
に

、
必

要
に

応
じ

て
法

人
か

ら
ヒ

ア
リ

ン
グ

も
実

施
す

る
。

 

各
分

科
会

で
の

審
議

を
通

じ
て

、
そ

れ
ま

で
の

業
務

実
績

に
関

す
る

事
前

評
価

を
行

い
、

各
分

科
会

で
評

価
結

果
を

決
定

す
る

。
事

前
評

価
に

お
い

て
は

、
中

期
目

標
の

達
成

状
況

及
び

そ
の

効
果

を
分

析

し
、

次
期

中
期

目
標

の
検

討
に

資
す

る
意

見
を

述
べ

る
も

の
と

す
る

。
 

評
価

に
あ

た
っ

て
は

、
「

（
２

）
評

価
方

法
の

基
本

」
を

原
則

と
し

、
各

分
科

会
で

法
人

の
業

務
の

特

性
に

応
じ

て
具

体
的

な
評

価
方

法
を

定
め

る
。

 

②
 

分
科

会
に

よ
る

評
価

結
果

（
案

）
作

成
 

各
分

科
会

で
法

人
か

ら
提

出
さ

れ
た

業
務

実
績

報
告

書
や

事
前

評
価

の
結

果
等

を
基

に
検

証
す

る
と

と
も

に
、

法
人

か
ら

ヒ
ア

リ
ン

グ
を

実
施

す
る

。
 

各
分

科
会

で
の

審
議

を
通

じ
て

、
項

目
別

評
価

及
び

全
体

評
価

の
評

価
結

果
（

案
）

を
取

り
ま

と
め

る
。

な
お

、
各

分
科

会
に

お
い

て
、

評
価

結
果

（
案

）
の

内
容

に
つ

い
て

、
法

人
に

よ
る

事
実

確
認

な

ど
の

方
法

を
と

る
こ

と
に

よ
り

、
適

正
な

評
価

に
努

め
る

も
の

と
す

る
。

 

③
 

評
価

委
員

会
に

よ
る

評
価

結
果

の
決

定
 

各
分

科
会

に
よ

る
評

価
結

果
（

案
）

を
基

に
、

評
価

委
員

会
に

よ
る

審
議

を
通

じ
て

、
項

目
別

評
価

及
び

全
体

評
価

の
評

価
結

果
を

決
定

す
る

。
 

 ４
 

そ
の

他
 

こ
の

「
基

本
的

な
考

え
方

」
に

つ
い

て
は

、
必

要
に

応
じ

、
幹

事
会

の
決

定
を

経
て

、
改

正
す

る
こ

と
が

で
き

る
も

の
と

す
る

。
 

 

別
表

１
 

                          

別
表

２
 

 

                           

            

 

評
 

語
 

説
 

明
 

Ｓ
 

年
度

計
画

を
大

幅
に

上
回

っ
て

実
施

し
て

い
る

 

年
度

計
画

を
上

回
る

実
績
・
成

果
を

あ
げ

て
い

る
項

目
の

う
ち

次
に

掲

げ
る

条
件

に
該

当
す

る
項

目
 

・
定

量
的

目
標

が
定

め
ら

れ
て

い
る

項
目

に
つ

い
て

、
目

標
の

水
準

を
 

大
幅

に
上

回
る

実
績

・
成

果
を

あ
げ

て
い

る
 

・
実

績
・

成
果

が
卓

越
し

た
水

準
に

あ
る

 

・
都

政
・

都
民

の
新

た
な

ニ
ー

ズ
に

迅
速

に
対

応
し

た
取

組
に

よ
り

 

高
い

実
績

・
満

足
度

を
実

現
し

て
い

る
 

・
上

記
の

各
項

目
に

準
ず

る
実

績
・

成
果

を
あ

げ
て

い
る

 

Ａ
 

年
度

計
画

を
上

回
っ

て
実

施
し

て
い

る
 

年
度

計
画

を
上

回
る

実
績
・
成

果
を

あ
げ

て
い

る
項

目
で

、
Ｓ

評
定

に

は
該

当
し

な
い

項
目

 

Ｂ
 

年
度

計
画

を
概

ね
順

調
に

実
施

し
て

い
る

 

年
度

計
画

に
記

載
さ

れ
た

事
項

を
ほ

ぼ
１

０
０

％
計

画
通

り
実

施
し

て
い

る
項

目
 

Ｃ
 

年
度

計
画

を
十

分
に

実
施

で
き

て
い

な
い

 

実
績
・
成

果
が

年
度

計
画

を
下

回
っ

て
い

る
項

目
で

、
Ｄ

評
定

に
は

該

当
し

な
い

項
目

 

Ｄ
 

業
務

の
大

幅
な

見
直

し
、

改
善

が
必

要
で

あ
る

 

実
績
・
成

果
が

年
度

計
画

を
下

回
っ

て
い

る
項

目
の

う
ち

次
に

掲
げ

る

条
件

に
該

当
す

る
項

目
 

・
定

量
的

目
標

が
定

め
ら

れ
て

い
る

項
目

で
、

実
績

・
成

果
が

 

目
標

の
水

準
を

大
幅

に
下

回
っ

て
い

る
 

・
提

供
す

べ
き

サ
ー

ビ
ス

、
財

務
内

容
、

そ
の

他
業

務
運

営
に

 

重
大

な
瑕

疵
が

あ
る

 

・
実

績
・

成
果

が
上

記
の

各
項

目
に

準
ず

る
水

準
に

止
ま

っ
て

い
る

 

＜
備

考
＞

 

・
上

記
の

説
明

は
あ

く
ま

で
目

安
で

あ
り

、
実

績
・

成
果

の
水

準
に

加
え

、
 

計
画

の
難

易
度

、
外

的
要

因
、

取
組

み
の

経
緯

・
過

程
等

総
合

的
に

勘
案

し
て

評
定

す
る

。
 

評
 

語
 

説
 

明
 

Ｓ
中

期
目

標
の

達
成

状
況

が

極
め

て
良

好
で
あ

る
 

中
期

計
画

を
上
回

る
実

績
・

成
果

を
あ

げ
て
い

る
項

目
の

う
ち

次
に

掲

げ
る

条
件

に
該
当

す
る

項
目

 

・
 
定

量
的

目
標

が
定

め
ら

れ
て

い
る

項
目

に
つ

い
て

、
目

標
の

水
準

を
 

大
幅

に
上

回
る
実

績
・

成
果

を
あ

げ
て

い
る

 

・
 
実

績
・

成
果

が
卓

越
し

た
水

準
に

あ
る

 

・
 
都

政
・

都
民

の
新

た
な

ニ
ー

ズ
に

迅
速

に
対

応
し

た
取

組
に

よ
り

 

高
い

実
績

・
満
足

度
を

実
現

し
て

い
る

 

・
 
上

記
の

各
項

目
に

準
ず

る
実

績
・

成
果

を
あ

げ
て

い
る

 

Ａ
中

期
目

標
の

達
成

状
況

が

良
好

で
あ

る
 

中
期

計
画

を
上
回

る
実

績
・

成
果

を
あ

げ
て
い

る
項

目
で

、
Ｓ

評
定

に

は
該

当
し

な
い
項

目
 

Ｂ
中

期
目

標
の

達
成

状
況

が

概
ね

良
好

で
あ
る

 

中
期

計
画

に
記
載

さ
れ

た
事

項
を

ほ
ぼ

１
０
０

％
計

画
ど

お
り

実
施

し

て
い

る
項

目
 

Ｃ
中

期
目

標
の

達
成

状
況

が

や
や

不
十

分
で
あ

る
 

実
績

・
成

果
が
中

期
計

画
を

下
回

っ
て

い
る
項

目
で

、
Ｄ

評
定

に
は

該

当
し

な
い

項
目

 

Ｄ

中
期

目
標

の
達
成

状
況

が

不
十

分
で

あ
り
、
法

人
の

組

織
、
業

務
等

に
見

直
し

が
必

要
で

あ
る

 

実
績

・
成

果
が
中

期
計

画
を

下
回

っ
て

い
る
項

目
の

う
ち

次
に

掲
げ

る

条
件

に
該

当
す
る

項
目

 

・
 
定

量
的

目
標

が
定

め
ら

れ
て

い
る

項
目

で
、

実
績

・
成

果
が

 

目
標

の
水

準
を
大

幅
に

下
回

っ
て

い
る

 

・
 
提

供
す

べ
き

サ
ー

ビ
ス

、
財

務
内

容
、

そ
の

他
業

務
運

営
に

 

重
大

な
瑕

疵
が
あ

る
 

・
 
実

績
・

成
果

が
上

記
の

各
項

目
に

準
ず

る
水

準
に

止
ま

っ
て

い
る

 

＜
備

考
＞

 

・
 

上
記

の
説

明
は

、
中

期
目

標
期

間
評

価
に

あ
た

り
、
よ

り
定

量
的

な
始

業
及

び
客

観
的

な
評

価

基
準

で
評

価
を

行
う

た
め

の
あ

く
ま

で
の

目
安

で
あ

り
、
実

績
・
成

果
の

水
準

に
加

え
、
計

画
の

難
易

度
、

外
的

要
因

、
取

組
の

経
緯

・
過

程
等

を
総

合
的

に
勘

案
し

て
評

定
す

る
。
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 ◎　委員長（分科会長）　○ 分科会長　

分科会

○ 松 山 優 治
電気通信大学監事
東京海洋大学名誉教授

島 田 美 喜 東京純心大学看護学部　学部長・教授

鈴 木 陽 子
三菱ＵＦＪリサーチ＆コンサルティング株式会社
政策研究事業本部社会政策部共生社会室　主任研究員

鷹 野 景 子 お茶の水女子大学基幹研究院自然科学系　教授

高 橋 克 典
公認会計士
新創監査法人　代表社員

村 瀨 賢 芳 新日鐵住金株式会社　参与　内部統制・監査部長

吉 田 文 早稲田大学教育・総合科学学術院教授（教育学部）

○ 三 上 喜 貴 長岡技術科学大学理事・副学長

青 山 藤詞郎 慶應義塾大学名誉教授

北 村 信 彦 公認会計士北村信彦事務所所長

藤 竿 裕 謙
日刊工業新聞社
日刊工業産業研究所主席研究員

森 洋 二 株式会社ワールドケミカル会長

◎ 矢 﨑 義 雄 国際医療福祉大学総長

藍 真 澄
東京医科歯科大学医学部附属病院保険医療管理部教授
東京医科歯科大学大学院教授

猪 口 正 孝 東京都医師会副会長

大 橋 裕 子 大橋裕子公認会計士事務所所長

永 山 悦 子 毎日新聞編集委員

（委員長、分科会長を除き五十音順、敬称略）

高
齢
者
医
療
・
研
究

東京都地方独立行政法人評価委員会　委員名簿
（平成29年4月1日現在）

氏　　名 所　　　　　　属

公
　
立
　
大
　
学

試
　
験
　
研
　
究
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平
成

2
8

年
度

 
地

方
独

立
行

政
法
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京
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産
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業
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実
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平
成

2
9

年
6

月
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i

  
 １

 
現
況
 

（
１
）
 

設
立
目

的
 

産
業
技
術

に
関
す

る
試
験

、
研
究

、
普

及
及
び

技
術
支

援
等
を
行

う
こ
と

に
よ
り

都
内
中

小
企
業

の
振
興

を
図
り

、
も

っ
て
都

民
生
活
の

向
上
に

寄
与
す

る
。
 

 （
２
）
 

事
業
内

容
 

①
 
産
業

技
術
に

係
る
試

験
、
研

究
及
び

調
査
に

関
す
る

こ
と
。
 

②
 
産
業

技
術
に

係
る
普

及
、
相

談
及
び

支
援
に

関
す
る

こ
と
。
 

③
 
試
験

機
器
等

の
設
備

及
び
施

設
の
提

供
に
関

す
る
こ

と
。
 

④
 
こ
れ

ら
の
業

務
に
附

帯
す
る

業
務
を

行
う
こ

と
。
 

 （
３
）
 

事
業
所

等
の
所

在
地
 

本
 
 
 
 
 

部
：

東
京
都

江
東

区
青
海

2
-4
-
10
 

城
東

支
所

：
東
京
都

葛
飾
区

青
戸

7-
2
-5
 

墨
田

支
所

：
東
京
都

墨
田
区

横
網

1-
6
-1
 

K
FC

ビ
ル

1
2
階
 

城
南

支
所

：
東
京
都

大
田
区

南
蒲
田

1
-2
0-
2
0 

多
摩

テ
ク
ノ

プ
ラ

ザ
：

東
京
都

昭
島
市

東
町

3-
6
-1
 

バ
ン

コ
ク

支
所

：
M
ID
I
 B
u
il
d
in
g
,8
6
/6
,
So
i 
T
r
ee
m
it
,
Ra
m
a 
I
V 
R
oa
d
,K
lo
n
g
to
e
i,
B
an
g
ko
k
 1
0
11
0
. 

 

（
４
）
 

沿
革
 

東
京
都
立

産
業
技

術
研
究

所
は
、
平
成

18
年

4
月

、
城
東

地
域
中

小
企
業

振
興
セ

ン
タ
ー

、
城
南

地
域
中

小
企
業

振
興
セ

ン

タ
ー

、
多

摩
中

小
企

業
振

興
セ
ン

タ
ー
の

技
術

部
門

を
統

合
す
る

と
と
も

に
、

地
方

独
立

行
政
法

人
へ
移

行
し

、
地

方
独

立
行

政
法
人
東

京
都
立

産
業
技

術
研
究

セ
ン
タ

ー
と
な

る
。
 

平
成

2
3
年

10
月

、
本
部

を
北
区

西
が
丘

か
ら
江

東
区
青

海
に
変

更
し
た

。
 

平
成

2
7
年

4
月
、
タ

イ
王
国
に

バ
ン
コ

ク
支
所

を
開
設

し
た
。
 

 （
５
）
 

役
員
の

状
況
 

理
事
長
 

 
奥
 

村
 
次

 
德
 

理
 
事
 

 
原
 

田
 
 

晃
 

理
 
事
 

 
鈴
 

木
 
雅

 
洋
 

監
 
事
 

 
宮
 

内
 
 

忍
 
（

非
常
勤

）
 

 （
６
）
 

資
本
金

の
状
況
 

2
8
,
05
1
,8
3
1
千

円
（

平
成

29
年

3
月

31
日

現
在

）
 

 （
７
）
 

職
員
の

状
況
 

職
員
数
 

3
35

名
（
平
成

2
9
年

3
月

31
日

現
在
。

役
員
を
除

く
。
）
 

 （
８
）
 

組
織
 

                   ２
 
基
本

理
念
 

都
民

サ
ー

ビ
ス
に

お
い
て

、
ニ
ー

ズ
オ
リ

エ
ン
テ

ィ
ド
な

事
業
運

営
、
事

業
化
を

見
据

え
た
技
術

支
援
、

産
業
育

成
に

直
結

す
る
研
究

開
発
を

3
本
柱

と
し
て

取
り
組

み
、
「
中
小

企
業
こ
そ

が
イ
ノ

ベ
ー
シ

ョ
ン
を

起
こ
す

」
を
実

現
す
る

。
 

 ３
 
東
京

都
立
産

業
技
術

研
究
セ

ン
タ
ー

第
三
期

中
期
計

画
期
間

の
取
り

組
み
目

標
 

①
 
研
究

開
発
活

動
に
よ

る
東
京

の
成
長

産
業
支

援
 

②
 
プ
ロ

ダ
ク
ト

イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ

ン
の
推

進
に
よ

る
開
発

型
中
小

企
業
の

支
援
 

③
 
中
小

企
業
の

海
外
展

開
を
支

え
る
技

術
支
援
 

④
 
 多

様
な
機
関

と
の
交

流
連
携

の
推
進
 

⑤
 
高
度

な
産
業

人
材
の

育
成
 

 

４
 
法
人

運
営
 

地
方

独
立

行
政
法

人
と
し

て
、
組

織
、
人

事
、
財

務
な
ど

の
経
営

の
基
本

事
項
を

自
己

責
任
の
も

と
実
施

し
、
透

明
で

自
立

的
な
運
営

を
行
う

。
 

ま
た
、
効
率
的

、
効
果

的
な
試
験
・
研

究
・
普

及
事
業

を
行
う
と

と
も
に

、
人

事
制
度

や
財
務
会

計
制
度

の
弾
力

化
を
図

る
。

明
確
な
年

度
計
画

を
設
定

し
た
上

で
、
目

標
を
達

成
し
、

都
内
中

小
企
業

の
振
興

や
産
業

の
活
性

化
に
努

め
る
。
 

 

平
成

28
年

度
法

人
の
概

要
 

理
 事

 

理
 事

 

事
業
化
支
援
本
部
 

城
東
支
所
、
墨
田
支
所
、
城
南
支
所
 
 

（
G
は
グ
ル
ー
プ
、

S
は
セ
ク
タ
ー
を
意
味
す
る

。）

交
流
連
携
室
、
技
術
経
営
支
援
室
、
国
際
化
推
進
室
 

バ
ン
コ
ク
支
所
 

地
域
技
術
支
援
部
 

技
術
開
発
支
援
部
 

ロ
ボ
ッ
ト
企
画

G、
ロ
ボ
ッ
ト
事
業
化
推
進

G、
ロ
ボ
ッ
ト
開
発

S 
ロ
ボ
ッ
ト
事
業
推
進
部

開
発
企
画
室
 

電
気
電
子
技
術

G、
機
械
技
術

G、
光
音
技
術

G 

総
合
支
援
課
、
電
子
・
機
械

G、
複
合
素
材
開
発

S 
多
摩
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
 

開
発
第
一
部
 

監
 事

 

理
事
長
 

経
営
企
画
部
 

経
営
企
画
室
、
経
営
情
報
室
、
広
報
室
 

技
術
経
営
支
援
部
 

開
発
第
三
部
 

開
発
本
部
 

総
務
部
 

総
務
課
、
財
務
会
計
課
、
環
境
安
全
管
理
室
 

開
発
第
二
部
 

表
面
・
化
学
技
術

G、
環
境
技
術

G、
バ
イ
オ
応
用
技
術

G 

情
報
技
術

G、
デ
ザ
イ
ン
技
術

G、
生
活
技
術
開
発

S 

3
D
も
の
づ
く
り

S、
先
端
材
料
開
発

S、
実
証
試
験

S 
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法
人
化

1
1
年
目
で
あ
り
第
三
期
中
期
計
画
の
一
年
目
に
あ
た
る
平
成

28
年
度
は
、
研
究
開
発
活
動
に
よ
っ
て
東
京
の
成
長
産
業
支
援
を
図
る
と
と
も
に
、
 

開
発
型
中
小
企
業
支
援
を
よ
り
充
実
さ
せ
る
取
組
み
を
開
始
し
た
。
ま
た
、
都
内
中
小
企
業
の
海
外
展
開
に
対
す
る
技
術
支
援
を
推
進
し
た
。
 

 1
)新

規
重
点

4
分
野
に
よ
る
研
究
開
発
の
推
進
【
項
目

1】
 

 
 
都
内
中
小
企
業
に
よ
る
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
の
創
出
に
貢
献
す
る
た
め
、
今
後
の
成
長
が
期
待
さ
れ
る
「
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
、「

生
活
技
術
・
ヘ
ル
ス
ケ

ア
」、
「
機
能
性
材
料

」、
「
安
全
・
安
心
」
を
新
規
重
点

4
分
野
と
し
て
定
め
、
取
組
み
を
開
始
し
た
。
 

2
)ロ

ボ
ッ
ト
産
業
活
性
化
事
業
の
推
進
 
【
項
目

4】
 

 
 
成
長
産
業
で
あ
る
ロ
ボ
ッ
ト
産
業
へ
の
中
小
企
業
参
入
を
支
援
す
る
た
め
、
開
発
拠
点
と
な
る
「
東
京
ロ
ボ
ッ
ト
産
業
支
援
プ
ラ
ザ
」
を
開
設
し
た
。
公

募
型
研
究
開
発
事
業
を
推
進
し
、
ロ
ボ
ッ
ト
実
用
化
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
取
組
み
、
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
の
製
品
化
・
事
業
化
を
促
進
し
た
。
 

3
)生

活
関
連
産
業
支
援
の
充
実
 
【
項
目

5
,2
2】

 

 
 
生
活
関
連
産
業
の
付
加
価
値
向
上
を
目
的
と
し
た
技
術
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
す
る
た
め
、
生
活
技
術
開
発
、
デ
ザ
イ
ン
技
術
、
情
報
技
術
を
統
合
し
た

「
開
発
第
三
部
」
を
開
設
し
た
。
 

4
)高

付
加
価
値
製
品
の
開
発
支
援
 
【
項
目

9
,1
0,
11
,2
2】

 

 
 
開
発
型
中
小
企
業
に
よ
る
高
付
加
価
値
製
品
の
開
発
を
支
援
す
る
た
め
、
本
部
に
「
3
D
も
の
づ
く
り
セ
ク
タ
ー

」、
「
先
端
材
料
開
発
セ
ク
タ
ー

」、
多
摩

テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
に
「
複
合
素
材
開
発
セ
ク
タ
ー
」
を
開
設
し
、
新
た
な
支
援
を
開
始
し
た
。
 

 

１
 
東
京
の

産
業
発

展
と
成

長
を
支

え
る
研
究

開
発
の

推
進
 

○
基
盤
研
究

 
【
項
目

1】
 

・
新
規
重
点

4
分
野
に
該
当
す
る

57
研
究
テ
ー
マ
に
加
え
、
も
の
づ
く
り
要
素
技
術
分
野
等

2
2
テ
ー
マ
、
継
続

2
テ
ー
マ
で
合
計

8
1
テ
ー
マ
を
実
施
し
た
。 

・
基
盤
研
究
の
成
果
を
基
に
平
成

2
8
年
度
に
共
同
研
究
や
外
部
資
金
導
入
研
究
へ

2
4
件
成
果
展
開
し
た
（
中
期
計
画
目
標
達
成
率

2
4％

）。
*
1  

○
共
同
研
究

 
【
項
目

2】
 

・
中
小
企
業
等
と
の
共
同
研
究
を

6
4
テ
ー
マ
実
施
し
た
。
 

・
共
同
研
究
成
果
を
基
に
平
成

2
8
年
度
に

1
0
件
事
業
化
・
製
品
化
し
た
（
中
期
計
画
目
標
達
成
率

3
0％

）
。
 

○
外
部
資
金

導
入
研

究
 

【
項
目

3
】
 

・
提
案
公
募
型
事
業
へ
積
極
的
に
応
募
し
た
結
果
、
新
た
に

2
0
件
が
採
択
さ
れ
（
中
期
計
画
目
標
達
成
率

2
9％

）、
計

42
件
を
実
施
し
た
。
 

２
 
中
小
企

業
の
製

品
・
技

術
開
発

、
新
事
業

展
開
を

支
え
る

技
術
支

援
 

○
技
術
相
談

 
【
項
目

6】
 

・
来
所
、
電
話
、
電
子
メ
ー
ル
等
に
よ
る
技
術
相
談
を
都
産
技
研
全
体
で

1
38
,1
65

件
実
施
し
た

(中
期
計
画
目
標
値
比

 1
15
％

）。
*
2  

・
も
の
づ
く
り
に
関
連
す
る
サ
ー
ビ
ス
産
業
等
へ
の
技
術
相
談
を
特
に
強
化
し
、

13
,4
20

件
実
施
し
た
（
全
相
談
件
数
の

1
0％

）。
 

・
専
門
相
談
員
に
よ
る
支
援
の
難
し
か
っ
た
分
野
の
相
談
を
開
始
し
、

12
8
件
実
施
し
た
。
 

○
依
頼
試
験

 
【
項
目

7】
 

・
ニ
ー
ズ
の
高
い
機
器
を
中
心
に

8
1
機
種
整
備
し
た
。
平
成

28
年
度
は
依
頼
試
験
を
都
産
技
研
全
体
で

1
43
,4
66

件
実
施
し
た
。
 

・
都
産
技
研
の
特
徴
的
な

1
0
分
野
（
音
響
、
照
明
、
高
電
圧
、
非
破
壊
透
視
、
ガ
ラ
ス
技
術
、
環
境
防
か
び
、
放
射
線
試
験
、
高
速
通
信
、
め
っ
き
・
塗
装

複
合
試
験
、
光
学
特
性
計
測
技
術
）
の
試
験
を
ブ
ラ
ン
ド
試
験
と
位
置
付
け
、
試
験
精
度
の
向
上
と
試
験
範
囲
の
拡
充
を
行
い
高
品
質
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
た
。
ま
た
、

10
ブ
ラ
ン
ド
試
験
の
利
用
実
績
の
合
計
が
過
去
最
高
の

4
4,
99
1
件
で
、
全
依
頼
試
験
中

3
1％

と
な
っ
た
。
 

 
○

機
器
利

用
 

【
項
目

8】
 

・
都
産
技
研
全
体
で
機
器
利
用
を
過
去
最
高
の

1
34
,2
85

件
実
施
し
た
。
 

・
習
熟
度
に
基
づ
く
「
機
器
利
用
ラ
イ
セ
ン
ス
」
を
発
行
す
る
制
度
を
継
続
し
、
過
去
最
高
の

4
,4
27

件
の
利
用
を
い
た
だ
い
た
。
 

○
高
付
加
価

値
製
品

の
開
発

支
援
、

製
品
の
品

質
評
価

支
援
 

・
「
3D

も
の
づ
く
り
セ
ク
タ
ー
」
を
開
設
し
、

3D
技
術
や
リ
バ
ー
ス
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
を
活
用
し
た
製
品
開
発
を
総
合
的
に
支
援
し
た
。
 

依
頼
試
験
お
よ
び
機
器
利
用
を

2
4,
4
48

件
実
施
し
た
（
中
期
計
画
目
標
値
比

1
16
％

）。
 
【
項
目

9】
 

・
「
先
端
材
料
開
発
セ
ク
タ
ー
」
を
開
設
し
、
中
小
企
業
に
よ
る
高
度
な
研
究
開
発
や
技
術
課
題
の
解
決
を
支
援
し
た
。
 

依
頼
試
験
お
よ
び
機
器
利
用
を

5
,7
92

件
実
施
し
た
（
中
期
計
画
目
標
値
比

7
6％

）。
 
【
項
目

10
】
 

・
「
複
合
素
材
開
発
セ
ク
タ
ー
」
を
開
設
し
、
産
業
用
繊
維
や
炭
素
繊
維
な
ど
の
複
合
素
材
の
開
発
を
支
援
し
た
。
 

依
頼
試
験
お
よ
び
機
器
利
用
を

1
5,
8
54

件
実
施
し
た
（
中
期
計
画
目
標
値
比

8
1％

）。
 
【
項
目

11
】
 

・
中
小
企
業
の
製
品
開
発
に
お
け
る
上
流
設
計
支
援
を
目
的
に
、
製
品
開
発
に
直
接
つ
な
が
る
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
開
発
支
援
事
業
を

4
50

件
実
施
し
た
（
中
期

計
画
目
標
値
比

1
00
％

）。
う
ち
試
作
品
を
含
む
事
業
化
・
製
品
化
実
績
が

5
6
件
で
あ
っ
た
。
 
【
項
目

1
2】

 

・
製
品
開
発
支
援
ラ
ボ
は
、
本
部

1
9
室
、
多
摩
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ

5
室
の
計

2
4
室
に
つ
い
て
入
居
率

91
％
を
維
持
し
た
。
新
製
品
・
新
技
術
開
発
を
目
指
す
 

中
小
企
業
に
対
す
る
支
援
を
強
化
し
た
。
平
成

2
8
年
度
の
試
作
品
を
含
む
事
業
化
・
製
品
化
実
績
は

1
1
件
で
あ
っ
た
。
 
【
項
目

1
3】

 

・
「
実
証
試
験
セ
ク
タ
ー
」
に
お
い
て
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
の
技
術
支
援
体
制
を
継
続
し
、
中
小
企
業
の
安
全
で
信
頼
性
の
高
い
製
品
開
発
を
支
援
し
た
。
依
頼

試
験
お
よ
び
機
器
利
用
を

6
8,
12
3
件
実
施
し
た
（
中
期
計
画
目
標
値
比

1
42
％

）。
 
【
項
目

1
4】

 

○
新
事
業
展

開
、
新

分
野
開

拓
の
た

め
の
支
援

 
【
項
目

15
,
16
】
 

・
公
益
財
団
法
人
東
京
都
中
小
企
業
振
興
公
社
と
の
連
携
を
活
用
し
、
実
地
技
術
支
援
を

4
09

件
実
施
し
た
。
 

・
知
的
財
産
出
願
へ
向
け
た
取
組
み
と
し
て
、
知
的
財
産
推
進
体
制
を
強
化
し
た
結
果
、
新
た
に
特
許

4
3
件
、
意
匠
登
録
出
願

1
件
の
計

4
4
件
を
出
願
し

た
。
ま
た
、
知
的
財
産
登
録
数
は

2
1
件
と
な
っ
た
。
 

・
特
許
使
用
許
諾
促
進
へ
の
取
組
み
と
し
て
、
平
成

2
8
年
度
は

7
件
の
特
許
を
使
用
許
諾
し
た
（
中
期
計
画
目
標
達
成
率

2
3.
3％

）。
 

・
技
術
審
査
は
、
都
、
区
市
等
か
ら
の
依
頼
に
基
づ
き
、
延
べ

5
,2
00

件
、
6
5
事
業
を
実
施
し
、
中
小
企
業
の
優
秀
製
品
、
優
秀
技
術
の
発
掘
に
寄
与
し
た
。 

○
中
小
企
業

の
海
外

展
開
を

支
え
る

技
術
支
援

 
【
項
目

17
】
 

・
広
域
首
都
圏
輸
出
製
品
技
術
支
援
セ
ン
タ
ー

(M
TE
P)
事
業
に
お
い
て
、
海
外
規
格
解
説
テ
キ
ス
ト
を
新
た
に

6
冊
発
行
し
、
無
料
配
布
を
実
施
し
た
。
 

・
国
際
規
格
に
対
応
し
た
試
験
を
推
進
し
、
都
産
技
研
全
体
で

9
,7
36

件
実
施
し
た

。（
中
期
計
画
目
標
値
比

2
43
％
）
 

・
MT
EP

の
専
門
相
談

1
,2
38

件
と
前
年
度
と
同
等
の
利
用
実
績
を
挙
げ
た
。
 

・
MT
EP

セ
ミ
ナ
ー
を

48
件
実
施
し
、

1,
71
5
名
受
講
い
た
だ
い
た
。
 

・
MT
EP

活
用
事
例
集
を
発
行
し
、
利
用
企
業

1
6
社
の
海
外
展
開
達
成
事
例
を
紹
介
し
た
。
 

・
バ
ン
コ
ク
支
所
に
て
現
地
技
術
相
談

3
14

件
を
実
施
し
、
ま
た
バ
ン
コ
ク
支
所
へ
ラ
イ
ブ
中
継
す
る
遠
隔
技
術
セ
ミ
ナ
ー
を

5
件
開
催
し
た
。
 

３
 
多
様
な

主
体
に

よ
る
連

携
の
推

進
 

【
項
目

18
,
19
】
 

・
東
京
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ハ
ブ
に
お
い
て
、
東
京
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
発
信
交
流
会
を
開
催
し
、

69
社
の
出
展
と

2
80

名
に
来
場
い
た
だ
い
た
。
 

・
公
立
大
学
法
人
首
都
大
学
東
京
と
の
連
携
に
よ
る
中
小
企
業
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
の
場
の
提
供
と
し
て
、
施
策
提
案
発
表
会
に
お
い
て
東
京
都
お
よ
び
都
の

関
連
団
体
に
対
し

5
テ
ー
マ
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
お
よ
び
ポ
ス
タ
ー
展
示
を
行
っ
た
。
 

・
異
業
種
交
流
活
動
の
活
性
化
と
新
グ
ル
ー
プ
の
結
成
支
援
を
目
的
と
し
た
取
組
み
を
実
施
し
、
2
グ
ル
ー
プ
の
結
成
を
支
援
し
た
。
 

・
業
界
団
体
と
の
業
種
別
交
流
会
を

7
件
開
催
し
、
研
究
成
果
や
新
技
術
等
の
情
報
提
供
お
よ
び
技
術
ニ
ー
ズ
の
収
集
を
行
っ
た
。
 

・
中
小
企
業
の
技
術
者
等
で
構
成
す
る
技
術
研
究
会
を
通
じ
て
、
共
同
で
技
術
的
課
題
の
解
決
を
図
る
た
め
、
計

2
3
団
体
が
活
動
を
継
続
し
た
。
 

・
中
小
企
業
の
都
産
技
研
利
用
を
促
進
す
る
た
め
、
新
た
に
国
内

3
機
関
と
連
携
協
定
を
締
結
し
、
計

5
7
機
関
に
拡
大
し
た
。
 

・
首
都
圏
公
設
試
連
携
活
動
（

TK
F）

は
、
1
都

10
県

1
市
の
連
携
活
動
を
継
続
し
た
。

｢T
KF

オ
ー
プ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム

｣を
開
催
、
2
00

名
が
参
加
し
た
。
 

４
 
東
京
の

産
業
を

支
え
る

産
業
人

材
の
育
成

 
【
項
目

20
】
 

・
中
小
企
業
の
人
材
育
成

、
技
術
力
向
上
、
最
新
技
術
動
向
の
提
供
を
目
的
と
し
て
技
術
セ
ミ
ナ
ー
お
よ
び
講
習
会
を

1
74

件
開
催
し
た
。
特
に

、
研
究
開

発
や
製
造
技
術
の
高
度
化
を
担
う
中
小
企
業
の
産
業
人
材
育
成
に
向
け
た
実
践
型
高
度
人
材
育
成
講
習
会
を

5
4
件
開
催
し
、
65
7
名
に
受
講
い
た
だ
い
た
。 

・
サ
ー
ビ
ス
業
や
卸
売
業
・
小
売
業
の
従
事
者
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
技
術
セ
ミ
ナ
ー
・
講
習
会
を

2
2
件
開
催
し
た
。
 

・
次
世
代
の
技
術
者
育
成
と
し
て
、
職
員
の
講
師
派
遣

5
0
機
関

63
名
、
学
生
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
等
受
け
入
れ

1
3
機
関

26
名
を
実
施
し
た
。
 

５
 
情
報
発

信
・
情

報
提
供

の
推
進

 
【
項
目

21
】
 

・
都
産
技
研
施
設
公
開
（「

IN
NO
VE
S
T
A!
20
16
」）

で
は
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
デ
ー
を
国
立
研
究
開
発
法
人
産
業
技
術
総
合
研
究
所
臨
海
副
都
心
セ
ン
タ
ー
一
般
公

開
と
同
時
開
催
し
た
。
 

・
産
業
交
流
展

2
01
6
に
運
営
主
催
者
と
し
て
参
画
し
、
次
世
代
ロ
ボ
ッ
ト
ゾ
ー
ン
で
の
ロ
ボ
ッ
ト
産
業
活
性
化
事
業
や
中
小
企
業
の
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
の
紹

介
、
首
都
圏
テ
ク
ノ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ゾ
ー
ン
に
お
け
る
事
業
・
成
果
紹
介
を
行
っ
た
。
 

・
研
究
成
果
発
表
会
を
「
中
小
企
業
と
技
術
の
出
会
い
の
場
『

TI
RI

ク
ロ
ス
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

2
01
6』
」
に
名
称
変
更
し
、
地
方
独
立
行
政
法
人
化

1
0
周
年

プ
ロ
グ
ラ
ム
と
同
時
開
催
し
た
。
 

・
利
用
者
が
知
り
た
い

情
報
を
探
し
や
す
く
、
利
用
者
に
知
っ
て
ほ
し
い
情
報
を
知
ら
せ
る
た
め
、
都
産
技
研
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
全
面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
。 

６
 
都
産
技

研
の
組

織
運
営

 
【
項
目

2
2,
23
,2
4】

 

・
中
小
企
業
に
よ
る
実
用
化
・
事
業
化
を
支
援
す
る
た
め
、
ロ
ボ
ッ
ト
事
業
推
進
部
に
「
ロ
ボ
ッ
ト
事
業
化
推
進
グ
ル
ー
プ
」
を
新
設
し
た
。
 

・
｢売

れ
る
商
品
｣づ

く
り
に
向
け
た
研
究
開
発
お
よ
び
作
業
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
た
め
、
デ
ザ
イ
ン
技
術
グ
ル
ー
プ
を
新
設
し
た
。
 

・
中
小
企
業
の
技
術
支
援
の
実
施
に
あ
た
っ
て
き
め
の
細
か
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
中
長
期
的
な
視
点
に
た
っ
た
戦
略
的
な
事
業
展

開
の
た
め
の

｢都
産
技
研
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

｣を
策
定
し
た
。
 

・
前
年
度
ま
で
実
施
し
た
小
集
団
活
動
と
統
合
し
、
各
部
門
で
リ
ー
ダ
ー
を
中
心
と
し
た
少
人
数
チ
ー
ム
を
構
成
、
管
理
部
門
へ
の
要
望
も
含
め
、
合
計

38

テ
ー
マ
の
業
務
改
革
を
実
施
し
た
。
 

・
労
働
安
全
衛
生
法
に
基
づ
く
化
学
物
質
に
関
す
る
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
対
応
す
る
た
め
、
危
険
物
等
取
扱
要
綱
、
医
薬
部
外
用
毒
物
劇
物
等
危
害
防

止
要
綱
を
廃
止
、
ま
た
、
化
学
物
質
等
取
扱
要
綱
、
化
学
物
質
等
管
理
委
員
会
設
置
要
領
、
化
学
物
質
の
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
実
施
要
領
を
策
定
し
、

危
険
物
、
毒
劇
物
等
の
規
程
類
を
整
備
し
た
。
 

・「
事
業
継
続
計
画
（
B
CP
）」

の
改
定
を
実
施
し
、
平
成

25
年
度
に
制
定
し
た
都
産
技
研

B
CP

地
震
編
の
内
容
を
全
体
的
に
見
直
し
て
改
定
す
る
と
と
も
に

、

城
南
支
所
の
被
災
を
想
定
し
た
対
応
策
を
追
加
し
た
。
 

・
新
規
採
用
職
員
や
若
手
職
員
、
科
研
費
の
制
度
を
利
用
中
・
応
募
計
画
中
の
職
員
を
中
心
に
全
職
員
を
対
象
と
し
て
、
科
研
費
等
の
外
部
資
金
導
入
研
究

を
は
じ
め
基
盤
研
究
や
共
同
研
究
な
ど
の
円
滑
な
推
進
を
図
る
た
め
説
明
会
を
実
施
し
た
。
 

*
1
中
期
計
画
目
標
達
成
率
：
第
三
期
中
期
計
画
期
間
中
の
累
計
目
標
値
に
対
す
る
累
計
実
績
値
の
割
合
 

*
2
中
期
計
画
目
標
値
比
：
平
成

32
年
度
目
標
値
に
対
す
る
平
成

28
年
度
の
実
績
値
の
割
合
 

全
般
的
な
概
要
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1－
基

盤
研

究
 

 中
期

計
画

【
項

目
別

評
価

単
位

】
 

年
度

計
画

【
項

目
別

評
価

単
位

】
 

項
目
 

自
己

評
価
 

平
成

28
年
度

 
年

度
計

画
に
係

る
実
績
 

特
記

事
項
 

Ⅰ
 

住
民

に
対

し
て

提
供

す
る

サ
ー
ビ

ス
そ

の
他

の
業

務
の

質
の
向

上
に

関
す

る
目

標
を

達
成
す

る
た

め
に

と
る

べ
き

措
置
 

１
 

東
京

の
産

業
発

展
と

成
長

を
支
え

る
研

究
開

発
の

推
進

 

1
-
1
 
基
盤

研
究
 

機
械

、
電

気
・

電
子

、
情

報
、

化
学
、

バ
イ

オ
等

の
基

盤
技

術
分

野
に

対
す
る

基
盤

研
究

を
着

実
に

実
施

す
る

と
と
も

に
、

中
小

企
業

の
技

術
ニ

ー
ズ

を
踏
ま

え
、
付
加

価
値

の
高

い
新

製
品
・
新
サ

ー

ビ
ス

開
発

や
技

術
課

題
の

解
決

に
役
立

つ
技

術
シ

ー
ズ

の
蓄

積
、
今
後
発

展
が
予

想
さ

れ
る

技
術

分
野

の
充

実
、
都

民
生
活

の
向

上
に

資
す

る
研

究
を

基
盤

研
究
と

し
て

取
組

む
。
 

な
か

で
も

、
今

後
の

成
長

が
期
待

さ
れ

る
４

つ
の

技
術

分
野

を
重

点
と

し
て
、
新

産
業

育
成

を
図

る
研

究
に

取
組

み
、
都

内

中
小

企
業

に
よ

る
新

し
い

サ
ー

ビ
ス
の

創
出

に
貢

献
す

る
。
 

ア
）

環
境

・
エ

ネ
ル

ギ
ー
 

大
都

市
特

有
の

課
題

で
あ

る
環

境
浄

化
に

関
す

る
技

術
開

発
に

取
り

組
み
、
国

際
競

争
力

を
有

す
る

環
境

浄
化

技
術
を

開
発

す
る

と
と

も
に

、
再

生
可
能

エ
ネ
ル

ギ
ー

な
ど

の
研

究
開

発
に

よ
り

新
エ
ネ

ル
ギ

ー
創

出
に

貢
献

す
る

。
 

イ
）

生
活

技
術

・
ヘ

ル
ス

ケ
ア

分
野
 
  

感
性

工
学

な
ど

に
基

づ
い

た
生

活
技

術
を

応
用

し
て

、
サ

ー
ビ

ス
産
業

の
支
援

を
行

う
。
東
京

に
集

積
し

て
い

る
健

康
・

医
療
・
福

祉
機

器
産

業
に

対
し

て
、
先

端

技
術

を
活

用
し

た
研

究
開

発
に

よ
っ
て

支
援

を
行

う
。

  

ウ
）

機
能

性
材

料
分

野
  

幅
広

い
産

業
へ

の
波

及
効

果
が

高
い

高
機

能
性

材
料

の
開

発
に

取
り

組
み
、
航

空
機

産
業

や
素

材
産

業
な

ど
の

成
長
産

業
に

対
す

る
中

小
企

業
の

参
入

を
支
援

す
る

。
  

エ
）

安
全

・
安

心
分

野
  

機
械

、
電

気
・
電
子

、
情

報
、
化

学
、
バ
イ

オ
等

の
基

盤
技

術
分

野
に

対
す

る
基

盤
研

究
を

着
実

に
実

施

す
る

と
と

も
に

、
中

小
企

業
の

技
術

ニ
ー

ズ
を

踏
ま

え
、
付
加

価
値

の
高

い
新

製
品
・
新

サ
ー

ビ
ス

開
発

や
技

術
課

題
の

解
決

に
役

立
つ

技
術

シ

ー
ズ

の
蓄

積
、
今
後

発
展

が
予

想
さ

れ
る

技
術

分
野

の
強

化
、
都
市

課
題

の
解

決
や

都
民

生
活

の
向

上
に

資

す
る

研
究

を
基

盤
研

究
と

し
て

取

り
組

む
。
 

な
か

で
も

、
今

後
の

成
長

が
期

待

さ
れ

る
環

境
・
エ
ネ

ル
ギ

ー
、
生

活

技
術
・
ヘ

ル
ス

ケ
ア

、
機

能
性
材

料
、

安
全
・
安

心
技

術
分

野
を

重
点

研
究

と
し

て
取

り
組

み
、
都
内

中
小

企
業

に
よ

る
新

し
い

サ
ー

ビ
ス

の
創

出

に
貢

献
す

る
。
 

 
ま

た
、
第
一

期
お

よ
び

第
二

期
中

の
基

盤
研

究
に

お
い

て
得

ら
れ

た

研
究

成
果

を
事

業
化
・
製

品
化

及
び

共
同

研
究

へ
の

実
施

や
外

部
資

金

導
入

研
究

の
採

択
へ

発
展

さ
せ

る
。

1
 

 
Ａ

 
(
1
)
基
盤

研
究

の
量

的
・

質
的
な

向
上
に

向
け

た
取

り
組

み
 

1
)
基

盤
研

究
制

度
の

改
革

（
基

盤
研
究

要
綱

を
改

正
）
 

a
)
所

管
部

長
の

権
限

強
化

に
よ

り
、
研

究
開

発
戦

略
ロ

ー
ド

マ
ッ
プ

方
針

に
合

致
し

た
研

究
を
推

進
 

（
4
月
）
（
新

規
）
 

 
 

・
研

究
実

施
候

補
の

選
定

 

 
 

 
所

管
部

長
が

候
補

を
選

定
、
開

発
本

部
長

が
実

施
を

決
定
し

、
理

事
長

に
報

告
 

 
 

・
所

管
部

長
が

実
施

す
る

終
了
ヒ

ア
リ

ン
グ
 

 
 

 
所

管
部

長
は

終
了

ヒ
ア

リ
ン
グ

を
主

管
し

、
終

了
研

究
テ
ー

マ
を

評
価
 

 
 

・
評

価
結

果
の

研
究

員
へ

の
通
知
 

 
 
b
)研

究
管

理
の

簡
素

化
（
テ

ー
マ
区

分
、

募
集

時
期

等
の

変
更
）（

3
月
）
 

 
 

・
基

盤
研
究

A
,基

盤
研
究

B
、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
研

究
を

基
盤
研

究
へ

一
本

化
 

 
 

 
 

・
基

盤
研

究
の

提
案

時
期

を
年
度

ご
と

に
変

更
 

 
 

・
中

間
ヒ

ア
リ

ン
グ

を
所

属
長
が

所
管

し
、

実
施

テ
ー

マ
を
評

価
 

 
 

・
基

盤
研

究
実

施
に

あ
た

り
、
必

要
な

場
合

、
外

部
機

関
と
の

契
約

締
結
 

 
 
c
)基

盤
研

究
制

度
改

革
後
の

研
究
テ

ー
マ
数

7
9
テ

ー
マ
 

（
上

半
期

開
始

47
テ
ー

マ
、
下

半
期
開
始

3
2
テ

ー
マ

）
 
 

 

2
)
研

究
事

業
進

捗
管

理
 

 
 
a
)ヒ

ア
リ

ン
グ

の
実

施
に
よ

る
進
捗

管
理
 

・
テ

ー
マ

ご
と

に
開

始
時

、
中

間
、
終

了
時

に
ヒ

ア
リ

ン
グ

を
実
施

し
進

捗
状

況
の

把
握

 

 
 

・
ヒ

ア
リ

ン
グ

後
、

審
査

員
の
修

正
指

示
や

ア
ド

バ
イ

ス
な
ど

を
、

所
属

長
と

主
担

当
者
に

文
書

で
交

付
 

b
)
研

究
計

画
書

作
成

指
導

等
に

よ
る
研

究
開

発
の

入
口

（
ニ

ー
ズ
）

と
出

口
（

産
業

の
応

用
）
の

明
確

化
 

 
・

各
グ

ル
ー

プ
、

セ
ク

タ
ー

、
支
所

に
対

し
て

前
年

度
ま

で
に
終

了
し

た
テ

ー
マ

の
成

果
取
組

状
況

お
よ

び
 

平
成

28
年
度

研
究

事
業

方
針
に

関
す
る

報
告

の
義

務
付

け
 

 

3
)
研

究
事

業
拡

大
へ

の
取

り
組

み
 

 
 
a
)主

任
研

究
員

、
副

主
任
研

究
員
は

原
則

研
究

主
担

当
を

務
め
る

よ
う

指
導

を
強

化
し

、
平
成

28
年
度

新
規
 

提
案

10
1
件
､
採
択

数
7
9
件
と

大
幅
に

増
加

（
前

年
度

新
規

提
案

6
3
件

､
採
択
数

6
0
件
）

 

新
規

採
択

テ
ー
マ

7
9
件

中
、
主

任
研
究

員
主

担
当

21
テ
ー
マ

、
副
主

任
研

究
員

主
担
当

3
9
テ
ー

マ
 
 

 
 
b
)
研
究

事
業

制
度

改
正

の
た

め
、「

研
究

事
業

説
明

会
」
を

本
部
、
多

摩
テ

ク
ノ
プ

ラ
ザ

お
よ
び

3
支

所
で

実
施

（
参

加
者

17
7
名
）
（
前

年
度
：

6
6
名

）
 

 
 
4
)
論
文

指
導

員
制

度
の

新
設

（
新
規

）
 

一
定

の
条

件
を

満
た

す
研

究
員

を
論
文

指
導

員
と

し
て

任
命

し
、
査

読
付

論
文

の
投

稿
を

増
加
さ

せ
、
研
究

事
業

の
活

性
化

を
開

始
。

指
導

員
を

1
0
名

任
命

し
、

論
文
執

筆
指
導

を
開

始
 

5
)
研

究
活

動
に

お
け

る
不

正
防

止
の
取

組
み
 

a
)
研

究
ミ

ス
コ

ン
ダ

ク
ト

防
止

研
修
の

実
施
 

日
本

学
術

振
興

会
が

公
開

す
る

研
究
倫
理

e
ラ
ー

ニ
ン

グ
「

e
L
 C
o
R
E」

を
活

用
し

た
研
究

ミ
ス
コ

ン
ダ

ク
ト

防
止

研
修

を
導

入
・

実
施

。
全

職
員
を

対
象

と
し

、
1
2
月
～

3
月
の

期
間

中
に

各
職

員
が

個
別
に

受
講
 

（
受

講
者

41
5
名
）
 

 
b
)
研
究

コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

研
修
実

施
（

2
回

、
受

講
者

3
4
4
名

）
 

 
 
 
全
職

員
を

対
象

と
し

、
研

究
不
正

防
止

に
係

る
所

内
体

制
、
研

究
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
に
つ

い
て

説
明
 

6
)
第

二
期

最
終

年
事

後
評

価
 

 
 
a
)
27

年
度

の
実

施
基

盤
研

究
テ
ー

マ
を

対
象

と
し

、
研

究
分
野

全
体

と
研

究
課

題
に

つ
い
て

5
段
階

で
評

価
、

所
属

長
と

研
究

担
当

者
に

フ
ィ

ー
ド
バ

ッ
ク
 

 
 
b
)総

合
評

価
で

は
4
分
野
全

て
に
お

い
て

（
A
）
ま

た
は
（

B
）
が

8
割

以
上
 

   

 ○
基

盤
研

究
の

量
的

・
質

的
な

向
上

へ
の

取
り

組
み

（
新

規
）
 

・
基

盤
研

究
に

対
す

る
所

管
部

長
の

権
限

強
化

し
、

研
究

戦
略

ロ
ー

ド
マ

ッ
プ

方
針

に
合

致
し

た
研

究

事
業

を
推

進
 

・
主

任
研

究
員

、
副

主
任

研
究

員
に

研
究

主
担

当
者

を
務

め
る

よ
う

指
導

を
強

化
 

・
平
成

2
8
年

度
新

規
提

案
10
1
件

､採
択
数

79
件
 

（
前

年
度

新
規

提
案

63
件

､採
択
数

6
0
件

）
 

                   ○
論

文
指

導
員

制
度

の
開

始
 

 
1
0
名

を
任

命
し

、
論

文
執
筆

指
導
を

開
始
 

   ○
研

究
倫

理
e
ラ

ー
ニ

ン
グ
を

導
入
し

て
研

究
ミ

ス

コ
ン

ダ
ク

ト
防

止
研

修
を

実
施

（
受
講
者

4
1
5
名
）
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1－
基

盤
研

究
 

シ
ス

テ
ム

安
全

に
基

づ
い

た
高

信
頼

性
技

術
の

開
発

を
行

い
、
製
品
の

安
全
性

向
上

を
支

援
す

る
。
少
子

高
齢
化

社
会
で

必
要

と
な

る
サ

ー
ビ

ス
ロ

ボ
ッ

ト
の
安

全
性

評
価

技
術

を
開

発
し

、
信
頼

性
の
高

い
ロ

ボ
ッ

ト
開

発
を

支
援

す
る

。
 

基
盤

研
究

の
成

果
は

、
都

産
技
研

の
技

術
レ

ベ
ル

の
向

上
、
対
応

技
術
分

野
の
充

実
、
新
た

な
依

頼
試

験
項

目
の
追

加
な
ど

中
小

企
業

へ
の

技
術

支
援

に
つ

な
げ
て

い
く

ほ
か

、
中

小
企

業
と

の
共
同

研
究
の

実
施

や
外

部
資

金
導

入
研

究
に

も
発
展

さ
せ

て
い

く
。

基
盤

研
究

の
成

果
を
基

に
、
事

業
化
・
製
品

化
さ

れ
た

件
数
、
共

同
研

究
に

発
展

し
た

件
数

、
外
部

資
金
導

入
研

究
に

採
択

さ
れ

た
件

数
を

合
わ
せ

て
、
第
三

期
中

期
計

画
期

間
中
に

1
0
0
件

を
目

標
と

す
る

。
 

(
2
)
基
盤

研
究

の
実

施
（

年
報
：

p
.
3）

 

 
・

総
テ

ー
マ
数

1
0
8
テ

ー
マ

 

・
平
成

2
8
年

度
末

 
実

施
テ
ー

マ
数

8
1
テ

ー
マ

（
平

成
28

年
度
開

始
7
9
テ

ー
マ

、
継
続

2
テ
ー

マ
）
 

・
第

三
期

中
期

計
画

中
に

開
始

し
た
基

盤
研

究
の

累
積

テ
ー

マ
数
 

79
テ
ー

マ
 

 
 

 
 

実
施

期
間
 

 

研
究

開
始

年
月
 

H
2
7 

下
半

期
 

H
2
8 

上
半

期
 

H
2
8 

下
半

期
 

H
2
9 

上
半

期
 

テ
ー

マ

数
 

H
2
7
年

1
0
月
 

 

 2
7
テ
ー

マ

 2
テ

ー
マ
 

 
 

 
2
7
 

 2
 

H
2
8
年

4
月
 

  

 4
7
テ
ー

マ

 
 

4
7
 

H
2
8
年

1
0
月
 

  

 
 3
2
テ
ー

マ

 
3
2
 

合
計
 

1
0
8 

 ・
重

点
4
分

野
に

該
当
す
る

5
7
テ
ー

マ
に

加
え

、
も

の
づ
く

り
要
素

技
術

22
テ
ー

マ
、
継

続
2
テ

ー
マ

で
合

計

8
1
テ
ー

マ
を

実
施
 

 
平
成

2
8
年

度
実

施
 

重
点
テ

ー
マ
 

57
テ
ー

マ
 

・
平
成

2
8
年

4
月

開
始

4
7
テ

ー
マ
中

39
テ
ー

マ
 

・
平
成

2
8
年

1
0
月

開
始

32
テ

ー
マ
中

18
テ
ー

マ
 

 
平
成

2
8
年

度
実

施
 

も
の
づ

く
り
要

素
技

術
テ

ー
マ

 
22

テ
ー
マ
 

 
・

平
成

28
年

4
月
開

始
47

テ
ー
マ

中
8
テ
ー

マ
 

・
平
成

2
8
年

1
0
月

開
始

32
テ

ー
マ
中

14
テ
ー

マ
 

 

1
)
今

後
の

成
長

が
期

待
さ

れ
る

4
つ
の

技
術

分
野

の
重

点
化

 

「
環

境
・
エ

ネ
ル

ギ
ー

」
、「

生
活

技
術
・
ヘ
ル

ス
ケ

ア
」、
「

機
能

性
材

料
」、
「
安

全
・
安

心
」
に
注

力
し

、
技

術
相

談
、

依
頼

試
験

、
機

器
利

用
等
の

支
援

事
業

や
普

及
事

業
を
通

じ
て

研
究

ニ
ー

ズ
を

把
握
 

 
 
a
)
環
境

・
エ

ネ
ル

ギ
ー

（
14

テ
ー
マ

）
 

「
小

容
量

B
LD
C
モ
ー

タ
ド

ラ
イ

バ
の
開

発
」
 

「
製

品
化

に
向

け
た

低
温

V
OC
処

理
触
媒

の
最

適
化

」
 

「
排

水
規

制
に

対
応

す
る

亜
鉛

め
っ
き

排
水

処
理

技
術

の
開

発
」
 

等
 

b
)
生

活
技

術
・

ヘ
ル

ス
ケ

ア
（

1
3
テ

ー
マ

）
 

「
体

液
中

グ
ル

コ
ー

ス
を

利
用

し
た
電

気
化

学
バ

イ
オ

セ
ン

サ
の
基

盤
構

築
」
 

「
導

電
性

テ
キ

ス
タ

イ
ル

を
活

用
し
た

ウ
ェ

ア
型

生
体

情
報

モ
ニ
タ

リ
ン

グ
の

提
案

」
 

「
軽

車
両

向
け

ワ
イ

ヤ
レ

ス
給

電
ア
ン

テ
ナ

の
開

発
」

 
 

等
 

c
)
機

能
性

材
料

 （
1
5
テ

ー
マ

）
 

「
摩

擦
攪

拌
プ

ロ
セ

ス
を

用
い

た
粒
子

分
散

に
よ

る
ハ

イ
ブ

リ
ッ
ド

軽
金

属
材

料
の

創
製

」
 

「
酸

化
チ

タ
ン

系
イ

ン
ジ

ウ
ム

フ
リ
ー

透
明

導
電

膜
の

開
発

」
 

「
曲

げ
剛

性
強

化
サ

ン
ド

イ
ッ

チ
コ
ア

の
開

発
」

 
 

等
 

d
)
安

全
・

安
心

 （
1
5
テ

ー
マ

)
 
 
 

「
テ

ラ
ヘ

ル
ツ

連
続

波
イ

メ
ー

ジ
ン
グ

シ
ス

テ
ム

の
開

発
」

 

「
画

像
の

歪
曲

に
頑

健
な

ヒ
ト

骨
格
認

識
ア

ル
ゴ

リ
ズ

ム
の

開
発
」

  

｢
施

工
性

に
着

目
し

た
ス

ク
リ
ュ

ー
接
合

具
の

ね
じ

込
み

条
件

の
確
立

」
 

 
等
 
 

 (
3
)
基
盤

研
究

か
ら

の
成

果
展
開

 
 
 

 
 

 
 

 
 

1
)
基

盤
研

究
の

実
施

に
よ

り
平

成
28

年
度

に
成

果
展

開
し
た

実
績

2
4
件

（
前

年
度

：
21

件
）
 

 
中

期
計

画
期

間
目

標
達

成
率

 
（
平

成
2
8
年
度
計

2
4
件
）

/
（
期

間
目

標
値

1
00

件
）
＝

2
4
％
 
 

 
 

・
中

小
企

業
の

製
品

化
・

事
業
化

へ
展

開
 

0
件

（
前

年
度
：

1
件

）
 

・
共

同
研

究
へ

展
開

 
 1
3
件
（

前
年
度

：
1
3
件

）
 

  ○
基

盤
研

究
の

実
施
 

 
平
成

2
8
年

度
末

 
81

テ
ー

マ
 

                              ○
4
つ
の

技
術

分
野

の
重

点
化

 

 
環

境
・

エ
ネ

ル
ギ

ー
 

14
テ

ー
マ
 

 
生

活
技

術
・

ヘ
ル

ス
ケ

ア
 

1
3
テ

ー
マ
 

 
機

能
性

材
料

 
1
5
テ

ー
マ
 

 
安

全
・

安
心

 
1
5
テ

ー
マ
 

          ○
基

盤
研

究
か

ら
の

成
果

展
開

 

 
共

同
研

究
 

13
件
 

 
外

部
資

金
導

入
研

究
 

11
件

 

 
中

期
計

画
目

標
達

成
率

 
24
％
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1－
基
盤
研
究

 

 
 
 
・
外
部
資
金
導
入
研
究
へ
展
開
 
11

件
（
前
年
度
：
7
件
）
 

 
 

2
)
共
同
研
究
へ
の
展
開
 

平
成

28
年
度
実
施
新
規
共
同
研
究

26
件
中

13
件
（
前
年
度

29
件
中

13
件
）
が
過
去
の
基
盤
研
究
か
ら
発
展
 

【
共
同
研
究
テ
ー
マ
】
 

 
 
 
「
リ
ー
ク
気
泡
の
検
知
の
自
動
化
」
 

 
 
 
「
外
観
デ
ザ
イ
ン
に
ト
ポ
ロ
ジ
ー
最
適
化
を
活
用
し
た
マ
イ
ク
ロ
Ｅ
Ｖ
キ
ッ
チ
ン
カ
―
の
開
発
」
 

「
導
電
性
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
電
極
の
開
発
」
 
等
 

 

3
)
外
部
資
金
導
入
研
究
（
受
託
研
究
を
除
く
）
へ
の
展
開
 

平
成

28
年
度
新
規
実
施
外
部
資
金
導
入
研
究

20
件
中

8
件
が
基
盤
研
究
か
ら
展
開
 

新
規
採
択
金
額
：
6
9
,
11
3
千
円
 
 

 
 
【
テ
ー
マ
事
例
】
 

 
 
 
「
揮
発
性
代
謝
産
物
が
真
菌
類
と
シ
ロ
ア
リ
と
の
情
報
伝
達
で
果
た
す
役
割
と
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
解
明
」（

科
研
費
）
 

 
 
「
肢
位
の
違
い
が
腱
振
動
刺
激
に
よ
る
運
動
錯
覚
に
与
え
る
影
響
の
解
明
」（

科
研
費
）
 

 
 
「
難
燃
性
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
合
金
切
削
屑
の
薄
板
状
固
化
成
形
お
よ
び
集
合
組
織
の
解
析
」（

天
田
財
団
）
 
等
 

 (
4
)
研
究
成
果
の
普
及
活
動
 

基
盤
研
究
を
中
心
に
各
研
究
か
ら
得
ら
れ
た
成
果
の
学
会
発
表
等
を
推
進
 
計

39
5
件
（
前
年
度
：
3
9
3
件
）
 
 

1
)
学
協
会
等
で
の
成
果
発
表
 
2
8
1
件
（
前
年
度
：
2
5
0
件
）
 

 
 
 
学
協
会
で
の
論
文
発
表

4
1
件
、
口
頭
発
表

8
9
件
、
ポ
ス
タ
ー
発
表

45
件
 
等
 

 
2
)
T
IR
I
ク
ロ
ス
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

20
1
6
の
開
催
（
年
報
：
p
.
1
3
5）

 

（
6
月

8
、
9、

10
日
、
都
産
技
研
研
究
員
に
よ
る
発
表

67
件
、
約

7
0
0
名
参
加
）（

新
規
）
 

 
 
基
盤
研
究
等
の
成
果
活
用
を
目
的
と
し
た
討
論
の
場
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
発
表
会
か
ら
内
容
を
充

実
さ
せ
て
開
催
 

【
発
表
テ
ー
マ
例
】
 

 
 
 
・
「
摩
擦
撹
拌
点
接
合
（
F
S
S
W）

に
よ
る
工
具
鋼
と
チ
タ
ン
の
異
材
接
合
性
」
機
械
技
術
グ
ル
ー
プ
 

 
 
 ・
「
低
エ
ネ
ル
ギ
光
照
射
に
よ
る
ナ
ノ
粒
子
の
凝
集
制
御
」
先
端
材
料
開
発
セ
ク
タ
ー
 

 
 
 ・
「
天
然
繊
維
の
有
機
導
電
加
工
と
活
用
」
生
活
技
術
開
発
セ
ク
タ
ー
 

 
 
 ・
「
炭
素
繊
維
強
化
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
よ
る
ロ
ボ
ッ
ト
部
品
の
成
形
技
術
の
構
築
」
複
合
素
材
開
発
セ
ク
タ
ー
 

 (
5
)
平
成

2
8
年
度
技
術
シ
ー
ズ
集
の
刊
行
 

 
基
盤
研
究
等
で
得
ら
れ
た
研
究
成
果
の
う
ち

3
3
件
を
技
術
シ
ー
ズ
集
と
し
て
掲
載
、
1,
5
0
0
部
刊
行
。
展
示
会
、

セ
ミ
ナ
ー
等
で

1,
3
0
0
部
以
上
を
中
小
企
業
等
に
配
布
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
開
。
 

 (
6
)
研
究
成
果
に
よ
る
受
賞
実
績
（
年
報
：
p
.
4
0）

 

国
内
の
学
協
会
等
か
ら
論
文
賞
な
ど
を
受
賞
 
受
賞
数
：
7
件
（
前
年
度
：
9
件
）
 

・
日
本

ト
ラ
イ

ボ
ロ
ジ

ー
学
会
 
技
術

賞
｢
ポ
リ
マ

ー
型

SA
PS

フ
リ
ー
極

圧
剤
の

開
発
｣ 

・
日

本
材
料

科
学
会

 奨
励
賞
「

環
境
低
負

荷
型
ク

エ
ン
酸

ニ
ッ

ケ
ル
め

っ
き
の

電
子
部

品
用
下

地
め
っ

き
へ
の

適
用
」 

・
“

20
1
6
 I
n
te
r
na
t
io
n
al
 C
on
f
e
re
n
ce
 o
n 
E
ng
i
ne
e
ri
n
g
 T
ri
b
o
lo
g
y
 a
n
d 
A
pp
l
ie
d
 T
e
c
hn
ol
o
g
y”

 B
e
s
t 
p
os
t
er
 

a
w
a
rd
｢
 E
f
fe
c
t 
of
 C
h
lo
r
in
e
-
C
on
t
ai
n
in
g 
o
n 
T
r
ib
o
lo
gi
c
a
l 
Pr
o
pe
r
ti
e
s 
o
f 
D
LC

 F
i
l
m
s 
De
p
os
i
te
d 
by
 

P
B
I
I&
D
｣等

 

 

      ○
研
究
成
果
の
普
及
活
動
 

・
T
I
RI

ク
ロ
ス
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

2
0
16

の
開
催
 

             ・
学
協
会
等
で
の
成
果
発
表
 

 
論
文
発
表
 
41

件
 

 
口
頭
発
表
 
89

件
 

 
ポ
ス
タ
ー
発
表
 
45

件
 
 
等
 

 ○
平
成

2
8
年
度
技
術
シ
ー
ズ
集
の
発
行
 

（
掲

載
例

）
段

差
乗

り
越

え
を

容
易

に
す

る
偏

心
車

軸
を
特
徴
と
し
た
車
輪
機
構
の
開
発
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2－
共
同
研
究

 

中
期
計
画
【
項
目
別
評
価
単
位
】
 

年
度
計
画
【
項
目
別
評
価
単
位
】
 

項
目
 

自
己
評
価
 

平
成

28
年
度
 
年
度
計
画
に
係
る
実
績
 

特
記
事
項
 

1
-
2
 
共
同
研
究
 

基
盤
研
究
で
得
ら
れ
た
研
究
成
果
を

効
率
的
か
つ
効
果
的
に
実
用
化
へ
つ
な

げ
て
い
く
た
め
、
独
自
の
技
術
や
ノ
ウ
ハ

ウ
を
有
し
意
欲
の
あ
る
中
小
企
業
や
業

界
団
体
、
大
学
、
研
究
機
関
と
協
力
し
て
、

共
同
研
究
に
積
極
的
に
取
り
組
む
。
共
同

研
究
の
実
施
に
よ
り
、
第
三
期
中
期
計
画

期
間
中
に
製
品
化
又
は
事
業
化
に
至
っ

た
件
数
に
つ
い
て
は
、
3
3
件
を
目
標
と
す

る
。
 

共
同

研
究

機
関

の
共

同
研

究
に

よ
る

製
品
化
・
事
業
化
を
把
握
で
き
る
仕
組
み

を
導
入
す
る
。
 

基
盤
研
究
で
得
ら
れ
た
研
究
成

果
を
効
率
的
か
つ
効
果
的
に
実
用

化
へ
つ
な
げ
て
い
く
た
め
、
独
自
の

技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
有
し
意
欲
の

あ
る
中
小
企
業
や
業
界
団
体
、
大

学
、
研
究
機
関
と
協
力
し
て
、
共
同

研
究
に
積
極
的
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
成
果
展
開
へ
つ
な
げ
る
。
 

年
度
当
初
及
び
年
度
途
中
に
研

究
テ
ー
マ
を
公
募
に
よ
り
設
定
し
、

研
究
を
実
施
す
る
。
 

共
同
研
究
機
関
の
共
同
研
究
に

よ
る
製
品
化
・
事
業
化
を
把
握
で
き

る
仕
組
み
を
試
行
す
る
。
 

2
 

Ｂ
 

 
(
1
)
共
同
研
究
の
実
施
 （

年
報
：
p
.9
）
 

製
品
開
発
を
主
目
的
と
し
て
中
小
企
業
等
と
実
施
す
る
共
同
研
究
（
37

テ
ー
マ
、
平
成

2
7
年
度
開
始
テ
ー
マ

11

テ
ー
マ
を
含
む
）
と
、
大
学
お
よ
び
研
究
機
関
と
実
施
す
る
共
同
研
究
（
27

テ
ー
マ
）
を
分
け
て
実
施
 

（
総
計

6
4
テ
ー
マ
）
 

1
)
中
小
企
業
等
と
の
共
同
研
究
の
継
続
的
推
進
  

a
)
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
共
同
研
究
を
公
募
し
た
結
果
、
26

テ
ー
マ
の
共
同
研
究
を
平
成

2
8
年
度
に
新
規
実
施
 

（
4
月
募
集
：
1
6
テ
ー
マ
、
10

月
募
集
：
1
0
テ
ー
マ
）（

前
年
度
：
2
9
テ
ー
マ
）
 

 
 
b
)研

究
課
題
選
定
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
は
、
共
同
研
究
機
関
に
も
出
席
を
求
め
、
目
的
や
役
割
分
担
、
実
現
性
、
波

及
効
果
、
研
究
成
果
等
を
総
合
的
に
評
価
し
て
課
題
を
選
定
 

 
 
c
)中

間
、
最
終
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
確
実
な
フ
ォ
ロ
ー
を
実
施
 

2
)
大
学
等
研
究
機
関
と
の
共
同
研
究
の
推
進
 

研
究
開
始
時
に
契
約
を
結
び
、
終
了
時
に
報
告
書
に
て
成
果
を
確
認
 

2
7
テ
ー
マ
の
研
究
を
実
施
（
前
年
度
：
44

テ
ー
マ
）
 

実
施
機
関
：
首
都
大
学
東
京
、
東
京
大
学
、
信
州
大
学
、
慶
応
義
塾
大
学
、
鉄
道
総
合
技
術
研
究
所
等
 

3
)
連
携
協
定
枠
の
活
用
 

 
 
連
携
協
定
機
関
と
の
共
同
研
究
を
よ
り
推
進
す
る
た
め
、
連
携
協
定
枠
を
活
用
 

・
「
長
寿
命
か
つ
高
効
率
な
酵
素
燃
料
電
池
開
発
に
お
け
る
基
盤
技
術
の
確
立
」（

首
都
大
学
東
京
）
 

・「
現
場
環
境
に
お
け
る
三
次
元
測
定
機
の
寸
法
の
違
い
を
用
い
た
温
度
補
正
の
確
立
」
等
 
2
テ
ー
マ
（
産
業

技
術
総
合
研
究
所
）
 

・
「
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
患
者
の
た
め
の
動
作
支
援
ロ
ボ
テ
ィ
ッ
ク
ウ
ェ
ア
の
開
発
」（

信
州
大
学
）
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
計

4
テ
ー
マ
 

4
)
共
同
研
究
開
発
室
を
活
用
し
た
共
同
研
究
の
実
施
 

都
産
技
研
内
の
設
備
お
よ
び
都
産
技
研
職
員
の
サ
ポ
ー
ト
に
よ
る
研
究
加
速
を
実
現
 

・
「
省

エ
ネ

に
寄
与

す
る

C
VD

多
結

晶
ダ

イ
ヤ
モ

ン
ド
皮
膜

メ
カ

ニ
カ

ル
シ
ー

ル
製
品
の

開
発

」
 

・
「
C
o
,
 C
e
系

酸
化

物
触
媒
の

機
能

性
付

与
及
び

リ
サ
イ
ク

ル
技

術
の

開
発

」
等

3
件
 

 
5
)
共
同
研
究
先
企
業
へ
の
製
品
化
・
事
業
化
に
つ
い
て
の
調
査
を
実
施
 

 
共
同
研
究
終
了
後

1
年
経
過
し
た
共
同
研
究
企
業
（
9
社
）
に
対
す
る
共
同
研
究
実
施
後
の
製
品
化
・
事
業
化

に
つ
い
て
の
調
査
に
よ
り
効
果
を
検
証
（
3
月
）
 

製
品
化
・
事
業
化

2
件
、
試
作
を

行
い
改

良
中

1
件

、
研
究
中
止

2
件
 

 
 

(
2
)
共
同
研
究
に
よ
る
製
品
化
・
事
業
化
実
績
 

 
共
同
研
究
の
実
施
に
よ
り
平
成

28
年
度
製
品
化
・
事
業
化
へ
展
開
し
た
実
績
：
1
0
件
（
前
年
度
：
3
件
）
 

 
中
期
計
画
期
間
目
標
達
成
率
：
（
平
成

2
8
年
度

10
件
）
/
（
期
間
目
標
累
計

3
3
件
）
＝
3
0
％
 
 

・
「
光
コ
ネ
ク
タ
断
線
検
出

OC
C
R
」
（
販
売
実
績
：
10

台
、
3
0
0
万
円
）
 
 
 
 
 
 
 
 

・
「
熱
処
理
木
材
用
高
耐
候
性
塗
料
」（

販
売
実
績
：
50

万
円
）
 

・
「
C
o
,C
e
酸
化
物
系

VO
C
分
解
触
媒
」
（
販
売
実
績
：
ボ
ー
ル
タ
イ
プ
 
3
5
L、

ハ
ニ
カ
ム
タ
イ
プ

8
4
個
）
 

・
「
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
で
の
生
産
体
制
開
始
」
（
成
形
漆
器
「
サ
ス
テ
ィ
ー
モ
」
製
造
販
売
会
社
）
 
等
 

 (
3
)
共
同
研
究
に
よ
る
知
的
財
産
へ
の
成
果
実
績
 

1
)
特
許
等
出
願
 

特
許
等
出
願

1
6
件
（
前
年
度
：
9
件
）
 

 
 
【
特
許
出
願
事
例
】
 

・
「
ア
シ
ス
ト
装
置
装
着
用
の
ウ
エ
ア
お
よ
び
ア
シ
ス
ト
ウ
エ
ア
シ
ス
テ
ム
」
 

・
「
非
架
橋
ゼ
ラ
チ
ン
、
ゼ
ラ
チ
ン
混
合
体
、
お
よ
び
こ
れ
ら
を
含
む
化
粧
料
用
ま
た
は
医
薬
用
ゼ
ラ
チ
ン
」 

・
「
情
報
検
索
方
法
、
情
報
検
索
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
情
報
検
索
用
端
末
お
よ
び
情
報
検
索
装
置
」
 等

 

 
2
)
特
許
等
登
録
 

 
 
特
許
等
登
録

9
件
（
前
年
度
：
9
件
）
 
 
 
 

【
特
許
登
録
事
例
】
 

・
「
多
孔
質
シ
リ
カ
内
包
粒
子
の
製
造
方
法
お
よ
び
多
孔
質
シ
リ
カ
」
 

・
「
電
力
線
を
介
し
て
負
荷
を
制
御
す
る
た
め
の
制
御
シ
ス
テ
ム
」
 

 ○
共
同
研
究
の
実
施
 
合
計

6
4
テ
ー
マ
 

・
中
小
企
業
等
と
の
共
同
研
究
の
推
進
 
 

4
月
募
集

16
テ
ー
マ
実
施
 

1
0
月
募
集

10
テ
ー
マ
実
施
 

計
3
6
テ
ー
マ
（
前
年
度
：
29

テ
ー
マ
）
 

平
成

27
年
度

1
0
月
開
始

11
テ
ー
マ
と
 

併
せ
て
合
計

3
7
テ
ー
マ
 

 ・
大
学
や
研
究
機
関
と
の
共
同
研
究
の
推
進
 

2
7
テ
ー
マ
（
前
年
度
：
4
4
テ
ー
マ
）
 

う
ち
連
携
協
定
機
関
と
の
実
施

4
テ
ー
マ
 

       ○
共
同
研
究
先
企
業
へ
終
了
後

1
年
後
の
 

製
品
化
・
事
業
化
の
調
査
を
開
始
 

・
製
品
化
・
事
業
化

2
件
 

・
試
作
を
行
い
改
良
中

1
件
 

・
研
究
中
止

2
件
 

  ○
共
同
研
究
に
よ
る
製
品
化
・
事
業
化

10
件
 

（
中
期
計
画
目
標
達
成
率

30
％
）
 

・
熱
処
理
木
材
用
高
耐
候
性
塗
料
 

  ・
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
で
の
生
産
体
制
開
始
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2－
共

同
研

究
 

・
「

鳥
獣

識
別

装
置

、
鳥

獣
識
別

方
法
、

及
び

プ
ロ

グ
ラ

ム
」

 
等
 

 (
4
)
共
同

研
究

か
ら

外
部

資
金
獲

得
等
へ

展
開
 

民
間

企
業

等
と

の
共

同
研

究
が

外
部
資

金
導

入
研

究
に

採
択

3
テ
ー

マ
（

前
年

度
：

2
テ

ー
マ
）
 

・
「

フ
レ

キ
シ

ブ
ル

セ
ン

サ
の
屋

外
耐
候

性
に

関
す

る
研

究
」（

民
間
資

金
）
 

・
受

託
研
究

2
テ
ー

マ
 

 

 ○
共

同
研

究
か

ら
の

成
果

展
開

 

・
特

許
等

出
願

16
件
（

前
年
度

：
9
件

）
 

・
特

許
等

登
録

9
件

（
前

年
度

：
9
件

）
 

・
外

部
資

金
導

入
研
究

3
件
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3－

外
部

資
金
導

入
研
究

・
調

査
 
 

 

中
期

計
画

【
項

目
別

評
価

単
位

】
 

年
度

計
画

【
項

目
別

評
価

単
位

】
 

項
目
 

自
己

評
価
 

平
成

28
年
度

 
年

度
計

画
に
係

る
実
績
 

特
記

事
項
 

1
-
3
 
外
部

資
金

導
入

研
究

・
調

査
 

都
産

技
研

が
保

有
す

る
研

究
成

果
を

基
に

、
科
学

技
術

研
究

費
や

産
業

振
興
を

目
的

と
す

る
外

部
資

金
等

に
積

極
的

に

応
募

し
採

択
を

目
指

す
。
外

部
資

金
を
導

入
し

た
研

究
・
調

査
を

実
施

し
た

成
果
を

も
っ

て
、
中

小
企

業
の

ニ
ー

ズ
や

社
会
的

ニ
ー

ズ
の

解
決

に
応

え
て

い
く

。
外

部
資

金
導

入
研

究
・
調

査
の

採
択

件
数

に
つ
い

て
は

、
第

三
期

中
期

計
画

期
間

中
に

70

件
を

目
標

と
す

る
。
 

都
産

技
研

が
保

有
す

る
研

究
成

果
を

基
に

、
科

学
技

術
研

究
費

や
産

業
振

興
を

目
的

と
す

る
外

部
資

金

等
に

積
極

的
に

応
募

し
採

択
を

目

指
す

。
 

①
提

案
公

募
型

研
究
 

技
術

開
発

の
要

素
が

大
き

い
経

済
産

業
省

や
文

部
科

学
省

な
ど

の

提
案

公
募

型
事

業
へ

積
極

的
に

応

募
し

、
採

択
を

目
指

す
と

と
も

に
、

採
択

さ
れ

た
研

究
を

確
実

に
実

施

す
る

。
 

未
利

用
外

部
資

金
の

調
査

を
行

い
、
申
請

可
能

な
も

の
を

抽
出

し
て

積
極

的
に

申
請

す
る

。
 

3
 

Ｂ
 

外
部

資
金

導
入

研
究

（
提

案
公

募
型
研

究
お

よ
び

受
託

研
究

）
の
件

数
と

平
成

28
年
度
歳

入
総
額

の
実

績
 

 
 

提
案

公
募

型
研

究
 

42
件

実
施
 

総
額

 
11
1
,
58
1
千
円

、（
前

年
度

3
9
件

実
施

 
12
4
,
7
13

千
円

）
 
 

 
 

受
託

研
究

 
 

 
 

12
件

実
施
 

総
額

 
  
5
,
00
1
千
円

、（
前

年
度

6
件

実
施

 
 
  

2
,
4
62

千
円

）
 

 
 

合
計

 
 

 
 

 
 

54
件

実
施
 

総
額

 
11
6
,
58
2
千
円

、（
前

年
度

4
5
件

実
施

 
12
7
,
1
75

千
円

）
 

 (
1
)
提
案

公
募

型
研

究
の

実
績
（

年
報
：

p
.1
1
）
 

1
)
応

募
実

績
 

提
案

公
募

型
研

究
へ

54
件
応
募

 

 
 

 
 

 
提

案
公

募
型

研
究

テ
ー
マ

応
募

件
数

内
訳

 
 

 
 
 

 
 
 

 
平

成
26

年
度
 

平
成

27
年
度
 

平
成

28
年
度
 

文
部

科
学

省
事

業
（

科
研

費
）（

件
）
 

3
2
  

3
8
 

3
4
 

科
学

技
術

振
興

機
構

事
業

 
 （

件
）
 

7
 

2
 

1
 

経
済

産
業

省
事

業
 

 
 

 
 （

件
）
 

3
 

5
 

1
 

そ
の

他
 

 
 

 
 

 
 

 
 （

件
）
 

9
 

1
6
 

1
8
 

合
計

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 （

件
）
 

5
1
 

6
1
 

5
4
 

 
2
)
採
択

実
績
 

新
規

採
択

20
件
（

前
年

度
採
択

：
1
4 
件
）
 

中
期

計
画

期
間

目
標

達
成

率
：（

平
成

2
8
年
度

2
0
件

）
/（

期
間
目

標
累
計

7
0
件

）
＝
2
9
％

 
 

新
規

採
択

64
,
1
12

千
円

（
総
額

1
1
1,
5
8
1
千

円
）
 

 
 
【

実
施

テ
ー

マ
事

例
】
 

 
 
・「

ゼ
ラ
チ

ン
ゲ

ル
を

保
護

材
と
し

て
用

い
た

安
全

か
つ

簡
易
な

細
胞

輸
送

シ
ス

テ
ム

の
開
発

」（
科

学
技

術
振

興
機

構
事

業
、

新
規

）
 

・「
チ
タ

ン
の

ド
ラ

イ
・
セ

ミ
ド

ラ
イ
プ

レ
ス

加
工

に
お

け
る

凝
着
抑

制
技

術
の

開
発

」（
科

研
費
、
新
規

）
等
 

 
3
)
実
施

状
況
 

a
)
 
文
部

科
学

省
お

よ
び

独
立
行

政
法
人

日
本

学
術

振
興

会
（

科
学
研

究
費

助
成

事
業

）
 

3
0
件
実

施
（

新
規

1
5
件

、
継

続
15

件
）（

前
年
度

2
4
件
）
、

総
額

4
4,
8
8
0
千

円
 

（
前

年
度

39
,
6
19

千
円

）
 

b
)
 
科
学

技
術

振
興

機
構

事
業
 
 

1
件

実
施

（
新

規
1
件
）
（
前
年

度
2
件

）、
総
額

5
,8
5
0
千
円

（
前
年
度

2
,
25
1
千
円

）
 

c
)
 
経
済

産
業

省
事

業
 

4
件

実
施

（
継

続
4
件
）
（
前
年

度
4
件

）、
総
額

5
4,
3
8
8
千

円
（
前

年
度

77
,
9
04

千
円
）

 

d
)
 
そ
の

他
の

国
（

環
境

省
、
農

林
水
産

省
）・

民
間
機

関
の
提

案
公
募

型
に

採
択

さ
れ

た
事

業
 

7
件

実
施

（
新

規
4
件
、

継
続

3
件
）（

前
年
度

9
件

）
、
総

額
6,
4
6
3
千

円
（

前
年

度
：

4
,
9
39

千
円

）
 

 (
2
)
提
案

公
募

型
研

究
費

獲
得
活

動
の
強

化
 

1
)
未

利
用

外
部

資
金

へ
の

応
募

 

未
利

用
外

部
資

金
の

積
極

的
な

活
用
を

図
る

た
め

、
募

集
案

内
を
全

職
員

に
随

時
通

知
し

積
極
的

に
応

募
 

未
利

用
外

部
資

金
に

新
た
に

7
件

応
募

（
前

年
度

：
8
件
応
募

）
 

2
)
外

部
資

金
獲

得
の

た
め

の
研

修
、
指

導
を

強
化
 

・
公

募
中

の
外

部
資

金
お

よ
び

提
案
公

募
型

研
究

の
手

順
等

に
つ
い

て
、

職
員

向
け

掲
示

板
で
の

周
知
 

・
申

請
お

よ
び

採
択

数
増

加
を

図
る
た

め
、
研
究

員
向

け
に

外
部
資

金
の

種
類

や
申

請
の

ポ
イ
ン

ト
を

記
載

し

た
「

外
部

資
金

ハ
ン

ド
ブ

ッ
ク

」
の
活

用
 

・
外
部

資
金

配
分

機
関

の
担
当

者
を
招

き
、
所

内
公

募
説
明

会
を
実

施
（
3
事
業

に
つ
い

て
実
施
、
3
件

応
募

） 

3
)
科

学
研

究
費

補
助

金
申

請
団

体
と
し

て
の

要
件

確
保

に
む

け
て
 

 
 

a
)活

動
内

容
 

・
各

部
ご

と
に

目
標

値
設

定
し

、
科
研

費
要

件
に

係
る

論
文

著
者
数

、
著

者
名

を
毎

月
各

部
長
に

報
告
 

・
査

読
付

き
論

文
の

執
筆

・
掲

載
状
況

の
調

査
お

よ
び

把
握

 

・
査

読
付

き
論

文
へ

の
投

稿
促

進
す
る

た
め

、
論

文
投

稿
時

英
文
校

閲
費

用
を

手
当

て
 

・
論

文
指

導
員

制
度

を
開

始
（

論
文
指

導
員

10
名
任

命
）【

再
掲
：

項
目

1】
 

 
 

b
)活

動
結

果
 

 
 

・
論

文
著

者
数

55
名
（
研

究
者
数
の

3
0
.3
％

）（
前
年

度
：
3
4
名

 
17
.
3％

）
 

 ○
外

部
資

金
導

入
研

究
の

歳
入

総
額
の

実
績
 

 
1
1
6
,5
8
2
千

円
（

前
年

度
12
7
,
1
75

千
円

）
 

   ○
提

案
公

募
型

研
究

の
実

績
 

・
提

案
公

募
型

研
究

へ
応
募

5
4
件
 

・
新

規
採
択

2
0
件

（
実

施
件
数

4
2
件

）
 

・
第

三
期

中
期

計
画

期
間

中
採

択
累
計

20
件
 

 
目

標
達

成
率

2
9％

 

総
額

 
11
1
,
58
1
千

円
 

 
・「

ゼ
ラ

チ
ン

ゲ
ル

を
保

護
材
と

し
て
用

い
た

安
全

か

つ
簡

易
な

細
胞

輸
送

シ
ス

テ
ム

の
開

発
」
、
「

チ
タ

ン
の

ド
ラ

イ
・

セ
ミ

ド
ラ

イ
プ

レ
ス

加
工

に
お

け

る
凝

着
抑

制
技

術
の

開
発

」
等

 

       ○
科

学
研

究
費

助
成

事
業
 

3
0
件
実

施
（

新
規

1
5
件

、
継

続
15

件
）
 

（
前

年
度

24
件
）
 

○
科

学
技

術
振

興
機

構
事

業
 

1
件

実
施

（
新

規
1
件
）
 

（
前

年
度

2
件

）
 

○
経

済
産

業
省

事
業
 

4
件

実
施

（
新

規
0
件
、

継
続

4
件
）
 

（
前

年
度

4
件

）
 

○
そ

の
他

国
（
環

境
省
・

農
水

省
）・

民
間
機

関
事

業

7
件

実
施

（
新

規
4
件
、

継
続

3
件
）
 

（
前

年
度

9
件

）
 

                ○
論

文
著

者
数

55
名
（

研
究
者

数
の

3
0
.3
％
）
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3－

外
部
資
金
導
入
研
究
・
調
査

 
 
 

 
論
文
著
者
数
と
執
筆
割
合
の
推
移
 

年
度
 

H
2
2 

H
2
3 

H
2
4 

H
2
5 

H
2
6 

H
2
7 

H
2
8 

研
究
者
数
（
人
）
 

1
7
3

1
7
4

1
7
6

1
8
0

1
8
5

1
9
7 

1
8
1 

執
筆
者
数
（
人
）
 

3
5

4
2

3
9

4
1

3
9

3
4
 

5
5
 

執
筆
割
合
（
％
）
 

2
0
.
2

2
4
.
1

2
2
.
2

2
2
.
8

2
1
.
1

1
7
.
3 

3
0
.
3 

4
)
外
部
資
金
申
請
団
体
と
し
て
の
体
制
確
保
 

 
 
a
)
文

部
科
学

省
「
研
究
機

関
に
お

け
る
公
的

研
究
費
の

管
理
・

監
査
の
ガ

イ
ド
ラ
イ

ン
（
実

施
基
準

）
」
等

の

改
正
に
伴
う
所
内
体
制
・
規
程
類
整
備
実
施
 

b
)
外
部
資
金
導
入
研
究
説
明
会
（
8
月
、
受
講
者

1
03

名
）
 

新
規
採
用
職
員
、
今
年
度
科
研
費
担
当
職
員
お
よ
び
科
研
費
未
申
請
の
若
手
職
員
を
中
心
に
全
職
員
を
対
象

と
し
て
、
科
研
費
の
制
度
や
最
近
の
動
向
に
関
す
る
説
明
会
を
実
施
 

 (
3
)
受
託
研
究
（
中
小
企
業
の
技
術
課
題
、
行
政
課
題
解
決
の
迅
速
な
支
援
）
の
実
施
（
年
報
：
p
.
1
3）

 

 
受
託
研
究
の
実
施
状
況
：
12

件
実
施
、
5
,
0
01

千
円
（
前
年
度
：
6
件
、
2
,4
6
2
千
円
）
 

 
 
【
実
施
テ
ー
マ
事
例
】
 

・
ド
ラ
イ
・
セ
ミ
ド
ラ
イ
超
深
絞
り
・
し
ご
き
加
工
技
術
の
開
発
 

・
粉
末
冶
金
用
新
規
潤
滑
剤
の
成
形
性
お
よ
び
焼
結
性
 
等
 

 (
4
)
外
部
資
金
導
入
研
究
に
よ
る
成
果
事
例
 

1
)
製
品
化
・
事
業
化
等
に
向
け
た
取
り
組
み
 

a
)
 
A
-
ST
E
P 

・
シ
ー
ズ
育
成
タ
イ
プ
「
ゼ
ラ
チ
ン
ゲ
ル
を
保
護
材
と
し
て
用
い
た
安
全
か
つ
簡
易
な
細
胞
輸
送
シ
ス
テ
ム

の
開
発
」
と
し
て
、
平
成

2
6
年
度
 
A-
S
T
EP

シ
ー
ズ
顕
在
化
タ
イ
プ
の
成
果
『
高
い
ゲ
ル
化
温
度
を
有
す

る
ゼ
ラ
チ
ン
』
を
用
い
た
輸
送
シ
ス
テ
ム
を
確
立
す
る
た
め
の
実
証
実
験
を
実
施
 

b
)
科
研
費
研
究
 

 
・
科
研
費
若
手
研
究
(
B
)「

表
面
性
状
制
御
し
た
ボ
ロ
ン
添
加
水
素
含
有

D
L
C
膜
の
超
低
摩
擦
現
象
の
発
現

に
関
す
る
研
究
」
に
基
づ
く
ポ
ス
タ
ー
発
表
、“

2
0
16
 I
n
te
r
n
a
t
io
n
a
l
 C
o
n
fe
r
e
nc
e
 o
n 
E
n
g
i
n
ee
r
i
ng
 

T
r
i
b
o
lo
g
y
 a
n
d
 A
p
p
li
e
d
 T
e
c
h
n
o
lo
g
y”

 
Be
s
t
 p
o
s
te
r
 
a
w
a
rd

受
賞
 

 
c
)
受
託
研
究
 

 
 
・
受
託
研
究
成
果
に
基
づ
く
意
匠
権
の
実
施
契
約
（
べ
っ
甲
に
係
る
東
京
都
か
ら
の
委
託
）
 

 
 
・
次
世
代
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

2
02
0
交
流
会
に
シ
ー
ズ
提
供
。
採
択
企
業
か
ら
の
受
託

研
究
の
受
け
入
れ
に
よ
る
都
政
課
題
の
解
決
（
4
件
）
 

2
)
特
許
等
出
願
（
計

2
件
）
 

・
保
存
対
象
物
の
保
存
方
法
、
ゾ
ル
ゲ
ル
転
移
体
お
よ
び
こ
れ
を
含
む
保
存
剤
（
平
成

2
5
年
度
 
A
-S
T
E
P）

 

・
金
属
イ
オ
ン
分
離
配
位
子
お
よ
び
該
配
位
子
を
導
入
し
た
金
属
イ
オ
ン
分
離
材
（
平
成

2
6
年
度
～
28

年
度

環
境
省
 
環
境
研
究
総
合
推
進
費
）
 

 (
5
)外

部
資
金
導
入
研
究
成
果
の
普
及
活
動
 

学
協
会
等

71
件
、
う
ち
海
外
発
表

14
件
（
前
年
度

68
件
、
う
ち
海
外
発
表

9
件
）
 

 

              ○
受
託
研
究

1
2
件
実
施
（
前
年
度

6
件
）
 

・
ド

ラ
イ

・
セ

ミ
ド

ラ
イ

超
深

絞
り

・
し

ご
き

加
工

技
術
の
開
発
 

・
粉
末
冶
金
用
新
規
潤
滑
剤
の
成
形
性
お
よ
び
焼
結
性

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
等

  ○
 
外
部
資
金
導
入
研
究
に
よ
る
成
果
事
例
 

 ・
新
た
に

A
-
ST
E
P
シ
ー
ズ
育
成
タ
イ
プ
「
ゼ
ラ
チ
ン

ゲ
ル

を
保

護
材

と
し

て
用

い
た

安
全

か
つ

簡
易

な
細
胞
輸
送
シ
ス
テ
ム
の
開
発
」
を
獲
得
し
、
ゼ
ラ
チ

ン
ゲ
ル
輸
送
シ
ス
テ
ム
実
証
実
験
を
開
始
 

           ・
外
部
発
表
受
賞

1
件
 

・
特
許
等
出
願

2
件
 

    

都
産
技
研
が
保
有
す
る
研
究
成
果
を

基
に
、
科
学
技
術
研
究
費
や
産
業
振
興
を

目
的
と
す
る
外
部
資
金
等
に
積
極
的
に

応
募
し
採
択
を
目
指
す
。
外
部
資
金
を
導

入
し
た
研
究
・
調
査
を
実
施
し
た
成
果
を

も
っ
て
、
中
小
企
業
の
ニ
ー
ズ
や
社
会
的

ニ
ー
ズ
の
解
決
に
応
え
て
い
く
。
外
部
資

金
導
入
研
究
・
調
査
の
採
択
件
数
に
つ
い

て
は
、
第
三
期
中
期
計
画
期
間
中
に

7
0

件
を
目
標
と
す
る
。
 

②
地
域
結
集
型
研
究
 

第
二
期
に
完
了
し
た
製
品
化
研
究

に
基
づ
き
、
こ
れ
ま
で
に
得
ら
れ
た

研
究
成
果
の
事
業
化
を
推
進
す
る
。

 
 

(
6
)
J
ST

地
域
結
集
型
研
究
成
果
の
事
業
化
の
推
進
 

 
「
都
市
の
安
全
・
安
心
を
支
え
る
環
境
浄
化
技
術
開
発
」
を
テ
ー
マ
に
、
平
成

18
年

1
2
月
か
ら
実
施
、
平
成

2
6

年
1
1
月
で
事
業
終
了
。
引
き
続
き
、
追
跡
調
査
を
実
施
 

【
第
二
期
終
了
後
の
製
品
化
・
事
業
化
へ
の
取
り
組
み
】
 

・
非
金
属
酸
化
物
系

VO
C
分
解
触
媒
お
よ
び
高
感
度
ガ
ス
モ
ニ
タ
ー
の
販
売
継
続
 

・
東
京
都
次
世
代
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

2
0
2
0
に
て
、
塩
素
含
有

V
OC

分
解
装
置
開
発
に
向
け
て

進
行
中
 

 ○
J
S
T

地
域

結
集

型
研

究
成

果
の

事
業

化
の

追
跡

調
査
の
実
施
 

・
非
金
属
酸
化
物
系

VO
C
分
解
触
媒
 

・
高
感
度
ガ
ス
モ
ニ
タ
ー
の
販
売
継
続
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4－
ロ
ボ
ッ
ト
産
業
活
性
化
事
業

 

中
期
計
画
【
項
目
別
評
価
単
位
】
 

年
度
計
画
【
項
目
別
評
価
単
位
】
 

項
目
 

自
己
評
価
 

平
成

28
年
度
 
年
度
計
画
に
係
る
実
績
 

特
記
事
項
 

1
-
4
 
ロ
ボ
ッ
ト
産
業
活
性
化
事
業
 

今
後
の
少
子
高
齢
化
対
策
並
び
に
生

活
の
質
の
向
上
対
策
と
し
て
期
待
さ
れ

て
い
る
ロ
ボ
ッ
ト
産
業
の
活
性
化
事
業

を
実
施
し
、
中
小
企
業
や
大
学
と
の
共
同

研
究
を
通
じ
た
事
業
化
・
産
業
化
を
推
進

す
る
。
ま
た
、
ロ
ボ
ッ
ト
産
業
の
活
性
化

に
必
要
な
産
業
人
材
を
育
成
す
る
。
 

今
後
の
少
子
高
齢
化
対
策
並
び

に
生
活
の
質
の
向
上
対
策
と
し
て

期
待
さ
れ
て
い
る
ロ
ボ
ッ
ト
産
業

の
活
性
化
事
業
を
実
施
し
、
中
小
企

業
や
大
学
と
の
共
同
研
究
を
通
じ

た
事
業
化
・
産
業
化
を
推
進
す
る
。

公
募
型
研
究
開
発
事
業
を
推
進

し
、
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
の
製
品
化
・
事

業
化
を
促
進
す
る
。
 

4
 

Ｓ
 

(
1
)
事
業
化
支
援
体
制
の
強
化
（
新
規
）
（
年
報
：
 
p
.1
3
）
 

 
ロ
ボ
ッ
ト
の
ユ
ー
ザ
ー
ニ
ー
ズ
の
把
握
や
ユ
ー
ザ
ー
の
発
掘
、
製
造
企
業
と
ユ
ー
ザ
ー
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
推
進

す
る
た
め
、
ロ
ボ
ッ
ト
事
業
推
進
部
に
「
ロ
ボ
ッ
ト
事
業
化
推
進
グ
ル
ー
プ
」
を
新
設
（
6
名
体
制
）
し
、
ロ
ボ
ッ

ト
開
発
か
ら
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
・
ロ
ボ
ッ
ト
活
用
に
よ
る
事
業
化
支
援
ま
で
に
対
応
す
る
組
織
体
制
を
強
化
。
展
示
会

等
で
ロ
ボ
ッ
ト
や
都
産
技
研
シ
ー
ズ
紹
介
を
行
い
、
30

件
以
上
の
ロ
ボ
ッ
ト
利
用
に
関
す
る
相
談
に
対
応
。
ロ
ボ
ッ

ト
の
事
業
化
を
目
指
す
開
発
テ
ー
マ
（
公
募
型
共
同
研
究
へ
の
応
募
候
補
）
を
収
集
 

 (
2
)
東
京
ロ
ボ
ッ
ト
産
業
支
援
プ
ラ
ザ
の
開
設
（
新
規
）
 

1
)
ロ
ボ
ッ
ト
開
発
支
援
拠
点
の
整
備
 

ロ
ボ
ッ
ト
の
試
作
開
発
か
ら
安
全
性
評
価
ま
で
対
応
す
る
新
し
い
支
援
拠
点
と
し
て
、
テ
レ
コ
ム
セ
ン
タ
ー
内

に
「
東
京
ロ
ボ
ッ
ト
産
業
支
援
プ
ラ
ザ
」
を
開
設
。
ロ
ボ
ッ
ト
の
筐
体
や
部
品
の
試
作
加
工
、
サ
ー
ビ
ス
ロ
ボ
ッ

ト
等
の
安
全
性
評
価
等
を
目
的
に
全

2
2
機
種
の
試
験
機
器
・
設
備
を
導
入
し
、
基
盤
研
究
や
共
同
研
究
等
で
利

用
を
開
始
 

【
拠
点
概
要
】
 

 
テ
レ
コ
ム
セ
ン
タ
ー
東
棟

1
～
3
階
 
面
積
：
約

2,
3
00

㎡
 

 
 
1
階
：
試
作
開
発
エ
リ
ア
、
走
行
性
試
験
エ
リ
ア
、
強
度
試
験
エ
リ
ア
 

 
 
2
階
：
疑
似
実
証
実
験
ス
ペ
ー
ス
（
住
宅
や
店
舗
を
想
定
し
た
空
間
）、

職
員
執
務
室
 

 
 
3
階
：
E
M
C
試
験
室
、
試
作
加
工
室
、
共
同
研
究
開
発
室
、
会
議
室
 
等
 

【
主
な
導
入
機
器
】
 

 
 
 
衝
突
安
全
性
試
験
機
、
衝
撃
耐
久
性
試
験
機
、
耐
荷
重
性
試
験
機
、
ド
ラ
ム
型
走
行
耐
久
試
験
機
、
 

 
 
 
ベ
ル
ト
型
走
行
耐
久
試
験
機
、
静
的
安
定
性
試
験
装
置
、
静
電
気
放
電
イ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム
、
 

 
 
 
波
形
評
価
装
置
、
モ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
プ
チ
ャ
 
等
 

2
)
開
所
式
の
開
催
（
4
月

20
日
）
 

テ
レ

コ
ム

セ
ン

タ
ー

ア
ト

リ
ウ

ム
で

開
所

式
を

開
催

。
国

や
東

京
都

な
ど

の
関

係
機

関
や

中
小

企
業

を
招

待

し
、
ロ
ボ
ッ
ト
事
業
推
進
部
の
保
有
技
術
や
試
験
機
器
・
設
備
等
を
紹
介
す
る
講
演
会
や
見
学
会
を
開
催
 

参
列
者
：
都
知
事
、
産
業
労
働
局
長
、
江
東
区
長
、
関
東
経
済
産
業
局
長
、
ロ
ボ
ッ
ト
工
業
会
専
務
理
事
 
他

参
加
者
：
開
所
式
典

10
9
名
 
講
演
会

14
9
名
 
施
設
見
学
会

14
7
名
 

3
)
利
用
促
進
に
向
け
た

P
R
活
動
 

a
)
イ
ベ
ン
ト
等
で
の
事
業
紹
介
 
4
回
 

江
東
区
施
設
見
学
・
セ
ミ
ナ
ー
・
交
流
会
、
荒
川
区
連
携
セ
ミ
ナ
ー
、
八
王
子
先
端
技
術
セ
ミ
ナ
ー
 
等
 

b
)
見
学
の
受
け
入
れ
 
計

90
件
、
約

1
,
38
0
名
受
け
入
れ
 

 
 
表
面
技
術
協
会
、
芝
信
用
金
庫
、
奈
良
県
大
和
信
用
金
庫
、
臨
海
副
都
心
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
 
等
 

 
c
)
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
 
2
,
0
00

部
 

d
)
広
告
・
記
事
掲
載
 
日
刊
工
業
新
聞
（
4
月
）
、
日
経

Ro
b
o
t
i
c
s（

6
月
号
）
、
都
政
研
究
（
1
月
号
）
等
 

e
)
取
材
対
応
 
T
OK
Y
O
MX

テ
レ
ビ
「
東
京
ク
ラ
ッ
ソ
！
N
EO
」（

2
月

2
6
日
放
映
）
 

 

(
3
)
技
術
開
発
 

 
1
)
基
盤
研
究
・
実
証
研
究
 

ロ
ボ
ッ
ト
開
発
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
な
る
技
術
開
発
（
基
盤
研
究
）
や
、
実
証
環
境
を
求
め
て
行
う
技
術

開
発
（
実
証
研
究
）
計

5
テ
ー
マ
を
実
施
（
前
年
度

5
テ
ー
マ
）
 

【
基
盤
研
究
】
 

「
バ
ッ
テ
リ
内
蔵
型
ロ
ボ
ッ
ト
の
充
電
方
式
の
調
査
・
検
討
・
試
作
」
 
等
 

【
実
証
研
究
】
 

「
J
I
S
 B
 
8
44
6
-1

に
適
合
し
た
自
律
移
動
案
内
ロ
ボ
ッ
ト
と
そ
の
試
験
方
法
の
開
発
」
 

「
事
業
化
向
け
音
声
処
理
フ
ロ
ン
ト
エ
ン
ド
の
開
発
と
自
己
位
置
推
定
の
強
化
」
 
等
 

2
)
共
同
研
究
 

企
業
や
業
界
団
体
な
ど
と
協
力
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
持
つ
技
術
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
融
合
し
て
ロ
ボ
ッ
ト
の
実
用
化
に

向
け
た
開
発
を
行
う
共
同
研
究
（
2
テ
ー
マ
）
を
実
施
 

【
テ
ー
マ
名
】
 

「
マ
ス
コ
ッ
ト
型
案
内
ロ
ボ
ッ
ト
の
百
貨
店
内
の
案
内
活
用
に
向
け
た
実
証
検
証
」
 

○
ロ
ボ
ッ
ト
事
業
化
推
進
グ
ル
ー
プ
を
新
設
（
6
名
）

 ○
東
京
ロ
ボ
ッ
ト
産
業
支
援
プ
ラ
ザ
の
開
設
 

1
)
ロ

ボ
ッ

ト
部

品
の

試
作

、
安

全
性

評
価

の
た

め
の

機
器
を
導
入
、
共
同
研
究
で
利
用
開
始
 

        

東
京
ロ
ボ
ッ
ト
産
業
支
援
プ
ラ
ザ
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
 

         

衝
突
安
全
性
試
験
機
 

          

静
的
安
定
性
試
験
機
 

 2
)
開
所
式
の
開
催
（
4
月

2
0
日
）
式
典

1
09

名
参
加

都
知
事
、
産
業
労
働
局
長
、
江
東
区
長
、
関
東
経
済

産
業
局
長
、
ロ
ボ
ッ
ト
工
業
会
専
務
理
事
ら
が
出
席

 〇
基
盤
研
究

2
テ
ー
マ
、
実
証
研
究

3
テ
ー
マ
実
施
 

 
共
同
研
究

2
テ
ー
マ
の
実
施
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4－
ロ
ボ
ッ
ト
産
業
活
性
化
事
業

 

「
先
導
型
案
内
ロ
ボ
ッ
ト
の
低
消
費
電
力
化
と
顔
認
識
に
よ
る
ユ
ー
ザ
ビ
リ
テ
ィ
の
向
上
」
 

 
3
)
公
募
型
共
同
研
究
開
発
事
業
 

ロ
ボ
ッ
ト
の
実
用
化
を
加
速
す
る
た
め
、
開
発
体
制
に
ユ
ー
ザ
ー
を
含
む
こ
と
を
要
件
と
し
た
公
募
型
の
共

同
研
究
を
実
施
。
日
本
全
国
の
中
小
企
業
を
対
象
に
、
開
発
経
費
を
都
産
技
研
が
負
担
す
る
委
託
研
究
と
し
て

実
施
 

a
)
短
期
展
開
型
（
開
発
期
間

1
年
 
委
託
上
限
額

1
,0
0
0
万
円
）
 

2
0
テ
ー
マ
申
請
の
中
か
ら

4
テ
ー
マ
を
採
択
（
前
年
度

2
テ
ー
マ
）
 

【
採
択
テ
ー
マ
】
 

「
失
語
症
者
向
け
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
ロ
ボ
ッ
ト
の
開
発
」（

大
阪
府
）
 

「
追
従
運
搬
ロ
ボ
ッ
ト
の
牽
引
機
能
の
開
発
」（

茨
城
県
）
 
等
 

b
)
新
市
場
創
出
型
（
開
発
期
間

3
年
 
委
託
上
限
額

3
,
00
0
万
円
）
 

3
1
テ
ー
マ
申
請
の
中
か
ら

6
テ
ー
マ
を
採
択
（
前
年
度

6
テ
ー
マ
）
。
平
成

2
7
年
度
継
続

5
テ
ー
マ
を
含
め
、

計
1
1
テ
ー
マ
を
実
施
 

【
採
択
テ
ー
マ
】
 

「
ホ
テ
ル
で
の
自
律
型
走
行
可
能
な
案
内
ロ
ボ
ッ
ト
の
開
発
」（

長
崎
県
）
 

「
既
設
大
型
風
力
発
電
機
の
ブ
レ
ー
ド
に
対
す
る
点
検
/塗

装
の
自
動
化
」（

東
京
都
）
 
等
 

c
)
テ
ー
マ
設
定
型
（
開
発
期
間

1
年
 
委
託
上
限
額

3
,
00
0
万
円
）（

新
規
）
 

都
産
技

研
が
試

作
し

た
自
律
移

動
案

内
ロ
ボ

ッ
ト

「
L
i
b
ra
」

の
技

術
移
転

を
図

る
た
め
、

公
共

施
設
等

で

活
動
す
る
案
内
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
を
テ
ー
マ
に
公
募
を
実
施
。
1
0
テ
ー
マ
申
請
の
中
か
ら

2
テ
ー
マ
を
採
択
 

【
採
択
テ
ー
マ
】
 

「
商
業
施
設
に
お
け
る
案
内
業
務
と
店
舗
業
務
効
率
化
」（

東
京
都
）
 

「
美
術
館
来
館
者
向
け
施
設
案
内
ロ
ボ
ッ
ト
の
開
発
」
（
東
京
都
）
 

 
4
)
基
盤
・
実
証
研
究
に
基
づ
い
た
知
的
財
産
出
願
 

基
盤
研
究
等
か
ら
創
出
さ
れ
た
技
術
等
を
、
ロ
ボ
ッ
ト
の
事
業
化
に
活
用
す
る
た
め
知
的
財
産
を
出
願
 

特
許
出
願
：
3
件
（
P
CT

出
願
か
ら
国
内
移
行
出
願
含
む
）
 
意
匠
登
録
出
願
：
1
件
 

 
 

(
4
)
事
業
化
支
援
 

 
1
)
製
品
化
事
例
 

 
 
a
)公

募
型
共
同
研
究
開
発
成
果
に
よ
る
事
業
化
 
2
件
 

 
 
 
・
移
動
型
ベ
ー
ス
ロ
ボ
ッ
ト
（
情
報
通
信
業
）
 

都
産
技
研
シ
ー
ズ
技
術
（
T
型
ロ
ボ
ッ
ト
ベ
ー
ス
）
の
製
品
化
。
移
動
ロ
ボ
ッ
ト
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

と
し
て

販
売

を
開
始

し
、

大
学

や
中

小
企

業
等
に

納
品

。
自

律
移

動
案

内
ロ
ボ

ッ
ト

「
Li
b
r
a
」

の
製

品

化
・
実
用
化
に
向
け
、
公
募
型
共
同
研
究
開
発
事
業
で
採
用
 

 
 
 
・
自
動
停
止
機
能
付
き
電
動
車
い
す
（
卸
売
業
・
小
売
業
）
 

自
動
停
止
機
能
を
有
す
る
電
動
車
い
す
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
モ
デ
ル
と
し
て
販
売
開
始
。
一
般
企
業
の

研
究
所
、
大
学
等
で
採
用
。
 

 
 
b
)マ

ッ
チ
ン
グ
相
談
か
ら
の
事
業
化
 
1
件
 

 
 
 
・
太
陽
近
似
光
照
射
装
置
の
照
度
測
定
用
ロ
ボ
ッ
ト
（
学
術
研
究
、
専
門
・
技
術
サ
ー
ビ
ス
業
）
 

都
産
技
研
シ
ー
ズ
技
術
（
T
型
ロ
ボ
ッ
ト
ベ
ー
ス
）
を
ベ
ー
ス
と
し
た
自
律
走
行
型
照
度
測
定
ロ
ボ
ッ
ト
。

自
動
車
メ
ー
カ
ー
で
採
用
。
新
設
し
た
ロ
ボ
ッ
ト
事
業
化
推
進
グ
ル
ー
プ
が
受
け
付
け
た
相
談
か
ら
、
ユ

ー
ザ
ー
と
製
造
企
業
を
マ
ッ
チ
ン
グ
し
、
ロ
ボ
ッ
ト
開
発
セ
ク
タ
ー
で
走
行
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
支
援
を

行
い
、
製
品
化
を
実
現
 

2
)
展
示
会
へ
の
出
展
 

 
都
産
技
研
技
術
シ
ー
ズ
や
共
同
開
発
成
果
を
出
展
し
、
事
業
の

P
R
お
よ
び
中
小
企
業
の
製
品
拡
販
を
支
援
 

a
)
国
内
展
示
会
（
4
回
）
 

・
J
a
p
an
 
R
ob
o
t
 W
e
e
k2
0
1
6（

1
0
月

1
9
日
～
2
1
日
）
等
 

b
)
海
外
展
示
会
（
1
回
）
 

・
A
U
T
OM
A
T
IC
A
（
ド
イ
ツ
 ミ

ュ
ン
ヘ
ン
 
6
月

2
1
日
～
24

日
）
 

 
展
示
物
：
都
産
技
研
試
作
ロ
ボ
ッ
ト

2
体
 
共
同
開
発
製
品

2
種
（
電
動
車
椅
子
、
ロ
ボ
ッ
ト
ベ
ー
ス
）
 

 
 
c
)産

業
交
流
展

20
1
6「

次
世
代
ロ
ボ
ッ
ト
ゾ
ー
ン
」
 

 
 
 
安
全
性
を
考
慮
し
た
都
産
技
研
試
作
ロ
ボ
ッ
ト
や
公
募
型
共
同
研
究
開
発
事
業
の
成
果
を
展
示
・
実
演
 

 
 
 
 
展
示
物
：
都
産
技
研
試
作
ロ
ボ
ッ
ト

4
体
 
共
同
開
発
企
業

8
社
 

 
3
)
ロ
ボ
ッ
ト
実
用
化
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
組
み
（
新
規
）
 

 ○
公
募
型
共
同
研
究
開
発
事
業
 

・
短
期
展
開
型
：
4
テ
ー
マ
 

・
新
市
場
創
出
型
：
新
規

6
テ
ー
マ
、
継
続

5
テ
ー

マ
 

・
テ
ー
マ
設
定
型
：
新
し
く
「
案
内
ロ
ボ
ッ
ト
」
を

テ
ー
マ
と
し
た
共
同
研
究
開
発

2
テ
ー
マ
を
採
択
 

  
 
都
産
技
研
試
作
 

自
律
移
動
案
内
 

ロ
ボ
ッ
ト
「
L
i
b
ra
」
 

      ○
公
募
型
共
同
研
究
成
果
に
よ
る
事
業
化
 

・
移
動
ベ
ー
ス
ロ
ボ
ッ
ト
 
価
格

65
万
円
 

 

      

・
自
動
停
止
機
能
付
き
電
動
車
い
す
 

     

  

 ○
マ
ッ
チ
ン
グ
相
談
か
ら
の
事
業

化
 

・
照
度
測
定
用
ロ
ボ
ッ
ト
 

 
移
動
ベ
ー
ス
ロ
ボ
ッ
ト
を
 

活
用
し
、
自
動
で
多
量
の
 

照
度
を
測
定
で
き
る
 

ロ
ボ
ッ
ト
を
設
計
・
製
作
 

 
 

 ○
ロ
ボ
ッ
ト
実
用
化
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
 

・
東
京
都
補
助
事
業
（
2
7
年
度
補
正
予
算
 
地
方
創

生
加

速
化

交
付

金
制

度
を

活
用

）
と

し
て

、
ロ

ボ

ッ
ト
ユ
ー
ザ
ー
開
拓
を
目
的
に
実
施
 

・
都
外
展
示
会

6
回
、
各
地
域
で
の
発
表
会

12
回
出

展
、
都
産
技
研
ブ
ー
ス
来
場
者
数
 
約

4,
8
0
0
名
 

「
図

書
館

総
合

展
」
「

外
食

ビ
ジ

ネ
ス

ウ
ィ

ー
ク

」

「
ロ
ボ
ッ
ト
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
会
」
等
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4－
ロ
ボ
ッ
ト
産
業
活
性
化
事
業

 

東
京
都
補
助
事
業
（
2
7
年
度
補
正
予
算
 
地
方
創
生
加
速
化
交
付
金
制
度
を
活
用
）
と
し
て
、
地
方
都
市
の
ロ

ボ
ッ
ト
開
発
ニ
ー
ズ
の
収
集
、
製
造
業
と
ユ
ー
ザ
ー
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
に
よ
り
ロ
ボ
ッ
ト
事
業
の
拡
大
を
目
的
に

実
施
 

 
 
a
)地

方
展
示
会
、
地
域
支
援
機
関
が
主
催
す
る
発
表
会
等
へ
の
参
加
 

東
京
都
外
の
展
示
会

6
回
、
地
方
自
治
体
や
産
業
支
援
機
関
が
主
催
す
る
発
表
会
等
へ

1
2
回
出
展
し
、
ロ

ボ
ッ
ト
実
演
等
を
実
施
。
重
要
業
績
評
価
指
標
値
（
K
P
I）

接
触
人
数

1,
1
0
0
名
を
達
成
（
都
産
技
研
ブ
ー
ス

来
場
者
約

4,
8
0
0
名
）
。
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
ロ
ボ
ッ
ト
を
活
用
し
た
い
と
い
う
具
体
的
な
要
望
が
約

3
0
件
あ

り
、
次
年
度
の
公
募
型
共
同
研
究
開
発
事
業
へ
の
応
募
に
寄
与
 

 
【
都
外
展
示
会
】
 

・
国
際
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
産
業
メ
ッ
セ

2
0
16
（
9
月

8
日
・
9
日
）
神
戸
国
際
展
示
場
 

・
2
0
16

中
部
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
フ
ェ
ア
（
10

月
6
日
～
8
日
）
ポ
ー
ト
メ
ッ
セ
な
ご
や
 

・
第

18
回
図
書
館
総
合
展
（
1
1
月

8
日
～
1
0
日
）
パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜
 

・
[
九
州
]
外
食
ビ
ジ
ネ
ス
ウ
ィ
ー
ク
（
11

月
15

日
～
1
7
日
）
マ
リ
ン
メ
ッ
セ
福
岡
 
ほ
か
 

【
発
表
会
等
】
 

・
生
活
を
豊
か
に
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
会
（
5
月

2
5
日
）
主
催
：
京
都
産
業

2
1 

・
ロ
ボ
ッ
ト
セ
ミ
ナ
ー
（
11

月
2
9
日
）
主
催
：
み
や
ぎ
高
度
電
子
機
械
産
業
振
興
協
議
会
 

・
広
島
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
活
用
高
度
化
研
究
会
（
1
2
月

12
日
）
主
催
：
広
島
県
立
総
合
技
術
研
究
所
 
ほ
か
 

b
)
専
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設
 

ロ
ボ
ッ
ト
実
用
化
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
事
業
内
容
や
展
示
会
等
の
進
展
状
況
、
都
産
技
研
が
保
有
す
る
ロ
ボ

ッ
ト
技
術
シ
ー
ズ
を
動
画
等
で
紹
介
す
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
制
作
・
運
営
（
訪
問
者
数
 
約

11
,
0
00

名
）
 

 
 
c
)成

果
報
告
会
の
開
催
（
2
月

1
4
日
）
 

東
京

都
外

の
展

示
会

等
で

実
施

し
た

ロ
ボ

ッ
ト

活
用

の
ニ

ー
ズ

を
具

現
化

し
た

例
と

し
て

、
空

港
や

ホ
テ

ル
、
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
で
の
ロ
ボ
ッ
ト
利
用
を
想
定
し
た
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
（
計

80
名
参
加
） 

4
)
東
京
都
ロ
ボ
ッ
ト
研
究
会
の
運
営
・
支
援
 

 
 
研
究
会
メ
ン
バ
ー
間
で
の
マ
ッ
チ
ン
グ
や
メ
ン
バ
ー
が
協
同
で
開
発
し
た
試
作
案
内
ロ
ボ
ッ
ト
の
活
動
支
援
 

（
総
会

1
回
、
例
会

3
回
、
役
員
会

1
0
回
、
会
員
数

5
0
社
・
人
）
 

5
)
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大
会
へ
の
協
力
 

内
閣
府
が
取
り
ま
と
め
て
い
る
「
2
0
20

年
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大
会
に
向
け
た
科
学
技
術

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
取
組
に
関
す
る
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
」
に
都
と
共
同
で
参
画
。
ロ
ボ
ッ
ト
へ
の
シ
ス
テ
ム
導
入

に
向
け
て
、
都
産
技
研
の
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
を
紹
介
 

多
言
語
対
応

I
C
T
化
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
1
2
月

2
0
日
）
 

 

(
5
)
ロ
ボ
ッ
ト
産
業
人
材
育
成
 

 
1
)
普
及
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
 
計

3
回
（
前
年
度

2
回
）
 

・
ロ
ボ
ッ
ト
産
業
参
入
に
関
心
の
あ
る
中
小
企
業
の
方
々
へ
（
2
月

9
日
 
8
4
名
）
 

・
点
検
分
野
に
お
け
る
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
お
よ
び
活
用
例
（
3
月

3
日
 
1
6
0
名
）
 

・
サ
ー
ビ
ス
ロ
ボ
ッ
ト
の
安
全
性
 
～
都
産
技
研
の
技
術
開
発
と
規
制
・
基
準
の
解
説
～
（
3
月

15
日
 
4
8
名
） 

2
)
実
習
を
伴
う
講
習
会
の
開
催
 
計

2
回
（
前
年
度

2
回
）
 

・
T
型
ロ
ボ
ッ
ト
ベ
ー
ス
に
よ
る
ロ
ボ
ッ
ト
開
発
実
践
入
門
講
座
（
3
月

9
日
 
4
名
）
 

・
L
a
b
VI
E
W
に
よ
る
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
制
御
入
門
（
3
月

10
日
 
4
名
）

 

            

国
際
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
産
業
メ
ッ
セ
（
神
戸
）
で
の
 

デ
モ
の
様
子
 

 

         

開
設
し
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
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5－
生
活
関
連
産
業
の
支
援

 

中
期
計
画
【
項
目
別
評
価
単
位
】
 

年
度
計
画
【
項
目
別
評
価
単
位
】
 

項
目
 

自
己
評
価
 

平
成

28
年
度
 
年
度
計
画
に
係
る
実
績
 

特
記
事
項
 

1
-
5
 
生
活
関
連
産
業
の
支
援
 

ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
製
品
に
代
表
さ
れ

る
よ
う
に
、
生
活
関
連
製
品
の
付
加
価
値

向
上
の
重
要
性
が
増
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
感
性
工
学
な
ど
新
た
な
産
業
技
術
に

も
と
づ
く
開
発
促
進
お
よ
び
製
品
評
価

に
係
る
技
術
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
す

る
。
 

開
発
第
三
部
を
開
設
し
、
生
活
関

連
産
業
の
付
加
価
値
向
上
を
目
的

と
し
た
技
術
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
実

施
す
る
。
 

5
 

Ｂ
 

(
1
)
開
発
第
三
部
の
新
設
（
年
報
：
 
p.
1
7）

 

今
ま
で
工
業
的
な
視
点
か
ら
製
造
業
の
技
術
支
援
を
し
て
き
た
開
発
第
一
部
、
第
二
部
に
加
え
、
生
活
の
質

（
Q
O
L）

を
高
め
る
「
人
間
中
心
の
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
創
出
」
の
た
め
に
、
人
間
特
性
計
測
技
術
(
行
動
特
性
・
健

康
・
感
性
）
・
デ
ザ
イ
ン
技
術
・
情
報
技
術
を
融
合
し
た
開
発
第
三
部
(
研
究
員
30
名
)を

新
設
 

開
発
第
三
部
に
よ
る
ユ
ー
ザ
ー
本
位
の
製
品
開
発
手
法
を
普
及
す
る
こ
と
に
よ
り
、
健
康
・
医
療
・
福
祉
機
器

産
業
や
生
活
関
連
産
業
の
製
品
開
発
力
を
強
化
 

1
)
生
活
技
術
開
発
セ
ク
タ
ー
（
1
2
名
）
人
間
の
運
動
特
性
、
生
理
情
報
、
感
覚
、
感
性
を
客
観
的
な
デ
ー
タ
と
し

て
計
測
し
、
製
品
開
発
や
サ
ー
ビ
ス
に
反
映
さ
せ
る
手
法
の
強
化
 

2
)
デ
ザ
イ
ン
技
術
グ
ル
ー
プ
（
8
名
）
魅
力
あ
る
製
品
づ
く
り
の
た
め
に
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
商
品
企
画
か
ら
ユ

ー
ザ
ビ
リ
テ
ィ
を
考
慮
し
た
試
作
ま
で
、
総
合
的
に
支
援
 

3
)
情
報
技
術
グ
ル
ー
プ
（
10

名
）
安
全
安
心
を
支
え
る
計
測
シ
ス
テ
ム
や

Io
T
に
向
け
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
技
術
、

生
活
産
業
に
関
連
し
た
ビ
ッ
ク
デ
ー
タ
処
理
技
術
等
の
充
実
 

 

(
2
)
研
究
開
発
 

従
来
の
情
報
、
デ
ザ
イ
ン
、
品
質
評
価
な
ど
の
分
野
に
加
え
、
人
間
の
動
き
や
体
型
、
感
覚
等
に
着
目
し
た
製

品
開
発
、
評
価
技
術
に
関
わ
る
研
究
を
実
施
（
基
盤
研
究

9
件
、
共
同
研
究

5
件
、
外
部
資
金
導
入
研
究

5
件
）。
 

【
開
発
第
三
部
に
お
い
て
実
施
し
て
い
る
人
間
中
心
設
計
に
関
連
す
る
研
究
テ
ー
マ
】
 

1
)
基
盤
研
究
 

・
監
視
カ
メ
ラ
映
像
か
ら
の
異
常
検
知
を
目
的
と
し
た
画
像
の
歪
曲
に
頑
強
な
ヒ
ト
骨
格
認
識
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
 

・
生
活
製
品
に
対
す
る
外
国
人
の
潜
在
ニ
ー
ズ
抽
出
手
法
の
検
討
 

・
に
お
い
識
別
装
置
を
使
っ
た
感
覚
的
消
臭
効
果
の
評
価
方
法
の
確
立
 

・
導
電
性
テ
キ
ス
タ
イ
ル
を
活
用
し
た
ウ
ェ
ア
型
生
体
情
報
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
提
案
 

2
)
共
同
研
究
 

・
外
国
人
向
け
観
光
情
報
推
薦
シ
ス
テ
ム
の
開
発
 

・
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
患
者
の
た
め
の
動
作
支
援
ロ
ボ
テ
ィ
ッ
ク
ウ
ェ
ア
の
開
発
 

・
人
体
の
デ
ー
タ
を
利
用
し
た
記
録
コ
ン
テ
ン
ツ
の
作
成
方
法
及
び
視
聴
シ
ス
テ
ム
の
開
発
 

3
)
外
部
資
金
導
入
研
究
 

・
逆
問
題
解
法
を
用
い
た
殿
部
組
織
厚
み
の
簡
易
推
定
方
法
の
確
立
 

・
肢
位
の
違
い
が
腱
振
動
刺
激
に
よ
る
運
動
錯
覚
に
与
え
る
影
響
の
解
明
 

 

(
3
)
技
術
支
援
 

1
)
生
活
技
術
開
発
セ
ク
タ
ー
の
主
な
取
り
組
み
 

a
)
生
活
空
間
計
測
ス
タ
ジ
オ
（
平
成

2
7
年

1
1
月
業
務
開
始
）
の
本
格
的
な
活
用
 

・
都
産
技
研
で
初
め
て
「
人
」
に
関
す
る
測
定
を
行
う
専
用
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
設
置
。
製
品
使
用
時
の
人
間
の

動
き
や
特
性
を
計
測
し
、
客
観
的
な
デ
ー
タ
収
集
・
解
析
が
可
能
。
ス
タ
ジ
オ
内
全
て
の
機
器
は
機
器
利
用

に
対
応
し
て
お
り
、
企
業
は
製
品
開
発
時
や
宣
伝
用
デ
ー
タ
と
し
て
、
製
品
使
用
時
の
人
の
計
測
に
活
用
 

・
共
同
研
究
「
人
体
の
デ
ー
タ
を
利
用
し
た
記
録
コ
ン
テ
ン
ツ
の
作
成
方
法
及
び
視
聴
シ
ス
テ
ム
の
開
発
」
も

実
施
し
、
実
在
の
人
間
の
形
状
デ
ー
タ
と
動
作
デ
ー
タ
の
融
合
化
に
成
功
。
知
財
出
願
中
 

・
学
会
誌
に
ス
タ
ジ
オ
紹
介
記
事
を
執
筆
し
、
P
R
活
動
を
強
化
 

「
バ
イ
オ
メ
カ
ニ
ズ
ム
学
会
誌
」
、
「
繊
維
製
品
消
費
科
学
」「

繊
維
学
会
誌
」（

計
3
誌
）
 

【
設
置
機
器
】
 

圧
力
計
測
（
シ
ー
ト
型
圧
力
測
定
装
置
、
身
体
用
圧
力
分
布
測
定
シ
ス
テ
ム
、
指
腹
部
接
触
力
セ
ン
サ
）
 

生
理
計
測

（
呼

吸
代
謝

測
定
装

置
、
心

拍
計

、
無
線

筋
電
図

セ
ン
サ

、
レ

ー
ザ
血

流
計

）
、

動
作
・

形
状

計

測
（
全
身
モ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
プ
チ
ャ
、
運
動
負
荷
装
置
、
装
着
型
視
線
計
測
装
置
、
人
体

3
Dデ

ジ
タ
イ
ザ
）

（
機
器
利
用
実
績

6
6
0
件
、
前
年
度

4
4
3
件
）。

 
 
 
 
 

b
)
人
間
工
学
系
公
設
試
と
の
連
携
強
化
 

・
人
間
生
活
工
学
機
器
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
「
D
H
u
LE
（
デ
ュ
ー
レ
）」

の
公
開
（
4
月
）
 

全
国
の
公
設
試
験
研
究
機
関
が
所
有
す
る
人
間
生
活
工
学
関
連
機
器
に
つ
い
て
、
横
断
的
に
検
索
可
能
な

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
構
築
し
、
公
開
（
1
4
機
関
、
1
3
2
機
器
登
録
）、

平
成

2
8
年
度
閲
覧
者
数

3,
2
2
8
名
、

機
器
利
用
へ
発
展
 

○
開
発
第
三
部
の
新
設

 
・
生
活
技
術
開
発
セ
ク
タ
ー

 
・
デ
ザ
イ
ン
技
術
グ
ル
ー
プ

 
・
情
報
技
術
グ
ル
ー
プ

 
  ○
共
同
研
究

 
・
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
患
者
の
た
め
の
動
作
支
援

ロ
ボ
テ
ィ
ッ
ク
ウ
ェ
ア
の
開
発

 
          ・「

人
体
の
デ
ー
タ
を
利
用
し
た
記
録
コ
ン
テ
ン
ツ
の

作
成
方
法
及
び
視
聴
シ
ス
テ
ム
の
開
発
」
 

        ・
外
国
人
向
け
観
光
情
報
推
薦
シ
ス
テ
ム
の
開
発
 

         ○
人
間
工
学
系
公
設
試
と
の
連
携
強
化

 
人
間
工
学
機
器
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
 
D
Hu
L
E
の
公
開
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5－
生
活
関
連
産
業
の
支
援

 

（
一
社
）
人
間
生
活
工
学
研
究
セ
ン
タ
ー
機
関
誌
「
人
間
生
活
工
学
」
に
紹
介
記
事
掲
載
（
3
月
）
 

・
人
間
生
活
工
学
研
究
会
の
設
立
 

産
業
技
術
連
携
推
進
会
議
 
医
療
福
祉
技
術
分
科
会
に
人
間
生
活
工
学
研
究
会
を
新
設
し
（
4
月
）、

 

第
一
回
研
究
会
を
都
産
技
研
本
部
に
て
開
催
（
6
月

1
0
日
、
1
0
機
関

19
名
参
加
）
 

2
)
デ
ザ
イ
ン
技
術
グ
ル
ー
プ
の
主
な
取
り
組
み
 

a
)
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
開
発
支
援
事
例
 

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
、
プ
ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ
イ
ン
、
ア
パ
レ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
活
用
し
た
試
作
 

・
冷
水
循
環
式
ク
ー
ル
ウ
ェ
ア
 

空
調
機
メ
ー
カ
ー
が
開
発
、
販
売
促
進
に
向
け
て
新
規
分
野
へ
参
入
す
る
た
め
、
新
た
な
事
業
部
を
設
置
 

・
高
齢
者
の
大
腿
骨
頚
部
骨
折
を
防
ぐ
、
ガ
ー
ド
パ
ッ
ト
入
り
ス
カ
ー
ト
の
開
発
 

b
)
高
度
産
業
人
材
育
成
 

売
れ

る
モ

ノ
づ

く
り

の
た

め
の

ア
プ

ロ
ー

チ
方

法
や

デ
ザ

イ
ン

手
法

が
身

に
つ

く
ブ

ラ
ン

ド
確

立
実

践
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
実
践
講
座
」
、
「
商
品
企
画
基
礎
講
座
」
の
開
催
 

c
)
伝
統
的
工
芸
品
の
商
品
開
発
・
普
及
促
進
事
業
へ
の
協
力
 

【
文
化
庁
補
助
事
業
「
2
1
世
紀
鷹
峯
フ
ォ
ー
ラ
ム

in
東
京
」
へ
の
共
催
機
関
と
し
て
の
参
加
】
 

・
フ
ォ
ー

ラ
ム

｢
日
本

工
芸
を
海

外
に
広

め
る
た

め
に

 
輸
出
の

障
壁
を

取
り
除

く
｣
に
お
い
て

、
伝
統

工
芸
品

に
関
す
る
有
害
物
質
規
制
に
関
し
て
職
員
が
講
演
（
1
2
月

1
2
日
 
参
加
者

60
名
 
本
部
講
堂
）
 

3
)
情
報
技
術
グ
ル
ー
プ
の
主
な
取
り
組
み
 

a
)
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
試
験
等
事
例
 

美
容
家
電
の
電
気
信
号
測
定
に
関
す
る
試
験
や
、
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
の
熱
流
解
析
等
、
産
業
用
か
ら

家
電
製
品
ま
で
幅
広
い
分
野
の
製
品
に
対
し
て
、
電
気
的
適
合
性
評
価
を
実
施
 

b
)
中
小
企
業
の

Io
T
（
I
n
t
er
n
e
t
 
o
f 
T
h
in
g
s）

化
支
援
に
向
け
た
取
り
組
み
 

・
中
小
企
業
の

Io
T
に
関
す
る
課
題
等
の
調
査
を
実
施
 

（
W
E
B
ア
ン
ケ
ー
ト

1
00

社
、
企
業
ヒ
ア
リ
ン
グ

6
社
、
他
県
公
設
試
ヒ
ア
リ
ン
グ

3
機
関
）
 

・
都
産
技
研
の

Io
T
に
関
連
し
た
取
り
組
み
を
紹
介
 

神
奈
川
県
も
の
づ
く
り
技
術
交
流
会
（
10

月
26

日
）、

静
岡
県
工
業
技
術
研
究
所
研
究
発
表
会
（
3
月

16
日
）
 

 
 
c
) 
中
小
企
業
の
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
支
援
 

・
警
視
庁
共
催
「
中
小
企
業
の
た
め
の
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
イ
ベ
ン
ト
」
の
実
施
 

 
 
 
基
調
講
演
の
ほ
か
、
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
機
関

9
社
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
 

（
1
1
月

9
日
 
本
部
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ハ
ブ
お
よ
び
研
修
室
 
参
加
者

1
2
9
名
）

 

  ○
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
開
発
支
援
 
製
品
化
事
例

 
冷
水
循
環
式
ク
ー
ル
ウ
ェ
ア

 
            
 

  ○
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
試
験
事
例

 
家
庭
用
美
顔
器
の
出
力
電
気
信
号
測
定
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6－
技
術
相
談

 

中
期
計
画
【
項
目
別
評
価
単
位
】
 

年
度
計
画
【
項
目
別
評
価
単
位
】
 

項
目
 

自
己
評
価
 

平
成

28
年
度
 
年
度
計
画
に
係
る
実
績
 

特
記
事
項
 

２
 
中
小
企
業
の
製
品
・
技
術
開
発
、
新
事
業
展
開
を
支
え
る
技
術
支
援
 

2
-
1
 
技
術
的
課
題
の
解
決
の
た
め
の
支
援
 

（
１
）
 
技
術
相
談
 

も
の
づ
く
り
の
基
盤
的
技
術
分
野
の

技
術
支
援
ニ
ー
ズ
の
み
な
ら
ず
、
環
境
、

生
活
技
術
、
安
全
・
安
心
な
ど
都
市
課
題

の
解
決
に
向
け
た
幅
広
い
技
術
支
援
に

取
組
む
。
 

本
部
に
設
置
し
た
総
合
支
援
窓
口
の

取
組
み
を
継
続
し
、
複
数
技
術
分
野
に
ま

た
が
る
相
談
へ
の
一
括
対
応
な
ど
サ
ー

ビ
ス
機
能
の
総
合
化
を
図
り
、
お
客
様
へ

の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
を
継
続
す

る
。
 

中
小
企
業
の
現
場
で
の
支
援
が
必
要

な
場
合
は
、
職
員
や
専
門
家
を
現
地
に
派

遣
す
る
実
地
技
術
支
援
を
実
施
す
る
。
都

産
技
研
が
保
有
し
て
い
な
い
技
術
分
野

の
相
談
が
あ
っ
た
場
合
は
、
専
門
家
へ
の

委
嘱
あ
る
い
は
他
の
試
験
研
究
機
関
や

大
学
へ
紹
介
す
る
な
ど
お
客
様
の
利
便

性
向
上
に
努
め
る
。
 

技
術
相
談
件
数
に
つ
い
て
は
、
第
三
期

中
期
計
画
期
間
の
最
終
年
度
で
あ
る
平

成
3
2
年
度
の
年
間
実
績

1
20
,
0
0
0
件
を

目
標
と
す
る
。
 

中
小
企
業
等
に
対
し
、
職
員
の
専

門
的
な
知
識
に
基
づ
く
技
術
相
談

を
実
施
し
、
製
品
開
発
支
援
や
技
術

課
題
の
解
決
を
図
る
。
 

①
お
客
様
へ
的
確
な
技
術
相
談
を

提
供
す
る
た
め
、
本
部
の
実
施
体
制

を
継
続
す
る
。
 

6
 

Ａ
 

(
1
)
 
技
術
相
談
の
実
績
（
年
報
：
p
.4
4
）
 

 
1
)
都
産
技
研
全
体
の
技
術
相
談
実
績
  

中
小
企
業
に
対
し
、
職
員
の
専
門
的
な
知
識
を
活
用
し
、
来
所
、
電
話
、
電
子
メ
ー
ル
等
に
よ
る
技
術
相
談
を

実
施
し
、
製
品
開
発
支
援
や
技
術
的
課
題
解
決
に
貢
献
 

・
技
術
相
談
実
績
：
1
38
,
1
65

件
(前

年
度
比

99
％
、
中
期
計
画
目
標
値
比

11
5
％
) 

 
 
2
)
ア
ウ
ト
カ
ム
調
査
の
実
施
 

・
平
成

2
8
年
に
都
産
技
研
を
利
用
し
た
お
客
さ
ま
に
ア
ウ
ト
カ
ム
調
査
を
実
施
 

・
技
術
相
談
事
業
は
、
非
常
に
高
い
満
足
度
（
9
4
％
）
を
獲
得
 

 (
2
)
 
本
部
の
技
術
相
談
実
績
 

本
部
技
術
相
談
実
績
の
着
実
な
維
持
 

・
本
部
技
術
相
談
実
績
：
9
7,
3
0
2
件
（
前
年
度
比

9
9％

）
 

・
全
事
業
所
に
対
す
る
本
部
の
相
談
実
績
比
率

7
0％

（
前
年
度

71
％
）
 

 (
3
)
 
本
部
で
の
技
術
相
談
実
施
体
制
の
継
続
 

 
1
)
本
部
全
所
属
の
電
話
番
号
公
開
に
よ
る
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
の
継
続
 

 
2
)
お
客
さ
ま
ト
ラ
ブ
ル
の
対
応
体
制
強
化
の
継
続
 

総
合
支
援
窓
口
、
来
所
者
受
付
担
当
、
会
計
窓
口
、
警
備
担
当
の

4
か
所
を
イ
ン
タ
ー
フ
ォ
ン
等
に
よ
り
情
報

共
有
し
、
お
客
さ
ま
ト
ラ
ブ
ル
時
に
適
切
に
対
応
で
き
る
体
制
を
継
続
 

 
3
)
職
員
連
絡
用

P
H
S
の
活
用
に
よ
る
ク
イ
ッ
ク
レ
ス
ポ
ン
ス
体
制
の
継
続
 

 
 
技
術
相
談
の
即
応
性
確
保
の
た
め
、
職
員
連
絡
用

PH
S
を
全
職
員
が
活
用
 

 
 
4
)
「
技
術
相
談
手
引
書
」
の
作
成
（
毎
年
更
新
）
 

全
部
署
・
全
職
員
を
掲
載
、
担
当
す
る
技
術
内
容
・
依
頼
試
験
・
機
器
利
用
を
網
羅
し
、
相
談
内
容
に
最
適
な

担
当
者
を
紹
介
 

5
)
災
害
時
の
事
業
継
続
計
画
へ
の
対
応
の
継
続
 

 
 
災
害
時
を
想
定
し
、
事
業
継
続
計
画
（
B
CP
）
に
対
応
し
た
窓
口
職
員
出
勤
体
制
の
継
続
 

 

【
製
品
化
事
例
】
 
 

 
 
・
視
覚
障
害
者
用
点
字
鋲
の
開
発
（
業
務
用
機
械
器
具
製
造
業
）
 

 
 
・
高
信
頼
性
を
保
証
し
た
デ
ジ
タ
ル
水
準
器
の
開
発
（
業
務
用
機
械
器
具
製
造
業
）
 

 
 
・
塵
粉
性
状
に
あ
わ
せ
た
濾
材
を
持
つ
工
業
用
フ
ィ
ル
タ
ー
の
開
発
（
そ
の
他
の
製
造
業
）
 

 

○
過

去
最

高
の

前
年

度
と

同
等

の
技

術
相

談
実

績
の

継
続
 

 
技
術
相
談
実
績
：
1
3
8
,1
65

件
（
前
年
度
比

9
9％

）

中
期
計
画
目
標
値
比

11
5
％
 

 ○
技
術
相
談
事
業
に
関
す
る
目
的
達
成
度
の
調
査
 

 
「
十
分
達
成
で
き
た
」
、「

あ
る
程
度
達
成
で
き
た
」

が
9
4％

と
非
常
に
高
い
満
足
度
を
獲
得
 

目
的
達
成
度
 

回
答
比
率

十
分
達
成
で
き
た
 

4
4
.
3
％

あ
る
程
度
達
成
で
き
た
 

5
0
.
0
％

わ
ず
か
し
か
達
成
で
き
な
か
っ
た

3
.
2
％

達
成
で
き
な
か
っ
た
 

2
.
5
％

n
=
1
,
7
14

 ○
本
部
に
お
け
る
技
術
相
談
実
績
 

・
本
部
技
術
相
談
実
績
：
9
7,
3
0
2
件
 

（
前
年
度
比

9
9％

）
 

・
本
部
の
相
談
実
績
比
率
：
70
％
 

（
前
年
度
比

7
1％

）
 

 

②
総
合
支
援
窓
口
の
取
組
み
に
よ

り
、
料
金
収
納
及
び
成
績
証
明
書
の

発
行
窓
口
の
統
合
や
複
数
技
術
分

野
に
ま
た
が
る
相
談
へ
の
一
括
対

応
な
ど
サ
ー
ビ
ス
機
能
の
総
合
化

を
継
続
す
る
。
 

(
4
)
 
総
合
支
援
窓
口
サ
ー
ビ
ス
機
能
の
充
実
 

本
部
で
の
お
客
さ
ま
の
利
便
性
向
上
や
機
能
充
実
、
複
数
技
術
分
野
へ
の
一
括
対
応
を
目
的
と
し
た
取
組
み
を
実

施
 

 
1
)
技
術
相
談
支
援
検
索
シ
ス
テ
ム
の
改
訂
と
活
用
（
継
続
）
 

 
 
a
)技

術
相
談
支
援
検
索
シ
ス
テ
ム
の
質
の
向
上
 

技
術
相
談
時
に
お
客
さ
ま
案
件
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
入
力
す
る
と
、
関
連
性
の
強
い
順
番
に
職
員
や
外
部
機
関

を
検
索
で
き
る
（
ラ
ン
キ
ン
グ
検
索
）
を
導
入
し
、
お
客
さ
ま
サ
ー
ビ
ス
へ
の
質
の
向
上
（
継
続
）
 

b
)
技
術
相
談
支
援
検
索
シ
ス
テ
ム
の
保
有
情
報
を
更
新
し
、
お
客
さ
ま
へ
の
提
供
情
報
の
質
の
向
上
（
継
続
）
 

2
)
都
産
技
研
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
技
術
相
談
継
続
 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
相
談
実
績
：
4
,
9
02

件
（
前
年
度
比

7
1％

）
 
  

 
3
)
昼
休
み
時
間
に
お
け
る
技
術
相
談
窓
口
と
払
い
込
み
窓
口
利
用
の
継
続
 

 
昼
休
み
の
総
合
支
援
窓
口
開
設
の
継
続
 

 
 
 
9
時
～
1
7
時
ま
で
常
時
、
利
用
者
カ
ー
ド
発
行
、
料
金
収
納
、
来
所
お
よ
び
電
話
技
術
相
談
に
対
応
 

 
4
)
代
表
電
話
か
ら
の
技
術
相
談
体
制
継
続
 

 
 
a
)代

表
電
話
か
ら
の
技
術
相
談
対
応
職
員
を
配
置
す
る
と
と
も
に
、
簡
易
電
話
交
換
機
を
設
置
し
、
問
い
合
わ

○
総

合
支

援
窓

口
に

共
同

研
究

で
開

発
し

た
難

聴
者

向
け
ス
ピ
ー
カ
ー
を
置
き
利
便
性
を
向
上
 

難
聴
者
向
け
ス
ピ
ー
カ
ー
と
相
談
対
応
の
様
子
 

       

12
4,

41
3

12
9,

22
6

13
5,

22
0

13
9,

10
1

13
8,

16
5

2040608010
0

12
0

14
0

16
0

18
0

H
24

H
25

H
26

H
27

H
28

千
件

技
術
相

談
実
績
推
移

第
二

期
第

三
期
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6－
技

術
相

談
 

せ
か

ら
職

員
へ

の
転

送
ま

で
を

円
滑
に

行
う

体
制

を
継

続
 

5
)
総

合
支

援
窓

口
で

の
技

術
相

談
等
利

用
実

績
 

a
)
総

合
支

援
窓

口
で

の
技

術
相

談
件
数
 

技
術

相
談

実
績

：
1
6
,
02
0
件
（

前
年
度
比

8
2％

）
 

 
 
 
b
)総

合
支

援
窓

口
で

ご
利

用
カ
ー

ド
を

発
行
 

 
 

・
総

合
支

援
窓

口
で

の
カ

ー
ド
発

行
枚

数
：

2
,4
0
6
枚

（
前
年

度
比

73
％
）
 

 
 

・
都

産
技

研
全

体
で

の
カ

ー
ド
発

行
枚

数
：

3
,6
2
3
枚

（
前
年

度
比

79
％
）
 

・
累

計
：

4
8,
0
74

枚
（

前
年
度

比
10
8
％
）
 

 

○
ご

利
用

カ
ー

ド
発

行
枚

数
 

 
累

計
：

4
8,
0
74

枚
（

前
年
度

比
10
8
％
）
 

③
幅

広
い

技
術

相
談

ニ
ー

ズ
に

的

確
に

対
応

す
る

た
め

専
門

相
談

員

を
設

置
し
、
中
小

企
業

の
技
術

開
発

を
支

援
す

る
。
 

(
5
)
 
専
門

相
談

員
に

よ
る

相
談

対
応
 

 
1
)
専
門

相
談

員
の

配
置

（
新

規
）
 

総
合

支
援

窓
口

に
支

援
の

難
し

か
っ
た

分
野

の
専

門
相

談
員

8
名
を

配
置

し
、

相
談

を
開

始
（
4
月
）
 

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
相

談
員

紹
介

ペ
ー
ジ

を
開

設
し

、
専

用
予

約
フ
ォ

ー
ム

か
ら

相
談

受
付

 

専
門

相
談

員
の

分
野

：
機

械
、

環
境
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
、

計
測

分
析
シ

ス
テ

ム
、

工
業

デ
ザ

イ
ン
 

等
  

 
2
)
利
用

実
績
 

 
 
計

1
2
8
件
 

 
【

専
門

相
談

員
に

よ
る

支
援

事
例
】

 
 

 
 

・
車

い
す

用
ボ

ー
リ

ン
グ

投
球
器

（
生

産
用

機
械

器
具

製
造
業

）
 

・
安

全
靴

の
耐

滑
性

評
価

に
関

す
る
相

談
（

機
械

器
具

卸
売

業
）
 

 
 

・
超

小
型

EV
開
発

に
関
す

る
相
談

（
電

気
機

械
器

具
製

造
業
）
 

  

○
専

門
相

談
員

の
配

置
（

新
規

）
 

職
員

で
支

援
の

難
し

か
っ

た
分

野
に

8
名

の
専
門

相
談

員
を

配
置

し
、

専
門

相
談

開
始
（

4
月

）
 

・
利

用
実

績
 
計

1
2
8
件
 

【
支

援
事

例
】
 

・
車

い
す

用
ボ

ー
リ

ン
グ

投
球

器
 

・
安

全
靴

の
耐

滑
性

評
価
 

       

④
も

の
づ

く
り

に
関

連
す

る
サ

ー

ビ
ス

産
業

等
の

技
術

分
野

の
相

談

に
つ

い
て

積
極

的
に

対
応

す
る

。
 

(
6
)
 
も
の

づ
く

り
に

関
連

す
る

サ
ー
ビ

ス
産

業
等

へ
の

技
術

相
談
（

継
続

）
 

 
1
)
サ
ー

ビ
ス

産
業

等
へ

の
技
術

相
談
の

対
応
 

・
業

務
提

携
し

て
い

る
金

融
機

関
や
経

営
支

援
機

関
と

協
力

し
、
幅

広
い

業
種

に
都

産
技

研
紹
介

を
実

施
 

・
本

部
の

見
学

会
実

施
な

ど
を

提
携
機

関
と

連
携

し
て

実
施

（
計

1
0
回

）
 

2
)
も

の
づ

く
り

に
関

連
す

る
サ

ー
ビ
ス

産
業

等
へ

の
技

術
相

談
対
応

実
績
 

a
)
相

談
実

績
：

1
3,
4
20

件
（
全

相
談
件

数
の

10
％
、

前
年
度

比
10
3
％
）

  

b
)
サ

ー
ビ

ス
産

業
に

し
め

る
業

種
比
率
 

卸
売

業
・

小
売

業
 

6
4％

、
デ

ザ
イ
ン

業
等

専
門

サ
ー

ビ
ス

業
 
9
％
、

情
報

サ
ー

ビ
ス
業

 
9％

、
 

機
械

設
計

等
技

術
サ

ー
ビ

ス
業

 
8％

、
他

 
9％

 

 
 

○
も

の
づ

く
り

に
関

連
す

る
サ

ー
ビ

ス
産

業
等

へ
の

技
術

支
援

へ
の

対
応
 

・
相

談
実

績
：

1
3,
4
20

件
 

（
全

相
談

件
数
の

1
0％

、
前
年

度
比

1
0
3％

）
 

 

⑤
中

小
企

業
の

現
場

で
の

支
援

が

必
要

な
場

合
は

、
職

員
や

専
門

家
を

現
地

に
派

遣
す

る
実

地
技

術
支

援

を
実

施
す

る
。
 

(
7
)
 
実
地

技
術

支
援

の
実

施
 

1
)
都

産
技

研
職

員
に

よ
る

実
地

技
術
支

援
（

無
料

）
 

 
 

 
実

施
件

数
：

9
27

件
（

前
年
度
比

1
0
0％

）
 

2
)
技

術
指

導
員

と
都

産
技

研
職

員
に
よ

る
実

地
技

術
支

援
（

無
料
）
 

 
 

 
実

施
件

数
：

63
件
（
前

年
度
比

90
％
）
 

 
 

【
実

地
技

術
支

援
事

例
】

 
 

 
 

・
赤

外
放

射
特

性
を

考
慮

し
た
産

業
用

ヒ
ー

タ
ー

の
開

発
 

 
 

・
排

ガ
ス

処
理

を
考

慮
し

た
工
場

の
環

境
対

策
の

実
施

 

 

○
職

員
に

よ
る

実
地

技
術

支
援

の
継
続

実
施
 

・
実

施
件

数
：

9
27

件
（

前
年

度
比

1
0
0％

）
 

  

⑥
都

産
技

研
の

保
有

し
て

い
な

い

技
術

に
つ

い
て

は
、
他
の

試
験

研
究

機
関

や
大

学
、
専
門

知
識

を
有

す
る

外
部

専
門

家
を

活
用

し
て

課
題

の

解
決

を
図

り
、
利
用

者
の

要
望

に
応

え
る

。
 

3
)
外

部
専

門
家

（
エ

ン
ジ

ニ
ア

リ
ン
グ

ア
ド

バ
イ

ザ
）

に
よ

る
実
地

技
術

支
援

（
有

料
）

 

 
 

都
産

技
研

に
登

録
さ

れ
た

専
門
知

識
を

有
す

る
外

部
専

門
家
（
全

1
29

名
。
前
年
度

1
3
2
名

よ
り

3
名

減
）
に

よ
る

生
産

現
場

で
の

支
援

を
希

望
す
る

企
業

に
対

し
、

エ
ン

ジ
ニ
ア

リ
ン

グ
ア

ド
バ

イ
ザ

を
現
地

に
派

遣
し
、

実
地

技
術

支
援

を
実

施
 

実
施

件
数

：
4
0
企

業
17
8
日
（

前
年
度

：
4
9
企

業
21
8
日
）

 

 
 

【
エ

ン
ジ

ニ
ア

リ
ン

グ
ア

ド
バ
イ

ザ
に

よ
る

実
地

技
術

支
援
事

例
】
 

 
 

・
特

殊
制

御
を

必
要

と
す

る
回
転

モ
ー

タ
ー

の
開

発
 

 
 

・
伝

統
的

な
デ

ザ
イ

ン
性

の
照
明

機
器

の
性

能
評

価
 

○
外

部
専

門
家

に
よ

る
実

地
技

術
支
援

の
継

続
実

施
 

 
・

実
施

件
数

：
4
0
企

業
17
8
日
 

（
前

年
度

：
4
9
企

業
21
8
日
）

 

   

5,
70

2
5,

49
6

4,
44

5
4,

60
1

3,
62

3

0

1,
00

0

2,
00

0

3,
00

0

4,
00

0

5,
00

0

6,
00

0

7,
00

0

H
24

H
25

H
26

H
27

H
28

枚
ご
利
用

カ
ー
ド
発

行
枚

数
推

移

第
二

期
第
三

期



― 64 ―

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

6－
技

術
相

談
 

4
)
自

治
体

と
の

連
携

に
よ

る
外

部
専
門

家
派

遣
支

援
の

取
り

組
み
を

継
続

 
 

外
部

専
門

家
派

遣
の

企
業

負
担

分
を
助

成
す

る
制

度
を

提
供

す
る
自

治
体
 

 
 

千
代

田
区

、
江

東
区

、
品

川
区
、

世
田

谷
区

、
足

立
区

、
葛
飾

区
、

江
戸

川
区

、
昭

島
市
、

日
野

市
の
 

7
区

2
市

で
助

成
制

度
利

用
可

能
 

 

⑦
協

定
締

結
機

関
と

連
携

し
た

技

術
相

談
体

制
を

継
続

お
よ

び
拡

充

す
る

。
 

(
8
)
 
協
定

締
結

機
関

と
連

携
し

た
技
術

支
援

体
制

の
拡

充
 

 

1
)
区

市
等

自
治

体
と

の
技

術
相

談
 

 
・

品
川

区
と

の
連

携
相

談
（

継
続
）

20
件
 

 
 
 
・
板

橋
区

と
の

連
携

相
談

（
継
続

）
2
5
件

  

 
 

・
江

戸
川

区
と

の
連

携
相

談
（
継

続
）

17
件
 

2
)
金

融
機

関
と

の
連

携
技

術
相

談
 
 

 
 

・
東
京

T
Y
フ

ィ
ナ

ン
シ
ャ

ル
グ
ル

ー
プ

（
新

規
）：

都
産

技
研
専

用
相

談
申

込
書

に
よ

る
技
術

相
談

6
件
 

 
 

・
さ

わ
や

か
信

用
金

庫
：

技
術
相
談

5
件
、

実
地

技
術

支
援
同
行

9
件
 

・
東

京
東

信
用

金
庫

：
技

術
相

談
6
件
 

 
 

・
朝

日
信

用
金

庫
：

技
術

相
談

4
件
 

 
 

・
亀

有
信

用
金

庫
：

技
術

相
談

3
件
 

・
城

南
信

用
金

庫
：

都
産

技
研

専
用
相

談
申

込
書

に
よ

る
相

談
受
付

の
継
続

1
件
 

 
 
 

○
協

定
締

結
機

関
と

連
携

し
た

技
術
相

談
 

1
)
自

治
体

と
の

連
携
 

 
品

川
区

、
板

橋
区

、
江

戸
川

区
 

2
)
金

融
機

関
と

の
連

携
 

 
新

規
：

東
京

TY
フ
ィ

ナ
ン
シ

ャ
ル
グ

ル
ー

プ
 

 
継

続
：

さ
わ

や
か

信
用

金
庫

等
 
4
機
関
 

計
5
機
関
 

 

⑧
震

災
に

よ
る

電
力

不
足

に
対

応

す
る

た
め

、
都

内
お

よ
び

被
災

地
中

小
企

業
の

節
電

や
省

エ
ネ

ル
ギ

ー

に
関

す
る

技
術

相
談

や
実

地
技

術

支
援

を
継

続
実

施
す

る
。
 

(
9
)
 
節
電

・
省

エ
ネ

ル
ギ

ー
に

関
す
る

技
術

相
談

・
実

地
技

術
支
援

の
実

施
 

 
 

節
電

・
省

エ
ネ

ル
ギ

ー
に

関
す
る

技
術

相
談

体
制

の
継

続
 

 
 

都
産

技
研

職
員

が
節

電
、
省

エ
ネ

ル
ギ

ー
に

関
す

る
技

術
相
談

や
実

地
技

術
支

援
に

対
応
で

き
る

体
制
を
継
続
 

 (
1
0
)
 被

災
地

域
の

利
用

料
金
の

減
額
 

激
甚

災
害

等
に

よ
り

被
害

を
受

け
た
中

小
企

業
者

へ
の

経
済

的
負
担

を
軽

減
す

る
た

め
、
災

害
復

興
緊

急
技
術

支
援

に
係

る
料

金
減

額
措

置
実

施
要
綱

を
制

定
 

 
1
)
平
成

28
年
熊

本
地

震
復
興

支
援
へ

の
対

応
（

8
月

）（
新

規
）
 

 
 

熊
本

地
震

の
被

災
地

域
（

熊
本

県
、
大
分

県
、
鹿

児
島

県
、
長
崎

県
、
宮
崎

県
、
佐

賀
県
、
福

岡
県

）
お

よ
び

都
内

の
中

小
企

業
者

（
被

災
地

域
に
本

社
・

事
業

所
等

が
あ

る
こ
と

）
試

験
料

金
等
の

5
0
％

減
額

を
実

施
 

 
・

利
用

実
績

 
3
6
0
件

（
依

頼
試
験

＋
機

器
利

用
件

数
合

計
）
 

 
・

減
額

金
額

 
約

38
万
円
 

 
2
)
東
日

本
大

震
災

の
対

応
 

 
 

被
災

地
の

震
災

復
興

支
援

の
た
め

、
対

象
地

域
1
都

9
県
（
岩

手
県

、
宮

城
県

、
福
島

県
、
栃

木
県

、
茨

城
県
、

青
森

県
、

千
葉

県
、

新
潟

県
、

長
野
県

）
の

試
験

料
金

等
の

5
0％

減
額

を
継

続
実

施
 
 

 
 

 
・

利
用

実
績

 
4
,
8
13

件
（
依

頼
試

験
＋

機
器

利
用

件
数
合

計
）（

前
年
度

比
39
％

減
）
 

 
 

 
 

（
東

京
都

 
2,
8
37

件
、

茨
城

県
 
1
,
17
0
件

、
栃
木

県
 
36
7
件

、
千

葉
県

 
1
54

件
、

そ
の

他
 
2
85

件
）
 

 
 

 
・

減
額

金
額

 
約

7.
1
百

万
円

（
前

年
度

比
4
9
％
減

）
 

 ○
被

災
地

域
企

業
の

減
免

利
用

 

・
平
成

2
8
年

熊
本

地
震

へ
の
対

応
 

 
熊

本
地

震
震

災
復

興
支

援
に

よ
る

試
験

料
金

等
の

5
0
％

減
額

を
開

始
（

10
月

）（
新

規
）
 

・
東

日
本

大
震

災
の

対
応
 

東
日

本
震

災
復

興
支

援
に

よ
る

試
験

料
金

等
の

5
0
％

減
額

を
継

続
実

施
 

○
試

験
料

金
減

額
の

利
用

実
績

 

・
利

用
実

績
 

計
 

5
,1
7
5
件

 

 
 

熊
本

 
：

3
60

件
 

 
 

東
日

本
：

4
,8
1
3
件

（
前

年
度
比

39
％
減

）
 

・
減

額
実

績
 

計
 
約

7
.
5
百

万
円
 

 
 

熊
本

 
：

0.
4
百

万
円
、

東
日

本
：

7.
1
百
万

円

 

 

11
,4

96
10

,7
98

8,
92

6
7,

91
0

5,
17

3

12

10
10

14

7.
5

0246810121416

2468101214

H
24

H
25

H
26

H
27

H
28

千
件

被
災
地
域
企
業

の
減
免
利
用
実

績

依 頼 試 験 ・ 機 器 利 用 件 数

減 額 金 額

百
万

円

第
二

期
第
三

期



― 65 ―

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

7－
依
頼
試
験

 

中
期
計
画
【
項
目
別
評
価
単
位
】
 

年
度
計
画
【
項
目
別
評
価
単
位
】
 

項
目
 

自
己
評
価
 

平
成

28
年
度
 
年
度
計
画
に
係
る
実
績
 

特
記
事
項
 

（
２
）
 
依
頼
試
験
 

製
品
の
品
質
・
性
能
証
明
や
事
故
原
因

究
明
な
ど
都
内
中
小
企
業
の
技
術
的
課

題
の
解
決
及
び
高
品
質
、
高
性
能
、
高
安

全
性
な
ど
付
加
価
値
の
高
い
も
の
づ
く

り
を
支
援
で
き
る
よ
う
、
依
頼
試
験
の
充

実
を
図
る
と
と
も
に
、
効
果
的
な
技
術
的

ア
ド
バ
イ
ス
を
実
施
す
る
。
JI
S
等
に
定

め
の
な
い
分
析
・
評
価
な
ど
、
お
客
様
の

個
別
の
試
験
ニ
ー
ズ
に
対
し
て
は
、
オ
ー

ダ
ー
メ
ー
ド
試
験
に
よ
り
柔
軟
に
対
応

す
る
。
 

膨
大
か
つ
多
様
な
試
験
ニ
ー
ズ
に
対

応
す
る
た
め
、
首
都
圏
公
設
試
連
携
体

（
以
下
「
T
KF
」
と
い
う
。
）
に
参
加
し
て

い
る
近
隣
の
公
設
試
験
研
究
機
関
と
連

携
し
、
お
客
様
の
相
互
紹
介
を
行
う
な
ど

の
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
す
る
。
 

中
小
企
業
の
海
外
取
引
の
拡
大
や
高

度
化
す
る
製
品
開
発
に
伴
っ
て
必
要
と

な
る
品
質
証
明
に
関
す
る
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
、
公
的
試
験
研
究
機
関
と
し
て
の
信

頼
の
維
持
向
上
を
図
る
た
め
、
機
器
の
保

守
・
更
新
、
校
正
管
理
を
よ
り
適
切
に
行

う
。
試
験
所
認
定
を
受
け
た
登
録
分
野
の

技
術
支
援
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
依
頼
試

験
の
高
品
質
化
を
進
め
る
。
 

高
付

加
価

値
な

製
品

の
開

発
に

必
要

と
な

る
高

度
か

つ
多

様
な

試
験

ニ
ー

ズ

に
対
応
す
る
た
め
、
試
験
項
目
の
追
加
等

を
適
宜
行
う
と
と
も
に
、
全
国
の
公
設
試

験
研

究
機

関
に

は
な

い
都

産
技

研
の

特

徴
あ
る
技
術
分
野
（
非
破
壊
透
視
試
験
、

音
響
試
験
、
照
明
試
験
等
）
に
つ
い
て
は
、

試
験

精
度

の
向

上
や

試
験

内
容

の
充

実

を
図

る
な

ど
一

層
高

品
質

な
サ

ー
ビ

ス

の
提
供
に
努
め
る
。
都
産
技
研
の
特
徴
あ

る
技

術
分

野
が

依
頼

試
験

全
体

に
占

め

る
割
合
に
つ
い
て
は
、
第
三
期
中
期
計
画

製
品
等
の
品
質
・
性
能
の
評
価

や
、
事
故
原
因
究
明
な
ど
中
小
企
業

の
生
産
活
動
に
伴
う
技
術
課
題
の

解
決
を
目
的
と
し
て
、
依
頼
試
験
を

実
施
す
る
。
 

①
導
入
し
た
機
器
を
活
用
し
、
高
品

質
、
高
性
能
、
高
安
全
性
な
ど
付
加

価
値
の
高
い
も
の
づ
く
り
を
支
援

で
き
る
よ
う
、
依
頼
試
験
の
充
実
を

図
る
。
 

7
 

Ｓ
 

(
1
)
依
頼
試
験
の
実
績
（
年
報
：
p
.
4
8）

 

依
頼
試
験
体
制
の
充
実
を
図
り
、
高
い
依
頼
試
験
実
績
を
継
続
 

1
)
都
産
技
研
全
体
の
依
頼
試
験
実
績
 

・
依
頼
試
験
実
績
：
1
43
,
4
66

件
（
前
年
度
比

9
9
％
）
 

2
)
ア
ウ
ト
カ
ム
調
査
の
実
施
 

 
 
・
平
成

2
8
年
に
都
産
技
研
を
利
用
し
た
お
客
さ
ま
に
ア
ウ
ト
カ
ム
調
査
を
実
施
 

 
 
・
依
頼
試
験
事
業
は
、
非
常
に
高
い
満
足
度
（
9
7
％
）
を
獲
得
 

 (
2
)
依
頼
試
験
項
目
の
拡
大
 

1
)
機
器
整
備
で
導
入
し
た
機
器
に
よ
り
依
頼
試
験
項
目
を
追
加
 

a
)
追
加
数
：
1
6
項
目
（
全
依
頼
試
験
項
目
数
：
8
8
4
項
目
）
 

b
)
追
加
項
目
に
よ
る
依
頼
試
験
実
績
：
4
29

件
（
前
年
度
比

9
9％

）
 

c
)
主
な
利
用
実
績
 

 
・
に
お
い
識
別
装
置
お
よ
び
ガ
ス
検
知
管
に
よ
る
肌
着
の
消
臭
効
果
測
定
 
12

件
 

・
窒
素
ガ
ス
吸
着
測
定
に
よ
る
、
吸
着
等
温
線
の
作
成
 
9
件
 
等
 

 
2
)
依
頼
試
験
項
目
の
見
直
し
 

 
 
試
験
利
用
の
少
な
く
な
っ
た
試
験
項
目
の
廃
止
を
実
施
：
22

項
目
 

 

【
製
品
化
事
例
】
 

・
リ
フ
ォ
ー
ム
畳
（
そ
の
他
の
小
売
業
）
 

・
竹
チ
ッ
プ
ボ
ー
ド
（
共
同
組
合
）
 

 

 

○
高
い
依
頼
試
験
実
績
を
継
続
 

 
依
頼
試
験
実
績
：
1
43
,
4
66

件
（
前
年
度
比

9
9
％
）

○
依
頼
試
験
事
業
に
関
す
る
目
的
達
成
度
の
調
査
 

 
「
十
分
達
成
で
き
た
」
、
「
あ
る
程
度
達
成
で
き
た
」

が
9
7％

と
非
常
に
高
い
満
足
度
を
獲
得
 

目
的
達
成
度
 

回
答
比
率

十
分
達
成
で
き
た
 

5
6
.
5
％

あ
る
程
度
達
成
で
き
た
 

4
0
.
0
％

わ
ず
か
し
か
達
成
で
き
な
か
っ
た

2
.
2
％

達
成
で
き
な
か
っ
た
 

1
.
3
％

n
=
8
8
3

【
製
品
化
事
例
】
 

  

 

②
 J
I
S
等
に
定
め
の
な
い
分
析
・
評

価
な
ど
、
お
客
様
の
個
別
の
試
験
ニ

ー
ズ
に
対
し
て
は
、
オ
ー
ダ
ー
メ
ー

ド
試
験
に
よ
り
柔
軟
に
対
応
す
る
。

(
3
)
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
試
験
 

お
客
さ
ま
の
個
別
の
試
験
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
試
験
を
実
施
 

1
)
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
試
験
実
績
：
2
11

件
（
前
年
度
比

6
4％

）
 

 
2
)
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
試
験
事
例
な
ら
び
に

28
年
度
製
品
化
お
よ
び
調
査
支
援
事
例
 

【
支
援
事
例
】
 

・
試
作
品
の
切
削
加
工
 
 
 
 
・
次
世
代
シ
ー
ケ
ン
サ
ー
に
よ
る
遺
伝
子
解
析
 

・
防
犯
ブ
ザ
ー
の
性
能
試
験
 
 
・
収
束
イ
オ
ン
ビ
ー
ム
に
よ
る
断
面
加
工
 
 
等
 

【
製
品
化
事
例
】
 

家
庭
用
電
気
器
具
（
機
械
器
具
卸
売
業
）
 

 

○
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
試
験
に
よ
る
柔
軟
な
対
応
 

 
【
支
援
事
例
】
 

 
・
試
作
品
の
切
削
加
工
 

・
収
束
イ
オ
ン
ビ
ー
ム
に
よ
る
断
面
加
工
 
等
 
 

 

③
首
都
圏
公
設
試
験
研
究
機
関
連

携
体
（
以
下
、
「
TK
F
」
と
い
う
。
）

に
参
加
し
て
い
る
近
隣
の
公
設
試

験
研
究
機
関
と
連
携
し
た
試
験
実

施
体
制
を
継
続
す
る
。
 

(
4
)
近
隣
の
公
設
試
験
研
究
機
関
と
連
携
し
た
試
験
実
施
体
制
の
継
続
 

1
)
T
K
F
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
試
験
研
究
機
器
検
索
シ
ス
テ
ム
 

 
 
T
KF

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
に
機
器
検
索
シ
ス
テ
ム
の
サ
イ
ト
を
継
続
 

T
K
F
5
機
関
に
加
え
、
広
域
首
都
圏
公
設
試
計

13
機
関
の
機
器
検
索
が
可
能
 

 
2
)
T
KF

ミ
ニ
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
活
用
し
た
公
設
試
相
互
の
試
験
品
質
向
上
の
取
り
組
み
 

【
都
産
技
研
職
員
を
派
遣
し
新
規
試
験
業
務
開
始
へ
の
取
り
組
み
事
例
】
 

・
神
奈
川
県
へ

3
名
派
遣
し
電
波
吸
収
測
定
方
法
の
習
得
 

○
T
K
F

ミ
ニ

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

を
活

用
し

た
公

設

試
相
互
の
試
験
品
質
向
上
の
取
り
組
み
 

他
機
関
の
新
規
試
験
サ
ー
ビ
ス
開
始
に
貢
献
 

・
埼
玉
県
よ
り

3
名
受
け
入
れ
大
型

X
線

C
T
装
置

の
試
験
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
 

・
栃
木
県
よ
り

2
名
受
け
入
れ
金
属

3
D
プ
リ
ン
タ

の
試
験
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
 

13
7,

79
1 

14
9,

32
1 

15
0,

33
5 

14
4,

68
0 

14
3,

46
6 

2040608010
0

12
0

14
0

16
0

18
0

H
24

H
25

H
26

H
27

H
28

千
件

依
頼

試
験

実
績

推
移

第
二
期

第
三
期

リ
フ
ォ
ー
ム
畳
 
 

  
竹
チ
ッ
プ
ボ
ー
ド
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7－
依

頼
試

験
 

期
間

の
最

終
年

度
で

あ
る

平
成

3
2
年

度

の
年

間
実

績
で

23
％
を

目
標
と

す
る
。
 

【
他

機
関

職
員

を
受

け
入

れ
新

規
試
験

業
務

開
始

へ
の

取
り

組
み
事

例
】
 

・
埼

玉
県

よ
り

3
名

受
け

入
れ

、
大
型

X
線

CT
装
置

の
操
作

や
運
用

方
法

に
関

す
る

研
修

を
実
施
 

 
・
栃

木
県

よ
り

2
名

受
け
入

れ
、
金
属

3
D
プ

リ
ン

タ
の
デ

ー
タ
の

取
り

扱
い

方
法

や
造

形
ノ
ウ

ハ
ウ

の
習

得
 

 
3
)
全
国

公
設

試
の

機
器

検
索

シ
ス
テ

ム
サ

ー
ビ

ス
へ

の
協

力
 

 
 

・
都

産
技

研
イ

ベ
ン

ト
で

ち
ら
し

を
配

布
し

利
用

へ
の

協
力
を

継
続

 
 

 

④
本

部
に

お
い

て
、
電
気

お
よ
び

温

度
分

野
の

計
量

法
認

定
事

業
者

（
J
C
S
S）

と
し

て
試

験
業

務
を
継

続

実
施

す
る

。
 

(
5
)
計
量

法
認

定
事

業
者

（
JC
S
S
）

と
し

て
依

頼
試

験
業

務
を

継
続
 

1
)
電

気
お

よ
び

温
度

分
野
 

試
験

実
績

：
5
0
6
件

（
前

年
度

比
37
2
％
）
 

2
)
長

さ
分

野
 

 
・

27
年
度

長
さ

分
野

を
開
始

し
、
5
機
種

の
試

験
業

務
を

追
加
（

8
月

）
計

14
機
種
 

・
試

験
験

実
績

：
7
4
件

（
前
年

度
比

1
0
6％

）
 

 

○
計

量
法

認
定

事
業

者
（

J
CS
S
）

と
し

て
依

頼
試

験

業
務

実
績
 

・
電

気
お

よ
び

温
度

分
野
 

試
験

実
績

：
5
0
6
件

（
前

年
度

比
37
2
％
）
 

・
長

さ
分

野
（

試
験

の
拡

充
）

 

 
 

試
験

実
績

：
7
4
件

（
前
年

度
比

1
0
6％

）
 

⑤
多

摩
テ

ク
ノ

プ
ラ
ザ

E
M
C
サ

イ

ト
に

お
い

て
、
E
MC

分
野

の
試
験

所

認
定

事
業

者
（
V
L
A
C）

と
し
て
試

験

業
務

を
継

続
実

施
す

る
。
 

(
6
)
電
磁

環
境

試
験

所
認

定
セ
ン

タ
ー
（

V
LA
C
）
認

定
の

依
頼

試
験
業

務
の

継
続
 

E
M
C
分
野

に
お

い
て

V
LA
C
認
定

試
験
所

と
し

て
試

験
業

務
を

継
続
 

・
規

格
確

認
適

合
試

験
を

実
施

 
支
援

企
業

数
 

1
5
社
（

7
1
件

）
（
前

年
度

19
社

（
82

件
））

 

・
う

ち
規

格
適

合
が

確
認

さ
れ

た
製
品

に
対

す
る

国
内

・
海

外
に
通

用
す

る
成

績
書

の
発

行
 

1
0
社
（

6
5
件

）
（
前

年
度

17
社

（
79

件
））

う
ち

英
文

成
績

書
発
行

数
：

2
社

（
7
件
）
 

【
製

品
化

事
例

】
 

情
報

装
置

（
サ

ー
バ

ー
監

視
シ

ス
テ
ム

、
高

速
モ

バ
イ

ル
ル

ー
タ
等

）
 

 

○
V
L
AC

認
定

試
験

所
と

し
て
試

験
業
務

継
続
 

 
【

製
品

化
事

例
】
 

 
情

報
装

置
（

サ
ー

バ
ー

監
視

シ
ス

テ
ム

、
高

速
モ

バ
イ

ル
ル

ー
タ

等
）
 

⑥
本

部
に

お
い

て
、
照
明

分
野
の

試

験
所

認
定

事
業

者
（
J
N
L
A）

と
し

て

試
験

業
務

を
継

続
実

施
す

る
。

ま

た
、
鉄
鋼

分
野

の
試

験
所

認
定
事

業

者
（
J
N
L
A）

と
し
て

試
験

業
務
を

開

始
す

る
。
 

 

(
7
)
試
験

所
認

定
事

業
者

（
JN
L
A
）

と
し

て
照

明
分

野
の

継
続

お
よ
び

鉄
鋼

分
野

の
開

始
 

1
)
照

明
分

野
の

JN
L
A
認

定
試
験

所
と
し

て
試

験
業

務
を

継
続

 

ト
ッ

プ
ラ

ン
ナ

ー
制

度
へ

の
適

合
証
明

と
し

て
、

照
明

関
連

企
業
の

製
品

化
を

支
援
 

試
験

実
績

：
3
3
件

（
前

年
度

3
8
件
）
 

 
2
)
鉄
鋼

分
野
の

J
N
LA

試
験
所

と
し
て

試
験

業
務

の
継

続
 

 
 

 
 試

験
実

績
：

9
件

（
前

年
度

9
件
）
 

○
J
N
LA

認
定

試
験

所
と

し
て
試

験
業
務

継
続
 

 
ト

ッ
プ

ラ
ン

ナ
ー

制
度

へ
の

適
合

証
明

と
し

て
、

照
明

関
連

企
業

の
製

品
化

を
支

援
 

⑦
都

産
技

研
の

特
徴

的
な

技
術

分

野
で

あ
る

非
破

壊
検

査
、
照
明

、
音

響
、
高

電
圧

、
ガ

ラ
ス

技
術

、
環

境
・

防
か

び
、
放

射
線

技
術

、
高

速
通

信
、

め
っ

き
・
塗

装
複

合
試

験
、
光
学

特

性
計

測
技

術
分

野
に

お
い

て
、
試

験

精
度

の
向

上
や

試
験

範
囲

の
拡

充

な
ど

一
層

高
品

質
な

サ
ー

ビ
ス

を

実
施

す
る

。
 

(
8
)
都
産

技
研

の
特

徴
的

な
技
術

分
野
の

試
験

精
度

向
上

や
試

験
範
囲

拡
充

へ
の

取
り

組
み

 

1
)
都

産
技

研
ブ

ラ
ン

ド
試

験
（

東
京
都

な
ら

で
は

の
試

験
）

の
拡
充

 
  

 
 

音
響

試
験

、
照

明
試

験
、

高
電

圧
試

験
、

非
破

壊
透

視
試

験
、

ガ
ラ

ス
技

術
、

環
境

防
か

び
試

験
、

放
射

線
試

験
、
高

速
通

信
試

験
、
め
っ
き
・
塗

装
複

合
試

験
、
光
学
特

性
計
測

技
術
の

1
0
分

野
を
都

産
技
研

の
特

徴
的

な

試
験

で
あ

る
ブ

ラ
ン

ド
試

験
と

位
置

付
け

、
試

験
精

度
の

向
上

と
試

験
範

囲
の

拡
充

を
行

い
高

品
質

な
サ

ー
ビ

ス
を

提
供
 

都
内

中
小

企
業

に
限

ら
ず

、
都

外
お
よ

び
大

企
業

か
ら

の
試

験
を
多

数
実

施
 

 
都

産
技

研
ブ

ラ
ン

ド
試

験
実

績
（
1
0
分

野
試

験
実

績
）
 

計
4
4
,9
9
1
件

（
全

依
頼

試
験
中

 
3
1％

）（
前

年
度
計

3
6
,2
8
2
件
（

全
依

頼
試

験
中

2
5％

））
 

a
)
音

響
試

験
 

音
の

技
術

分
野

を
総

合
的

に
技

術
支
援

す
る

公
設

試
唯

一
の

機
関
と

し
て

高
品

質
な

技
術

支
援
を

実
施
 

依
頼

試
験

実
績

：
6
,
5
84

件
（

前
年
度
比

1
1
4％

）
 

【
事

例
】
・
遮

音
扉

の
遮

音
性
能

試
験
 

・
減

音
緩

衝
マ

ッ
ト

の
床
衝

撃
音

レ
ベ

ル
低

減
量

試
験
 

b
)
照

明
試

験
 

L
E
D
照
明

等
の

照
明

機
器

の
新

需
要
や

新
規

格
に

対
応

し
た

製
品
評

価
試

験
を

充
実
 

依
頼

試
験

実
績

：
1
,
1
82

件
（

前
年
度
比

5
6％

）
  

【
事

例
】
・
パ

ネ
ル

照
明

の
配
光

測
定
 

・
電

球
形

LE
D
の
全

光
束
測

定
 

c
)
高

電
圧

試
験
 

高
精

度
な

交
流

電
圧

発
生

装
置

や
雷
イ

ン
パ

ル
ス

電
圧

発
生

装
置
を

導
入

し
高

品
質

な
試

験
を
実

施
 

依
頼

試
験

実
績

：
4
,
0
74

件
（

前
年
度
比

1
4
9％

）
 

【
事

例
】
・
電

気
電

子
機

器
の
耐

電
圧
試

験
 

・
め

っ
き

皮
膜

へ
の
雷

イ
ン

パ
ル

ス
耐

電
流

試
験
 

○
都

産
技

研
ブ

ラ
ン

ド
試

験
の

実
績
 

 
都

内
中

小
企

業
に

限
ら

ず
、

都
外

お
よ

び
大

企
業

か
ら

の
試

験
を

多
数

実
施
 

・
音

響
試

験
 

 
 

 
 

 
 

 
6
,5
8
4
件
 

・
照

明
試

験
 

 
 

 
 

 
 

 
1
,1
8
2
件
 

・
高

電
圧

試
験

 
 

 
 

 
 

 
4
,0
7
4
件
 

・
非

破
壊

透
視

試
験

 
 

 
  

2
4
,
81
2
件
 

・
ガ

ラ
ス

技
術

 
 

 
 

 
 

 
 
5
9
4
件
 

・
環

境
防

か
び

試
験

 
 

 
 

 
1
,1
9
7
件
 

・
放

射
線

試
験

 
 

 
 

 
 

 
1
,8
7
0
件
 

・
高

速
通

信
試

験
 

 
 

 
 

 
1
,9
4
9
件
 

・
め

っ
き

・
塗

装
複

合
試

験
 

 
1
,4
8
3
件
 

・
光

学
特

性
計

測
技

術
 

 
 

 
1
,2
4
6
件
 

 
1
0
ブ

ラ
ン

ド
試

験
実

績
 
 

計
44
,
9
91

件
 

（
全

依
頼

試
験
中

3
1％

）

（
前

年
度
計

3
6
,2
8
2
件
（
全
依

頼
試
験
中

2
5％

））
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7－
依
頼
試
験

 

d
)
非
破
壊
透
視
試
験
 

繊
維
強
化
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
（
FR
P
）
等
の
工
業
製
品
の
非
破
壊
透
視
試
験
を
実
施
 

依
頼
試
験
実
績
：
2
4
,
81
2
件
（
前
年
度
比

1
3
5％

）
 

 
 
 
【
事
例
】・

F
RP

製
品
の

X
線

C
T
試
験
 
・
鋳
物
の

X
線
透
視
検
査
試
験
 

 
 
e
)ガ

ラ
ス
技
術
 

ガ
ラ
ス
の
破
損
事
故
解
析
等
の
特
徴
的
な
試
験
を
実
施
 

依
頼
試
験
実
績
：
5
9
4
件
（
前
年
度
比

47
5
％
）
 

【
事
例
】
・
ガ
ラ
ス
の
破
損
事
故
解
析
 
・
化
学
強
化
ガ
ラ
ス
の
表
面
応
力
測
定
 

f
)
環
境
防
か
び
試
験
 

各
種
工
業
製
品
の
防
か
び
試
験
や
か
び
抵
抗
性
を
実
施
 

依
頼
試
験
実
績
：
1
,
1
97

件
（
前
年
度
比

1
5
7％

）
 

 
 
 
【
事
例
】・

内
装
材
の
防
か
び
試
験
 
・
椅
子
張
り
生
地
の
か
び
抵
抗
性
試
験
 

 
 
g
)放

射
線
試
験
 

サ
ー
ベ
イ
メ
ー
タ
に
よ
る
放
射
線
計
測
や
放
射
性
物
質
の
測
定
、
食
品
照
射
検
知
試
験
等
を
実
施
 

依
頼
試
験
実
績
：
1
,
8
70

件
（
前
年
度
比

8
5％

）
 
 

【
事
例
】
・
ゴ
ム
製
品
の
ガ
ン
マ
線
照
射
試
験
 
・
化
粧
品
の
放
射
線
計
測
 

h
)
高
速
通
信
試
験
 

高
速
通
信
規
格
に
準
拠
し
た
機
器
や
デ
バ
イ
ス
に
対
し
、
電
気
的
適
合
試
験
を
実
施
 

依
頼
試
験
実
績
：
1
,
9
49

件
（
前
年
度
比

1
1
0％

）
 

【
事
例
】・

ホ
ス
ト

PC
の

US
B3
.
0
電
気
的
適
合
試
験
・
カ
メ
ラ
デ
バ
イ
ス
の

Co
a
X
Pr
e
s
s
電
気
的
適
合
試
験
 

i
)
め
っ
き
・
塗
装
複
合
試
験
 

め
っ
き
と
塗
装
複
合
被
膜
の
不
具
合
解
析
か
ら
性
能
評
価
、
製
品
化
を
支
援
 

依
頼
試
験
実
績
：
1
,
4
83

件
（
前
年
度
比

9
6％

）
 

 
 
 
【
事
例
】・

防
犯
カ
メ
ラ
の
耐
食
性
試
験
 
・
ド
ア
用
レ
バ
ー
ハ
ン
ド
ル
の
膜
厚
測
定
 

j
)
光
学
特
性
計
測
技
術
 

 
 
 
可
視
光
か
ら
赤
外
線
ま
で
、
材
料
の
光
学
特
性
を
幅
広
く
測
定
し
製
品
開
発
を
支
援
 

 
 
 
依
頼
試
験
実
績
：
1
,2
4
6
件
（
前
年
度
比

1
6
4％

）
 

【
事
例
】・

医
療
用
フ
ィ
ル
ム
の
複
屈
折
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
測
定
 
・
反
射
防
止
コ
ー
ト
樹
脂
の
顕
微
分
光
測
定
 

 

【
製
品
化
事
例
】
 

         

遮
音
扉
 
 
 
減
音
緩
衝
ジ
ョ
イ
ン
ト
マ
ッ
ト
 

○
ブ
ラ
ン
ド
試
験
に
よ
る
支
援
事
例
 

・
照
明
試
験
 

 
電
球
形

LE
D
の
全
光
束
測
定
 

（
学
術
・
開
発
研
究
機
関
）
 

・
高
電
圧
試
験
 

 
め
っ
き
皮
膜
へ
の
雷
イ
ン
パ
ル
ス
耐
電
流
試
験
 

（
金
属
製
品
製
造
業
) 

・
環
境
防
か
び
試
験
 

 
椅
子
張
り
生
地
の
か
び
抵
抗
性
試
験
 

（
家
具
・
装
備
品
製
造
業
）
 

 

⑧
中
小
企
業
ニ
ー
ズ
及
び
最
新
の

技
術
動
向
等
に
基
づ
き
、
試
験
・
研

究
設
備
及
び
機
器
の
導
入
・
更
新
を

実
施
す
る
。
 

(
9
)
試
験
・
研
究
設
備
お
よ
び
機
器
の
導
入
・
更
新
（
年
報
：
p
.
5
4）

 

1
)
都
産
技
研
保
有
機
器
数
 

 
 
約

1
,
49
0
機
種
（
前
年
度
：
約

1
,
41
0
機
種
）
 

2
)
機
器
整
備
の
概
要
 

都
産
技
研
ブ
ラ
ン
ド
試
験
や
国
際
規
格
対
応
な
ど
ニ
ー
ズ
の
高
い
機
器
を
中
心
に
全

81
機
種
（
機
器
利
用
に

供
す
る
機
器
も
含
む
）
の
整
備
を
実
施
 

a
)
本
部
 

 
 
【
導
入
し
た
主
な
機
器
】
 
 

①
都
産
技
研
ブ
ラ
ン
ド
試
験
対
応
機
器
 

 
 
 
【
更
新
】
U
S
B
3.
0
高
速
通
信
試
験
シ
ス
テ
ム
 
高
性
能
蛍
光

X
線
膜
厚
計
 
等
 

②
国
際
規
格
試
験
対
応
機
器
 

【
新
規
】
微
小
硬
度
計
 
ロ
ッ
ク
ウ
ェ
ル
硬
度
計
 
多
機
能
型
摩
擦
摩
耗
試
験
機
 
等
 

③
本
部
セ
ク
タ
ー
で
用
い
る
測
定
・
加
工
機
器
 

【
新
規
】
弾
性
体
ブ
ラ
ス
ト
研
磨
機
 
微
粉
砕
分
散
用
ビ
ー
ズ
ミ
ル
 
ス
ク
リ
ー
ン
印
刷
機
器
 
等
 

○
試
験
・
研
究
設
備
お
よ
び
機
器
の
導
入
・
更
新
 

・
保
有
機
器
数
 

 
 
約

1
,
49
0
機
種
（
前
年
度
：
約

1
,
41
0
機
種
）
 

・
機
器
整
備
の
概
要
 

 
 

都
産

技
研

ブ
ラ

ン
ド

試
験

や
国

際
規

格
対

応
な

ど
ニ
ー
ズ
の
高
い
機
器
を
全

8
1
機
種
整
備
 

 

102030405060

H2
4

H2
5

H2
6

H2
7

Ｈ
28

ブ
ラ
ン
ド
試
験
実

績
推
移

千
件

3
1
%

2
5
%

2
3
%

2
5
%

2
1
%

％
：
全
依
頼
試
験
中
割

合

第
二

期
第
三
期
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7－
依

頼
試

験
 

 
b
)
多

摩
テ

ク
ノ

プ
ラ

ザ
 

 
 

 
【

新
規

】
高

電
圧

差
動

プ
ロ
ー

ブ
 

【
更

新
】

電
磁

界
シ
ミ

ュ
レ

ー
タ

 
等
 

c
)
城

東
支

所
 

【
更

新
】

乾
燥

機
 

d
)
墨

田
支

所
・

生
活

技
術

開
発

セ
ク
タ

ー
 

【
新

規
】

生
体

信
号

収
録

・
解

析
シ
ス

テ
ム

 
【

更
新

】
デ

ジ
タ
ル

フ
ラ

ジ
ー

ル
形

通
気

度
試
験

機
 

等
 

 
 

e
)城

南
支

所
 

【
新

規
】

X
線

CT
デ
ー

タ
3D

解
析
シ

ス
テ

ム
 

等
 

 

⑨
公

的
試

験
研

究
機

関
と

し
て

の

信
頼

の
維

持
向

上
を

図
る

た
め

、
機

器
の

保
守
・
更
新
、
校
正

管
理
を

よ

り
適

切
に

行
う

。
 

(
1
0
)
 機

器
の

保
守

・
更

新
、
校

正
管
理

の
適

切
な

実
施
 

 
・

機
器

の
保

守
・

校
正

実
施

件
数
：

3
95

件
 

 
・

保
守

・
校

正
費

用
：

3
.8

億
円
 

（
2
7
年
度

：
3
.
5
億

円
、
2
6
年

度
：

3
.
1
億

円
）

 

○
機

器
の

保
守

・
校

正
 

 
3
9
5
件

実
施
 

⑩
震

災
に

よ
る

電
力

不
足

に
対

応

す
る

た
め

、
中

小
企

業
の

省
エ
ネ

ル

ギ
ー

、
高

効
率

化
に

関
す

る
製
品

開

発
を

促
進

す
る

依
頼

試
験

を
継

続

実
施

す
る

。
 

(
1
1
)
 中

小
企

業
の

省
エ

ネ
ル
ギ

ー
や
高

効
率

化
に

関
す

る
製

品
開
発

を
促

進
す

る
依

頼
試

験
の
継

続
 

中
小

企
業

の
省

エ
ネ

ル
ギ

ー
、

高
効
率

化
に

関
す

る
製

品
の

開
発
支

援
を

継
続
 

 
利

用
実

績
：
計

2
,
77
9
件
（

前
年
度
比

5
2％

）
 

 
1
)
L
ED

照
明

に
関

す
る

試
験

（
器
具

の
照

明
試

験
、

電
気

安
全
性

試
験

）
実

績
：

2
,6
0
0
件
（

前
年

度
比

5
3％

）
 

 
2
)
消
費

電
力

測
定

に
関

す
る

試
験
実

績
：

1
49

件
（

前
年

度
比

4
5％

）
 

 
 

3
)
モ

ー
タ

の
性

能
評

価
に

関
す

る
試
験

実
績

：
3
0
件

（
前
年

度
比

1
0
7％

）
 

 

○
中

小
企

業
の

省
エ

ネ
ル

ギ
ー

や
高
効

率
化

に
関

す

 
る

製
品

の
開

発
支

援
を

継
続

 

⑪
原

子
力

発
電

所
の

事
故

に
伴

い
、

工
業

製
品

等
の

放
射

線
量

測
定

試

験
を

継
続

実
施

す
る

。
 

(
1
2
)
 工

業
試

験
等

の
放

射
線
量

測
定
試

験
（

都
内

中
小

企
業

は
無
料

実
施

）（
年
報

p
.5
8
）
 

 
都

内
中

小
企

業
製

品
の

風
評

被
害
対

策
の

た
め

放
射

線
量

試
験
を
計

4
8
件

実
施

（
前
年

度
比

4
3％

）
 

 
1
)
持
ち

込
み

に
よ

る
放

射
線

量
測
定

試
験
 

 
 

・
持

ち
込

み
試

験
件

数
：

4
7
件

（
う

ち
都

内
中

小
企
業

試
験
件

数
：

45
件
）
 

 
 

・
成

績
証

明
書

発
行

数
：

3
9
件

（
う

ち
都

内
中

小
企
業

試
験
件

数
：

37
件
、

う
ち
英

語
：
1
2
件

）
 

 
 

・
依

頼
品

目
：

機
械

部
品

、
ガ
ラ

ス
製

品
、

雑
貨

 
等

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
2
)
出
張

に
よ

る
放

射
線

量
測

定
試
験
 

 
 

大
型

の
試

験
品

へ
の

測
定

依
頼

に
対

し
て

は
、

測
定

試
験

機
器

を
工

場
等

へ
持

ち
込

み
、

職
員

が
現

場
で

測
定

を
実

施
（

延
べ

2
人

日
/
件
）
 

 
 

・
出

張
試

験
件

数
：

1
件

 
（
う

ち
都

内
中

小
企

業
試

験
件
数

：
1
件
）
 

 
 

・
成

績
証

明
書

発
行

数
：

1
件
（

う
ち

都
内

中
小

企
業

試
験
件

数
：

1
件

、
う

ち
英

語
：
1
件
）
 

            

○
工

業
製

品
等

の
放

射
線

量
測

定
試
験
 

都
内

中
小

企
業

製
品

の
風

評
被

害
対

策
の

た
め

放

射
線

量
試

験
を

継
続
 

・
都

内
中

小
企

業
は

無
料

実
施

 

・
試

験
実

施
件

数
 

48
件
（
前

年
度
比

43
％
）
 

 
 

持
ち

込
み

試
験

 
 

 
 4
7
件
 

 
 

出
張

試
験

 
 

 
 

 
  
1
件
 

 
 

成
績

証
明

書
発

行
 

  
4
0
件
 

 
 

（
う

ち
、

英
語

証
明

書
 

1
3
件

）
 

                 

05010
0

15
0

20
0

25
0

30
0

35
0

23.3月
5月
7月
9月

11月
24.1月

3月
5月
7月
9月

11月
25.1月

3月
5月
7月
9月

11月
26.1月

3月
5月
7月
9月

11月
27.1月

3月
5月
7月
9月

11月
28.1月

3月
5月
7月
9月

11月
29.1月

3月

工
業

製
品

等
の

放
射

線
試

験
件

数

G
e半

導
体
検
出
器
（
浄
水
場
水

,農
畜
産
物

,大
気
浮
遊
塵
等
）

サ
ー
ベ
イ
メ
ー
タ
ー
（
工
業
製
品
等
）

件
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8－
機
器
利
用

 

中
期
計
画
【
項
目
別
評
価
単
位
】
 

年
度
計
画
【
項
目
別
評
価
単
位
】
 

項
目
 

自
己
評
価
 

平
成

28
年
度
 
年
度
計
画
に
係
る
実
績
 

特
記
事
項
 

2
-
2
 
開
発
型
中
小
企
業
の
支
援
 

（
１
）
 
機
器
利
用
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
 

中
小
企
業
で
は
導
入
が
困
難
な
測
定

機
器
や
分
析
機
器
を
整
備
し
、
中
小
企
業

に
お
け
る
新
製
品
・
新
技
術
開
発
の
た
め

に
機
器
の
直
接
利
用
の
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
。
利
用
に
際
し
て
は
、
職
員
の
豊

富
な
知
識
を
活
か
し
て
、
的
確
な
機
器
利

用
に
関
す
る
指
導
・
助
言
を
行
う
。
 

高
度
な
先
端
機
器
に
つ
い
て
も
、
利
用

方
法
習
得
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
機
器

利
用
ラ
イ
セ
ン
ス
を
発
行
す
る
制
度
に

よ
り
、
中
小
企
業
の
機
器
利
用
の
促
進
を

図
る
。
 

都
産
技
研
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
以
下
、「

都

産
技
研

H
P」

と
い
う
。）

を
活
用
し
、
利

用
可
能
情
報
を
提
供
す
る
な
ど
、
機
器
利

用
に

際
し

て
の

利
便

性
向

上
を

図
る

取

り
組
み
を
継
続
す
る
。
 

①
中
小
企
業
で
は
導
入
が
困
難
な

測
定
機
器
や
分
析
機
器
を
整
備
し
、

中
小
企
業
に
お
け
る
新
製
品
・
新
技

術
開
発
の
た
め
に
機
器
利
用
の
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
。
 

8
 

Ａ
 

（
1
)
機
器
利
用
の
実
績
（
年
報
：
p
.5
6
）
 

依
頼
試
験
か
ら
機
器
利
用
へ
の
移
行
を
進
め
、
過
去
最
高
の
機
器
利
用
実
績
を
達
成
 

1
)
都
産
技
研
全
体
の
機
器
利
用
実
績
 

・
機
器
利
用
実
績
：
1
34
,
2
85

件
（
前
年
度
比

1
0
3％

) 

2
)
 ア

ウ
ト
カ
ム
調
査
の
実
施
 

・
平
成

2
8
年
度
に
都
産
技
研
を
利
用
し
た
お
客
さ
ま
に
ア
ウ
ト
カ
ム
調
査
を
実
施
 

・
機
器
利
用
事
業
の
目
的
達
成
度
は
、
「
非
常
に
高
い
満
足
度
（
9
7％

）
を
獲
得
 

 （
2
)
 機

器
利
用
項
目
の
拡
大
 

1
)
機
器
整
備
で
導
入
し
た
機
器
に
よ
り
機
器
利
用
項
目
を
追
加
 

a
)
追
加
数
：
2
8
項
目
（
全
機
器
利
用
項
目
：
5
46

項
目
）
 

b
)
追
加
項
目
に
よ
る
機
器
利
用
実
績

6
8
2
件
（
前
年
度
比

7
6
％
）
 

c
)
主
な
利
用
実
績
 

・
高
精
度

3D
レ
ー
ザ
ー
顕
微
測
定
器
：
3
45

件
 

・
可
視
赤
外
顕
微
分
光
測
定
器
：
56

件
 
等
 

 
2
)
機
器
利
用
項
目
の
見
直
し
 

機
器
利
用
の
少
な
い
機
器
利
用
項
目
の
廃
止
を
実
施
：
7
項
目
 
 
 

 

【
製
品
化
事
例
】
 

・
光
コ
ネ
ク
タ
断
線
検
出
器
（
業
務
用
機
械
器
具
製
造
業
）
 

・
く
み
ひ
も
う
る
し
ペ
ン
（
繊
維
・
衣
服
等
卸
売
業
）
 

 

○
過
去
最
高
の
機
器
利
用
実
績
を
達
成
 

 
機
器
利
用
実
績
：
1
3
4
,2
8
5
件
（
前
年
度
比

1
0
3％

）

 
 

○
機
器
利
用
事
業
に
関
す
る
目
的
達
成
度
の
調
査
 

 
「
十
分
達
成
で
き
た
」
、
「
あ
る
程
度
達
成
で
き
た
」

が
9
7％

と
非
常
に
高
い
満
足
度
を
獲
得
 

目
的
達
成
度
 

回
答
比
率

十
分
達
成
で
き
た
 

5
9
.
3
％

あ
る
程
度
達
成
で
き
た
 

3
7
.
4
％

わ
ず
か
し
か
達
成
で
き
な
か
っ
た

3
.
0
％

達
成
で
き
な
か
っ
た
 

0
.
3
％

n
=
1
,
0
71

【
製
品
化
事
例
】
 

  光
コ
ネ
ク
タ
断
線
検
出
器
 
く
み
ひ
も
う
る
し
ペ
ン
 

②
機
器
の
操
作
方
法
の
ア
ド
バ
イ

ス
や
、
測
定
デ
ー
タ
の
説
明
、
課
題

解
決
の
た
め
の
的
確
な
指
導
・
助
言

を
行
う
。
 

（
3
）
 機

器
利
用
に
関
す
る
指
導
・
助
言
の
実
施
 

1
)
機
器
利
用
に
関
す
る
指
導
実
績
 

 
 
機
器
の
的
確
な
操
作
法
習
得
を
指
導
 

・
機
器
利
用
指
導
実
績
：
1
0,
5
6
1
件
（
前
年
度
比

1
00
％
）
 

○
機
器
の
的
確
な
操
作
法
習
得
を
指
導
 

 
機

器
利

用
指

導
実

績
1
0,
5
6
1

件
（

前
年

度
比

1
0
0
％
）
 

③
高
度
な
先
端
機
器
は
利
用
方
法

習
得
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
、
機
器

利
用
ラ
イ
セ
ン
ス
制
度
に
よ
り
利

用
可
能
な
機
器
を
拡
張
す
る
。
 

（
4
）
 機

器
利
用
ラ
イ
セ
ン
ス
制
度
の
活
用
拡
大
 

 
 
高
度
な
先
端
機
器
の
利
用
拡
大
を
図
る
た
め
、
利
用
方
法
習
得
セ
ミ
ナ
ー
（
5
回
）
を
開
催
し
習
熟
度
に
基
づ

く
機
器
利
用
ラ
イ
セ
ン
ス
発
行
数
の
拡
大
 

1
)
対
象
機
種
数
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
16

機
種
（
前
年
度
：
1
6
機
種
）
 

2
)
機
器
利
用
ラ
イ
セ
ン
ス
カ
ー
ド
発
行
枚
数
 
 
1
80

枚
（
前
年
度
比

1
4
4％

）、
累
計
発
行
数

5
6
8
枚
 

3
)
機
器
利
用
ラ
イ
セ
ン
ス
制
度
利
用
実
績
 
 
 
計

4
,
42
7
件
（
前
年
度
比

1
2
3％

）
 

 
4
)
ラ
イ
セ
ン
ス
発
行
枚
数
が
多
い
機
器
 
 
 
 
 

 
 
①
分
析
機
能
付
き
走
査
電
子
顕
微
鏡
 
 
（
ラ
イ
セ
ン
ス
発
行
 
新
規

3
9
件
）（

前
年
度
：
31

枚
）
 

②
Ｘ
線
回
折
装
置
 

 
 
 
（
ラ
イ
セ
ン
ス
発
行
 
新
規

26
件
）（

前
年
度
：
25

枚
）
 

 
 
 
 
③
音
響
管
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
ラ
イ
セ
ン
ス
発
行
 
新
規

2
5
件
）（

前
年
度
：
5
枚
）
 

 

○
機
器
利
用
ラ
イ
セ
ン
ス
制
度
の
活
用
 

・
ラ
イ
セ
ン
ス
発
行
数

1
8
0
枚
、
累
計

56
8
枚
 

・
利
用
実
績
 
 

計
4
,
42
7
件
 

前
年
度
比

1
2
3％

 

  

97
,3

87
 

11
9,

96
5 

13
1,

68
7 

13
0,

59
7 

13
4,

28
5 

2040608010
0

12
0

14
0

16
0

18
0

H
24

H
25

H
26

H
27

H
28

千
件

機
器

利
用

実
績

推
移

第
二
期

第
三
期

1,
12

1 

2,
94

5 

4,
16

9 
3,

61
1 

4,
42

7 

0

1,
00

0

2,
00

0

3,
00

0

4,
00

0

5,
00

0

6,
00

0

H2
4

H2
5

H2
6

H2
7

H2
8

機
器
利

用
ラ
イ
セ
ン
ス
制
度

の
利

用
実

績
件

第
二

期
第
三

期
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8－
機

器
利

用
 

④
都

産
技

研
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
を

活

用
し
、
機
器

利
用

可
能

情
報
の

提
供

を
継

続
す

る
。
ま

た
、
イ
ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

経
由

で
の

予
約

申
し

込
み

受

付
の

対
象

機
器

を
拡

大
す

る
。

 

（
5
）

 都
産
技

研
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
を
活

用
し

た
機

器
利

用
可

能
情
報

の
提

供
  

 
1
)
機
器

利
用

情
報

の
提

供
 

 
 

 
 

機
器

利
用

可
能

機
器

の
予

約
状
況

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
で

の
提
供

を
計

44
2
機
種

（
前

年
度

4
4
9
機

種
）
 

 
 

 
全

事
業

所
で

の
情

報
提

供
を
継

続
 

 
 

 
・

本
部

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

2
1
4
機

種
（

1
機

種
減

）
 

 
 

 
・

多
摩

テ
ク

ノ
プ

ラ
ザ

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
9
4
機

種
（

増
減

な
し

）
 

 
 

 
・

城
東

支
所

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
4
4
機

種
（

1
機

種
増

）
 

 
 

 
・

墨
田

支
所

、
生

活
技

術
開
発

セ
ク

タ
ー

 
 

 
 

 
5
8
機

種
（

8
機

種
減

）
 

 
 

 
・

城
南

支
所

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
3
2
機

種
（

1
機

種
増

）
 

 
2
)
機
器

利
用

の
オ

ン
ラ

イ
ン

予
約
の

実
施
 

 
 

a
)オ

ン
ラ

イ
ン

予
約

の
継

続
 

 
 

 
 

温
湿

度
試

験
機

器
等

2
9
機

種
を

継
続
 

 
 

 
 

 
登

録
人

数
：

3
08

名
（
前

年
度

比
1
2
4％

）
 

予
約

件
数

：
2
0
0
件

（
前

年
度

比
65
％
）
 

 

○
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
を

活
用

し
た

機
器

利
用

可
能

情
報

の
提

供
 

 
計

44
2
機
種
 

⑤
墨

田
支

所
に

お
い

て
、
「
生
活

技

術
開

発
セ

ク
タ

ー
」

を
拠

点
と

し
、

サ
ー

ビ
ス

産
業

等
へ

の
技

術
支

援

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
。
 

（
6
）
生

活
技

術
開

発
セ

ク
タ
ー

に
よ
る

技
術

支
援

サ
ー

ビ
ス

 

1
)
 
生
活

技
術

開
発

セ
ク

タ
ー
の

機
器
利

用
実

績
 

 
機

器
利

用
実

績
：

：
計

9,
4
7
7
件
（

前
年

度
比

9
6％

）
 

・
日

射
環

境
試

験
装

置
（
太
陽

光
、
温

熱
に

対
す

る
耐

久
性

、
温
湿

度
の

影
響

）
2
,
04
0
件
（

前
年

度
比

8
8％

） 

 
・

イ
ン

ク
ジ

ェ
ッ

ト
式

カ
ラ

ー
3D

プ
リ

ン
タ

ー
：

1
,
16
5
件

（
前

年
度

比
9
1
％
）

 
等

 

 2
)
機

器
整

備
で
計

3
機
種

を
新

規
導
入

・
更

新
し

、
サ

ー
ビ

ス
向
上

 
  

生
体

信
号

記
録

解
析

シ
ス

テ
ム

、
レ
ー

ザ
ー

変
位

計
、

デ
ジ

タ
ル
フ

ラ
ジ

ー
ル

形
通

気
度

試
験
機
 

 

【
支

援
事

例
】
 

・
フ

ィ
ッ

ト
ネ

ス
機

器
の

運
動

効
果
の

定
量

化
（

各
種

商
品

卸
売
業

）
 

 
 

 
モ

ー
シ

ョ
ン

キ
ャ

プ
チ

ャ
、
運

動
負

荷
装

置
等

を
利

用
。
機

器
操

作
や

解
析

方
法

を
助
言
 

・
消

費
者

目
線

の
市

販
製

品
の

商
品
テ

ス
ト

記
事

（
映

像
・

音
声
・

文
字

情
報

制
作

業
）

 

 
 

日
射

環
境

装
置

、
サ

ー
モ

グ
ラ
フ

ィ
等

を
利

用
。

さ
ま

ざ
ま
な

温
湿

度
環

境
下

で
の

商
品
評

価
を

支
援
 

 
 

 
 

○
生

活
技

術
開

発
セ

ク
タ

ー
の

機
器
利

用
実

績
 

9
,
4
7
7
件

（
前

年
度

比
9
6
％
）

 

 ○
機

器
整

備
で

技
術

支
援

サ
ー

ビ
ス
向

上
 

 
計

3
機

種
を

新
規

導
入

・
更

新
 

 

【
支

援
事

例
】
 

・
フ

ィ
ッ

ト
ネ

ス
機

器
の

運
動

効
果
の

定
量

化
 

（
各

種
商

品
卸

売
業
）

・
消

費
者

目
線

の
市

販
製

品
の

商
品
テ

ス
ト

記
事
 

（
映

像
・

音
声

・
文

字
情

報
制

作
業
）

       

日
射

環
境

試
験

装
置
 

⑥
城

南
支

所
に

お
い

て
、
「
先
端

計

測
加

工
ラ

ボ
」
を

活
用

し
た
先

端
も

の
づ

く
り

産
業

支
援

を
継

続
す

る
。

（
7
）

 先
端
計

測
加

工
ラ

ボ
に

よ
る
技

術
支

援
サ

ー
ビ

ス
 

1
)
 
先
端

計
測

加
工

ラ
ボ

の
機
器

利
用
実

績
 

 
 

機
器

利
用

実
績

：
計

6,
8
0
8
件
（

前
年

度
比

7
7％

）
 

・
光

造
形

装
置

1,
3
8
0
件

（
前

年
度
比

75
％
）
 

 
 

・
溶

融
積

層
造

形
装

置
：

1
,
0
57

件
（

前
年

度
比

8
7％

）
 
等
 

  
 
2
)
先
端

計
測

加
工

ラ
ボ

利
用

企
業
の

併
走

支
援
 

・
支

援
企

業
数

：
大

田
区

中
小

企
業

2
社
 

機
器

利
用

等
で

製
品

の
性

能
を
「

見
え

る
化

」
し
、
海
外
展

示
会
に

同
行

し
て

製
品

の
技

術
的
優

位
性

を
共

同
で

PR
し
た

事
例

を
「

東
京
イ

ノ
ベ
ー

シ
ョ

ン
発

信
交

流
会

」
情
報

交
換

会
で

発
表
 

 
 【

支
援
事

例
】
 

 
 

・
手

術
用

ガ
イ

ド
の

乾
熱

滅
菌
処

理
（

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

業
）
 

 
 

 
オ

ー
ト

ク
レ

ー
ブ

を
利

用
。
温

度
、

時
間

等
の

条
件

設
定
、

処
理

後
の

寸
法

測
定

に
つ
い

て
助

言
 

 
【

製
品

化
事

例
】
 

 
 

・
視

覚
障

害
者

用
点

字
鋲

の
性
能

評
価

 （
医
療

用
機
械

器
具
・

医
療

用
品

製
造

業
）

 

 
 

 
万

能
試

験
機

を
利

用
。

引
張
試

験
、

せ
ん

断
試

験
を

支
援
。

荷
重

試
験

用
治

具
を

助
言
 

 

○
先

端
計

測
加

工
ラ

ボ
の

機
器

利
用
実

績
 

6
,
8
0
8
件

（
前

年
度

比
7
7
％
）

 

（
城

南
支

所
全

体
利

用
実

績
の

8
9％

）
 

○
先

端
計

測
加

工
ラ

ボ
の

利
用

企
業
の

併
走

支
援
 

支
援

企
業

数
：

大
田

区
中

小
企

業
2
社
 

【
支

援
事

例
】
 

・
手

術
用

ガ
イ

ド
の

乾
熱

滅
菌

処
理
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア
業
）

【
製

品
化

事
例

】
 

・
視

覚
障

害
者

用
点

字
鋲

の
性

能
評
価
 

 
 

 
 

 
（
医

療
用

機
械

器
具
・
医

療
用

品
製

造
業
）

      視
覚

障
害

者
用

点
字

鋲
（

ハ
ー

ト
ビ
ル

マ
ー

カ
ー

）

 

 

37
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6 
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9 
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2 

0
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0
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第
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9
－
3D

も
の
づ
く
り
セ
ク
タ
ー
 

中
期
計
画
【
項
目
別
評
価
単
位
】
 

年
度
計
画
【
項
目
別
評
価
単
位
】
 

項
目
 

自
己
評
価
 

平
成

28
年
度
 
年
度
計
画
に
係
る
実
績
 

特
記
事
項
 

（
２
）
 
高
付
加
価
値
製
品
の
開
発
支
援
 

ア
デ
ィ
テ
ィ
ブ
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ャ

リ
ン
グ
設
備
に
よ
る
試
作
・
製
作
支
援
、

三
次
元

C
AD

デ
ー
タ
作
成
等
の
デ
ジ
タ
ル

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
支
援
を
行
う
た
め

の
「
3D

も
の
づ
く
り
セ
ク
タ
ー
」
を
開
設

し
、
3
D
技
術
や
リ
バ
ー
ス
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ

ン
グ
を
活
用
し
た
製
品
開
発
を
総
合
的

に
支
援
す
る
。
「
3D

も
の
づ
く
り
セ
ク
タ

ー
」
に
お
け
る
依
頼
試
験
と
機
器
利
用
の

総
件
数
に
つ
い
て
は
、
第
三
期
中
期
計
画

期
間
の
最
終
年
度
で
あ
る
平
成

3
2
年
度

の
年
間
実
績

2
1,
1
00

件
を
目
標
と
す
る
。 

①
本
部
に
ア
デ
ィ
テ
ィ
ブ
マ
ニ
ュ

フ
ァ
ク
チ
ャ
リ
ン
グ
設
備
に
よ
る

試
作
・
製
作
支
援
、
三
次
元

CA
D
デ

ー
タ
作
成
等
の
デ
ジ
タ
ル
エ
ン
ジ

ニ
ア
リ
ン
グ
支
援
を
行
う
た
め
の

「
3
D
も
の
づ
く
り
セ
ク
タ
ー
」
を
開

設
し
、
3
D
技
術
や
リ
バ
ー
ス
エ
ン
ジ

ニ
ア
リ
ン
グ
を
活
用
し
た
製
品
開

発
を
総
合
的
に
支
援
す
る
。
 

9
 

Ｓ
 

(
1
)
3
D
も
の
づ
く
り
セ
ク
タ
ー
の
事
業
（
年
報
：
p
.6
0
）
 

中
小
企
業
の
高
付
加
価
値
な
製
品
開
発
、
品
質
評
価
お
よ
び

3
D
技
術
や
リ
バ
ー
ス
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
を
活

用
し
た
製
品
開
発
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
、
「
3
D
も
の
づ
く
り
セ
ク
タ
ー
」
を
平
成

2
8
年
度
に
開
設
（
10

名
体
制
）
 

1
)
ア
デ
ィ
テ
ィ
ブ
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ャ
リ
ン
グ
（
A
M）

設
備
に
よ
る
高
付
加
価
値
製
品
の
開
発
支
援
 

・
A
M
（
3
D
プ
リ
ン
タ
ー
）
ラ
ボ

1 

主
に
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
（
1
7
-
4P
H
、
S
U
S6
3
0
相
当
）
を
材
料
と
す
る
金
属
粉
末
積
層
造
形
装
置
お
よ
び
ワ
イ

ヤ
ー

放
電

加
工

機
な

ど
の

活
用

に
よ

り
医

療
器

具
や

作
業

工
具

な
ど

の
技

術
開

発
お

よ
び

事
業

化
に

関
わ

る
試
作
・
製
作
支
援
を
推
進
 

・
A
M
（
3
D
プ
リ
ン
タ
ー
）
ラ
ボ

2 

樹
脂
粉
末
（
ナ
イ
ロ
ン

1
1、

1
2
系
）
を
材
料
と
す
る
ナ
イ
ロ
ン
粉
末
造
形
装
置
な
ど
の
活
用
に
よ
り
電

子
部
品
筐
体
や
医
療
器
具
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
製
品
の
技
術
開
発
お
よ
び
事
業
化
に
関
わ
る
試
作
・
製
作
支
援

を
推
進
 

2
)
三
次
元

CA
D
デ
ー
タ
作
成
等
の
デ
ジ
タ
ル
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
に
よ
る
高
付
加
価
値
製
品
の
開
発
支
援
 

三
次
元

CA
D
/
CA
E
シ
ス
テ
ム
、
パ
タ
ー
ン
投
影
式

3
D
デ
ジ
タ
イ
ザ
な
ど
の
活
用
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
な
工
業

用
製
品
の
試
作
・
製
作
支
援
を
推
進
 

3
)
高
精
度
な
寸
法
測
定
・
形
状
測
定
技
術
等
に
よ
る
製
品
の
品
質
評
価
の
た
め
の
支
援
 

長
さ
測
定
の
試
験
（
寸
法
測
定
器
の
校
正
）
で
は
、
座
標
測
定
機
用
校
正
ゲ
ー
ジ
な
ど
の
校
正
手
法
を

JC
SS

校
正
証
明
書
の
発
行
可
能
な
測
定
器
と
し
て
追
加
登
録
し
、
8
月
に
認
定
 

4
)
平
成

2
8
年
度
導
入
設
備
 

金
属
粉
末
積
層
造
形
品
の
品
質
評
価
に
資
す
る
可
搬
型

X
線
応
力
測
定
装
置
、
弾
性
体
ブ
ラ
ス
ト
装
置
、
さ

ら
に
、
デ
ジ
タ
ル
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
の
高
度
化
を
目
指
す
構
造
最
適
設
計
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
導
入
 

 (
2
)
利
用
実
績
 

1
)
依
頼
試
験
お
よ
び
機
器
利
用
の
合
計
利
用
実
績
：
2
4
,
44
8
件
（
依
頼
試
験

5
,
8
30

件
、
機
器
利
用

18
,
6
18

件
） 

（
中
期
計
画
目
標
値
比
：
1
16
％
) 

a
)
依
頼
試
験
の
代
表
的
な
利
用
実
績
 

・
三
次
元
座
標
測
定
機
 
 
 
 
 
 
 
1
,
6
28

件
 

・
金
属
粉
末
積
層
造
形
品
の
後
加
工
 
 
1
,
2
55

件
 

・
高
精
度
画
像
測
定
機
 
 
 
 
 
 
 
 
8
92

件
 

b
)
機
器
利
用
の
代
表
的
な
利
用
実
績
 

・
ナ
イ
ロ
ン
粉
末
造
形
装
置
 
 
 
 
 
13
,
0
77

件
 

・
金
属
粉
末
積
層
造
形
装
置
 
 
 
 
 
1
,
9
71

件
 

・
三
次
元

CA
D
/
CA
E
シ
ス
テ
ム
 
 
 
 
 
2
58

件
 

 
2
)
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
開
発
支
援
 
1
件
 

 
3
)
セ
ミ
ナ
ー
・
講
習
会
 
 
 
 
9
件
 

3
D

技
術
や

寸
法

測
定

技
術
な
ど

の
実
践

に
役
立

つ
講

習
会
や

新
技
術

に
関
す

る
セ

ミ
ナ
ー

や
依
頼

講
演
の

実
施
に
よ
り
中
小
企
業
の
産
業
人
材
の
育
成
を
支
援
 

a
)
技
術
セ
ミ
ナ
ー
：
「
都
産
技
研
が
進
め
る
規
格
認
証
制
度
へ
の
取
り
組
み
」
受
講

1
4
名
 

b
)
講
習
会
：「

3
D
-C
A
D
入
門
（
第

1
回
～
第

6
回
）」

受
講

6
0
名
、
「
CA
E
入
門
」
受
講

3
名
、「

測
定
器
具
の

使
用
方
法
と
精
度
管
理
」
受
講

7
名
 

 (
3
)
試
作
支
援
・
品
質
評
価
支
援
 

 
1
)
金
属
積
層
造
形
装
置
の
活
用
に
よ
る
製
品
開
発
を
支
援
（
金
属
製
品
製
造
業
）
 

 
 
 
開
発
時
間
と
コ
ス
ト
を
短
縮
す
る
た
め
、
実
際
の
製
品
と
同
形
状
、
同
材
質
の
ノ
ズ
ル
パ
ー
ツ
を
試
作
し
、

コ
ー
ド
レ
ス
ビ
ニ
ー
ル
溶
接
機
の
開
発
を
支
援
（
機
器
利
用
）
 

 
2
)
ナ
イ
ロ
ン
粉
末
造
形
装
置
の
活
用
に
よ
る
製
品
開
発
を
支
援
（
そ
の
他
の
製
造
業
）
 

 
 
 
第

32
回
全
国
小
学
生
陸
上
競
技
交
流
会
で
使
用
さ
れ
た
ジ
ャ
ベ
ボ
ー
ル
の
羽
根
部
分
に
つ
い
て
、
強
度
と

薄
さ
を
兼
ね
備
え
た
試
作
を
実
施
し
、
製
品
化
を
支
援
（
機
器
利
用
）
 

 
3
)
製
品
の
品
質
評
価
支
援
に
よ
る
製
品
開
発
を
支
援
（
技
術
サ
ー
ビ
ス
業
）
 

 
 
 
精
密
水
準
器
の
開
発
ア
ド
バ
イ
ス
や
精
度
チ
ェ
ッ
ク
用
の
リ
ニ
ア
ゲ
ー
ジ
の
校
正
を
実
施
し
、
製
品
の
開
発

 

○
3
D
も
の
づ
く
り
セ
ク
タ
ー
の
開
設
 

支
援
項
目
と
範
囲
 

A
M
設
備
や
、
デ
ジ
タ
ル
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
に
よ
る

高
付
加
価
値
製
品
の
開
発
支
援
、
高
精
度
な
寸
法
測

定
・
形
状
測
定
技
術
等
に
よ
る
品
質
評
価
支
援
を
柱
に

事
業
展
開
 

○
利
用
実
績

2
4
,4
4
8
件
 

（
中
期
計
画
目
標
値
比
：
1
16
％
) 

【
製
品
化
事
例
】
 

○
金
属
積
層
造
形
装
置
の
活
用
に
よ
る
製
品
化
 

 

コ
ー
ド
レ
ス
ビ
ニ
ー
ル
溶
接
機
 

○
ナ
イ
ロ
ン
粉
末
造
形
装
置
の
活
用
に
よ
る
製
品
化
 

 

ジ
ャ
ベ
ボ
ー
ル
 

○
製
品
の
品
質
評
価
支
援
に
よ
る
製
品
化
 

 

0
.
0
0
1
mm
/
m
の
傾
き
を
測
る
水
準
器
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9
－
3D

も
の
づ
く
り
セ
ク
タ
ー
 

を
支
援
（
依
頼
試
験
）
 

 
4
)
AM

ラ
ボ

1
に
よ
る
試
作
・
製
作
支
援
事
例
 

 
 
医
療
器
具
、
作
業
工
具
、
金
型
、
組
立
治
具
、
自
動
車
部
品
、
電
子
機
器
部
品
、
理
美
容
器
具
 
等
 

 
5
)
AM

ラ
ボ

2
に
よ
る
試
作
・
製
作
支
援
事
例
 

 
 
電
子
部
品
筐
体
、
医
療
器
具
、
鋳
造
品
、
ス
ポ
ー
ツ
用
品
、
玩
具
、
カ
ー
用
品
、
家
具
、
建
具
 
等
 

 
6
)
三
次
元

C
A
D/
C
A
E
シ
ス
テ
ム
・
パ
タ
ー
ン
投
影
式

3D
デ
ジ
タ
イ
ザ
に
よ
る
製
品
化
支
援
事
例
 

 
 
 
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
筐
体
の
改
良
、
医
療
用
製
品
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
、
靴
の
ア
ウ
ト
ソ
ー
ル
の
サ
イ
ズ
展
開
、

自
転
車
製
品
の
改
良
、
ア
ル
ミ
ダ
イ
キ
ャ
ス
ト
製
品
の
寸
法
検
査
 
等
 

 
7
)
高
精
度
な
寸
法
、
幾
何
公
差
、
表
面
性
状
等
の
測
定
に
よ
る
品
質
評
価
支
援
事
例
 

三
次
元
測
定
機
や
画
像
測
定
機
の
精
度
チ
ェ
ッ
ク
用
ゲ
ー
ジ
で
あ
る
ボ
ー
ル
バ
ー
の
校
正
、
内
外
径
の
標
準

ゲ
ー
ジ
で
あ
る
リ
ン
グ
ゲ
ー
ジ
・
プ
ラ
グ
ゲ
ー
ジ
の
校
正
 
等
 

 (
4
)
研
究
開
発
の
推
進
 

3
D
も
の
づ
く
り
技
術
の
駆
使
に
よ
る
事
業
化
に
向
け
た
「
プ
ロ
セ
ス
の
革
新
」
と
、
最
終
的
な
「
プ
ロ
ダ
ク
ト

の
革
新
」
を
目
指
す
中
小
企
業
支
援
に
資
す
る
研
究
開
発
を
推
進
 

1
)
共
同
研
究
 

基
盤
研
究
に
よ
る
技
術
シ
ー
ズ
を
展
開
し
た
共
同
研
究
「
セ
ラ
ミ
ッ
ク

A
M
技
術
に
お
け
る
基
礎
技
術
の
確

立
と
商
用
運
用
時
の
運
用
条
件
、
製
造
工
程
の
最
適
化
」
を
開
始
（
そ
の
他
の
製
造
業
）
 

2
)
外
部
資
金
導
入
研
究
 

「
S
I
P（

戦
略
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
造
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
／
革
新
的
設
計
生
産
技
術
」
に
お
け
る
「
A
d
d
it
i
ve
 

M
a
n
u
f
ac
t
u
ri
n
g
を
核
と
し
た
新
し
い
も
の
づ
く
り
創
出
の
研
究
開
発
」
の
実
施
に
あ
た
り
東
京
大
学
生
産
技

術
研
究
所
に
構
成
員
を
派
遣
 

樹
脂

AM
を
用
い
た
高
精
度
・
高
生
産
性
な
造
形
技
術
の
研
究
開
発
を
実
施
（
継
続
）
し
、
現
時
点
の
成
果

を
2
0
16
 
A
nn
u
a
l 
I
n
te
r
n
at
i
o
n
a
l
 S
o
l
id
 
F
re
e
f
or
m
 
Fa
b
r
i
c
a
ti
o
n
 S
y
m
po
s
i
um
（
米
国
）
等
で
普
及
 

 (
5
)
情
報
発
信
・
情
報
提
供
 

3
D
も
の
づ
く
り
セ
ク
タ
ー
の
事
業
を
積
極
的
に

P
R
し
、
利
用
拡
大
を
促
進
 

・「
都
産
技
研
に
お
け
る

3
D
技
術
を
活
用
し
た
支
援
事
例
に
つ
い
て
」（

平
成

2
8
年
度
神
奈
川
県
も
の
づ
く
り

技
術
交
流
会
、
主
催
：
神
奈
川
県
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー
、
神
奈
川
県
産
業
技
術
交
流
協
会
）（

10
月
）
 

・
「
樹
脂
・
金
属
造
形
に
よ
る

3
D
も
の
づ
く
り
支
援
と
事
例
」（

八
王
子
市
平
成

2
8
年
度
第

4
回
先
端
技
術
セ

ミ
ナ
ー
、
主
催
：
八
王
子
市
、
都
産
技
研
）
（
11

月
）
 

・
「
樹
脂

P
BF

の
環
境
依
存
性
」（

第
7
回

A
M
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
主
催
：
東
京
大
学
生
産
技
術
研
究
所
付
加
製

造
科
学
研
究
室
）（

1
月
）
 

・
「
金
属
粉
末

A
M（

3D
プ
リ
ン
タ
ー
)
に
よ
る

3
D
も
の
づ
く
り
支
援
」（

産
学
公
技
術
交
流
会
 目

か
ら
う
ろ
こ

第
1
3
弾
、
主
催
：
都
産
技
研
循
環
型
技
術
研
究
会
、
一
般
社
団
法
人
山
梨
工
業
会
東
京
支
部
）（

2
月
）
 

・
「
幾
何
公
差
の
初
歩
」（

第
8
7
回
締
結
問
題
研
究
会
定
例
会
、
主
催
：
締
結
問
題
研
究
会
）（

2
月
）
 

・「
金
属
積
層
造
形
（
金
属

3D
プ
リ
ン
タ
ー
）
の
特
徴
と
そ
の
活
用
方
法
」（

も
の
づ
く
り
企
業
交
流
会

2
0
17
i
n

バ
ン
コ
ク
、
主
催
：
都
産
技
研
、
公
益
財
団
法
人
東
京
都
中
小
企
業
振
興
公
社
）（

3
月
）
 

・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
：
2
,6
0
0
部
 

・
産
業
交
流
展
（
1
0
月
、
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
）
 

・
M
E
T
AL
E
X
 2
0
1
6（

11
月
、
タ
イ
王
国
 バ

ン
コ
ク

B
I
T
EC
）
 

・
3
D
 
Pr
i
n
ti
n
g
 2
0
1
7（

2
月
、
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
）
 

・
プ
レ
ス
技
術
「
寸
法
の
計
測
(
1
)～

(
3
）」
（
第

7
号
～
第

9
号
）
 

・
日
刊
工
業
新
聞
「
変
わ
る
モ
ノ
づ
く
り
 
3D

プ
リ
ン
タ
ー
の
活
用

31
」（

1
月

1
9
日
）
 

・
T
I
R
I 
N
e
ws
（
2
月
号
特
集
）
 

 

【
研
究
開
発
事
例
】
 

○
3
D
も
の
づ
く
り
技
術
の
駆
使
に
よ
る
研
究
開
発
を

推
進
 

○
技
術
シ
ー
ズ
：「

粉
末
焼
結
型

A
M
技
術
に
お
け
る

3
D
デ
ー
タ
補
正
に
よ
る
寸
法
精
度
向
上
」
を
展
開

し
た
共
同
研
究
の
実
施
 

 

（
平
成

2
8
年
技
術
シ
ー
ズ
集

P
.
17
）
 

 

○
外
部
資
金
導
入
研
究
：「

S
I
P／

革
新
的
設
計
生
産
技

術
・
A
dd
i
t
iv
e
 
Ma
n
u
fa
c
t
ur
i
n
g
を
核
と
し
た
新

し
い
も
の
づ
く
り
創
出
の
研
究
開
発
」
の
実
施
 

（
T
I
R
I 
N
e
ws
 
2
01
7
年

2
月
号
 
T
I
RI
 
N
EW
S
[
EY
E
] 

「
付
加
価
値
を
生
む
出
す

AM
技
術
」
よ
り
）
 

 ○
海
外
展
示
会
説
明
員
派
遣
「
M
E
T
AL
E
X
 2
0
1
6」

 

（
会
場
：
B
an
g
k
ok
 
I
nt
e
r
na
t
i
o
n
a
l 
T
r
ad
e
 
an
d
 

E
x
h
i
b
it
i
o
n 
C
e
nt
e
r
 （

B
IT
E
C
)
）
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10

－
先
端

材
料
開

発
セ
ク

タ
ー

 

中
期

計
画

【
項

目
別

評
価

単
位

】
 

年
度

計
画

【
項

目
別

評
価

単
位

】
 

項
目
 

自
己

評
価
 

平
成

28
年
度

 
年

度
計

画
に
係

る
実
績
 

特
記

事
項
 

機
能

性
材

料
、
環

境
対

応
製
品

な
ど
先

端
材

料
製

品
の

開
発

に
用

い
る

高
度
先

端
機

器
を

集
中

配
置

し
た
「
先

端
材
料

開

発
セ

ク
タ

ー
」
を

開
設

し
、
中

小
企
業

に

よ
る

高
度

な
研

究
開

発
や

技
術

課
題
の

解
決

を
支

援
す

る
。
「
先

端
材
料

開
発
セ

ク
タ

ー
」
に

お
け

る
依

頼
試
験

と
機
器

利

用
の

総
件

数
に

つ
い

て
は
、
第

三
期
中

期

計
画

期
間

の
最

終
年

度
で

あ
る

平
成

3
2

年
度

の
年

間
実
績

7
,6
0
0
件
を

目
標
と

す

る
。
 

②
本

部
に

機
能

性
材

料
、
環
境

対
応

製
品

な
ど

先
端

材
料

製
品

の
開

発

に
用

い
る

高
度

先
端

機
器

を
集

中

配
置

し
た
「
先

端
材

料
開

発
セ

ク
タ

ー
」
を
開

設
し

、
中

小
企

業
に

よ
る

高
度

な
研

究
開

発
や

技
術

課
題

の

解
決

を
支

援
す

る
。
 

1
0 

Ａ
 

(
1
)
先
端

材
料

開
発

セ
ク

タ
ー
の

事
業
（

年
報

：
p
.
6
1）

 

中
小

企
業

に
よ

る
高

度
な

研
究

開
発
や

技
術

課
題

の
解

決
を

支
援
す

る
た

め
、「

先
端
材
料

開
発
セ

ク
タ

ー
」

を
平
成

2
8
年

度
に

開
設

（
13

名
体
制

）
 

1
)
高

度
先

端
分

析
・

特
性

解
析

機
器
を

活
用

し
た

技
術

支
援

・
製
品

開
発

支
援
 

既
存

の
高

度
先

端
分

析
・
特
性

解
析
機

器
の

一
部

を
本
部

1
階

に
集

中
配

置
し

た
ほ

か
、
材

料
の

電
子

的
な

物
性

測
定

機
器

を
導

入
し

、
支

援
体
制

を
整

備
 

機
能

性
材

料
、
環
境

対
応

製
品

な
ど
先

端
材

料
製

品
の

研
究

開
発
や

技
術

課
題

の
解

決
を

化
学
・
材
料
科
学

的
に

裏
付

け
る

支
援

を
実

施
 

【
主

要
機

器
】
透

過
型

電
子
顕

微
鏡
、
走

査
型

電
子

顕
微
鏡

、
誘

導
結

合
プ

ラ
ズ

マ
質
量

分
析
装

置
、
波

長
分

散
型

蛍
光

Ⅹ
線

分
析

装
置

、
Ⅹ

線
回
折

装
置

、
核

磁
気

共
鳴

分
析
装

置
、
集
束

イ
オ

ン
ビ

ー
ム
装

置
、
絶
対

PL

量
子

収
率

測
定

装
置

、
大

気
中

光
電
子

収
率

分
光

装
置

（
新

規
）
 

2
)
分

散
・

混
合

機
を

活
用

し
た

技
術
支

援
・

製
品

開
発

支
援

 

既
存

の
粒

子
分

散
・
混

合
機
器

の
ほ
か

、
ナ

ノ
材

料
の
分
散

混
合
に

用
い

る
プ

ロ
セ

ス
機

器
、
微

粉
末

材
料

の
特

性
解

析
機

器
を

新
た

に
導

入
し
、

本
部

4
階

に
集

中
配

置
し
て

支
援

体
制

を
整

備
 

微
粒

子
材

料
の

特
性

解
析

機
器

を
活
用

し
た

支
援

を
実

施
 

【
主

要
機

器
】

三
本

ロ
ー

ル
、

ボ
ー

ル
ミ

ル
、

乾
式

ジ
ェ

ッ
ト

ミ
ル

、
ビ

ー
ズ

ミ
ル

（
新

規
）
、

ナ
ノ

粒
子

分

析
装

置
、

レ
ー

ザ
ー

回
折

/散
乱

式
粒
子

径
分

布
測

定
装

置
、

ゼ
ー
タ

電
位

測
定

装
置

（
新

規
）
 

3
)
ス

ク
リ

ー
ン

印
刷

機
器

を
活

用
し
た

技
術

支
援

・
製

品
開

発
支
援
 

印
刷

技
術

を
活

用
し

た
機

能
性

材
料
の

部
材
・
製

品
へ

応
用

展
開
を

支
援

す
る

た
め

、
セ

ラ
ミ
ッ

ク
の
加
工

や
プ

リ
ン

テ
ッ

ド
エ

レ
ク

ト
ロ

ニ
ク
ス

で
一

定
の

地
位

を
築

き
つ
つ

あ
る

ス
ク

リ
ー

ン
印

刷
機
器

を
導

入
し
、

本
部

4
階

に
集

中
配

置
し

て
支

援
体
制

を
整

備
 

【
主

要
機

器
】

ス
ク

リ
ー

ン
印

刷
製
版

設
備

（
新

規
）、

高
性

能
ス
ク

リ
ー

ン
印

刷
機

（
新

規
）
 

 

 
(
2
)
利
用

実
績
 

 
1
)
依
頼

試
験

お
よ

び
機

器
利

用
の
合

計
利

用
実

績
：

5
,7
9
2
件
（

依
頼

試
験

3
,
45
6
件
、

機
器
利
用

2
,
33
6
件
）
 

（
中

期
計

画
目

標
値

比
：

7
6％

）
 

a
)
依

頼
試

験
の

代
表

的
な

利
用

実
績
 

・
走

査
型

電
子

顕
微

鏡
観

察
・

分
析
 

1
,3
5
2
件
 

・
核

磁
気

共
鳴

分
析

 
 

 
 

 
 
 

 
4
2
0
件
 

 
・

赤
外

線
分

光
分

析
 

 
 

 
 
 

 
 

2
95

件
 

b
)
機

器
利

用
の

代
表

的
な

利
用

実
績
 

 
・

走
査

型
電

子
顕

微
鏡

 
 

 
 
 

 
 

8
87

件
 

 
・

Ｘ
線

回
折

装
置

 
 

 
 

 
 
 

 
 

4
94

件
 

 
 

 
・

蛍
光

Ｘ
線

分
析

装
置

 
 
 

 
 

 
 

2
69

件
 

 
 

c
)利

用
方

法
習

得
セ

ミ
ナ

ー
を
開

催
し

、
機

器
利

用
ラ

イ
セ
ン

ス
を

発
行

（
新

規
発

行
数
：

75
枚
）
 

2
)
オ

ー
ダ

ー
メ

ー
ド

開
発

支
援

 
 
3
3
件
 

3
)
セ

ミ
ナ

ー
・

講
習

会
 

 
 

 
 
 
1
件
 

 
「

ナ
ノ

材
料

評
価

入
門

」
受

講
5
名

(2
月

) 

 (
3
)
技
術

支
援

・
製

品
開

発
支
援

 

1
)
心

筋
梗

塞
の

予
防

・
治

療
に

役
立
つ

超
悪

玉
L
D
L（

コ
レ

ス
テ
ロ

ー
ル

）
自

動
測

定
装

置
の
開

発
支
援
（
業
務

用
機

械
器

具
製

造
業

）
 

埼
玉

県
産

業
振

興
公

社
が

進
め

る
埼
玉

県
先

端
産

業
創

造
プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト

の
研

究
分

担
者

と
し
て

、
L
DL

マ

ー
カ

の
標

準
化

に
関

す
る

研
究

を
実
施

し
、

標
記

装
置

の
開

発
を
支

援
（

受
託

研
究

）
 

 
2
)
塩
素

含
有

VO
C
処
理

に
対

応
す
る

耐
酸

性
触

媒
の

開
発

支
援
（

廃
棄

物
処

理
業

）
 

平
成

27
年
度

次
世

代
イ

ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン

創
出

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

2
0
20

助
成

事
業
「

非
貴

金
属

系
VO
C
分
解
触

媒
の

高
機

能
化

」
に

係
る

研
究

の
一
部

を
都

産
技

研
発

の
技

術
で
あ
る

C
o
,C
e
酸
化

物
系

V
O
C
処

理
触

媒
を
製

品
化

し
て

い
る

中
小

企
業

か
ら

受
託
し

、
新

た
な

担
持

体
へ

の
触
媒

担
持

方
法

の
開

発
を

支
援
（

受
託
研
究
）
 

 
3
)
カ
ス

タ
ム

メ
ー

ド
フ

ィ
ル

タ
ー
の

製
品

開
発

支
援

（
そ

の
他
の

製
造

業
）
 

集
塵

粉
の

粒
度

分
布

測
定

を
実

施
し
、

最
適

な
濾

材
選

定
を

支
援
（

依
頼

試
験

）
 

 
4
)
AM

用
粉

体
材

料
の

開
発
支

援
（
そ

の
他

の
製

造
業

）
 

 
 
 

分
級

前
後

の
粉

体
材

料
の
観

察
・
分
析

を
実

施
し

、
分
級

に
よ

る
流

動
性

改
善

効
果
が

微
粉

末
の

除
去
に
よ

る
こ

と
の

立
証

を
支

援
（

依
頼

試
験
・

機
器

利
用

）
 

 ○
先

端
材

料
開

発
セ

ク
タ

ー
の

開
設
 

           

高
付

加
価

値
製

品
の

開
発

支
援

イ
メ
ー

ジ
 

 ○
分

析
・
解

析
機

器
、
分

散
・
混

合
機
、
印

刷
機

を
集

中
配

置
し

、
支

援
体

制
を

整
備

 

        

 

集
中

配
置

し
た

ス
ク

リ
ー

ン
印

刷
機
器
 

 

○
利

用
実
績

5
,
79
2
件
（

中
期
計

画
目
標

値
比
：
76
％

）

           【
支

援
事

例
】
 

・
最

適
な

濾
材

選
定

を
支

援
 

         
 

 

カ
ス

タ
ム

メ
ー

ド
フ

ィ
ル

タ
ー
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10

－
先
端

材
料
開

発
セ
ク

タ
ー

 

 
5
)
運
搬

機
器

の
管

理
基

準
作

成
支
援

（
運

輸
業

）
 

 
 

 
特

定
の

部
品

へ
の
付

着
物

観
察

・
分

析
を

実
施
し

、
設

置
場

所
に

よ
っ

て
異
な

る
部

品
の

交
換

頻
度

の
ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

作
成

を
支

援
（

依
頼

試
験
・

機
器

利
用

）
 

 
6
)
産
業

用
機

械
部

品
の

新
事

業
分
野

開
拓

支
援

（
生

産
用

機
械
器

具
製

造
業

）
 

 
 

 
ロ

ボ
ッ

ト
用

部
品
と

し
て

の
透

明
プ

ラ
ス

チ
ッ
ク

成
形

品
の

光
学

特
性

の
測
定

・
解

析
を

実
施

し
、

設
計
自

由
度

を
持

っ
た

光
学

部
品

と
し

て
の
展

開
を

支
援

（
O
M
開
発

支
援
）
 

 
7
)
新
規

合
成

法
に

よ
る

触
媒

の
開
発

支
援

（
繊

維
工

業
）

 

 
 

触
媒

成
分

の
酸

化
状

態
解
析

を
実

施
し

、
従

来
法

に
よ
る

貴
金
属

V
OC

処
理
触

媒
と
比

較
し

て
、

高
活
性
状

態
の

成
分

が
増

加
し

て
い

る
こ

と
を
分

光
学

的
に

示
し

、
開

発
の
遂

行
を

支
援

（
依

頼
試

験
）
 

 (
4
)
研
究

開
発

の
推

進
 

環
境

・
エ

ネ
ル

ギ
ー

、
生

活
技

術
・

ヘ
ル

ス
ケ

ア
、

安
全

・
安

心
に

寄
与

す
る

機
能

性
材

料
の

研
究

開
発

や
機

能
性

材
料

の
分

析
・

解
析

に
関

す
る
技

術
開

発
を

実
施
 

 
 

【
研

究
成

果
展

開
】
 

製
品

化
・

事
業

化
実

施
許
諾
 

特
許

出
願
 

論
文

掲
載
 

学
協

会
発

表
依

頼
講
演

等
 

4
件
 

2
件
 

2
件
 

9
件
 

1
8
件
 

4
件
 

1
)
炭

素
系

ナ
ノ

材
料

の
分

散
技

術
を
エ

ア
ゾ

ー
ル

に
応

用
、

熱
物
性

測
定

前
処

理
剤

に
展

開
 

グ
ラ

フ
ェ

ン
ナ

ノ
プ

レ
ー

ト
含

有
黒
化

剤
を

共
同

開
発

、
特

許
出
願

、
中

小
企

業
が
製
品

化
し
、
分
析

機
器

を
扱

う
グ

ロ
ー

バ
ル

企
業

か
ら

販
売
（

特
願

20
1
6
-1
0
9
51
6
、

実
施

許
諾

）
 

2
)
粉

砕
処

理
技

術
を

食
品

残
渣

に
応
用

、
生

活
関

連
雑

貨
事

業
に
展

開
 

 
 

 
家

畜
骨

残
渣

を
ヒ

ド
ロ

キ
シ
ア

パ
タ

イ
ト

含
有

粉
体

材
料
化

す
る

特
許

を
中

小
企

業
に
実

施
許

諾
し

、
事
業

化
を

支
援

（
特
許

5
3
02
8
0、

実
施

許
諾

）
 

3
)
 
C
o
,C
e
酸

化
物

系
VO
C
処
理

触
媒
の

臭
気

処
理

能
を

向
上

、
グ
レ

ー
ド

ア
ッ

プ
製

品
と

し
て
展

開
 

都
産

技
研

発
の

技
術

と
し

て
既

に
中
小

企
業

か
ら

製
品

化
さ

れ
て
い

る
C
o,
C
e
酸
化

物
系

V
O
C
処

理
触
媒
の

課
題

と
な

っ
て

い
た

臭
気

処
理

能
の
向

上
を

共
同

研
究

に
て

達
成
、

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

試
験

実
施
を

支
援
 

4
)
 
炭
素

系
ナ

ノ
材

料
の

改
質
技

術
を
応

用
、

白
金

担
持

触
媒

に
展
開
 

 
 

 
特

殊
な

設
備

を
必

要
と

し
な
い

プ
ロ

セ
ス

で
、
燃
料

電
池
や

金
属

空
気

電
池

に
必

須
の
酸

素
還

元
活

性
に
優

れ
た

電
極

材
料

を
得

る
技

術
と

し
て
特

許
出

願
（

特
願

20
1
6
-
1
7
21
1
8）

 

 (
5
)
情
報

発
信

・
情

報
提

供
 

出
版

物
へ

の
寄

稿
、

イ
ベ

ン
ト

へ
の
参

加
を

通
し

た
先

端
材

料
開
発

セ
ク

タ
ー

事
業
の

P
R
 

 
 

・
日

本
光

学
会

 偏
光
計
測

・
制
御

技
術

グ
ル

ー
プ

「
第

1
2
回

偏
光

計
測

研
究

会
」（

7
月
）
 

・
日

刊
工

業
新

聞
社

「
工

業
材

料
9
月

号
」（

8
月
）
 

 
 

・
産

業
交

流
展

20
1
6（

1
0
月

31
日
～

1
1
月

2
日

）
 

 
 

・
T
I
R
I 
N
E
WS
（
2
月
号
特

集
）
 

 
 
・
経

済
産

業
省

関
東
経
済

産
業
局
「
中

小
企

業
の
環
境

ビ
ジ
ネ

ス
に

役
立

つ
大

学
・
公

的
研

究
機

関
の

環
境
技

術
シ

ー
ズ

集
」
（
2
月
）
 

 
 

・
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
の

作
成

・
配
布
 

 

・
粉

体
材

料
の

流
動

性
改

善
支

援
 

      

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

粒
度
の

均
一

化
 

A
M
用
粉

体
材

料
（

左
：

改
善
前

、
右
：

改
善

後
）
 

 

     ○
研

究
成

果
展

開
 

 
製

品
化
・
事
業
化

4
件

、
実

施
許
諾

2
件

、
特
許

出

願
2
件

、
論

文
掲

載
9
件
、
学

協
会
発
表

1
8
件

、

依
頼

講
演
等

4
件
 

 【
製

品
化

事
例

】
 

・
炭

素
系
ナ

ノ
材

料
の

分
散

技
術

に
よ
る

熱
物

性
測
定

用
黒

化
剤

の
製

品
化
 

           

熱
物

性
測

定
用

黒
化

剤
 

 ・
都

産
技
研
発

V
O
C
処

理
触

媒
の

グ
レ
ー

ド
ア

ッ
プ

製

品
の

展
開
 

 

V
O
C
処
理

触
媒

の
概

観
と
 

臭
気

処
理

能
の

向
上

（
グ

ラ
フ

）
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11
－

複
合

素
材

開
発
セ

ク
タ

ー
 

中
期

計
画

【
項

目
別

評
価

単
位

】
 

年
度

計
画

【
項

目
別

評
価

単
位

】
 

項
目
 

自
己

評
価
 

平
成

28
年
度

 
年

度
計

画
に
係

る
実
績
 

特
記

事
項
 

産
業

用
繊

維
や

炭
素

繊
維

な
ど

の
複

合
素

材
の

開
発

を
支

援
す

る
た

め
、
多
摩

テ
ク

ノ
プ

ラ
ザ

に
「
複

合
素
材

開
発
セ

ク

タ
ー
」
を
開

設
し

、
成

長
産
業

へ
参
入

を

希
望

す
る

中
小

企
業

の
支

援
を

行
う
。

「
複

合
素

材
開

発
セ

ク
タ

ー
」
に
お

け
る

依
頼

試
験

と
機

器
利

用
の

総
件

数
に
つ

い
て

は
、
第

三
期

中
期

計
画
期

間
の
最

終

年
度

で
あ

る
平
成

3
2
年

度
の
年

間
実
績

1
9
,
5
00

件
を

目
標

と
す

る
。
 

③
多

摩
テ

ク
ノ

プ
ラ

ザ
に

産
業

用

繊
維

や
炭

素
繊

維
な

ど
の

複
合

素

材
の

開
発

を
支

援
す

る
「

複
合

素
材

開
発

セ
ク

タ
ー

」
を

開
設

し
、
成

長

産
業

へ
参

入
を

希
望

す
る

中
小

企

業
の

支
援

を
行

う
。
 

1
1 

Ｂ
 

(
1
)
複
合

素
材

開
発

セ
ク

タ
ー
の

事
業
（

年
報

：
p
.
6
2）

 

こ
れ

ま
で

培
っ

て
き

た
繊

維
加

工
技
術

、
繊

維
評

価
技
術
、
化

学
素

材
評

価
技

術
を
発
展

さ
せ
、
高
機

能
繊

維

材
料

や
繊

維
強

化
材

料
に

よ
る

製
品
開

発
を

支
援

す
る

た
め

、「
複

合
素

材
開

発
セ

ク
タ
ー

」
を
平

成
2
8
年

度

に
開

設
（

14
名
体

制
）
 

1
)
複

合
素

材
開

発
サ

イ
ト

の
開

設
（
7
月

2
7
日

）
 

平
成

22
年
に

開
設

し
た
「

繊
維

サ
イ
ト
」

を
リ

ニ
ュ

ー
ア
ル

、「
複
合

素
材

開
発

サ
イ

ト
」

を
開

設
し
、

開

設
記

念
式

典
、

開
設

記
念

講
演

会
を
開

催
 

・
複

合
素

材
開

発
サ

イ
ト

開
設

式
（
参

加
者

45
名
）

 
 

・
複

合
素

材
開

発
サ

イ
ト

開
設

記
念
講

演
会

・
見

学
会

開
催

（
参
加
者

7
0
名

）
 

講
師
：

倪
 
慶
清

氏
（
信

州
大
学

繊
維
学

部
教

授
）「

繊
維

素
材

の
複
合

化
 

航
空
・

自
動
車

な
ど
へ

の
応

用

展
開

」
 

2
)
主

な
設

置
機

器
 

従
来

の
繊

維
加

工
に

加
え
、
産

業
用
高

強
度

繊
維
（

炭
素
繊

維
、

ア
ラ

ミ
ド

繊
維
、

金
属

繊
維
）
の

織
物

加

工
、

C
FR
P
成

形
、

C
F
RP

の
分
析

・
評
価

機
器

を
整

備
 

【
主

要
機

器
（

新
規

導
入

機
器

：
8
機

種
）】

 

・
織

機
：

炭
素

繊
維

織
機

（
新

規
）、

金
属

繊
維

織
機

、
ジ
ャ

カ
ー
ド

織
機
 

・
編

機
：

よ
こ

編
機

、
た

て
編

機
、
丸

編
機
 

・
糸

加
工

機
：

サ
ン

プ
ル

整
経

機
、
撚

糸
機

、
ワ

イ
ン

ダ
 

・
不

織
布

加
工

機
：

ニ
ー

ド
ル

パ
ン
チ

機
、

ロ
ー

ラ
ー

カ
ー

ド
機
、

開
繊

機
 

・
繊

維
加

工
機

：
自

動
裁

断
機

（
新
規

）、
プ
ラ

ズ
マ

表
面
処

理
装
置

（
新

規
）
 

・
F
R
P
成

形
機

：
オ

ー
ト

ク
レ

ー
ブ
成

形
機

（
新

規
）、

高
温

プ
レ
ス

機
（

新
規

）
 

・
評
価

分
析

装
置

：
X
線

C
T
装

置
（

新
規

）、
X
線

光
電

子
分

光
分
析

装
置
（

新
規

）、
超
音

波
探
傷

装
置
（

新

規
）
、
接

触
角

試
験

機
 

・
染

色
：

生
地

用
イ

ン
ク

ジ
ェ

ッ
ト
プ

リ
ン

タ
、

糸
・

布
染

色
機
 

 

(
2
)
利
用

実
績
 

1
)
依
頼
試
験
お
よ
び
機
器
利
用
の
合
計
利
用
実
績
：
15
,8
54

件
（
依
頼
試
験
：
11
,3
19

件
、
機
器
利
用
：
4,
53
5
件
）

（
中

期
計

画
目

標
値

比
：

8
1％

）
 

a
)
依

頼
試

験
の

代
表

的
な

利
用

実
績
 

・
繊

維
製

品
等

の
物

性
試

験
 

 
 
 

 
1
,
8
80

件
 

・
染

色
仕

上
げ

加
工

試
験

 
 

 
 
 

 
1
,
5
17

件
 

 
・

塩
水

噴
霧

試
験

 
 

 
 

 
 
 

 
 

1
,4
6
4
件
 

b
)
機

器
利

用
の

代
表

的
な

利
用

実
績
 

 
・

恒
温

恒
湿

槽
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
8
3
9
件
 

 
・

簡
易

型
電

子
顕

微
鏡

 
 

 
 
 

 
 

 
4
8
2
件
 

 
 

 
イ

ン
ク

ジ
ェ

ッ
ト

プ
リ

ン
ト
シ

ス
テ

ム
 

 
4
7
1
件

 

2
)
オ

ー
ダ

ー
メ

ー
ド

開
発

支
援

 
27

件
 

3
)
セ

ミ
ナ

ー
・

講
習

会
 

 
 

 
 4

件
 

 
 

・
R
o
HS

指
令

の
規

制
物
質

と
蛍
光

X
線

分
析

（
7
月

12
日

）
 
6
名
参

加
 

・
現

場
で

役
立

つ
材

料
評

価
技

術
 帯

電
性

評
価

-
繊
維

製
品

を
中
心

と
し

て
-
(
9
月

15
日

)
 
5
名

参
加
 

・
表

面
処

理
技

術
の

基
礎

と
評

価
実
習

（
1
1
月

2
4
日

～
25

日
）
 
5
名
参

加
 

・
複

合
素

材
の

成
形

（
3
月

23
日

）
 
8
名
参

加
 

 (
3
)
技
術

支
援

・
製

品
開

発
支
援

 

1
)
金

属
部

品
を

CF
R
P
に

代
替
す

る
た
め

の
基

本
物

性
評

価
用

平
板
の

試
作

支
援

（
輸

送
用

機
械
器

具
製

造
業

）
 

自
社

の
金

属
部

品
を

軽
量

化
す

る
た
め

、
さ

ま
ざ

ま
な

炭
素

繊
維
織

物
に

よ
る

CF
R
P
の
成

形
の
支

援
（

機

器
利

用
）
 

 
2
)
改
良

版
バ

ド
ミ

ン
ト

ン
ス

ト
リ
ン

グ
と

従
来

品
の

耐
久

性
比
較

に
よ

る
開

発
支

援
（

ス
ポ
ー

ツ
用

品
製
品
業
）
 

耐
久

性
を

向
上

さ
せ

る
た

め
に

改
良
し

た
バ

ド
ミ

ン
ト

ン
ス

ト
リ
ン

グ
と

従
来

品
の

摩
擦

耐
久
性

を
比

較

す
る

た
め

、
糸

の
摩

擦
試

験
を

実
施
し

、
開

発
を

支
援

（
依

頼
試
験

）
 

 
3
)
 炭

素
繊

維
に

よ
る

人
工
筋

肉
の
開

発
（

ゴ
ム

製
品

製
造

業
）
 

人
工

筋
肉

用
炭

素
繊

維
織

物
の

開
発
を

支
援

（
O
M
開

発
支
援

）
 

4
)
 
カ
ー

ボ
ン

ナ
ノ

チ
ュ

ー
ブ
分

散
糸
に

よ
る

ニ
ッ

ト
生

地
の

開
発
（

繊
維

製
品

製
造

業
）

 

 ○
複

合
素

材
開

発
セ

ク
タ

ー
の

開
設
 

高
機

能
繊

維
材

料
、
繊

維
強
化

複
合

材
料

、
繊

維
・

材
料

評
価
を

3
本
の

支
援

事
業

の
柱
と

し
た

セ
ク

タ
ー

を
開

設
 

【
高

機
能

繊
維

材
料

】
炭
素
繊

維
、
金
属

繊
維

、
ア

ラ
ミ

ド
繊

維
等

、
産

業
用

繊
維

の
応
用

技
術

開
発

、

支
援
 

【
繊

維
強

化
複

合
材

料
】

C
FR
P
成

形
、

加
工
 

【
繊

維
・
材

料
評

価
】
繊
維

資
材
・
金

属
材

料
評

価
、

機
器

分
析

・
試

験
、

ク
レ

ー
ム

解
析
 

 ○
複

合
素

材
開

発
サ

イ
ト

の
開

設
（
7
月

2
7
日

）
 

炭
素

繊
維

加
工

、
C
F
RP

成
形
、

C
F
RP

評
価

が
可

能

な
施

設
に

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル
 

                    

 

  

   

高
温

プ
レ

ス
機
 

  ○
利
用
実
績

15
,8
54

件
（
中
期
計
画
目
標
値
比
：
81
％
）

複
合

素
材

開
発

サ
イ

ト
開

設
式

 

複
合

素
材

開
発

サ
イ

ト
新

規
設

備
8
機

種
 

X
線

CT
装
置

 
 

 
 

 
XP

S 
超

音
波
探

傷
 

 
 

自
動

裁
断

機
 

 

炭
素

繊
維

織
機

ﾌ
ﾟ
ﾗ
ｽ
ﾞ
ﾏ表

面

処
理

装
置

 

ｵ
ｰ
ﾄ
ｸ
ﾚ
ｰﾌ
ﾞ 

成
形

機
 

 

X
線

CT
装
置

 
 

 
 

X
P
S
装

置
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11
－

複
合

素
材

開
発
セ

ク
タ

ー
 

自
社

開
発

の
カ

ー
ボ

ン
ナ

ノ
チ

ュ
ー
ブ

分
散

糸
を

用
い

た
ニ

ッ
ト
生

地
の

開
発

を
支

援
（

O
M
開

発
支

援
）
 

 

(
4
)
研
究

開
発

の
推

進
 

1
)
共

同
研

究
 

・
e
テ
キ

ス
タ

イ
ル

を
用

い
た

き
裂
検

知
セ

ン
サ

の
開

発
（

学
術
・

開
発

研
究

機
関

業
）

 

・
金

属
テ

キ
ス

タ
イ

ル
で

強
化

し
た
高

温
用

ダ
イ

ア
フ

ラ
ム

の
開
発

（
ゴ

ム
製

品
製

造
業

）
 

・
色

彩
に

優
れ

る
ポ

リ
オ

レ
フ

ィ
ン
釣

り
糸

の
開

発
（

表
面

処
理
業

、
糸

製
造

業
）
 

 
2
)
外
部

資
金

導
入

研
究
 

 
 

・
平
成

2
8
年

度
ス

ガ
ウ
ェ

ザ
リ
ン

グ
技

術
振

興
財

団
研

究
「
フ

レ
キ

シ
ブ

ル
セ

ン
サ

の
屋
外

耐
候

性
に

関
す

る
研

究
」
 

 
 
・
平

成
2
7
～
3
0
年

度
科
研

費
 
挑

戦
的

萌
芽

研
究
「
イ

オ
ン
性

官
能

基
導

入
に

よ
る

高
強
力

繊
維

の
機

能
化
」 

・
平

成
2
5
～
2
9
年
度

科
研

費
 

基
盤
研
究

B「
微

小
な

剥
落
片

の
ク
ロ

ス
セ

ク
シ

ョ
ン

を
利

用
し
た

ト
ー

タ
ル

分
析

シ
ス

テ
ム

の
構

築
」
 

3
)
特

許
出

願
 

 
 

・
平
成

2
7
年

度
基

盤
研
究

の
成
果

を
特

許
出

願
「

特
願

2
0
16
-
1
38
6
8
5
六

価
ク

ロ
ム

含
有
排

液
の

処
理

剤
お

よ
び

処
理

方
法

」（
7
月

）
 

 
4
)
特
許

実
施

許
諾
 

 
 

・
平
成

2
5
年

度
共

同
研
究

「
特
開

20
1
5
-1
5
7
96
6
」
実

施
許
諾

：
共

栄
メ

タ
ル
 

め
っ

き
液

サ
ン

プ
ル

を
出

荷
【

亜
硫
酸

金
ソ

ー
ダ

液
サ

ン
プ

ル
出
荷

（
平
成

2
8
年

4
月
か

ら
平
成

29
年

2

月
）

合
計

11
リ
ッ

ト
ル

、
金
重

量
55
0
g】

 

 
 

・
平
成

2
5
年

度
共

同
研
究

「
特
許
第

6
0
45
2
7
35
」
実
施

許
諾
：

岡
村

織
物
 

金
属

繊
維

織
物

集
電

材
を

出
荷

【
長
さ

20
m
】
 

 
5
)
基
盤

研
究
 

 
 

・
炭

素
繊

維
強

化
プ

ラ
ス

チ
ッ
ク

に
よ

る
ロ

ボ
ッ

ト
部

品
の
成

形
技

術
の

構
築
 

 
 

 
T
型
ロ

ボ
ッ

ト
ベ

ー
ス

を
CF
R
P
材

料
用

に
設

計
し
、

金
型
作

製
、

C
FR
P
オ

ー
ト
ク

レ
ー
ブ

成
形

を
実

施
 

 (
5
)
情
報

発
信

・
情

報
提

供
 

1
)
開

設
記

念
セ

ミ
ナ

ー
 
全

3
回

2
13

名
参

加
 

・
第

1
回

 
複

合
材

料
の

活
用

（
平
成

28
年

9
月

2
1
日
開

催
 
参

加
者

83
名
）
 

講
師

：
木

村
南

氏
（

東
京

工
業

高
等
専

門
学

校
機

械
工

学
科

教
授
）
 

「
C
F
R
P・

C
FR
T
P
の

成
形

・
加

工
技
術

の
現

状
と

課
題

」
 

講
師

：
青

木
卓

哉
氏

（
宇

宙
航

空
研
究

開
発

機
構

航
空

技
術

部
門
主

任
研

究
員

）
 

「
航

空
エ

ン
ジ

ン
へ

の
適

用
に

向
け
た

セ
ラ

ミ
ッ

ク
ス

繊
維

複
合
材

料
の

研
究

開
発

」
 

・
第

2
回

 
ス

マ
ー

ト
テ

キ
ス

タ
イ
ル

の
活

用
（

平
成

28
年

1
1
月

1
0
日

開
催

 
参

加
者

4
1
名

）
 

講
師

：
増

田
敦

士
氏

（
福

井
県

工
業
技

術
セ

ン
タ

ー
主

任
研

究
員
）
 

「
e
-
テ
キ

ス
タ

イ
ル

に
つ

い
て

」
 

講
師

：
松

本
正

秀
氏

（
三

機
コ

ン
シ
ス

専
務

取
締
役

C
T
O）

 

「
ウ

ェ
ア

ブ
ル

製
品

と
布

製
伸

縮
ヒ
ー

タ
ー

」
 

・
第

3
回

 
炭

素
繊

維
複

合
材

料
の
活

用
（

平
成

29
年

2
月

2
0
日

開
催

 
参

加
者

8
9
名

）
 

講
師

：
西

原
正

浩
氏

（
石

川
県

産
業
創

出
支

援
機

構
い

し
か

わ
炭
素

繊
維

ク
ラ

ス
タ

ー
）

 

「
い

し
か

わ
炭

素
繊

維
ク

ラ
ス

タ
ー
石

川
県

の
取

り
組

み
状

況
」
 

講
師

：
米

山
猛

氏
（

金
沢

大
学

理
工
研

究
領

域
機

械
工

学
系

教
授
）
 

「
熱

可
塑
性

C
F
RP

の
プ

レ
ス
成

形
」
 

2
)
広

報
活

動
 

 
展

示
会

等
イ

ベ
ン

ト
へ

の
参

加
、
出

版
物

へ
の

寄
稿

を
通

し
た
複

合
素

材
開

発
セ

ク
タ

ー
事
業
の

P
R 

・
東
京

T
Y
フ

ァ
イ

ナ
ン

シ
ャ
ル

セ
ミ
ナ

ー
：

事
業

紹
介

講
演

（
8
月

）
 
 

・
ふ

ち
ゅ

う
テ

ク
ノ

フ
ェ

ア
：

講
演
、

展
示

（
1
0
月

）
 

・
八

王
子

市
セ

ミ
ナ

ー
：

事
業

紹
介
講

演
（

11
月
）
 

・
6
1
s
t 
F
R
P 
C
O
N-
E
X
20
1
6：

事
業

紹
介

講
演

・
ポ

ス
タ

ー
展

示
（
1
1
月

）
 

・
強

化
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
協

会
「

合
同
研

究
会

」
開

催
[
学
協
会

連
携
事

業
]
：
 

事
業

紹
介

講
演

、
見

学
会

（
2
月

）
 

・
繊

維
学

会
誌

：
事

業
紹

介
（

V
o
l
.7
3
,
 N
o
.
2,
 
2
01
7
）
 

・
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
作

成
（

初
版

4
,
00
0
部
配

布
、

第
二
版

1
,
0
0
0
部

作
成

）
 

【
支

援
事

例
】
 

                           【
研

究
開

発
事

例
】
 

         
 

      

 

繊
維

技
術

を
活

用
し

た
 

カ
ー

ボ
ン

ナ
ノ

チ
ュ

ー
ブ

分
散

糸
に
よ

る
 

ニ
ッ

ト
生

地
の

試
作

支
援

 

高
温

プ
レ

ス
機

を
活

用
し

た
 

C
F
R
P
平

板
の

試
作

支
援
 

オ
ー

ト
ク

レ
ー

ブ
成

形
に

よ
る

 

C
F
R
P
製

ロ
ボ

ッ
ト

ベ
ー

ス
の
試

作
 

（
基

盤
研

究
）
 

○
開

設
記

念
セ

ミ
ナ

ー
全

3
回

実
施
 

 
合
計

2
1
3
名

参
加
 

炭
素

繊
維

織
機

を
活

用
し

た
 

人
工

筋
肉

用
炭

素
繊

維
織

物
の

試
作
支

援
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12
－
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
開
発
支
援

 

中
期
計
画
【
項
目
別
評
価
単
位
】
 

年
度
計
画
【
項
目
別
評
価
単
位
】
 

項
目
 

自
己
評
価
 

平
成

28
年
度
 
年
度
計
画
に
係
る
実
績
 

特
記
事
項
 

中
小

企
業

が
自

社
製

品
を

開
発

す
る

際

の
上

流
工

程
の

技
術

課
題

解
決

に
対

応

す
る
た
め
、
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
開
発
支
援

を
実
施
し
、
新
製
品
や
新
技
術
の
開
発
を

支
援
す
る
。
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
開
発
支
援

の
件
数
に
つ
い
て
は
、
第
三
期
中
期
計
画

期
間
の
最
終
年
度
で
あ
る
平
成

3
2
年
度

の
年
間
実
績

4
5
0
件
を
目
標
と
す
る
。
 

④
中
小
企
業
が
自
社
製
品
を
開
発
す

る
際
の
上
流
工
程
の
技
術
課
題
解
決

に
対
応
す
る
た
め
、
オ
ー
ダ
ー
メ
ー

ド
開
発
支
援
を
継
続
す
る
。
 

1
2 

Ａ
 

(
1
)
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
開
発
支
援
事
業
の
継
続
（
年
報
：
p
.6
3
）
 

中
小
企

業
の

製
品
開

発
に

お
け

る
上

流
工

程
・
上

流
設

計
支

援
を

目
的

に
、
製

品
開

発
に

直
接

つ
な

が
る
オ

ー

ダ
ー
メ
ー
ド
開
発
支
援
事
業
を
実
施
 

1
)
実
施
実
績
 
4
50

件
（
中
期
計
画
目
標
値
比
：
1
00
％
）
 

 
2
)
分
野
ご
と
の
内
訳
 

材
料
 
 
 
 
 
 
 
 
 
72

件
 

I
T
 

2
2
件
 

シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
 
 
 
67

件
  

精
密
加
工
 

1
9
件
 

評
価
技
術
 
 
 
 
 
 
 
60

件
  

放
射
線
 

1
3
件
 

エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
 
 
 
52

件
 
  
 
 
  
 
生
活
・
少
子
高
齢
・
福
祉
 
 
7
件
 

光
音
・
照
明
 
 
 
 
 
 
36

件
 
 
 
 
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
 

4
件
 

環
境
 
 
 
 
 
 
 
 
 
31

件
  

ロ
ボ
ッ
ト
 
 
 
 
  
 
 
  
 
 
 4

件
 

バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
 
 
 
29

件
 

そ
の
他
 

 
 
 
 
 
 
 
6
件
 
 

繊
維
 
 
 
 
 
 
 
 
 
28

件
  

 
 

 
 
 

 
 

3
)
試
作
品
を
含
む
製
品
化
・
事
業
化
実
績
 
56

件
（
前
年
度
：
58

件
）
 
 

 (
2
)
支
援
事
例
 

（
★
印
は
都
産
技
研
研
究
員
が
実
施
し
た
研
究
か
ら
得
た
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
た
事
例
）
 

1
)
材
料
 

・
多
孔
質
材
（
業
務
用
機
械
器
具
製
造
業
）
 

 
窒
素
ガ
ス
の
吸
脱
着
挙
動
を
解
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、
新
規
多
孔
質
材
の
細
孔
構
造
お
よ
び
比
表
面
積
を
評
価
 

・
樹
脂
製
手
術
用
部
品
（
情
報
サ
ー
ビ
ス
業
）
 
 

樹
脂
製

の
使

い
捨

て
手
術

用
部

品
の

高
温

高
湿

へ
の
耐

久
性

を
確

認
す

る
た

め
、
オ

ー
ト

ク
レ

ー
ブ

滅
菌

前

後
で
の
変
形
性
を
検
討
 

2
)
シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
 

★
靴
の
デ
ザ
イ
ン
（
個
人
事
業
主
）
 

 
フ
ァ

ッ
シ

ョ
ン
シ

ョ
ー

で
使

用
す

る
靴

に
つ
い

て
、

靴
の

基
本

形
状

に
ト
ポ

ロ
ジ

ー
最

適
化

を
実

施
し
、

計

算
さ
れ
た
最
適
化
形
状
を
基
に
デ
ザ
イ
ン
デ
ー
タ
を
作
成
。
 

★
ロ
ゴ
マ
ー
ク
（
東
京
都
産
業
労
働
局
）
 

 
 
事

業
内
容

と
イ

メ
ー
ジ
を

ヒ
ア

リ
ン
グ

の
上

、
意
匠
性

を
考

慮
し
な

が
ら

デ
ザ
イ
ン

案
を

作
成
し

、
カ

タ
ロ

グ
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
で
広
く
活
用
 

3
)
評
価
技
術
 

 
・
断
熱
シ
ー
ト
（
化
学
製
品
卸
売
業
）
 

熱
拡
散
率
測
定
装
置
を
用
い
た
熱
拡
散
率
測
定
お
よ
び
熱
伝
導
率
算
出
を
実
施
し
、
断
熱
性
を
評
価
 

4
)
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
 

 
・
バ
イ
ク
用
電
熱
衣
服
（
医
薬
品
・
化
粧
品
等
卸
売
業
）
 
 
 

 
 
電
圧
・
電
流
波
形
測
定
や
サ
ー
モ
グ
ラ
フ
ィ
に
よ
る
熱
画
像
測
定
等
に
よ
り
、
ヒ
ー
タ
を
内
蔵
し
た
 

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
や
ズ
ボ
ン
、
手
袋
の
動
作
特
性
や
安
全
性
を
評
価
し
、
商
品
改
良
を
支
援
 

・
プ
リ
ン
ト
基
板
（
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
業
）
 

 
 
電
磁
界
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
を
用
い
て
、
RF
ID

基
板
の
電
磁
界
解
析
を
実
施
し
、
高
感
度
な

RF
ID

タ
グ
開
発
を
支
援
 

5
)
光
音
・
照
明
 

・
音
響
箱
（
デ
ザ
イ
ン
業
・
建
設
業
）
 

音
響
性
能
測
定
を
実
施
し
、
机
の
天
板
や
フ
ァ
ブ
リ
ッ
ク
パ
ネ
ル
内
部
を
音
響
箱
と
す
る
家
具
の
開
発
を
支
援
 

★
屋
外
用
照
明
器
具
（
製
造
業
）
 

 
 
L
ED

の
分
光
分
布
設
計
に
よ
り
、
対
象
物
が
鮮
や
か
に
見
え
る
照
明
器
具
の
設
計
を
支
援
 

6
)
環
境
 
 

・
自
動
車
部
品
（
商
品
・
非
破
壊
検
査
業
）
 

 
AS
TM

規
格
に
準
拠
し
た
試
験
に
よ
り
部
品
の
安
全
性
を
評
価
し
、
海
外
へ
の
輸
出
を
支
援
 

7
)
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
 

 
・
パ
ー
マ
液
（
化
学
工
業
）
 

 
 
共
焦
点
レ
ー
ザ
ー
顕
微
鏡
を
用
い
て
毛
髪
の
タ
ン
パ
ク
質
の
変
性
状
況
を
確
認
し
、
薬
剤
の
効
果
を
評
価
 

8
)
繊
維
 

 
★
ゴ
ム
な
し
靴
下
（
卸
売
業
）
 

○
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
開
発
支
援
の
年
度
別
推
移
 

 
・
実
施
実
績

45
0
件
（
中
期
計
画
目
標
値
比
：
1
0
0％

)

○
支
援
事
例
 

・
靴
の
デ
ザ
イ
ン
 

      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

     ・
ロ
ゴ
マ
ー
ク
 

 

造
形
品
は
 

山
本
寛
斎
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
 

「
日

本
元

気
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

20
16
」
で
発
表
 

↑
ロ

ゴ
マ

ー
ク

デ
ザ

イ
ン

 
 ←

ロ
ゴ

マ
ー

ク
を

使

用
し
た
カ
タ
ロ
グ
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12
－
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
開
発
支
援

 

 
 
靴
下
着
用
時
の
衣
服
圧
測
定
と
ず
り
落
ち
量
を
測
定
し
、
締
め
付
け
感
の
少
な
い
、
口
ゴ
ム
に
ゴ
ム
糸
を
用
い
な

い
靴
下
の
開
発
を
支
援
 

 
・
ニ
ッ
ト
生
地
（
製
造
業
）
 

 
 
ニ
ッ
ト

CA
D
ソ
フ
ト
お
よ
び
横
編
機
に
よ
り
、
ナ
ノ
繊
維
糸
の
機
能
を
活
か
し
た
生
地
の
作
製
を
支
援
 

9
)
I
T
  

 
★
電
子
看
板
（
電
子
デ
バ
イ
ス
製
造
業
）
 

熱
流
解

析
シ

ス
テ

ム
を
用

い
て

電
子

看
板

内
部

の
温
度

分
布

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン
を

実
施

し
、

新
規

開
発

品

の
設
計
時
間
短
縮
に
貢
献
 

 
 
★
ナ
ノ
粒
子
入
り
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
剤
（
化
学
製
品
卸
売
業
）
 

新
規
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
剤
の
開
発
に
あ
た
り
、
粒
子
径
に
依
存
す
る
光
学
特
性
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
 

解
析
し
、
機
能
を
発
現
す
る
た
め
の
最
適
な
粒
子
径
を
算
出
 

1
0
)
精
密
加
工
 

・
薄
膜
回
路
基
板
（
電
気
機
械
器
具
卸
売
業
）
 

マ
グ
ネ
ト
ロ
ン
ス
パ
ッ
タ
成
膜
装
置
に
よ
り
金
属
薄
膜
を
成
膜
し
、
新
規
デ
バ
イ
ス
開
発
を
支
援
 

 
1
1
)生

活
・
少
子
高
齢
・
福
祉
 

 
 
★
泡
ポ
ン
プ
容
器
（
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
製
造
業
）
 

 
 
 
動
的
粘
弾
性
測
定
に
よ
り
泡
の
触
感
を
評
価
し
、
容
器
の
開
発
を
支
援
 

 
1
2
)ナ

ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
 

 
 
・
ナ
ノ
カ
ー
ボ
ン
（
化
学
工
業
）
 

 
 
 
レ
ー
ザ
ー
回
折
・
散
乱
式
法
、
走
査
型
電
子
顕
微
鏡
と

X
線
回
折
法
を
用
い
て
、
開
発
中
の
ナ
ノ
カ
ー
ボ
ン

の
大
き
さ
、
凝
集
状
態
と
結
晶
構
造
を
評
価
 

1
3
)
ロ
ボ
ッ
ト
 

 
 
・
清
掃
用
ロ
ボ
ッ
ト
（
技
術
サ
ー
ビ
ス
業
）
 

 
 
 
3
次
元

C
AD
/
C
AE

シ
ス
テ
ム
を
用
い
て
、
汚
れ
の
落
ち
や
す
い
洗
浄
ノ
ズ
ル
の
開
発
を
支
援
 

 
 
 
 
 
 

(
3
)
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
開
発
支
援
か
ら
の
新
製
品
・
新
技
術
へ
の
展
開
 

 
1
)
平
成

27
年
度
実
施
 

・
魚
鱗
の
爆
砕
に
よ
る
高
収
率
な
コ
ラ
ー
ゲ
ン
・
ゼ
ラ
チ
ン
製
造
方
法
の
開
発
（
電
気
機
械
器
具
製
造
業
）
 

平
成

28
年

4
月
よ
り
共
同
研
究
を
開
始
 

 
2
)
平
成

26
年
度
実
施
 

 
 
・
ワ
イ
シ
ャ
ツ
ハ
ン
ガ
ー
（
金
属
製
品
製
造
業
）
 

 
 
 
平
成

2
8
年
に
最
適
な
デ
ザ
イ
ン
が
完
成
し
、
量
産
発
売
開
始
 

 
 
・
食
品
用

LE
D
直
管
照
明
（
電
子
デ
バ
イ
ス
製
造
業
）
 

 
 
 
都
産
技
研
保
有
の
特
許
の
実
施
許
諾
契
約
を
締
結
し
、
平
成

28
年
度
に
製
品
化
 

 
3
)
平
成

25
年
度
実
施
 
 

・
施
設
園
芸
向
け
無
線
式
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の
開
発
（
東
京
都
農
林
水
産
振
興
財
団
）
 

平
成

26
年
度
よ
り
共
同
研
究
を
開
始
し
、
平
成

2
8
年
度
に
試
作
品
が
作
成
 

 (
4
)
製
品
化
達
成
度
に
関
す
る
ア
ウ
ト
カ
ム
調
査
結
果
 

「
十
分
達
成
で
き
た
」
、「

あ
る
程
度
達
成
で
き
た
」
の
合
計
で
、
9
0
.
6％

達
成
の
評
価
（
前
年
度
：
8
8
％
）
 

【
お
客
さ
ま
の
声
】
 

 
・
新
製
品
開
発
を
行
っ
て
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
に
よ
る
顧
客
と
の
取
り
組
み
を
始
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
 

・
熱
解
析
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
成
果
を
基
に
試
作
品
を
作
成
し
、
実
使
用
条
件
で
の
評
価
試
験
に
着
手
で
き
た
。
 

 

 

・
バ
イ
ク
用
電
熱
衣
服
 

             ・
音
響
箱
 

  ○
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
開
発
支
援
か
ら
の
新
製
品
・
新
技

術
へ
の
展
開
 

・
施
設
園
芸
向
け
無
線
式
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の
開
発

            ○
製
品
化
達
成
度
に
対
す
る
調
査
結
果
 

・
製

品
開

発
時

の
上

流
工

程
支

援
を

継
続

し
て

実
施

し
、
9
0.
6
％
達
成
の
評
価
を
獲
得
（
前
年
度
：
88
％
）

成
果
取
得
状
況
 

回
答
比
率

十
分
達
成
で
き
た
 

3
1
.
3
％
 

あ
る
程
度
達
成
で
き
た
 

5
9
.
4
％
 

わ
ず
か
し
か
達
成
で
き
な
か
っ
た
 

6
.
3
％
 

達
成
で
き
な
か
っ
た
 

3
.
1
％
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 n
=
3
2 
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13
－
製
品
開
発
支
援
ラ
ボ

 

中
期
計
画
【
項
目
別
評
価
単
位
】
 

年
度
計
画
【
項
目
別
評
価
単
位
】
 

項
目
 

自
己
評
価
 

平
成

28
年
度
 
年
度
計
画
に
係
る
実
績
 

特
記
事
項
 

新
製
品
・
新
技
術
開
発
を
目
指
す
中
小

企
業
の
研
究
・
実
験
ス
ペ
ー
ス
へ
の
ニ
ー

ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
本
部
の
製
品
開
発

支
援
ラ
ボ

1
9
室
に
加
え
て
多
摩
テ
ク
ノ

プ
ラ

ザ
の

製
品

開
発

支
援

ラ
ボ

5
室

を

引
き
続
き
利
用
に
供
す
る
。
 

共
同
研
究
企
業
が
無
料
で
利
用
可
能

な
共
同
研
究
開
発
室
を

3
室
設
置
し
、

共
同
研
究
の
成
果
を
活
用
し
た
迅
速
な

製
品
の
開
発
を
促
進
す
る
。
 

⑤
新
製
品
・
新
技
術
開
発
を
目
指

す
中
小
企
業
に
対
す
る
支
援
施
設

と
し
て
「
製
品
開
発
支
援
ラ
ボ
」

を
本
部
に

19
室
、
多
摩
テ
ク
ノ
プ

ラ
ザ
に

5
室
を
引
き
続
き
提
供
す

る
。
 

1
3 

Ｂ
 

(
1
)
 
24

時
間
利
用
可
能
な
製
品
開
発
支
援
ラ
ボ
の
運
営
（
年
報
：
p
.
6
4）

 

本
部

19
室
、
多
摩
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ

5
室
を
活
用
し
て
新
製
品
・
新
技
術
開
発
を
目
指
す
中
小
企
業
等
を
支
援
 

1
)
入
居
率
 

 
a
)
本
部
 
9
1
.
3％

（
前
年
度
：
9
3.
9
％
）
 

 
b
)
多
摩
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
 
10
0
％
 

2
)
本
部
お
よ
び
多
摩
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
入
居
者
の
業
種
分
類
 

 
 
製
造
業
だ
け
で
な
く
、
サ
ー
ビ
ス
産
業
を
含
む
幅
広
い
分
野
の
技
術
開
発
型
企
業
が
入
居
 

 
 
サ
ー
ビ
ス
産
業

19
％
（
卸
売
・
小
売
業

9.
5
％
、
サ
ー
ビ
ス
業

9.
5
％
）
 

 
3
)
製
品
開
発
支
援
ラ
ボ
の
入
居
者
選
定
 

入
居
者
選
定
審
査
会
を

7
回
開
催
し
、
新
規

6
企
業
お
よ
び
再
契
約

9
企
業
の
決
定
 

          

 
業
種
分
類
別
構
成
 
 
 
 
 
 
 
 
分
野
別
分
類
（
平
成

29
年

3
月

3
1
日
現
在
）
 

 (
2
)
 
入
居
者
に
対
す
る
製
品
化
・
事
業
化
支
援
 

1
)
入
居
者
と
都
産
技
研
幹
部
と
の
懇
談
会
の
開
催
（
新
規
）
 

 
入
居
者
間
の
製
品
化
促
進
の
た
め
意
見
交
換
を
目
的
と
し
た
懇
談
会
を
実
施
（
2
月
、
9
社

1
6
名
参
加
）
 

 
 
 
 要

望
の
多
か
っ
た
東
京
都
の
助
成
事
業
説
明
会
を
開
催
予
定
（
2
9
年

5
月
）
 

2
)
都
産
技
研
主
催
イ
ベ
ン
ト
へ
入
居
企
業
の
出
展
支
援
 
2
事
業
 

 
 
東
京
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
発
信
交
流
会
 
7
社
出
展
（
新
規
）
 
 

 
 
産
業
交
流
展

2
0
16
 
5
社
（
継
続
）
 

3
)
入
居
者
へ
の
会
議
ス
ペ
ー
ス
の
提
供
（
継
続
）
 

会
議
室
・
相
談
室
の
優
先
利
用
等
に
よ
り
会
議
ス
ペ
ー
ス
(6
0
m
2
)
を
提
供
 

4
)
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
等
の
活
用
 

 
医
療
機
器
の
海
外
展
開
の
手
順
や
申
請
書
類
な
ど
認
証
取
得
に
向
け
た
支
援
（
1
社

1
日
）
 

 
5
)
入
居
者
へ
の
競
争
的
資
金
獲
得
を
支
援
(継

続
) 

計
5
件
（
前
年
度
：
1
0
件
）
 

ラ
ボ
入
居
者
へ
競
争
的
資
金
に
関
す
る
情
報
を
提
供
し
、
獲
得
を
支
援
 

 
 
 
a
)経

済
産
業
省
 平

成
27

年
度
補
正
予
算
も
の
づ
く
り
補
助
金
 
新
規

2
件
 
 

 
 
 
 
b
)東

京
都
中
小
企
業
振
興
公
社
 
平
成

2
8
年
度
製
品
開
発
着
手
支
援
助
成
事
業
 
新
規

1
件
 

c
)
N
E
DO

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ベ
ン
チ
ャ
ー
技
術
革
新
事
業
 
継
続

2
件
  

 (
3
)
 
入
居
者
の
都
産
技
研
事
業
利
用
実
績
 

各
事
業
の
利
用
実
績
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
依
頼
試
験
 

機
器
利
用
 

技
術
相
談
 

工
場
等
 

実
地
技
術
支
援
 

本
部
入
居
者
（
件
）
 

1
2
4

3
,
5
7
0

4
3
7

1
7
 

多
摩
入
居
者
（
件
）
 

9
3

3
9

1
7
8

1
4
 

合
計
（
件
）
 

2
1
7

3
,
6
0
9

6
1
5

3
1
 

前
年
度
比
（
％
）
 

7
1

8
1

9
8

6
7
 

 
 
 
 
＊
依
頼
試
験
、
機
器
利
用
、
技
術
相
談
は
利
用
件
数
 

 
 
 
 
＊
工
場
等
実
地
技
術
支
援
は
受
付
件
数
 

  

 〇
製
品
開
発
支
援
ラ
ボ
の
運
営
 

・
高
い
入
居
率
を
維
持
 

 
 
本
部
 
9
1
.
3％

 

多
摩
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
 
1
0
0％

 

   〇
製
品
開
発
支
援
ラ
ボ
の
入
居
者
の
選
定
 

・
新
規

6
企
業
お
よ
び
再
契
約

9
企
業
を
決
定
 

           〇
入
居
者
と
都
産
技
研
幹
部
と
の
懇
談
会
の
開
催
 

（
新
規
）
 

入
居

者
間

の
製

品
化

促
進

の
た

め
意

見
交

換
を

目

的
と
し
た
懇
談
会
を
実
施
（
2
月
、
9
社

1
6
名
参
加
）

 〇
都
産
技
研
主
催
イ
ベ
ン
ト
へ
の
出
展
支
援
 

・
東
京
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
発
信
交
流
会
 
7
社
（
新
規
）

・
産
業
交
流
展

20
1
6 

5
社
（
継
続
）
 

    〇
入
居
者
へ
の
競
争
的
資
金
獲
得
を
支
援
 

 
計

5
件
獲
得
（
前
年
度
：
10

件
）
 

・
経
済
産
業
省
 
平
成

27
年
度
補
正
予
算
も
の
づ
く

り
補
助
金
 
新
規

2
件
 

・
東
京
都
中
小
企
業
振
興
公
社
 
平
成

2
8
年
度
製
品

開
発
着
手
支
援
助
成
事
業
 
新
規

1
件
 

・
N
E
DO

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ベ
ン
チ
ャ
ー
技
術
革
新
事
業

継
続

2
件
 

  
 

   〇
製
品
化
・
事
業
化
実
績
 

・
計

12
件
 

・
製
品
化
・
事
業
化
に
よ
る
売
上
金
額
 3
63
,8
71

千
円
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13
－
製
品

開
発
支

援
ラ

ボ
 

 

(
4
)
 
製
品

化
・

事
業

化
実

績
  

 
1
)
平
成

28
年
度

製
品

化
・
事

業
化
件

数
 
計

1
2
件

（
前
年

度
：
2
1
件

）
 

  

 
2
)
平
成

28
年
度

製
品

化
・
事

業
化
に

よ
る

売
上

金
額

 
36
3
,
8
71

千
円

（
前

年
度

：
36
1
,
0
0
0
千

円
）
 

 
3
)
主
な

製
品

化
・

事
業

化
事

例
 

a
)
高

忠
実

画
像

生
成

技
術

搭
載

カ
メ
ラ

 （
業
務

用
機

械
器
具

製
造
業

）
 

  
被

写
体

に
忠

実
な

画
像

デ
ー

タ
を
生

成
す

る
カ

メ
ラ
 

b
)
身

体
障

害
者

を
サ

ポ
ー

ト
す

る
ス
ポ

ー
ツ

義
足

固
定

用
部

品
（
輸

送
用

機
械

器
具

製
造

業
）
 

 
義

足
接

続
用

の
ア

ダ
プ

タ
部

品
 

c
)
高

感
度

・
高

速
顕

微
ラ

マ
ン

分
光
装

置
（

業
務

用
機

械
器

具
製
造

業
）
 

 
バ

イ
オ

医
療

用
の

ラ
マ

ン
分

光
装
置
 

d
)
短

パ
ル

ス
駆

動
半

導
体

レ
ー

ザ
光
源

ド
ラ

イ
バ

ボ
ー

ド
（

電
子
部

品
・

デ
バ

イ
ス

・
電

子
回
路

製
造

業
）
 

 
 

 
高

電
流

対
応

型
の

ド
ラ

イ
バ
ボ

ー
ド
 

 (
5
)
 
ラ
ボ

退
出

企
業

の
成

果
把

握
へ
の

取
り

組
み
 

成
果

展
開

状
況

を
把

握
す

る
た

め
ラ
ボ

退
出

企
業

へ
ア

ン
ケ

ー
ト
調

査
を

実
施
 

【
入

居
期

間
の

開
発

製
品

の
製

品
化
・

事
業

化
状

況
】
 

・
放
射

性
セ

シ
ウ

ム
除

去
・
減
溶

化
処
理

プ
ラ

ン
ト

の
開

発
を

継
続
し

実
施

中
（

28
年
度
退

出
、
サ
ー

ビ
ス

業
） 

・
遠

赤
外

線
面

状
電

気
ヒ

ー
タ

ー
の
海

外
企

業
と

の
契

約
成

立
（
2
8
年

度
退

出
、

電
気
機

器
製
造

業
）
 

 

【
製

品
化

事
例

】
 

・
高

忠
実

画
像

生
成

技
術

搭
載

カ
メ
ラ
 

     ・
ス

ポ
ー

ツ
義

足
固

定
用

部
品

 

・
高

感
度

・
高

速
顕

微
ラ

マ
ン

分
光
装

置
 

・
短

パ
ル

ス
駆

動
半

導
体

レ
ー

ザ
光

源
ド

ラ
イ

バ
ボ

ー
ド
 

⑥
共

同
研

究
企

業
が

無
料

で
利

用

可
能

な
共

同
研

究
開

発
室
を

3
室

引
き

続
き

提
供

し
、

迅
速

な
製

品

の
開

発
を

促
進

す
る

。
 

(
6
)
 
共
同

研
究

開
発

室
の

3
室

の
提
供

（
年

報
：

p
.6
5
）
 

 
 
 
3
室

を
継

続
し

、
共

同
研

究
3
テ

ー
マ

に
利

用
 

 
「

導
電

性
ダ

イ
ヤ

モ
ン

ド
電

極
の
開

発
」

 
 

 
 
「

ハ
ン

デ
ィ

タ
イ

プ
の

拡
散
反

射
透

過
材

測
定

器
の

開
発
」

 
等
 

 

 ○
都

産
技

研
研

究
員

と
実

施
の

共
同
研

究
3
テ
ー

マ

に
利

用
 

⑦
製

品
開

発
支

援
ラ

ボ
と

共
同

研

究
開

発
室

の
入

居
者

に
よ

る
製

品

化
・

事
業

化
を

支
援

す
る

た
め

、

共
同

利
用

の
試

作
加

工
室

を
提

供

す
る

と
と

も
に

、
技

術
経

営
相

談

な
ど

に
も

幅
広

く
対

応
で

き
る

人

材
を

配
置

す
る

。
 

(
7
)
 
共
同

利
用

の
試

作
加

工
室

の
提
供
 

1
)
本

部
で

の
機

器
の

提
供

・
継

続
（
計

29
機
種

）
と

利
用
実

績
（
件

数
は

日
単

位
）
 

a
)
機

械
加

工
機

器
（
計

1
7
機
種

）
 
計

48
件
（

前
年

度
：
計

9
0
件

）
 

b
)
電

気
試

験
機

器
（
計

1
2
機
種

）
 
計

18
件
（

前
年

度
：
計

2
7
件

）
 

 
 

 
 

(
8
)
 
共
同

利
用

の
化

学
実

験
室

を
提
供
 

 
薬

品
取

り
扱

い
や

排
気

・
洗

浄
を
必

要
と

す
る

簡
易

な
作

業
用
に

、
共

同
利

用
の

化
学

実
験
室

を
整

備
 

ド
ラ

フ
ト

チ
ャ

ン
バ

ー
4
機
種

（
有
機
用

2
機
種

・
無

機
用

2
機
種

）、
精
密

天
秤

等
を
設

置
 

化
学

系
だ

け
で

な
く

、
機

械
系

、
IT

系
、

電
気

系
ラ

ボ
入
居

者
も
活

用
 

化
学

実
験

室
の

利
用

実
績

 
17
5
件
（

前
年

度
：

1
1
6
件

）
 

 
 

(
9
)
 
ラ
ボ

マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー

の
配

置
 

 
1
)
配
置

状
況
 

 
 

 
本

部
、

多
摩

テ
ク

ノ
プ

ラ
ザ
に
各

1
名
を

配
置

（
継

続
）
 

 
2
)
ラ
ボ

マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー

に
よ

る
製
品

化
に

向
け

た
橋

渡
し

の
取
り

組
み
 

 
 

a
)入

居
企

業
間

の
マ

ッ
チ

ン
グ
支

援
 

2
件

成
立
 

 
 

b
)都

産
技

研
職

員
へ

橋
渡

し
共
同

研
究

の
実

施
 

2
件

開
始
 

 
 

c
)都

産
技

研
所

有
特

許
の

利
用
許

諾
 

1
件
 

 
 

(
1
0
)
 近

隣
の

イ
ン

キ
ュ

ベ
ー
シ

ョ
ン
施

設
と

の
連

携
 

1
)
入

居
希

望
者

へ
の

連
携

対
応

（
継
続

）
 

製
品

開
発

支
援

ラ
ボ

入
居

者
選

定
に
漏

れ
た

企
業

に
対

し
、

近
隣
イ

ン
キ

ュ
ベ

ー
シ

ョ
ン

施
設
を

紹
介
 

品
川

区
の

施
設

入
居

を
紹

介
（

1
件
）
 

2
)
近

隣
イ

ン
キ

ュ
ベ

ー
シ

ョ
ン

施
設
と

の
情

報
交

流
 

T
I
M
E
2
4、

品
川

区
施

設
、

S
OH
O
東

京
 

等
 

 

            〇
ラ

ボ
マ

ネ
ー

ジ
ャ

ー
に

よ
る

橋
渡
し

の
取

り
組

み
 

・
入

居
企

業
間

の
マ

ッ
チ

ン
グ

支
援
 

2
件

成
立
 

・
都

産
技

研
職

員
へ

橋
渡

し
共

同
研
究

の
実

施
 

2
件

・
都

産
技

研
所

有
特

許
の

利
用

許
諾
 

1
件
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14
－
実
証
試
験
セ
ク
タ
ー

 

中
期
計
画
【
項
目
別
評
価
単
位
】
 

年
度
計
画
【
項
目
別
評
価
単
位
】
 

項
目
 

自
己
評
価
 

平
成

28
年
度
 
年
度
計
画
に
係
る
実
績
 

特
記
事
項
 

(
3
)
 
製
品
の
品
質
評
価
支
援
 

中
小
企
業
の
安
全
で
信
頼
性
の
高
い

製
品
開
発
の
た
め
に
必
要
な
温
湿
度
、
振

動
、
衝
撃
、
劣
化
、
ノ
イ
ズ
等
の
試
験
を

行
う
際
に
、
技
術
相
談
、
依
頼
試
験
、
機

器
利
用
を
一
貫
し
て
支
援
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
環
境
試
験
機
器
を
「
実
証

試
験
セ
ク
タ
ー
」
に
集
約
し
、
迅
速
か
つ

効
率
的
な
試
験
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
。

「
実
証
試
験
セ
ク
タ
ー
」
に
お
け
る
依
頼

試
験
と
機
器
利
用
の
総
件
数
に
つ
い
て

は
、
第
三
期
中
期
計
画
期
間
の
最
終
年
度

で
あ
る
平
成

3
2
年
度
の
年
間
実
績

4
8
,
0
00

件
を
目
標
と
す
る
。
 

本
部
に
お
い
て
、「

実
証
試
験
セ

ク
タ
ー
」
を
活
用
し
、
中
小
企
業
の

安
全
で
信
頼
性
の
高
い
製
品
開
発

を
支
援
す
る
た
め
に
、
技
術
相
談
、

依
頼
試
験
、
機
器
利
用
を
ワ
ン
ス
ト

ッ
プ
で
効
率
的
に
技
術
支
援
す
る
。

特
に
、
温
湿
度
、
機
械
、
電
気
試

験
分
野
に
お
い
て
、
各
種
規
格
に
対

応
し
た
質
の
高
い
試
験
を
継
続
さ

せ
る
。
 

1
4 

Ｓ
 

(
1
)
実
証
試
験
セ
ク
タ
ー
の
事
業
（
年
報
：
p
.
6
6）

 

中
小
企
業
の
安
全
で
信
頼
性
の
高
い
製
品
開
発
を
支
援
す
る
た
め
、
第
二
期
（
平
成

23
年
度
）
に
開
設
し
た

実
証
試
験
セ
ク
タ
ー
を
第
三
期
（
平
成

28
年
度
）
も
継
続
、
支
援
を
実
施
（
1
1
名
体
制
）
 

1
)
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
技
術
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
 

 
平
成

2
8
年
度
は
、
製
品
化
や
出
荷
前
検
査
と
し
て
必
要
と
な
る
温
湿
度
、
劣
化
、
振
動
、
衝
撃
、
電
気
・
耐

ノ
イ
ズ
等
の
試
験
機
器
を

6
機
種
更
新
し
て
全

1
4
4
機
種
を
利
用
可
能
と
し
、
本
部

2
階
の
専
用
窓
口
に
お
い

て
、

高
品

質
、

高
性

能
な

製
品

開
発
の

た
め

の
技

術
相

談
、

依
頼
試

験
、

機
器

利
用

を
中

心
と
し

た
ワ

ン
ス

ト

ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
 

＜
更
新
導
入

6
機
種
＞
 

 
静
電
気
試
験
器
、
小
型
恒
温
恒
湿
槽
、
1
0
0k
N
精
密
万
能
試
験
機
、
マ
イ
ク
ロ
ビ
ッ
カ
ー
ス
硬
さ
試
験
機
、

高
精
度
ブ
リ
ッ
ジ
、
直
交
流
発
生
器
 

2
)
温
湿
度
、
機
械
、
電
気
試
験
分
野
に
お
け
る
機
器
と
各
種
規
格
へ
対
応
し
た
質
の
高
い
試
験
 

 
 
 
 
a
)温

湿
度
試
験
分
野
へ
の
対
応
 

 
 
 
 
利
用
頻
度
が
多
く
、
老
朽
化
し
て
い
た
小
型
恒
温
恒
湿
槽
を

1
台
更
新
、
減
圧
恒
温
槽
に
よ
る
減
圧
環
境

下
で
の
試
験
に
も
対
応
 

・
環
境
試
験
の
温
湿
度
試
験
機
器
：
全

32
機
種
 
 

 
 

 
【

対
応

規
格
】

J
I
S/
IE
C
 
6
0
06
8
-
2
 
電

気
・
電

子
－

環
境

試
験
方

法
の
温

湿
度
サ

イ
ク

ル
試
験

、
腐

食
関
連
規
格
等
、
I
E
C
60
0
6
8-
2
-
1
3
減
圧
試
験
方
法
 も

対
応
 

b
)
機
械
試
験
分
野
へ
の
対
応
 

 
 
利
用
頻
度
が
多
く
、
老
朽
化
し
て
い
た

10
0
k
N
精
密
万
能
試
験
機
、
マ
イ
ク
ロ
ビ
ッ
カ
ー
ス
硬
さ
試
験
機

を
更
新
、
J
IS
 
Z
 2
2
4
1 
金
属
材
料
引
張
試
験
方
法
 の

J
NL
A
 
対
応
（
I
SO
/
I
EC
1
7
02
5
）
 
 

環
境
試
験
機
器
：
全

22
機
種
 

・
製
品
・
材
料
強
度
試
験
機
器
（
19

機
種
）
 

 
【
対
応
規
格
】
J
I
S
 Z
 
2
24
1
 
金
属
材
料
引
張
試
験
方
法
 の

4
 お

よ
び

5
 号

試
験
片
の
引
張
強
さ
、

伸
び
、
絞
り
の
試
験
に
関
し
て
、
J
NL
A
 に

基
づ
く
試
験
報
告
書
発
行
に
対
応
 

・
振
動
、
衝
撃
試
験
機
器
（
3
機
種
）
 

【
対
応
規
格
】
自
動
車
規
格
や
輸
送
規
格
に
則
し
た
振
動
試
験
に
対
応
 

c
)
電
気
試
験
分
野
へ
の
対
応
 

利
用
頻
度
が
多
く
、
老
朽
化
し
て
い
た
静
電
気
試
験
器
を
更
新
、
I
E
C 
規
格

E
M
C 
試
験
、
電
気
・
温
度
の

J
C
S
S
校
正
試
験
や
熱
拡
散
率
測
定
装
置
に
よ
り
、
幅
広
い
規
格
や
材
料
に
対
応
。
熱
拡
散
率
測
定
装
置
で

は
、
前
年
度
に
導
入
し
た
よ
り
高
ス
ペ
ッ
ク
な
熱
拡
散
率
測
定
装
置
の
機
器
利
用
ラ
イ
セ
ン
ス
制
度
で
の

運
用
を
開
始
 

・
電
気
試
験
機
器
：
全

9
0
機
種
 

【
対
応
規
格
】
IE
C
6
10
0
0
-4
-5
 
E
d
.
3
 
サ
ー
ジ
イ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
試
験
、
電
気
（
直
流
抵
抗
器
）
お
よ

び
温
度
（
熱
電
対
）
の

J
C
SS

校
正
試
験
（
I
S
O/
I
E
C1
7
0
2
5）
、
I
S
O
 8
3
0
1 

断
熱
−定

常

熱
抵
抗
及
び
関
連
特
性
の
測
定
方
法
 
等
 

3
)
国
際
規
格
対
応
支
援
の
継
続
と
利
用
の
拡
大
 

a
)
 国

際
規
格
対
応
支
援
の
継
続
 

・
J
C
S
S
電
気
（
直
流
抵
抗
器
）
は
技
能
試
験
を
実
施
。
鉄
鋼
は
、
J
N
L
A
試
験
認
定

2
年
以
内
の
全
項
目
検
査

が
実
施
さ
れ
、
事
業
継
続
が
認
め
ら
れ
た
。
 

・
セ
ン
タ
ー
全
体
の
国
際
規
格
対
応
試
験
を
管
理
し
て
い
る
品
質
保
証
推
進
セ
ン
タ
ー
を
現
在
の
交
流
連
携
室

所
管
か
ら
、
29

年
度
よ
り
製
品
の
品
質
評
価
支
援
を
推
進
し
て
い
る
実
証
試
験
セ
ク
タ
ー
に
位
置
付
け
る
こ

と
し
、
そ
の
た
め
の
検
討
、
準
備
を
行
っ
た
。
 

b
)
 国

際
規
格
対
応
支
援
利
用
の
拡
大
 

・
J
C
S
S（

電
気
･温

度
に
関
連
す
る
試
験
）：

5
06

件
（
前
年
度
：
1
36

件
 
前
年
度
比

3
72
％
）
 

・
J
N
L
A（

金
属
材
料
の
引
張
試
験
）：

1
8
件
（
前
年
度
：
14

件
 
前
年
度
比

1
2
9％

）
 

 (
2
)
利
用
実
績
 

 
 
1
)依

頼
試
験
・
機
器
利
用
実
績
 

 
 
 
a)
依
頼
試
験
、
機
器
利
用
、
技
術
相
談

3
事
業
で
の
都
産
技
研
全
体
実
績
へ
の
貢
献
大
 

○
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
技
術
支
援
サ
ー
ビ
ス
設
備
の
充
実
 

・
全

1
4
4
機
種
（
う
ち

6
機
種
更
新
）
を
利
用
し
、
温

湿
度
、
機
械
、
電
気
試
験
分
野
に
お
い
て
各
種
規
格
へ

対
応
し
た
質
の
高
い
試
験
を
実
施
 

 ・
専
用
窓
口
に
よ
る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
の
継
続

 ○
国
際
規
格
対
応
支
援
の
利
用
拡
大
 

・
J
C
S
S（

電
気
･温

度
に
関
連
す
る
試
験
）：

5
06

件
 

（
前
年
度
：
1
3
6
件
 
前
年
度
比

37
2
％
）
 

・
J
N
L
A（

金
属
材
料
の
引
張
試
験
）：

1
8
件
 

（
前
年
度
：
1
4
件
 
前
年
度
比

1
2
9％

）
 

 ○
実
証
試
験
セ
ク
タ
ー
の
利
用
実
績
 

・
依

頼
試

験
お

よ
び

機
器

利
用

の
合

計
利

用
実

績
：

6
8
,
1
23

件
（
中
期
計
画
目
標
値
比
：
1
4
2％

）
 

・
実
証
試
験
セ
ク
タ
ー
利
用
企
業
数
と
産
業
分
類
 

            

製
造

業

61
%

卸
売

業
、
小
売

業

23
%

学
術
研
究

、
専
門
・

技
術
サ

ー
ビ
ス
業

5%

情
報

通
信

業

4%

建
設
業

2%
そ
の
他

5%

約
1
,
60
0
社
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14
－

実
証

試
験

セ
ク
タ

ー
 

依
頼

試
験

：
2
0
,
42
2
件

（
全
体

の
14
％

）、
機
器

利
用

：
47
,
7
0
1
件

（
全

体
の

3
6％

）
 

技
術

相
談

：
9
,
2
23

件
（

全
体

の
7％

）
 

 
 

 
b)
依
頼

試
験

お
よ

び
機
器

利
用
の

合
計

利
用

実
績
：
68
,
1
2
3
件
（
前

年
度
：
64
,
1
94

件
 
前

年
度

比
1
0
6％

） 

（
中

期
計

画
目

標
値

比
：

1
42
％

）
 

 
 
 
 

＜
上

位
3
依
頼

試
験
＞

 

①
塩

水
噴

霧
試

験
 

5
,1
5
6
件

、
②
促

進
耐

候
試

験
 

4
,8
2
1
件
、

③
強

度
試

験
 

2
,
06
5
件
 

＜
上
位

3
機
器

利
用

＞
 

①
温

湿
度

試
験

機
 

3
2,
9
34

件
、

②
電

源
装

置
 

2
,2
1
1
件

、
③
強

度
試

験
機

 
1
,
7
98

件
 

2
)
オ

ー
ダ

ー
メ

ー
ド

開
発

支
援

 
4
0
件

（
前

年
度

：
2
8
件
、

前
年
度
比

1
4
3％

）
 

3
)
利

用
者

か
ら

の
評

価
 

平
成

28
年
度

ア
ウ

ト
カ

ム
評
価

報
告
書

「
参

入
予

定
分

野
・

利
用
予

定
事

業
（

サ
ー

ビ
ス

）」
よ

り
 

利
用

し
た

い
サ

ー
ビ

ス
に

つ
い

て
は「

実
証

試
験

セ
ク

タ
ー
」と

い
う

回
答

が
最

も
多

く
、有

効
回
答
数

1
,6
9
7

件
中

1,
0
1
1
件

（
5
9
.
6％

）
と

高
い
関

心
を

獲
得
 

 (
3
)
技
術

支
援

・
製

品
開

発
支
援

 

1
)
依

頼
試

験
 

 
 

a
)血

中
酸

素
濃

度
測

定
装

置
の
減

圧
環

境
下

で
の

性
能

評
価
（

医
療

機
器

分
野

製
造

卸
売
業

）
 

メ
キ

シ
コ

の
高

地
（

3
,0
0
0m

以
上

）
へ

納
入

に
あ

た
り

、
減

圧
環
境

下
で

の
性

能
を

チ
ェ

ッ
ク
す

る
た

め
、

減
圧

恒
温

槽
を

同
等

の
気

圧
に

設
定
し

た
装

置
の

稼
働

試
験

に
よ
り

海
外

輸
出

を
支

援
（

減
圧
恒

温
槽

）
 

 
 

b
)オ

ー
ル

ス
テ

ン
レ

ス
製

ブ
レ
ー

キ
配

管
の

耐
久

性
評

価
（
ス

プ
リ

ン
グ

製
造

業
）

 

 
 

 
ゴ
ム
製
に
替
わ
る
金
属
製
の
油
圧
ブ
レ
ー
キ
配
管
を
開
発
し
、
繰
り
返
し
ね
じ
り
、
繰
り
返
し
引
張
試
験
に
よ

る
耐
久
性
等
を
実
証
す
る
こ
と
で
、
自
動
車
、
オ
ー
ト
バ
イ
、
航
空
機
へ
の
搭
載
を
目
的
と
し
た
開
発
を
支
援

（
ね

じ
り

試
験

機
、

疲
労

試
験

機
）、

2
0
16

年
8
月

3
日
日

刊
工
業

新
聞

掲
載

「
ブ

レ
ー

キ
配
管

オ
ー

ル
ス

テ
ン

レ
ス

で
開

発
」
 

2
)
オ

ー
ダ

ー
メ

ー
ド

開
発

支
援

 

a
)
断

熱
コ

ー
デ

ィ
ン

グ
剤

を
用

い
た
平

板
の

性
能

評
価

（
化

学
製
品

卸
売

業
）

  

建
材

等
へ

の
利

用
を

目
的

と
し

た
断

熱
コ

ー
デ

ィ
ン

グ
剤

を
用

い
た

平
板

に
つ

い
て

、
熱

拡
散

率
測

定
を

実

施
し

断
熱

性
能

を
評

価
す

る
こ

と
で
製

品
化

を
支

援
（

熱
拡

散
率
測

定
装

置
）
 

b
)
高

熱
伝

導
樹

脂
材

料
の

性
能

評
価
（

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

製
品

製
造
業

）
 

電
子

機
器

等
の

放
熱

を
必

要
と

す
る

場
面

に
使

用
す

る
樹

脂
材

料
に

つ
い

て
熱

拡
散

率
測

定
を

実
施

し
、

高

熱
伝

導
樹

脂
材

料
の

開
発

を
支

援
（
熱

拡
散

率
測

定
装

置
）

 

3
)
オ

ー
ダ

ー
メ

ー
ド

試
験
 

a
)
反

力
計

の
荷

重
試

験
（

機
械

器
具
卸

売
業

）
 

主
と

し
て

陸
上

競
技

に
お

け
る

ア
ス

リ
ー

ト
の

運
動

能
力

等
を

評
価

す
る

こ
と

を
目

的
と

し
た

反
力

計
に

つ

い
て

、
万

能
試

験
機

を
用

い
て

反
力

計
に

任
意

の
荷

重
を

繰
り

返
し

加
え

評
価

す
る

こ
と

で
製

品
の

出
荷

前

検
査

を
支

援
（

1
00
k
N
万

能
試

験
機
）
 

b
)
防

水
ボ

ッ
ク

ス
、

ト
ル

ク
お

よ
び
ひ

ず
み

測
定

（
非

鉄
金

属
製
造

業
）
 

鋳
造

製
品

の
取

付
施

工
時

の
破

損
事

故
に

つ
い

て
、

原
因

究
明

の
た

め
に

ひ
ず

み
ゲ

ー
ジ

を
利

用
し

た
応

力

解
析

を
実

施
し

、
適

正
な

施
工

条
件
の

解
明

を
支

援
（

1
00
k
N
疲
労

試
験

機
）
 

4
)
機

器
利

用
 

 
 
a
)バ

ス
の

行
き

先
表

示
器
の

耐
久
性

、
安

全
性

評
価

（
バ

ス
機
器

・
観

光
用

品
製

造
卸

売
業
）
 

バ
ス

の
屋

外
で

の
使

用
環

境
を

想
定

し
た

耐
久

性
、

安
全

性
を

評
価

す
る

た
め

に
、

結
露

サ
イ

ク
ル

試
験

機

を
用

い
て

槽
内

で
試

験
中

の
通

電
を
行

っ
て

正
常

に
動

作
す

る
か
を

確
認

（
結

露
サ

イ
ク

ル
試
験

機
）
 

b
)
化

粧
用

ブ
ラ

シ
の

フ
ィ

ラ
メ

ン
ト
の

開
発

（
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
製
品

製
造

販
売

業
）
 

化
粧

用
ブ

ラ
シ

等
に

使
用

さ
れ

る
、

獣
毛

の
感

触
に

可
能

な
限

り
近

付
け

た
人

工
毛

（
フ

ィ
ラ

メ
ン

ト
）

の

開
発

に
あ

た
り

、
他

社
保

有
の

特
許

に
抵

触
し

て
い

な
い

こ
と

を
レ

ー
ザ

ー
マ

イ
ク

ロ
ス

コ
ー

プ
で

フ
ィ

ラ

メ
ン

ト
の

表
面

粗
さ

を
測

定
す

る
こ
と

に
よ

り
確

認
（

レ
ー

ザ
ー
マ

イ
ク

ロ
ス

コ
ー

プ
）

 

5
)
共

同
研

究
 

 
 

超
極

細
熱

電
対

の
開

発
（

温
度
測

定
機

器
類

製
造

業
）

 

電
子

回
路

の
小

型
化

や
、

医
療

機
器
な

ど
の

ニ
ー

ズ
に

対
応

し
た
φ

0
.1
m
m
の

超
極

細
シ

ー
ス
熱

電
対

の
製
品

開
発

を
支

援
、

平
成

28
年

6
月

受
注
生

産
開

始
 

  

・
利

用
者

か
ら

の
評

価
 

ア
ウ

ト
カ

ム
調

査
に

お
い

て
、
利

用
し
た

い
サ

ー
ビ

ス
に

つ
い

て
は
「

実
証

試
験
セ

ク
タ
ー

」
と

い
う
回

答

が
最

も
多

く
、

有
効

回
答

数
1
,
6
9
7
件

中
1
,
0
1
1
件

（
5
9
.
6％

）
と

高
い

関
心

を
獲

得
。
 

  ○
支

援
事

例
 

・
血

中
酸

素
濃

度
測

定
装

置
（

依
頼
試

験
）
 

メ
キ

シ
コ

の
高

地
に

納
入

す
る

た
め

減
圧

環
境

下

で
の

性
能

を
チ

ェ
ッ

ク
す

る
必

要
か
ら
、
減
圧

恒
温

試
験

を
実

施
 

            ・
オ
ー

ル
ス

テ
ン

レ
ス

製
ブ

レ
ー

キ
配
管
（
依
頼
試
験
）

耐
久

性
を

実
証

す
る

た
め

に
繰

り
返

し
ね

じ
り

、
繰

り
返

し
引

張

試
験

を
実

施
 

       ・
バ

ス
の

行
き

先
表

示
器

 
(機

器
利
用

) 

耐
久

性
、
安
全

性
評

価
の

た
め

に
結
露

サ
イ

ク
ル

試

験
中

の
通

電
実

験
を

実
施
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14
－

実
証

試
験

セ
ク
タ

ー
 

(
4
)
利
用

促
進

に
向

け
た

取
り
組

み
 

 
1
)
広
報

PR
対
応
 

 
 

a
)新

た
な

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

の
作
成

（
平
成

2
8
年

5
月
、

2
,
0
00

部
発

行
）
 

 
 

 
 

実
証

試
験

セ
ク

タ
ー

の
事
業

内
容

、
利

用
機

器
を

ま
と
め

た
新

し
い

パ
ン

フ
レ

ッ
ト
を

作
成

し
、
見
学
や

展
示

会
、

所
内

イ
ベ

ン
ト

、
講

習
会
等

で
配

布
、

PR
を
実
施

。
 

 
 

b
)展

示
会

へ
の

出
展
 

 
 

 
 

産
業

交
流
展

2
0
16
、

国
際
計

量
計

測
展

20
1
6
に
出

展
し
、

実
証

試
験

セ
ク

タ
ー

を
PR
 

 
 

c
)紹

介
ビ

デ
オ

の
積

極
的

な
運
用
 

 
 

 
 

実
証

試
験

セ
ク

タ
ー

の
各
技

術
分

野
や

I
E
C
規
格

な
ど
を

紹
介

す
る

映
像

を
、

イ
ノ
ベ

ス
タ

2
0
1
6
や
産

業
交

流
展

20
1
6
で

連
続

し
て
上

映
す
る

と
と

も
に

、
環

境
試

験
室
設

置
の

デ
ィ

ス
プ

レ
イ

で
上
映
 

 
2
)
機
器

利
用

、
依

頼
試

験
の

た
め
の

ハ
ン

ド
ブ

ッ
ク

の
発

行
（
新

規
）（

平
成

2
8
年

1
0
月

2,
6
00

部
発

行
）
 

 
 

 
平
成

2
5
年

度
か

ら
発
行

し
て
い

る
装

置
と

機
器

利
用

の
概
要

を
ま

と
め
た

3
冊
の

小
冊
子
を

1
冊
に

統
合

し
、
新
た

に
ハ

ン
ド

ブ
ッ
ク
と

し
て
作

成
し

た
。
依

頼
試
験

に
関
す

る
内

容
も

加
え

て
、
わ

か
り

や
す

く
使
い

や
す

い
構

成
、

デ
ザ

イ
ン

に
内

容
を
刷

新
し

た
。

来
所

者
や

展
示
会

、
講

習
会

等
で

積
極

的
に
配

布
 

 
3
)
ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

を
活

用
し

た
機
器

利
用

サ
ー

ビ
ス

の
実

施
 

 
 

 
4
9
機

種
に

つ
い

て
ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ
を

活
用

し
た

機
器

仕
様
や

予
約

状
況

の
情

報
提

供
を
行

い
、

29
種
の

機

器
に

つ
い

て
は

オ
ン

ラ
イ

ン
予

約
を
継

続
実

施
し

た
。
 

オ
ン

ラ
イ

ン
予

約
か

ら
の

機
器

利
用
件
数

2
0
0
件

（
前

年
度

：
3
23

件
）
 

オ
ン

ラ
イ

ン
予

約
登

録
申

込
者

数
59

名
（

前
年

度
か

ら
の
累

計
39
1
名
）
 

 (
5
)
講
習

会
・

セ
ミ

ナ
ー

等
の
実

施
、
質

の
向

上
に

よ
る

利
用

拡
大
へ

の
取

り
組

み
 

 
1
)
講
習

会
･
セ
ミ

ナ
ー

 
計

5
件
、

52
名
 

 
 

 
開

催
後

の
ア

ン
ケ

ー
ト

に
よ
る

評
点

の
平

均
（
5
点

満
点
）：

理
解

度
4.
7
点
、
満

足
度

4
.
6
点
、

教
材

4
.6

点
 

講
師

4.
6
点
、

時
間

4.
5
点

、
平

均
4
.
6
点

（
前

年
度

平
均

3
.
6
点

 
1
.
0
点

向
上

）
 

 
 

ア
ン

ケ
ー

ト
の

意
見

例
：「

非
常

に
わ

か
り

や
す

く
良
か

っ
た
」「

中
小
企

業
に

と
っ
て

こ
の
よ

う
な

セ
ミ

ナ
ー

は
技

術
習

得
の

た
め

、
あ

り
が

た
い
」「

実
習
が

あ
っ

た
の
で

理
解
が

進
ん

だ
」
 

 
2
)
オ
ー

ダ
ー

メ
ー

ド
セ

ミ
ナ

ー
1
件

：「
材
料

・
構

造
力
学

の
基
礎

」、
2
6
名
 

3
)
学

協
会

連
携

セ
ミ

ナ
ー

1
件

：
講
演

会
「

ナ
ノ

粒
子

、
ナ

ノ
構
造

の
作

製
と

そ
の

特
性

」、
50

名
 

 
 

 
 

(
6
) 

研
究

開
発

事
業

の
活

性
化

に
よ
る

成
果

展
開
 

1
)
試

験
の

質
、

サ
ー

ビ
ス

向
上

の
た
め

の
基

盤
研

究
、

共
同

研
究
を

実
施

（
2
件
終

了
、

3
件
実

施
中

）
 

 
【

研
究

テ
ー

マ
】
 

 
 

・
キ

セ
ノ

ン
フ

ラ
ッ

シ
ュ

ア
ナ
ラ

イ
ザ

ー
を

用
い

た
比

熱
容
量

測
定

方
法

の
確

立
（

基
盤
研

究
）
 

・
遮

断
電

流
測

定
手

法
の

確
立

（
基

盤
研

究
）

 

・
超

音
波

疲
労

試
験

の
最

適
試

験
片

形
状

の
提

案
（

基
盤

研
究

）
 

・
施

工
性

に
着

目
し

た
ス

ク
リ

ュ
ー
接

合
具

の
最

適
ね

じ
込

み
条
件

の
確

立
（

基
盤

研
究

）
 

 
 
・

高
温

域
に

お
け

る
熱

電
対

校
正

技
術

の
開

発
（

共
同

研
究

）
 

 
 

 
 

2
)
研

究
活

動
に

よ
る

成
果

展
開

 

 
・

基
盤

研
究

成
果

に
基

づ
く

共
同

研
究

に
よ

り
φ

0
.
1
m
m
の

超
極

細
シ

ー
ス

熱
電

対
の

製
品

開
発

を
支

援
 

 
 

（
平

成
2
8
年

6
月

受
注

生
産

開
始

 
(
3
)
製

品
化

事
例

の
再

掲
）

 

 
・

学
会

発
表

1
1
件

（
学

会
表

彰
1
件

）
、

査
読

付
論

文
掲

載
4
件

、
依

頼
原

稿
1
件

 

・
超

極
細

シ
ー

ス
熱

電
対

（
共

同
研
究

）
 

耐
熱

試
験

(最
高
使

用
温

度
)、

曝
露

試
験

に
よ

る
耐

久
性

評
価

・
解

析
、

応
答

性
評

価
・
解

析
を

行
い
、

製
品

化
を

支
援
（

平
成

2
8
年

6
月

受
注

生
産

開
始
）

         

 ○
機

器
利

用
、
依

頼
試

験
利

用
の

た
め
の

ハ
ン

ド
ブ

ッ

ク
の

発
行

（
新

規
）
 

 
セ

ク
タ

ー
保

有
機

器
の

特
性

や
機
器

利
用
、
依
頼

試

験
の

利
用

方
法
、
手
順

を
わ

か
り

や
す
く

ま
と

め
た

ハ

ン
ド

ブ
ッ

ク
を

作
成
 

 ○
講

習
会
・
セ

ミ
ナ
ー

の
実
施

、
質
の

向
上

に
よ
る

利

用
拡

大
へ

の
取

り
組

み
 

・
ア

ン
ケ

ー
ト

に
よ

る
平

均
評

価
点
(
5
点

満
点

) 

 
4
.
6
点

（
前

年
度

3
.6

点
 

1
.
0
点

向
上

）
 

・
意
見

例
：「

非
常
に

わ
か

り
や

す
く
良

か
っ

た
」「

中

小
企

業
に

と
っ

て
こ

の
よ

う
な

セ
ミ

ナ
ー

は
技

術

習
得

の
た

め
、

あ
り

が
た

い
」

 

 
 
 

○
支

援
事

業
の

質
、
サ

ー
ビ

ス
の

向
上
に

む
け

た
研

究

開
発

事
業

の
活

性
化
 

・
試

験
の

質
、

サ
ー

ビ
ス

向
上

の
た
め

の
基

盤
研

究
、

共
同

研
究
を

5
件
実

施
 

・
研

究
活

動
に

よ
る

成
果

展
開

 

製
品
化

1
件
、
学

会
発

表
1
1
件
（
学

会
表
彰

1
件
）、

査
読

付
論

文
掲
載

4
件
、

依
頼

原
稿

1
件
 

 

 

先
端
の
比
較

 
左
：
φ

0.
5
㎜

(J
IS

最
細
品

) 
右
：
φ

0.
1
㎜

(今
回
開
発
品
) 
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15
－
技

術
経

営
支

援
・

特
許
出

願
・
使

用
許

諾
 

 
 

 
 

35
 

85
 

12
6 

22
7 

40
9 

0

10
0

20
0

30
0

40
0

50
0

H
24

H2
5

H2
6

H2
7

H2
8

実
地
技
術
支
援
件
数
の
年
度

別
推
移

件

第
二
期

第
三

期

中
期

計
画

【
項

目
別

評
価

単
位

】
 

年
度

計
画

【
項

目
別

評
価

単
位

】
 

項
目
 

自
己

評
価
 

平
成

28
年
度

 
年

度
計

画
に
係

る
実
績
 

特
記

事
項
 

2
-
3
 
新
事

業
展

開
、

新
分

野
開

拓
の
た

め
の

支
援
 

（
１

）
 

技
術

経
営

へ
の

支
援

 

中
小

企
業

が
自

社
の
「
技

術
力

」
を
強

力
な

経
営

基
盤

と
し

て
活

用
し

、
戦
略

的

な
事

業
展

開
や

技
術

経
営

手
法

の
導
入

等
に

活
か

し
て

い
け

る
よ

う
、
公

益
財
団

法
人

東
京

都
中

小
企

業
振

興
公

社
（
以

下
、
「
中

小
企

業
振

興
公

社
」
と

い
う
。）

な
ど

の
経

営
支

援
機

関
と

連
携

し
て
、
セ

ミ
ナ

ー
の

開
催

や
企

業
へ

の
実

地
技
術

支
援

等
を

行
う

。
 

都
産

技
研

の
成

果
と

し
て

蓄
積

し
た

優
れ

た
新

技
術

や
技

術
的

知
見

を
、
中

小

企
業

の
技

術
開

発
や

製
品

開
発

に
活
か

す
た

め
、
知
的

財
産

権
の

出
願
や

そ
れ
ら

を
活

用
す

る
使

用
許

諾
を

推
進

す
る
。
第

三
期

中
期

計
画

期
間

中
に

都
産

技
研
の

知
的

財
産

権
を

中
小

企
業

等
へ

実
施
許

諾
す

る
件

数
に

つ
い

て
は

、
30

件
を
目

標
と

す
る

。
 

①
公

益
財

団
法

人
東

京
都

中
小

企

業
振

興
公

社
（

以
下

、「
中
小
企

業

振
興

公
社

」
と

い
う

。）
の
経
営

支

援
部

門
等

他
の

機
関

と
の

連
携

を

活
用

し
て
、
セ
ミ

ナ
ー

の
開
催

や
企

業
へ

の
実

地
技

術
支

援
等

を
行

う
。

1
5 

Ｓ
 

(
1
)
中
小

企
業

振
興

公
社

と
の
連

携
推
進

会
議

開
催
 

 
両

機
関

理
事

長
な

ら
び

に
幹

部
職
員

に
よ

る
連

携
推

進
会

議
を
開

催
 

 
1
)
連
携

推
進

会
議

（
3
月

11
日

）
 

 
 

a
)両

機
関

の
海

外
展

開
支

援
事
業

お
よ

び
産

学
公

連
携

事
業
の

取
り

組
み

状
況
 

 
 

b
)都

内
中

小
企

業
の

Io
T
化

支
援

の
説

明
 

 
 

c
)医

療
機

器
参

入
支

援
事

業
の
説

明
 

 
2
)
事
務

局
担

当
者

会
議

 
計

4
回
開

催
 

 
 

連
携

事
業

の
協

力
体

制
の

確
認
や

新
規

事
業

の
検

討
 

 (
2
)
中
小

企
業

振
興

公
社

と
連
携

し
た
セ

ミ
ナ

ー
の

開
催

 
計

4
件
（

前
年

度
：

14
件
）
 

 
【

セ
ミ

ナ
ー

の
開

催
事

例
】

 
 

 
 

・「
事
業

化
チ

ャ
レ

ン
ジ
道

場
」（

6
月

2
3
日

）
 

 
 

・「
海
外

輸
出

規
制

セ
ミ
ナ

ー
」（

3
月

2
3
日

）
 

等
 

 (
3
)
経
営

支
援

機
関

と
連

携
し
た

実
地
技

術
支

援
の

実
施
 

 
1
)
中
小

企
業

振
興

公
社

と
連

携
し
た

実
地

技
術

支
援

 
計

4
0
9
件

 
（

前
年
度

2
2
7
件

）
 

 
2
)
「
知

的
資

産
経

営
支

援
」

へ
の
協

力
 

特
任

技
術

ア
ド

バ
イ
ザ

ー
に

よ
る

技
術

支
援

 

 (
4
)
中
小

企
業

振
興

公
社

と
連
携

し
た
国

際
化

支
援

事
業
 

 
1
)
ビ
ジ

ネ
ス

フ
ロ

ン
テ

ィ
ア

・
フ
ェ

ア
で

都
産

技
研

海
外

展
開
支

援
事

業
の

紹
介

(計
3
回
実

施
) 

 
2
)
共
同

で
両

機
関

の
海

外
展

開
支
援

事
業

を
紹

介
す

る
パ

ン
フ
レ

ッ
ト

を
増

刷
（

3
月

、
2
,0
0
0
部

）
 

 (
5
)
都
産

技
研

バ
ン

コ
ク

支
所
と

中
小
企

業
振

興
公

社
タ

イ
事

務
所
と

の
連

携
事

業
 

 
1
)
東
京

都
異

業
種

交
流

グ
ル

ー
プ
 
i
n
 バ

ン
コ

ク
 

を
共

同
運
営

（
新

規
）
 

 
 

・
2
7
年

度
に

会
員

を
募
集

し
、
バ

ン
コ

ク
在
中

1
7
社
で

活
動
開

始
(
4
月

)
 
 

 
 

・
講

演
会

「
タ

イ
で

の
労

務
管
理

」
や

職
業

訓
練

学
校

の
施
設

見
学

会
な
ど

5
回
開

催
 

 
2
)
も
の

づ
く

り
日

系
企

業
交

流
会

2
0
17
 
i
n 
バ
ン

コ
ク
 

の
合
同

開
催

（
3
月
）

 
71

名
参
加
 

 
3
)
バ
ン

コ
ク

で
開

催
さ

れ
た

展
示
会

で
の

連
携

 
2
件
 

 (
6
)
中
小

企
業

振
興

公
社

主
催
の

技
術
開

発
・

製
品

開
発

事
業

の
連
携
 

 
1
)
医
療

機
器

参
入

支
援

事
業

（
新
規

）
 

 
 

 
毎

月
の

定
例

会
議

に
都

産
技
研

職
員

を
派

遣
や

技
術

ニ
ー
ズ

抽
出

の
た

め
の

企
業

訪
問
を

共
同

実
施
 

 
 

 
2
9
年

度
か

ら
共

同
事
業

に
発
展
 

 
2
)
事
業

継
承

・
再

生
支

援
事

業
 
 

対
象

企
業

3
社

を
連

携
し
て

支
援
 

 
3
)
T
AM
A
イ

ン
キ

ュ
ベ

ー
シ
ョ

ン
オ
フ

ィ
ス

 
入

居
企

業
の

都
産
技

研
事

業
活

用
支

援
 

 
4
)
広
域

多
摩

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

事
業

 
3D

プ
リ

ン
タ

ー
に

よ
る
造

形
試
作

支
援
 

 
5
)
東
京

手
仕

事
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
 
 

都
産

技
研

職
員

2
名

が
商
品

開
発

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

と
し
て

活
動
 

 
6
)
技
術

シ
ー

ズ
マ

ッ
チ

ン
グ

会
 
 

都
産

技
研

の
技

術
シ

ー
ズ

2
テ
ー

マ
を

発
表
 

 
7
)
技
術

審
査

 
 

 
 

 
 

 
 
 

14
事
業

、
1,
9
6
6
件

を
実
施
 

 (
7
)
都
産

技
研

主
催

事
業

へ
中
小

企
業
振

興
公

社
利

用
企

業
の

推
薦
 

 
1
)
東
京

ベ
イ

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
フ
ォ

ー
ラ

ム
 

 
4
社
推

薦
 

 
2
)
東
京

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
発

信
交
流

会
 

 
1
社
推

薦
と

中
小
企

業
振

興
公

社
コ

ー
デ

ィ
ネ
ー

タ
ー

8
名

を
派

遣
 

 (
8
)
中
小

企
業

振
興

公
社

と
広
報

・
普
及

事
業

の
連

携
 

 
1
)
広
報

普
及

事
業

の
連

携
 

 
 

・
中

小
企

業
振

興
公

社
広

報
誌
に

技
術

解
説

の
連

載
記

事
を
掲

載
 
計

3
回
 
 

 
 

・
都

産
技

研
メ

ー
ル

ニ
ュ

ー
ス
に

公
社

紹
介

記
事

を
掲

載
 
計

9
回
 

 

 ○
中

小
企

業
振

興
公

社
と

の
連

携
推
進

会
議

開
催
 

・
両

機
関

理
事

長
な
ら

び
に
幹

部
職

員
に
よ

る
連
携

推
進

会
議

を
実

施
 

           ○
中

小
企

業
振

興
公

社
と

連
携

し
た
実

地
技

術
支

援

 
計

40
9
件
 

（
前

年
度

22
7
件

）
 

 ○
バ

ン
コ

ク
支

所
と
中

小
企
業

振
興

公
社
タ

イ
事
務

所
の

連
携

事
業
 

 
東

京
都

異
業

種
交

流
グ

ル
ー

プ
 
in
 
バ

ン
コ

ク

を
共

同
運

営
（

新
規

）
 

・
バ

ン
コ

ク
在
中

1
7
社

で
活
動

 

・
講

演
会

や
見

学
会

な
ど

5
回

実
施
 

 ○
中

小
企

業
振

興
公
社

主
催
の

技
術

開
発
・

製
品
開

発
事

業
の

連
携
 

・
医

療
機

器
参

入
支

援
事

業
 

 
 

職
員

派
遣

や
企

業
訪

問
の

実
施
 

・
事

業
継

承
・

再
生

支
援

事
業

 

 
 

対
象

企
業

3
社

を
共

同
で

支
援
 

等
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15
－
技

術
経

営
支

援
・

特
許
出

願
・
使

用
許

諾
 

 
 

 
 

 
②

研
究
の

成
果

と
し

て
得

た
新

技

術
に

関
し

て
知

的
財

産
の

出
願

に

努
め

る
と

と
も

に
、
使

用
許
諾

を
推

進
し

中
小

企
業

支
援

に
活

用
す

る
。

        
 

    

 
 

(
9
)
知
的

財
産

権
管

理
体

制
の
強

化
 

 
1
)
知
的

財
産

管
理

業
務

の
効

率
化
 

a
)
知

的
財

産
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
の

更
新
と

管
理
 

膨
大

な
知

財
案

件
の

権
利

化
進

行
状
況

等
の

知
的

財
産

デ
ー

タ
ベ
ー

ス
シ

ス
テ

ム
を

更
新

し
、
円

滑
に

管
理
 

b
)
特

許
年

金
支

払
い

業
務

の
ア

ウ
ト
ソ

ー
シ

ン
グ

（
継

続
）

 

c
)
保

有
知

的
財

産
権

の
見

直
し

 

 
 

 
活
用
可
能
性
を
再
検
討
し
、
保
有
す
る
特
許
の
う
ち

13
件
を
審
査
し
、
9
件
の
維
持
年
金
停
止
（
前
年
度
：
1
件
）
 

2
)
全

国
公

設
試

験
研

究
機

関
と

の
情
報

共
有

化
 

全
国

公
立

鉱
工

業
試

験
研

究
機

関
長
協

議
会
第

4
回
に

パ
ネ

ラ
ー
と

し
て

参
加
 

3
)
積

極
的

な
目

利
き

と
知

財
指

導
を
実

施
 

重
点

分
野

「
環

境
・

エ
ネ

ル
ギ

ー
」「

生
活

技
術

ヘ
ル

ス
ケ
ア

」「
安

全
・

安
心

」
に

お
い
て

出
願
（
計

7
件
）
 

 
 

 
＜

環
境

・
エ

ネ
ル

ギ
ー

 
1
件

＞
 

6
価

ク
ロ

ム
含
有

廃
液
の

処
理

剤
お

よ
び

処
理

方
法
 

 
 

 
＜

生
活

技
術

・
ヘ

ル
ス

ケ
ア
 

6
件

＞
 

止
血

材
用

ス
ポ
ン

ジ
及

び
そ

の
製

造
方

法
 
等
 

 
 

 
＜

安
全

・
安

心
 

2
件

＞
 
ノ

イ
ズ

源
探

査
シ

ス
テ

ム
お
よ

び
ノ

イ
ズ

源
探

査
方

法
 
等
 

 (
1
0
)
優
れ

た
特

許
出

願
へ

の
取

り
組
み
 

 
1
)
基
盤

研
究

に
基

づ
い

た
計

画
的
な

特
許

出
願

を
推

進
 

 
 

基
盤

研
究

か
ら

創
出

さ
れ

た
技
術

を
、

次
年

度
以

降
の

共
同
研

究
や

企
業

へ
の

実
施

許
諾
の

円
滑

化
を

推
進
 

・
平
成

2
8
年

度
 基

盤
研

究
に

基
づ
く

出
願

（
2
4
件

）（
前

年
度
：

15
件
）
 

 
2
)
共
同

研
究

に
基

づ
く

特
許

出
願
 

 
 

共
同

研
究

先
企

業
の

製
品

展
開
等

を
さ

ら
に

強
化

す
る

特
許
出

願
戦

略
を

実
施
 

 
 
 
・
平
成

2
8
年

度
 共

同
研

究
等
に

基
づ

く
出

願
（

16
件

）
 （

前
年

度
：

9
件

）
 

 
3
)
そ
の

他
の

取
り

組
み
 

 
 
 
・
特

許
性

お
よ

び
産

業
性

を
視
野

に
入

れ
て

協
議

し
、

職
務
発

明
審

査
会

で
審

議
（

計
11

回
）
 

 
 
 ・

先
願
主

義
と
い

う
特
許

制
度
を

鑑
み

、
緊
急

性
の
高

い
案
件

は
、
臨

時
職

務
発
明

審
査
会

を
実

施
（
計

1
回

） 

 (
1
1
)
知
的

財
産

等
出

願
登

録
実

績
（
年

報
：

p
.6
7
）
 

 
1
)
知
的

財
産

出
願

状
況

 
全

4
4
件

（
前

年
度

：
34

件
）

 

特
許

出
願

：
4
3
件

（
PC
T
出
願

、
各
国

移
行

外
国

出
願

等
を

含
む
）

 
意

匠
登

録
出

願
：

1
件
 

2
)
知

的
財

産
登

録
状

況
 
全

2
1
件
（

前
年

度
：

2
5
件

）
 

特
許

登
録

：
2
0
件

（
外

国
特
許

登
録

3
件
含

む
）

 
意

匠
登

録
：
1
件
 

3
)
保

有
特

許
権

等
：

3
59

件
 

（
前
年

度
：

3
19

件
）
 

 

(
1
2
)
知
的

財
産

権
使

用
許

諾
（

実
施
許

諾
）

の
促

進
 

1
)
保

有
知

的
財

産
の

積
極
的

P
R
 

 
・

広
報
誌

T
I
RI
 
N
EW
S
へ
の

掲
載
。

特
許

活
用

事
例

を
紹

介
（
3
月
号

）
 

・
平
成

2
8
年

度
「

技
術

シ
ー
ズ

集
」
刊

行
(
特
に

注
目

さ
れ
る

技
術
シ

ー
ズ

33
件
（

う
ち
知

財
化

1
7
件

掲
載

）
  

・
東

京
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

発
信

交
流
会

（
2
月

1
6
日

）
 技

術
シ
ー

ズ
の

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ
ン

2
回

実
施
 

 
2
)
共
同

研
究

先
な

ど
企

業
へ

の
使
用

許
諾

促
進

取
り

組
み

 

 
 

使
用

許
諾

事
前

の
仮

実
施

期
間
を

設
け

る
た

め
の

秘
密

保
持
契

約
の

設
定

（
3
件
）

 

 
3
)
28

年
度

新
た

に
使

用
許
諾

し
た
実

績
 

使
用

許
諾

：
7
件
（

前
年

度
：

7
件
）

 
中

期
計

画
期

間
目

標
達
成

率
：

 
23
.
3％

 

4
)
使

用
許

諾
率
 

保
有

特
許

権
等

3
59

件
(出

願
中

、
実

用
新

案
、

意
匠

、
商

標
を
含

む
)
の
う

ち
、

本
年
度

の
新
規

使
用

許
諾

7

件
を

含
め
、
全

4
3
件

の
特

許
等

を
40

社
に

使
用

許
諾
（

使
用

許
諾
率

:
43
/
3
59
＝

12
.
0％

）（
前

年
度
：
1
3
.5
％

） 

 
5
)
平
成

28
年
度

か
ら

許
諾
開

始
し
、

製
品

展
開

・
商

品
展

開
さ
れ

た
事

例
 

 
 

a
)特

願
2
0
15
-
1
15
1
0
1：

画
像
取

得
装

置
及

び
画

像
取

得
方
法

並
び

に
画

像
補

正
プ

ロ
グ
ラ

ム
 

 
 

 
許

諾
先

：
電

気
機

械
器

具
卸
売

業
 

 
 

b
)特

願
2
0
13
-
0
70
6
4
0：

L
E
D
照

明
の

分
光

分
布

設
計

方
法
 

 
 

 
許

諾
先

：
産

業
機

械
器

具
卸
売

業
、

他
に

分
類

さ
れ

な
い
製

造
業
 

 
 

c
)意

匠
1
5
46
7
4
7：

ラ
ン

プ
シ
ェ

ー
ド
 

 
 

 
許

諾
先

：
情

報
サ

ー
ビ

ス
業
 

     ○
保

有
知

的
財

産
権

の
見

直
し

  

 
保

有
特

許
の

う
ち

9
件

の
維

持
年
金

停
止
 

  ○
特

許
戦

略
に

基
づ
き

、
積
極

的
な

目
利
き

と
知
財

指
導

を
実

施
 

・
例

年
の

と
お

り
、
高

水
準
か

つ
安

定
し
た

出
願
実

績
  

   ○
基

盤
研

究
に

基
づ

く
、
平
成

2
8
年

度
の

特
許

等
の

出
願

24
件
（

前
年

度
：

1
5
件

）
 

 ○
共

同
研

究
に

基
づ

く
、
平
成

2
8
年

度
の

特
許

等
の

出
願

16
件
（

前
年

度
：

9
件
）

 

  ○
知

的
財

産
等

出
願

実
績
 

・
知

的
財

産
出

願
件

数
 

全
4
4
件

（
前

年
度

：
34

件
）

 

・
知

的
財

産
権

登
録

件
数
 

全
2
1
件

（
前

年
度

：
25

件
）

 

○
知

的
財

産
権

使
用

許
諾

の
促

進
 

・
新

た
な

使
用

許
諾

実
績

：
7
件

（
前

年
度

：
7
件
）

中
期

計
画

期
間

目
標

値
達

成
率

：
  

（
平
成

2
8
年

度
7
件
）

/
（
期

間
目
標

累
計

30
件
）

＝
2
3
.
3％

 
 

 ○
使

用
許

諾
率

の
向

上
 

 
全

43
件
の

特
許

等
を

4
0
社

に
使
用

許
諾
 

使
用

許
諾

率
：

43
件

/3
5
9
件
＝

1
2
.
0％

 

（
前

年
度

：
1
3
.
5％

）
 

 

 

○
製

品
化

事
例
 

・
魅

せ
る

LE
D
照
明
 

素
材

が
持

つ
本

来
の

色
彩

力
を

ひ
き
だ

す
光

源
 

  

開
発

品
 

 
 

 
 

 宣
伝
用
ホ

ー
ム
ペ

ー
ジ
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16

－
技
術

審
査

 

 中
期

計
画

【
項

目
別

評
価

単
位

】
 

年
度

計
画

【
項

目
別

評
価

単
位

】
 

項
目
 

自
己

評
価
 

平
成

28
年
度

 
年

度
計

画
に
係

る
実
績
 

特
記

事
項
 

（
２

）
 

技
術

審
査

へ
の

貢
献

 

東
京

都
や

自
治

体
、
経
営

支
援
機

関
等

が
実

施
す

る
中

小
企

業
等

へ
の

助
成
や

表
彰

な
ど

の
際

に
行

わ
れ

る
技

術
審
査

に
積

極
的

に
協

力
す

る
。
 

公
的

試
験

研
究

機
関

と
し

て
公

平
・
公

正
・
中
立

な
審

査
を

効
率

的
に
行

え
る
よ

う
、
学
会

や
展

示
会

な
ど

で
の
最

新
の
技

術
情

報
の

収
集
・
研

究
や

研
修
等

の
実
施

に
よ

り
審

査
ス

キ
ル

の
向

上
に

努
め
る
。
 

①
東

京
都

や
自

治
体

、
経
営
支

援
機

関
等

が
実

施
す

る
中

小
企

業
等

へ

の
助

成
や

表
彰

な
ど

の
際

に
行

わ

れ
る

技
術

審
査

に
積

極
的

に
協

力

す
る

。
 

1
6 

Ｓ
 

(
1
)
技
術

審
査

実
施

実
績

（
年
報

：
p
.9
4
）
 

公
平
、
公
正

、
中

立
な

技
術
審

査
が
可

能
な

公
的

機
関

と
し

て
評
価

を
受

け
、
都

、
区
市

、
商

工
団

体
等

か
ら

数

多
く

の
技

術
審

査
を

受
託

し
、

中
小
企

業
の

優
秀

製
品

、
優

秀
技
術

の
発

掘
に

寄
与
 

1
)
審

査
実

績
 

技
術

書
類

審
査

に
加

え
、

現
地

審
査
、

面
接

審
査

、
審

査
会

出
席
に

よ
り

審
査

を
実

施
 

a
)
審

査
件

数
 

5
,
2
0
0
件

（
前

年
度

：
4
,
5
43

件
 

前
年

度
比

11
5
％
）
 

う
ち

、
現

地
で

の
審

査
件

数
（

現
地
審

査
、

面
接

審
査

、
審

査
会
等

）
 

・
審

査
件

数
：

2
,9
3
2
件

（
前

年
度
：

2
,4
6
5
件

、
前

年
度

比
11
9
％
）
 

・
実

施
職

員
：

延
べ

82
1
名
（

前
年
度

：
7
7
3
名

、
前

年
度

比
10
6
％
）
 

 
 

b
)技

術
審

査
受

託
収

益
：

6
0
,
41
1
千

円
（

前
年

度
：
5
1
,
3
85

千
円

 
前

年
度

比
11
8
％

）
 

c
)
実

施
団

体
数

：
2
6
団

体
（
前

年
度
：

29
団
体

）
 

d
)
事

業
件

数
：

65
件
（

前
年
度

：
58

件
 

前
年

度
比

1
1
2％

）
 

7
事

業
の

新
た

な
審

査
業

務
を

受
託
（

新
規

審
査

件
数

：
全

6
0
3
件

 
全

技
術

審
査
の

1
2
％

）
 

・
ア

ジ
ア

特
別

商
談

会
 
M
E
TA
L
E
X
 
V
ie
t
n
am
 
出
展

企
業

選
定

委
員
会

（
東

京
都

）
 

・
世

界
発

信
コ

ン
ペ

テ
ィ

シ
ョ

ン
（
製

品
・

技
術

（
ベ

ン
チ

ャ
ー
技

術
）

部
門

）（
東
京
都

）
 

・
医

療
機

器
産

業
参

入
促

進
助

成
事
業

（
公

社
）
 

・
新

製
品

・
新

技
術

大
賞

（
荒

川
区
）

 
等
 

2
)
実

施
し

た
主

な
技

術
審

査
 

a
)
東

京
都

：
1
6
事

業
、

1
,
28
9
件

（
全

技
術

審
査

の
2
5
％
）

 

・
世

界
発

信
コ

ン
ペ

テ
ィ

シ
ョ

ン
（
製

品
・

技
術

（
ベ

ン
チ

ャ
ー
技

術
）

部
門

）
 
 
 
 5
4
8
件
 
 

・
経

営
革

新
計

画
等

承
認

審
査

会
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
  
 
 
  
 
 
 
 
 
 3
9
8
件

 等
 

b
)
東

京
都

中
小

企
業

振
興

公
社

助
成
事

業
：

14
事
業

、
1,
9
6
6
件
（

全
技

術
審

査
の

3
8％

）
 

・
新

製
品

・
新

技
術

開
発

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 
  
 
 
  
 
 
 6
8
5
件
 

・
製

品
改

良
・

規
格

等
適

合
化

支
援
事

業
 
 
 
  
 
 
  
 
 
  
 
 
 

 
 

 
  
 
 
  
 
 
  
 
 
36
3
件
 

・
次

世
代

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
創

出
プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

20
2
0
助
成

 
 
 

 
  
 
 
  
 
 
  
 
 
30
2
件

 
等
 

c
)
区

市
：

28
事
業

、
78
4
件
（

全
技
術

審
査
の

1
5％

）
 

・
大

田
区

新
製

品
・

新
技

術
支

援
事
業

、
中

小
企

業
新

製
品

・
新
技

術
コ

ン
ク

ー
ル

 
31
6
件
 

・
板

橋
区

板
橋

製
品

技
術

大
賞

、
板
橋

区
開

発
チ

ャ
レ

ン
ジ

補
助
金

事
業

 
  
 
 
  
 
 
 1
4
1
件

  
 
 
  
 
 
  
 

・
品

川
区

新
製

品
・

新
技

術
開

発
促
進

事
業

、
メ

ー
ド

イ
ン

品
川

P
R
事

業
 

 
 
  
 
 
9
6
件
 

等
 

d
)
商

工
団

体
な

ど
：

7
事

業
、

1
,
1
61

件
（

全
技

術
審

査
の

2
2％

）
 

・
受

注
型

中
小

企
業

競
争

力
強

化
支
援

事
業

（
東

京
都

中
小

企
業
団

体
中

央
会

）
 
 
 
 6
0
9
件
 

・
発

明
大

賞
表

彰
（

日
本

発
明

振
興
協

会
）

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
  

 
 

 
 
 
 
27
1
件
 

・
勇

気
あ

る
経

営
大

賞
（

東
京

商
工
会

議
所

）
 

 
  
 
 
  
 
 
 
 
 
  
 
 
  
 
  

 
 
  
 
 
 6
8
件

 
等
 

3
)
現

地
に

足
を

運
ん

だ
主

な
審

査
業
務
 

a
)
新

製
品

・
新

技
術

開
発

助
成

事
業
（

公
社

）
 

4
0
9
件
、

審
査

会
出

席
人

数
延

べ
14
5
名
（

前
年

度
：

4
04

件
、
審

査
会

出
席

人
数

延
べ

1
3
9
名

）
 

b
)
新

事
業

分
野

開
拓

者
認

定
事

業
＜
東

京
都

ト
ラ

イ
ア

ル
発

注
認
定

制
度

＞
（

東
京

都
）

 

4
1
件
、

審
査

会
出

席
人

数
：
延

べ
7
名
 

c
)
経

営
革

新
計

画
承

認
審

査
会

（
東
京

都
）
 

合
計

12
回
、

延
べ

3
98

件
、
8
4
時
間

、
延

べ
12

名
 

毎
月

1
回

開
催

（
9
:
3
0～

1
7:
3
0
）、

毎
回

3
0
件
程

度
の

審
査

を
実
施
 

 

○
技

術
審

査
実

績
 

数
多

く
の

技
術

審
査

件
数

を
実

施
 

・
審

査
件

数
：

5
,2
0
0
件

（
前

年
度
比

11
5
％
）
 

・
技

術
審

査
受

託
収

益
：

6
0,
4
1
1
千
円
 

（
前

年
度

：
5
1
,
38
5
千

円
 
前

年
度
比

11
8
％
）

 
・

実
施

団
体

数
：

26
団
体
（

前
年
度

：
2
9
団

体
）

 
・

事
業

件
数

：
6
5
件

（
前
年

度
比

1
1
2％

）
 

 
・

現
地

審
査

実
施

職
員

数
：

延
べ

8
2
1
名
 

（
前

年
度

：
7
7
3
名

、
前

年
度

比
10
6
％
）
 

            

    ○
審

査
依

頼
団

体
か

ら
高

い
評

価
 

公
平
・
公

正
・
中
立

な
技

術
審

査
が
評

価
さ

れ
、
着
実

に
新

た
な

審
査

業
務
を

7
事
業

受
託
 

・
ア

ジ
ア

特
別

商
談

会
 
M
E
TA
L
E
X
 
V
ie
t
n
am
 
出
展
 

企
業

選
定

委
員

会
（

東
京

都
）

 

・
世
界

発
信

コ
ン
ペ

テ
ィ

シ
ョ

ン
（

製
品
・
技

術
（
ベ

ン
チ

ャ
ー

技
術

）
部

門
）
（
東
京

都
）
 

・
医

療
機

器
産

業
参

入
促

進
助

成
事
業

（
公

社
）
 

・
荒

川
区

新
製

品
・

新
技

術
大

賞
（
公

社
）

 
等
 

 
 

 
 

○
現

地
に

足
を

運
ん

だ
主

な
審

査
業
務
 

新
製

品
・

新
技

術
開

発
助

成
事

業
（
公

社
）
 

・
技

術
書

類
審

査
に

加
え

、
現

地
審
査

、
面

接
審

査
、

審
査

会
出

席
に

よ
り

厳
正

な
審

査
を
実

施
 

・
審

査
内

容
：

書
類

・
面

接
審

査
、

中
間

・
完

了
検

査
 

・
審

査
件

数
：

4
09

件
 

・
審

査
会

出
席

職
員

数
：

延
べ

1
4
5
名
 

 

②
審

査
・
評
価

の
公

平
か

つ
中

立
な

実
施

と
、
精
度

の
維

持
向

上
を

図
る

た
め

、
最

新
の

技
術

情
報

の
収

集
・

研
究

や
研

修
等

の
実

施
に

よ
り

審

査
ス

キ
ル

の
向

上
に

努
め

る
。

 

(
2
)
技
術

審
査

実
施

体
制

の
強
化

 

1
)
審

査
体

制
の

維
持
 

専
任

の
ベ

テ
ラ

ン
職

員
を

中
心

に
、
各

部
門

が
連

携
協

力
す

る
体
制

を
維

持
向

上
 

2
)
審

査
の

質
向

上
へ

の
取

り
組

み
 

・
「

技
術

審
査

の
手

引
き

」
の
更

新
 

各
審

査
の

事
業

趣
旨

、
審

査
の

着
眼
点

を
見

直
し

に
加

え
、
新

規
審

査
案

件
を

追
加

充
実

し
、
職

員
研

修
の

   ○
審

査
の

質
向

上
へ

の
取

り
組

み
 

・
「

技
術

審
査

の
手

引
き

」
を
更

新
し
職

員
研

修
に

活

 
用
 

3,
64

2 
3,

57
6 

3,
81

1 

4,
54

3 

5,
20

0 

0

1,
00

0

2,
00

0

3,
00

0

4,
00

0

5,
00

0

6,
00

0

H2
4

H2
5

H2
6

H2
7

H2
8

技
術

審
査
件

数
の
年

度
別

推
移

件

第
二
期

第
三

期
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16

－
技
術

審
査

 

テ
キ

ス
ト

と
し

て
使

用
 

・
公

社
の
審

査
は

、
既

存
の
審

査
と
同

様
の

1
案
件

2
名
に

て
審
査

を
実

施
し
、
評
定
の

ば
ら
つ

き
を

低
減

さ
せ

る
等

、
技

術
審

査
の

質
向

上
に

向
け
た

取
り

組
み

を
実

施
 

3
)
職

員
専

門
研

修
の

実
施
 

技
術

審
査

ス
キ

ル
向

上
を

図
る

た
め
に

職
員

専
門

研
修

を
実

施
1
件

（
前

年
度

：
3
件
）

 

実
施

場
所

 
本

部
 

4
)
技

術
審

査
精

度
向

上
の

た
め

の
技
術

情
報

の
収

集
 

・
技

術
審

査
の

精
度

向
上

を
目

的
と
し

て
中

小
企

業
が

活
用

可
能
な

最
新

の
事

例
を

調
査

 

 
 

72
件
（

前
年

度
：

7
7
件
）（

学
会

・
講

習
会

・
展

示
会
等

に
参
加

）
 

 
 
5
)
技
術

審
査

の
業

務
時

間
 

 
 

a
)業

務
全

体
の

2.
5
％
（

前
年
度

：
3
.
3％

）
 

 
 

b
)業

務
時

間
 

3
,2
5
0
時

間
/月

（
前

年
度

：
4,
1
40

時
間

/月
）
 

 
 

 
・

対
象

職
員

1
名

あ
た

り
：
1
5
時

間
/年

（
前

年
度

：
1
9.
3
時

間
/年

）
 

・
技

術
審
査

1
件
あ

た
り

の
業

務
時
間

を
約

31
％
効

率
化
：

7
.
5
時

間
/
件
（

前
年

度
：
1
0
.
9
時

間
/件

）
 

 

・
職

員
専

門
研

修
の

実
施

（
1
件

）
 

・
審

査
の

た
め

の
技

術
情

報
の

収
集
、
調
査
（
7
2
件

）

     〇
技

術
審

査
の

業
務

時
間
 

・
業

務
全

体
の

2.
5
％
（

前
年

度
：
3
.
3％

）
 

・
業

務
時
間

3
,
25
0
時
間

/月
 

（
前

年
度

：
4
,
1
40

時
間

/月
）

 

・
技

術
審

査
1
件
あ

た
り

の
業

務
時
間

を
約

3
1
％
効

率
化

 
7
.
5
時

間
/
件
（

前
年
度

：
1
0.
9
時

間
/件

）
 

 

③
技

術
審

査
事

業
を

通
じ

た
産

業

振
興

へ
の

貢
献

度
把

握
を

継
続

す

る
。
 

(
3
)
技
術

審
査

に
よ

る
産

業
へ
の

貢
献
度

把
握

の
取

り
組

み
（

継
続
）
 

 
助

成
金

獲
得

、
賞

の
受

賞
企

業
の
事

業
展

開
に

つ
い

て
追

跡
調
査

を
実

施
 

・
海

外
販

路
開

拓
支

援
事

業
（

公
社
）

を
活

用
し

、
｢
家
庭
用

水
耕
栽

培
器

｣の
海
外

で
の
販

売
を
達

成
 

 
販

売
実

績
：

4
,0
0
0
台

/年
、

売
上
：
約

8
0
,0
0
0
千

円
 

 (
4
)
表
彰

受
賞

企
業

や
助

成
事
業

採
択
企

業
の

都
産

技
研

利
用

状
況
 

優
れ

た
製

品
の

表
彰

事
業

や
技

術
創
出

に
つ

な
が

る
助

成
事

業
採
択

企
業

の
多

く
が

都
産

技
研
を

利
用

し
、
都

産
技

研
は

産
業

振
興

に
貢

献
 

a
)
次

世
代

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
創

出
プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

20
2
0
助
成

事
業
 

採
択

企
業

14
社
の

う
ち

1
1
社

は
都
産

技
研

利
用

企
業

（
79
％

）（
前

年
度

67
％
）
 

b
)
東

京
都

世
界

発
信

コ
ン

ペ
テ

ィ
シ
ョ

ン
（

製
品

・
技

術
（

ベ
ン
チ

ャ
ー

技
術

）
部

門
）

 

受
賞

企
業

14
社
の

う
ち

1
0
社

は
都
産

技
研

利
用

企
業

 （
7
1
％

）（
前
年

度
6
3
％
）
 

c
)
新

事
業

分
野

開
拓

者
認

定
（

東
京
都

ト
ラ

イ
ア

ル
発

注
認

定
制
度

）
 

認
定

企
業

13
社
の

う
ち

9
社
は

都
産
技

研
利

用
企

業
 
（

69
％

）（
前

年
度

6
3％

）
 

 

 ○
助

成
金

獲
得

、
賞

受
賞

後
の
事

業
展
開

に
つ

い
て

追

跡
調

査
を

実
施
 

・
海

外
販

路
開

拓
支

援
事

業
の

採
択
製

品
 

 
海

外
で

の
販

売
を

達
成

。
販

売
実

績
：

4,
0
00

台
/

年
、

売
上

：
約

80
,
0
00

千
円
 

 ○
優

秀
製

品
や

優
秀

技
術

の
発

掘
 

・
次

世
代

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
創
出

プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

2
0
20

助
成

事
業
 

採
択

企
業

14
社
の

う
ち

1
1
社
は

都
産
技

研
利

用
企

業
（

7
9％

）（
前
年

度
6
7
％
）

 

･
東

京
都

世
界

発
信

コ
ン

ペ
テ
ィ

シ
ョ
ン
 

 
受

賞
企
業

1
4
社

の
う

ち
10

社
は

都
産

技
研

利
用

企

業
 
（

71
％

）（
前
年
度

6
3％

）
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17
－
海
外
展
開
技
術
支
援

 
 

 中
期
計
画
【
項
目
別
評
価
単
位
】
 

年
度
計
画
【
項
目
別
評
価
単
位
】
 

項
目
 

自
己
評
価
 

平
成

28
年
度
 
年
度
計
画
に
係
る
実
績
 

特
記
事
項
 

2
-
4
 
中
小
企
業
の
海
外
展
開
を
支
え
る
技
術
支
援
 

（
１
）
 
国
際
規
格
対
応
へ
の
支
援
 

中
小
企
業
が
製
品
輸
出
や
海
外
進
出

な
ど
を
行
う
際
に
、
相
手
国
の
規
格
へ
の

適
合
性
を
確
認
す
る
た
め
の
測
定
や
分

析
の
必
要
性
な
ど
の
情
報
が
中
小
企
業

に
十
分
に
提
供
さ
れ
て
い
な
い
現
状
を

踏
ま
え
、
国
際
規
格
に
関
す
る
相
談
や
国

際
規
格
の
動
向
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を

実
施
し
、
海
外
展
開
を
目
指
す
都
内
中
小

企
業
を
支
援
す
る
。
 

中
小

企
業

の
海

外
展

開
等

で
必

要
と

な
る

国
際

規
格

に
対

応
し

た
試

験
に

よ

り
都

内
中

小
企

業
の

海
外

展
開

支
援

を

す
す
め
る
。
第
三
期
中
期
計
画
期
間
の
最

終
年
度
で
あ
る
平
成

32
年
度
の
年
間
実

績
4
,
00
0
件
を
目
標
と
す
る
。
 

①
輸
出
製
品
技
術
支
援
セ
ン
タ
ー

を
支
援
拠
点
と
し
て
、
中
小
企
業
が

製
品
輸
出
や
海
外
進
出
を
行
う
際

に
必
要
な
国
際
規
格
へ
の
適
合
性

な
ど
の
技
術
情
報
を
提
供
す
る
。
 

         

1
7 

 

Ａ
 

(
1
)
中
小
企
業
が
製
品
輸
出
や
海
外
進
出
を
行
う
際
に
必
要
な
国
際
規
格
へ
の
適
合
性
な
ど
の
技
術
情
報
を
提
供
 

1
)
M
T
EP

専
門
相
談
員
に
よ
る
海
外
規
格
解
説
テ
キ
ス
ト
の
拡
充
お
よ
び
刷
新
 

 
a
)
各
国
の
海
外
規
格
解
説
テ
キ
ス
ト
の
拡
充
（
新
規
）
 配

布
実
績
：
1
9
3
部
 

 
 
 
東
南
ア
ジ
ア
（
マ
レ
ー
シ
ア
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
タ
イ
）
編
 
1
冊
追
加
し
、
無
料
配
布
開
始
（
3
月
）
 

 
b
)
EU

入
門
シ
リ
ー
ズ

5
冊
の
情
報
刷
新
（
新
規
）
 
 
 配

布
実
績
：
1
64

部
 

 
平
成

2
5
年
度
に
発
行
し
た

E
U
入
門
シ
リ
ー
ズ

5
冊
の
情
報
を
刷
新
し
、
無
料
配
布
開
始
（
3
月
）
 

 
 
c
)平

成
2
7
年
度
以
前
に
発
行
し
た
海
外
規
格
解
説
テ
キ
ス
ト
の
配
布
継
続
 

 
 
 
 
・
E
U
指
令
入
門
シ
リ
ー
ズ
：
1
冊
、
E
U
指
令
応
用
シ
リ
ー
ズ
：
3
冊
 

配
布
実
績
 
6
2
2
部
 
（
前
年
度
：
9
7
2
部
）
 
計

5
,
7
16

部
 

 
2
)
「
M
T
E
P 
G
u
id
e
b
oo
k
 
Se
r
i
e
s
」
の
発
行
（
継
続
) 

 
 
a
)各

国
の
認
証
制
度
な
ど
新
規

3
種
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
し
、
無
料
配
布
開
始
（
1
月
) 

①
各
国
無

線
認
証

制
度
 

②
各
国

省
エ
ネ

ル
ギ
ー

制
度
 

③
C
B
認

証
制
度

と
I
E
C 
6
23
6
8-
1 

計
6
4
1
部
配
布
 

 
 
b
)平

成
2
7
年
度
発
行
し
た
欧
州
指
令
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
無
料
配
布
継
続
 

 
 
 
①
圧
力
機
器
指
令
 
②
防
爆
指
令
 
③
玩
具
指
令
 
（
配
布
実
績
：
計

1,
5
1
9
部
) 

 
 
c
)平

成
2
6
年
度
発
行
し
た
「
M
TE
P
 
Se
m
i
na
r
 
Re
v
i
ew
」
の
配
布
継
続
 
2
,
0
00

部
配
布
完
了
 

3
)
海
外
規
格
書
の
拡
充
 

 
 
a
)イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
最
新

IS
O
、
I
E
C、

J
I
S
規
格
書
の
閲
覧
サ
ー
ビ
ス
（
継
続
) 

約
47
,
0
00

規
格
 

 
 
b
)冊

子
に
よ
る
規
格
書
閲
覧
サ
ー
ビ
ス
：
圧
力
指
令
に
関
す
る
欧
州
規
格
な
ど

75
規
格
書
を
追
加
整
備
 

計
5
3
9
規
格
 

 

○
M
T
EP

専
門
相
談
員
に
よ
る
海
外
規
格
解
説
テ
キ
ス

ト
の
拡
充
お
よ
び
情
報
刷
新
 

海
外
規
格
解
説
テ
キ
ス
ト
を
新
た
に

6
冊
発
行
し
、

無
料
配
布
を
実
施
 

・
東

南
ア

ジ
ア

（
マ

レ
ー

シ
ア

、
シ

ン
ガ

ポ
ー

ル
、

タ
イ
）
編
を

1
冊
追
加
 

・
平
成

2
5
年
度
に
発
行
し
た

E
U
入
門
シ
リ
ー
ズ

5

冊
の
情
報
を
刷
新
 

 

東
南
ア
ジ
ア
編
お
よ
び
 

E
U
入
門
シ
リ
ー
ズ

5
冊

 
 
 

       

②
海

外
展

開
を

目
指

す
中

小
企

業

を
支
援
す
る
た
め
、
輸
出
製
品
に
関

す
る

相
談

体
制

や
情

報
提

供
を

拡

充
す
る
と
と
も
に
、
海
外
取
引
に
関

す
る
技
術
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
。

 

(
2
)
広
域
首
都
圏
輸
出
製
品
技
術
支
援
セ
ン
タ
ー
（
M
TE
P
）
の
支
援
体
制
 

 
1
)
1
都

10
県

1
市
の
機
関
参
画
支
援
体
制
の
継
続
 

 
 
 
平
成

2
7
年

4
月
、
広
域
首
都
圏
公
設
試
の
支
援
体
制
整
備
を
完
了
し
、
28

年
度
も
連
携
で
継
続
 

 
2
)
M
TE
P
事
務
局
会
議
お
よ
び
運
営
協
議
会
の
開
催
 

M
T
E
P
連
携
機
関
と
連
絡
会
議
で
あ
る
事
務
局
会
議
と
事
業
促
進
を
目
的
と
し
た
運
営
協
議
会
を
計

3
回
開
催
 

計
1
3
5
名
参
加
 
（
事
務
局
会
議
、
運
営
協
議
会
と
も
会
長
は
都
産
技
研
理
事
長
が
担
当
)
  

開
催
場
所
：
埼
玉
県
（
6
月
:5
0
名
)、

神
奈
川
県
（
1
0
月
:3
9
名
) 

等
 

3
)
M
T
EP

輸
出
製
品
相
談
体
制
の
継
続
 

a
)
専
門
相
談
員
 
連
携
機
関
を
合
わ
せ

31
名
体
制
で
相
談
を
継
続
（
前
年
度

3
2
名
) 

・
都
産
技
研
：
電
気
安
全
の
専
門
家
を
新
た
に
配
置
し
、
計

1
6
名
体
制
 

・
連
携
機
関
：
栃
木
県
で
防
爆
指
令
、
U
L・

C
SA

規
格
の
専
門
相
談
員
を
新
規
配
置
 
計

1
5
名
 

b
)
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
相
談
業
務
 
 
1
都

10
県

1
市
公
設
試
で
の
相
談
体
制
を
継
続
 

 (
3
)
海
外
展
開
に
対
応
す
る
た
め
の

MT
E
P
相
談
  

1
)
M
T
EP

相
談
利
用
実
績
 
 

a
)
相
談
実
績

1
,
23
8
件
（
前
年
度
比

9
9％

) 

・
利
用
方
法
 
（
来
所

3
1％

、
メ
ー
ル

58
％
、
電
話

6
％
、
実
地

1
％
、
T
V
会
議

1
％
) 

①
実
地
技
術
支
援
：
16

件
（
前
年
度
：
3
9
件
)
 
②
テ
レ
ビ
会
議
遠
隔
相
談
：
1
3
件
（
前
年
度

17
件
) 

・
技
術
分
野
別
（
CE

マ
ー
キ
ン
グ
関
連

27
％
、
Ro
HS

関
連

17
％
、
RE
AC
H
関
連

7％
、
他

15
％
) 

2
)
相
談
問
い
合
わ
せ
の
多
い
解
説
用
語
集
の
拡
充
 

 
 
 
海
外
規
格
の
よ
く
あ
る
相
談
内
容
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
 

・
輸
出
製
品
解
説
用
語
（
1
97

用
語
）
を
集
約
し
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
（
6
月
）（

新
規
）
 

・
M
T
EP

相
談
の
際
に
よ
く
あ
る
質
問
（
F
AQ
)
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
 

①
R
o
HS

指
令

5
0
問
（
1
2
月
）（

新
規
）
 
②
CE

マ
ー
キ
ン
グ

1
0
問
（
継
続
）
 

     

○
M
T
EP

都
産
技
研
の
利
用
実
績
 

・
相
談
実
績
 
1
,2
3
8
件
（
前
年
度
比

99
％
）
 

 
都
産
技
研
相
談
の
分
野
別
内
訳
（
更
新
）
 

                  

高
い
相
談
実
績
を
継
続
 

○
解
説
用
語
集
の
拡
充
 

海
外

規
格

の
よ

く
あ

る
相

談
内

容
を

ホ
ー

ム
ペ

ー

ジ
に
掲
載
 

・
輸
出
製
品
解
説
用
語
（
19
7
用
語
）
集
（
新
規
）
 

・
問
い
合
わ
せ
の
多
い

Ro
HS

指
令

50
問
（
新
規
）
 

・
問
い
合
わ
せ
の
多
い

CE
マ
ー
キ
ン
グ

10
問
（
継
続
）

 

32
4 

80
6 

1,
00

8 

1,
24

7 
1,

23
8 

0

20
0

40
0

60
0

80
0

1,
00

0

1,
20

0

1,
40

0

H2
4

H2
5

H2
6

H2
7

H2
8

M
TE

P相
談
実

績
の

年
度

別
推
移

件

第
二

期
第
三

期
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17
－
海
外
展
開
技
術
支
援

 
 

 

(
4
)
技
術
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
 

1
)
セ
ミ
ナ
ー
等
に
職
員
お
よ
び
専
門
相
談
員
を
派
遣
し
普
及
活
動
を
推
進
（
計

62
件
、
前
年
度
：
65

件
）
 

 
 
a
)都

産
技
研
主
催

M
T
EP

セ
ミ
ナ
ー
 
計

48
件
 
1
,
71
5
名
受
講
（
前
年
度
：
4
6
件
、
2
,
0
98

名
）
 

 
 
 
①
世
界
に
通
用
す
る
も
の
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー
 
計

3
回
 
3
0
1
名
受
講
（
新
規
）
 

E
U
か
ら
専
門
家
や
大
学
講
師
を
招
聘
し
特
別
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
 

・
「

新
E
MC

指
令
と

RE
（
無
線
機

器
）
指

令
」
（
3
月
）
 
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
講
師
を
招
聘
 
82

名
受
講
 

・
「
安

全
設
計

の
基
本

概
念

」（
1
月
）

 
大
学

名
誉
教

授
を
講
師

に
招
聘

 
9
7
名

受
講
 

 
 
 
②
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
シ
リ
ー
ズ
 
計

12
回
 
6
3
1
名
受
講
 

 
 
③
現
場
で
役
立
つ
シ
リ
ー
ズ
 
計

7
回
 
1
1
2
名
受
講
 

 
 
b
)共

同
運
営
機
関
や
工
業
会
で
の
出
張
講
演
お
よ
び
事
業
紹
介
 
 
計

1
4
件
（
前
年
度
：
1
9
件
）
 

c
)
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
セ
ミ
ナ
ー
に
よ
る
海
外
展
開
の
社
内
体
制
構
築
支
援
（
継
続
）
計

8
件
（
前
年
度
：
1
0
件
） 

 (
5
)
 
M
TE
P
利
用
促
進
に
向
け
た

P
R
活
動
の
実
施
 

1
)
協
定
機
関
等
と
連
携
し
た

M
T
E
P
 
P
R
活
動
の
推
進
 

 
a
)
講
演
会
に
職
員
を
派
遣
し

M
T
EP

事
業
を

P
R
 
計

8
回
（
前
年
度
：
計

6
回
）
 

b
)
東
京
商
工
会
議
所
主
催
の
「
東
商
海
援
隊
く
ら
ぶ
」
に
参
加
（
継
続
）
 

 
 
2
)
MT
EP

メ
ー
ル
ニ
ュ
ー
ス
配
信
 計

14
回
配
信
（
通
算

33
回
）
 配

信
登
録
数
：
2,
40
0
件
（
前
年
度
：
1,
87
3
件
）
 

3
)
M
T
EP

紹
介
用
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
の
増
刷
 
 
計

6,
0
0
0
部
（
前
年
度
：
8
,0
0
0
部
）
 

 
 
東
京
都
、
公
社
、
都
産
技
研
の
海
外
展
開
事
業
を
ま
と
め
た
紹
介
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
 
等
 

4
)
展
示
会
に
出
展
し
、
P
R
活
動
を
実
施
 
1
回
 

ビ
ジ
ネ
ス
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ア
で
セ
ミ
ナ
ー
実
施

3
件
（
1
0
月

31
日
～
1
1
月

2
日
、
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
） 

 (
6
)
海
外
展
開
支
援
の
成
果
事
例
 
 

 
1
)
海
外
展
開
支
援
事
例
集
の
発
行
（
新
規
）
 

都
産
技
研

MT
E
P
活
用
事
例
集
の
発
行
 
16

事
例
を
紹
介
（
3
月
発
行
）（

東
京
都
委
託
事
業
）
 

 
2
)
利
用
企
業
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
海
外
展
開
達
成
状
況
の
把
握
 

C
E
マ
ー
ク
取
得

27
件
、
製
品
輸
出

2
7
件
、
社
内
体
制
構
築

5
件
 

 
 
【
海
外
展
開
の
達
成
事
例
】
 
 

 
 
・
測
定
装
置
の

C
E
マ
ー
キ
ン
グ
に
つ
い
て
、
M
T
E
P
相
談
で
、
R
oH
S
指
令
、
欧
州
に
求
め
ら
れ
る
リ
ス
ク
分
析
、

試
験
方
法
、
技
術
文
書
の
作
成
や
実
施
手
順
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
結
果
、
CE

マ
ー
ク
の
自
己
宣
言
し
、
欧
州
、

ア
ジ
ア
へ
輸
出
（
電
気
機
械
器
具
製
造
業
）
 

 
 
・
M
T
E
P
相
談
、
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
セ
ミ
ナ
ー
活
用
に
よ
り
、
経
営
層
か
ら
取
引
先
ま
で
含
め
た

R
o
HS

対
応
体

制
を
強
化
で
き
た
結
果
、
測
定
装
置
の

CE
マ
ー
ク
宣
言
し
、
欧
州
、
北
米
、
南
米
、
ア
ジ
ア
へ
輸
出
（
業

務
用
機
械
器
具
製
造
業
）
 

 
 
 

(
7
)
全
国
公
設
試
と
連
携
し
た
海
外
展
開
支
援
活
動
の
展
開
 

 
平
成

2
7
年
度
、
海
外
展
開
支
援
活
動
を
他
地
域
へ
展
開
す
る
た
め
、
全
国
公
立
鉱
工
業
試
験
研
究
機
関
長
協
議

会
海
外
展
開
支
援
分
科
会
を
発
足
し
、
全
国
公
設
試
と
連
携
し
た
海
外
展
開
支
援
活
動
を
展
開
 

 
各
機
関
の
海
外
展
開
支
援
事
業
へ
の
協
力
 

 
・
鳥
取
県
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー
 
平
成

2
8
年
度
か
ら
海
外
展
開
支
援
事
業
を
年
度
計
画
に
取
り
入
れ
、
相
談
業

務
を
開
始
（
4
月
）
テ
レ
ビ
会
議
相
談
の
体
制
整
備
や
技
術
相
談
を
対
応
に
協
力
 

 
・
滋
賀
県
工
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
 
海
外
展
開
支
援
事
業
を
開
始
し
、
事
業
立
ち
上
げ
に
協
力
（
9
月
）
 

 
 
事
業
の
実
施
方
法
や
専
門
相
談
員
の
選
定
、
事
業
開
始
セ
ミ
ナ
ー
に
講
師
派
遣
等
を
実
施
 

 
 

 〇
世
界
に
通
用
す
る
も
の
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー
 

計
3
回
 
3
01

名
受
講
（
新
規
）
 

E
U
か
ら
専
門
家
や
大
学
講
師
を
招
聘
 

・「
新

EM
C
指
令
と

RE
（
無
線
機
器
）
指
令
」（

3
月
）

 
 
 

           ○
海
外
展
開
支
援
事
例
集
の
発
行
 

・
都
産
技
研

M
T
EP

活
用
事
例
集
の
発
行
（
3
月
）
 

 
利
用
企
業

1
6
社
の
海
外
展
開
達
成
事
例
を
紹
介
 

         

都
産
技
研

MT
E
P 

に
よ
る
海
外
展
開
事
例
集
 

 ○
支
援
事
例
 

 
C
E
マ
ー
ク
取
得

2
7
件
、
製
品
輸
出

2
7
件
、
社
内

体
制
構
築

5
件
 

 〇
全

国
公

設
試

と
連

携
し

た
海

外
展

開
支

援
活

動
の

展
開
 

・
鳥
取
県
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー
 

 
海

外
展

開
支

援
事

業
を

年
度

計
画

に
取

り
入

れ
、

相
談
業
務
を
開
始
（
4
月
）
 

・
滋
賀
県
工
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
 

 
海

外
展

開
支

援
事

業
を

開
始

し
、

事
業

立
ち

上
げ

に
協
力
（
9
月
）
 

③
中
小
企
業
の
海
外
展
開
等
で
必

要
と
な
る
国
際
規
格
に
対
応
し
た

試
験
に
よ
り
都
内
中
小
企
業
の
海

外
展
開
支
援
を
進
め
る
。
 

(
8
)
国
際
規
格
に
対
応
し
た
試
験
の
推
進
 
 

 
I
S
O
,I
E
C
な
ど
国
際
規
格
に
対
応
し
た
試
験
を
実
施
 

1
)
国
際
規
格
に
対
応
す
る
依
頼
試
験
、
機
器
利
用
の
試
験
利
用
実
績
 

計
9
,
73
6
件
 
（
前
年
度
比

10
3
％
）
 
（
依
頼
試
験
：
6
,0
8
7
件
、
機
器
利
用
：
3,
5
4
9
件
）
 

 
2
)
国
際
規
格
・
海
外
規
格
、
対
応
試
験
一
覧
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
（
拡
充
）
 

実
施
可
能
な
国
際
試
験
規
格
を
掲
載
 
 
4
37

規
格
（
前
年
度

2
1
8
規
格
）
 

 
【
国
際
規
格
試
験
実
施
事
例
】
 
 

 
 
・
蛍
光

X
線
分
析
装
置
に
よ
る
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
分
析
（
R
oH
S
指
令
関
連
試
験
）
 

 
 
・
放
射
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
試
験
、
放
射
イ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
試
験
（
E
M
C
関
連
試
験
）
 
 

〇
国
際
規
格
に
対
応
す
る
試
験
実
績
 

9
,
7
3
6
件
 （

前
年
度
比

1
0
3％

）
 

 
 
 
依
頼
試
験
：
6,
0
87

件
、
機
器
利
用
：
3
,
5
49

件
 

 〇
国

際
規

格
・

海
外

規
格

、
対

応
試

験
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ
掲
載
数
 

4
3
7
規
格
（
前
年
度

2
18

規
格
）
 

 

海
外
展
開
事
例

 
C
E
マ
ー
ク
取
得
 

非
接
触
表
面
性
状
測
定
装
置

 



― 90 ―

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

17
－
海
外
展
開
技
術
支
援

 
 

 （
２
）
 
海
外
支
援
拠
点
に
よ
る
支
援
 

 

今
後

の
市

場
拡

大
が

期
待

さ
れ

る
海

外
に

展
開

す
る

中
小

企
業

に
対

し
現

地

技
術
支
援
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
海
外

の
現

地
情

報
を

都
内

中
小

企
業

へ
情

報

提
供
し
海
外
展
開
支
援
を
実
施
す
る
。
 

①
タ
イ
王
国
に
開
設
し
た
バ
ン
コ

ク
支
所
で
海
外
進
出
し
た
企
業
へ

の
現
地
技
術
支
援
事
業
を
実
施
す

る
。
 

(
9
)
バ
ン
コ
ク
支
所
の
技
術
支
援
 

 
1
)
技
術
相
談
 

利
用
実
績
 
3
1
4
件
 
（
前
年
度
：
3
4
5
件
）
 

 
 
【
技
術
相
談
の
支
援
事
例
】
 

 
 
・
開
発
製
品
の
性
能
評
価
に
関
す
る
技
術
支
援
（
繊
維
業
 
本
社
：
足
立
区
）
 
 

試
験
内
容
の
確
認
と
タ
イ
国
内
の
試
験
機
関
を
技
術
相
談
で
対
応
し
、
製
品
開
発
期
間
の
短
縮
化
を
達
成
 

・
異
業
種
交
流
会
を
通
じ
て
の
産
業
交
流
支
援
（
紙
加
工
品
製
造
業
 
本
社
：
台
東
区
）
 

 
 
 
中
小
企
業
振
興
公
社
タ
イ
事
務
所
と
共
同
の
異
業
種
交
流
会
に
よ
り
他
分
野
の
情
報
収
集
に
貢
献
 

 
2
)
日
系
中
小
企
業
へ
の
技
術
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
 

a
)
遠
隔
技
術
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
 
計

5
回
開
催
 
計

3
6
名
受
講
（
新
規
）
 

 
 
 
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
、
バ
ン
コ
ク
支
所
へ
ラ
イ
ブ
中
継
す
る
遠
隔
技
術
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
 

 
 
 
・
発
注
者
の
た
め
の
め
っ
き
入
門
 
-め

っ
き
の
品
質
管
理
（
7
月

7
日
、
2
8
日
）
2
回
計

16
名
受
講
 等

 

b
)
都
産
技
研
協
定
締
結
機
関
と
共
同
で
も
の
づ
く
り
交
流
会
の
開
催
（
3
月

2
日
）
 
71

名
参
加
 

 
 
 
中
小
企
業
振
興
公
社
タ
イ
事
務
所
、
首
都
大
学
東
京
、
都
産
技
研
バ
ン
コ
ク
支
所
が
連
携
し
、
日
系
企
業
へ

情
報
提
供
や
交
流
促
進
を
目
的
に
「
も
の
づ
く
り
企
業
交
流
会

20
1
7
 i
n
 バ

ン
コ
ク
」
を
開
催
  

 
 
c
)首

都
大
学
東
京
と
の
共
催
セ
ミ
ナ
ー
 
計

2
会
場
で
開
催
 
計

4
2
名
受
講
 

 
 
 
2
機
関
が
共
同
で
生
産
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
た
め
技
術
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
（
8
月

1
7,
1
8
日
）
 

 
3
)
産
業
交
流
事
業
 

 
 
a
)異

業
種
交
流
会
 
i
n
 バ

ン
コ
ク
  

 
 
 
公
社
タ
イ
事
務
所
と
共
同
運
営
で
異
業
種
交
流
事
業
を

4
月
開
始
し
、
講
演
会
や
施
設
見
学
会
を
実
施
 

 
 
 
 
参
加
：
1
7
社
 
主
な
実
施
内
容
：
講
演
会
「
タ
イ
で
の
労
務
管
理
」、

職
業
訓
練
学
校
の
施
設
見
学
 

 
 
b
)日

系
企
業
向
け
タ
イ
試
験
所
機
関
見
学
会
 

 
 
 
現
地
日
系
企
業
に
と
っ
て
タ
イ
国
内
の
試
験
機
関
情
報
が
不
足
し
て
い
る
た
め
、
バ
ン
コ
ク
支
所
が
主
催
し

た
タ
イ
国
内
試
験
機
関
の
見
学
会
を
実
施
 
計

6
回
開
催
 
8
7
名
参
加
 

 
 
c
)技

術
情
報
勉
強
会
 

 
 
 
日
系
中
小
企
業
が
現
場
で
抱
え
る
人
材
育
成
や
品
質
管
理
な
ど
を
ト
ピ
ッ
ク
ス
と
し
た
勉
強
会
を
開
催
し
、

情
報
提
供
を
実
施
 
計

5
回
開
催
 
計

10
5
名
参
加
 

 
4
)
展
示
会
へ
の
出
展
し
、
バ
ン
コ
ク
支
所
の
活
動
を
紹
介
 
M
an
u
f
ac
t
u
ri
n
g
 E
X
P
O（

6
月
）
等
 
計

3
回
出
展
 

 (
1
0
)
A
SE
A
N
地
域
で
開
催
さ
れ
た
展
示
会
で
の
都
内
中
小
企
業
の
現
地
展
開
支
援
、
 
計

2
回
 

 
 
 
海
外
展
示
会
で
都
内
中
小
企
業
の
都
産
技
研
ブ
ー
ス
へ
の
出
展
支
援
や
現
地
展
開
支
援
を
実
施
 

 
1
)
マ
レ
ー
シ
ア
で
開
催
さ
れ
た
展
示
会
 
I
GE
M
2
01
6
（
国
際
環
境
展
）（

10
月
）
 

3
社
の
共
同
開
発
製
品
展
示
等
を
実
施
し
、
現
地
展
開
を
支
援
 

 
 
2
)
タ
イ
で
開
催
さ
れ
た
展
示
会
 
M
E
T
AL
E
X（

1
1
月
）
 
都
産
技
研
ブ
ー
ス
に
出
展
し
現
地
展
開
を
支
援
 

 
 
 
【
現
地
展
開
の
成
果
事
例
】
 
 

 
 
・
マ
レ
ー
シ
ア
向
け
タ
イ
ル
用
塗
料
の
性
能
「
見
え
る
化
」
支
援
 
（
塗
装
工
事
業
 
本
社
：
港
区
）
 

 
 
 
開
発
し
た
塗
料
を
マ
レ
ー
シ
ア
へ
展
開
前
に
都
産
技
研
で
表
面
粗
さ
等
の
性
能
評
価
試
験
を
実
施
し
、
現
地

機
関
の
性
能
評
価
結
果
と
合
わ
せ
て
、
現
地
納
品
先
へ
報
告
書
に
活
用
さ
れ
現
地
展
開
に
貢
献
 
 
 

 
 

○
バ
ン
コ
ク
支
所
の
利
用
実
績
 

技
術
相
談
 
3
1
4
件
 

支
援
事
例
 

・
開
発
製
品
の
性
能
評
価
に
関
す
る
技
術
支
援
 

（
繊
維
業
）
 

・
異
業
種
交
流
会
を
通
じ
て
の
産
業
交
流
支
援
 

（
紙
加
工
品
製
造
業
）
 

○
日
系
中
小
企
業
へ
の
技
術
セ
ミ
ナ
ー
開
催
 

遠
隔
技
術
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
 

計
5
回
開
催
 
計

3
6
名
受
講
 

 
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
活
用
 

 
バ
ン
コ
ク
支
所
へ
ラ
イ
ブ
中
継
 

 

も
の
づ
く
り
交
流
会
の
開
催
 
7
1
名
参
加
 

 
公
社
タ
イ
事
務
所
、
 

首
都
大
学
東
京
、
 

都
産
技
研
バ
ン
コ
ク
支
所
 

が
連
携
し
開
催
 

 〇
都
内
中
小
企
業
の
現
地
展
開
支
援
 

海
外
展
示
会
で
の
現
地
展
開
支
援
 

・
マ
レ
ー
シ
ア
展
示
会
 
3
社
の
共
同
開
発
製
品
展

示
等
を
実
施
し
、
現
地
展
開
を
支
援
 

・
タ

イ
展

示
会

 
都

産
技

研
ブ

ー
ス

に
出

展
し

現

地
展
開
を
支
援
 

支
援
事
例
 

海
外
展
開
に
お
け
る
性
能
「
見
え
る
化
」
支
援
 

（
塗
装
工
事
業
）
 

開
発
塗
料
を
展
開
前
に
都
産
技
研
で
性
能
評
価
試
験

に
よ
る
「
見
え
る
化
」
を
実
施
し
現
地
展
開
に
貢
献

      

モ
ス
ク
の
タ
イ
ル
用
塗
料
の
耐
久
性
評
価
 

マ
レ
ー
シ
ア
へ
の
事
業
展
開
を
支
援
 

 

②
海
外
の
現
地
情
報
を
都
内
中
小

企
業
へ
情
報
提
供
し
、
海
外
展
開
支

援
を
実
施
す
る
。
 

(
1
1
)
現
地
情
報
の
都
内
中
小
企
業
へ
情
報
提
供
 

 
1
)
都
産
技
研
セ
ミ
ナ
ー
に
よ
る
情
報
提
供
（
2
テ
ー
マ
）
 

 
 
海
外
事
情
に
精
通
し
た
セ
ミ
ナ
ー
講
師
に
よ
り
情
報
を
提
供
 

・
「
カ
ン
ボ
ジ
ア
を
中
心
と
し
た
大
メ
コ
ン
圏
の
経
済
概
況
」（

9
月

9
日
）
 等

 

2
)
都
産
技
研
職
員
の
海
外
調
査
に
よ
る
情
報
提
供
 

・
台
湾
の
公
的
試
験
等

4
機
関
を
訪
問
し
、
最
新
規
制
状
況
や
試
験
所
の
対
応
状
況
を
調
査
し
、
そ
の
報
告
を

都
産
技
研
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
（
2
月

1
9
～
2
1
日
）
（
東
京
都
委
託
事
業
）
 

・
自
治
体
国
際
化
協
会
主
催
の
タ
イ
＋
O
NE
 
ラ
オ
ス
・
カ
ン
ボ
ジ
ア
な
ど

8
か
所
を
視
察
 

(
1
2
)
タ
イ
機
関
と
の
交
流
に
よ
る
現
地
情
報
の
収
集
 

 
1
)
タ
イ
科
学
技
術
省
大
臣
の
表
敬
訪
問
（
9
月

30
日
 
1
2
名
）
 

 
 
P
ic
h
et

大
臣
の
表
敬
訪
問
を
受
け
、
タ
イ
の
政
策
や
都
産
技
研
の
タ
イ
事
業
等
に
関
し
て
意
見
交
換
 

 
2
)
タ
イ
大
使
館
主
催
 
タ
イ
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
育
成
研
修
団
の
訪
問
（
7
月

2
0
日
 
26

名
）
 

〇
タ
イ
機
関
と
の
交
流
 

タ
イ
科
学
技
術
省
大
臣
の
都
産
技
研
訪
問
 

 
タ

イ
の

政
策

や
都

産
技

研
の

タ
イ

事
業

等
に

関
し

て
意
見
交
換
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18
－
産

学
公
金

連
携
支

援
 

中
期

計
画

【
項

目
別

評
価

単
位

】
 

年
度

計
画

【
項

目
別

評
価

単
位

】
 

項
目
 

自
己

評
価
 

平
成

28
年
度

 
年

度
計

画
に
係

る
実
績
 

特
記

事
項
 

３
 

多
様

な
主

体
に

よ
る

連
携

の
推
進
 

3
-
1
 
産
学

公
金

連
携

に
よ

る
支

援
 

本
部

に
開

設
し

た
「

東
京

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
ハ

ブ
」

に
お

い
て

、
中

小
企
業

と
大

学
、

学
協

会
、

研
究

機
関

と
の
連

携
を

促
進

す
る

セ
ミ

ナ
ー

や
交

流
会
、

展
示

会
を

開
催

し
、

産
学

公
連

携
支
援

を
推

進
す

る
。
 

公
立

大
学

法
人

首
都

大
学

東
京

（
以

下
「
首

都
大

学
東

京
」
と
い
う

。）
な

ど

豊
富

な
技

術
シ

ー
ズ

を
有

す
る

大
学
や

研
究

機
関

と
中

小
企

業
と

の
マ

ッ
チ
ン

グ
の

場
を

提
供

す
る

。
 

企
業

同
士

の
連

携
に

意
欲

の
あ

る
企

業
に

対
し

て
、

異
業

種
交

流
会

や
技
術

研
究

会
の

設
立

支
援

、
業

界
団

体
と
の

業
種

別
交

流
会

の
開

催
等

を
継

続
実
施

し
、

単
独

企
業

で
は

困
難

な
技

術
的
課

題
の

解
決

や
新

製
品

・
新

技
術

開
発
を

促
進

す
る

。
 

中
小

企
業

の
製

品
開

発
や

事
業

化
が

円
滑

に
進

む
よ

う
、

金
融

機
関

な
ど

支

援
機

関
と

連
携

し
た

取
り

組
み

を
行

う
。
 

①
本

部
に

お
い

て
、
産

学
公

連
携

の

拠
点

と
な

る
「
東

京
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ

ン
ハ

ブ
」
を

活
用

し
、
中
小

企
業

と

大
学
、
学
協

会
、
研
究

機
関

と
の

連

携
を

促
進

す
る

セ
ミ

ナ
ー

や
交

流

会
、

展
示

会
を

開
催

す
る

。
 

1
8 

Ａ
 

(
1
)
「
東

京
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン
ハ

ブ
」
を

活
用

し
た

セ
ミ

ナ
ー

や
交
流

会
、

展
示

会
の

開
催

（
年
報

：
p
.
1
01
）
 

1
)
主

な
開

催
実

績
 

 
a
)
東
京

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
発

信
交
流

会
（

新
規

）
 

 
 

 
都

産
技

研
の

各
部

署
利

用
企

業
、

金
融

機
関

等
の

協
定

締
結

機
関

か
ら

の
推

薦
企

業
お

よ
び

ラ
ボ

入
居

企

業
計

69
社
が

、
製

品
や

技
術
を

展
示
し
、
さ
ら

な
る

製
品
開

発
、
販
路

拡
大

、
企

業
間
交

流
促
進

な
ど

を
目

的
に

都
産

技
研

で
初

め
て

開
催

す
る
ビ

ジ
ネ

ス
マ

ッ
チ

ン
グ

交
流
会

を
開

催
（

2
月

16
日

）
 

参
加

企
業

に
は

都
産

技
研

職
員

を
1
名
担

当
と

し
て

配
置
し

、
依
頼

試
験

等
に

よ
り

開
発

製
品
の

技
術
面

で
の

優
位

性
の

「
見

え
る

化
」

支
援

の
ア

ド
バ

イ
ス

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、

会
場

で
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ

ン
も

実
施

 
 

 
・
主

催
：

都
産

技
研
 

 
 

・
協

力
機

関
：

協
定

締
結

35
機
関

（
う

ち
金

融
機
関

6
機
関

：
多

摩
信

用
金

庫
、

さ
わ
や

か
信

用
金

庫
、

朝
日

信
用

金
庫

、
西

武
信

用
金

庫
、
東

京
東

信
用

金
庫

、
芝

信
用
金

庫
）
 

 
 

・
来

場
者

数
：

2
80

名
 

 
 

・
出

展
企

業
：

69
社
、
プ

レ
ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
実

施
企

業
：
3
3
社
 

 
 

【
出

展
企

業
の

満
足

度
】

 

 
 

 
①

職
員

に
よ

る
「

見
え

る
化
」

支
援

 
 

 
②

商
談

の
満
足

度
 

 
 

 
③

交
流

会
全
体

の
満

足
度

 
 

       

 

 
 

【
出

展
企

業
の

商
談

見
込

み
】
 

 
 

 
①

成
約

見
込

み
件

数
 

 
計

1
1
社

 
計

3
2
件
 

 
 

 
②

成
約

見
込

み
金

額
 

 
計

8
8
,6
4
0
千

円
 

 
 

 
b
)
そ
の

他
の

大
学

、
学

協
会

、
研
究

機
関

と
の

連
携

セ
ミ

ナ
ー
や

交
流

会
の

開
催
 

 
 

・「
国
内

お
よ

び
欧

州
に
お

け
る

C
F
RP

軽
量

化
技

術
の
最

新
動
向

」
 

連
携

先
：

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

成
形

加
工
学

会
 

 
 

・「
安
全

で
省

エ
ネ

社
会
の

構
築
と

中
小

企
業

支
援

」
 

 
 

 
 

連
携

先
：

電
気

学
会

 

 
 

・
電

気
化

学
界

面
シ

ミ
ュ

レ
ー
シ

ョ
ン

コ
ン

ソ
ー

シ
ア

ム
第

3
回
研

究
会
 

 
 

 
 

連
携

先
：

産
業

技
術

総
合
研

究
所
 

 

 〇
東

京
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

発
信

交
流

会
の

開
催

（
新

規
）
 

都
産

技
研

主
催

で
初

め
て

ビ
ジ

ネ
ス

マ
ッ

チ
ン

グ

交
流

会
を

開
催
 

・
協

力
機

関
：
協

定
締

結
機
関

3
5
機

関
（
う

ち
金

融

機
関

6
機
関

：
多

摩
信

用
金
庫

、
さ
わ

や
か

信
用

金

庫
、

朝
日

信
用

金
庫

、
西

武
信

用
金

庫
、

東
京

東
信

用
金

庫
、

芝
信

用
金

庫
）
 

・
出

展
企

業
数

：
6
9
社
 

・
来

場
者

数
：

2
80

名
 

・
成

約
見

込
み

件
数

：
計

11
社

 
計

3
2
件
 

・
成

約
見

込
み

金
額

：
計

88
,
6
4
0
千

円
 

         

東
京

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
発

信
交

流
会
の

様
子
 

 ○
東

京
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

発
信

交
流

会
出

展
企

業
の

声
 

・
職

員
の

「
見

え
る

化
」

支
援

で
は

的
確

な
助

言
と

機
器

の
提

供
を

受
け

た
 

・
沢

山
の

来
場

者
と

商
談

に
進

む
き

っ
か

け
が

で
き

ま
し

た
 

・
来

場
者

か
ら

良
い

評
価

を
い

た
だ

き
交

流
会

に
満

足
し

て
い

ま
す
 

  

②
公

立
大

学
法

人
首

都
大

学
東

京

（
以

下
、
「
首

都
大

学
東

京
」
と

い

う
。
）
な

ど
豊

富
な

技
術

シ
ー
ズ

を

有
す

る
大

学
や

研
究

機
関

と
中

小

企
業

と
の

マ
ッ

チ
ン

グ
の

場
を

提

供
す

る
。
 

(
2
)
首
都

大
学

東
京

と
の

連
携
に

よ
る
マ

ッ
チ

ン
グ

の
場

の
提

供
 

 
 
第

8
回
施

策
提

案
発

表
会

に
お
い

て
、

東
京

都
お

よ
び

都
の
関

連
団

体
に

対
し

5
テ

ー
マ
の

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
お

よ
び

ポ
ス

タ
ー

展
示

を
行
い

、
2
件
の

内
容

照
会

に
発
展

（
7
月

2
8
・
2
9
日
）（

新
規

）
 

 (
3
)
中
小

企
業

と
の

マ
ッ

チ
ン
グ

の
場
の

提
供
 

 
1
)
多
摩

地
域

企
業

と
の

交
流

会
（
新

規
）
 

多
摩

地
域

8
社

経
営

者
と

製
品

開
発
に

向
け

た
懇

談
会

お
よ

び
2
社

へ
企

業
訪

問
し

開
発

担
当
者

と
の
交

流
会

も
実

施
（

9
月

）
 

・
共

催
機

関
：

産
業

技
術

総
合

研
究
所
 

 
 
 
 
・
開

催
場

所
：

立
川

プ
ラ

ザ
ホ
テ

ル
 

 
2
)
技
術

シ
ー

ズ
説

明
会

・
マ

ッ
チ
ン

グ
会

（
新

規
）
 

東
京

都
、

埼
玉

県
、

千
葉

県
、

神
奈

川
県

の
公

設
試

験
研

究
機

関
が

保
有

す
る

特
許

等
の

技
術

シ
ー

ズ
を

活
用

し
た

中
小

企
業

の
新

製
品

開
発

・
自

社
製

品
の

付
加

価
値

向
上

等
を

支
援

す
る

マ
ッ

チ
ン

グ
会

に
お

い

て
都

産
技

研
の

2
件

の
シ

ー
ズ

を
発
表

し
、

4
社

と
の

面
談

を
行
い

継
続

支
援

中
 

○
首

都
大

学
東

京
と

の
連

携
に

よ
る

マ
ッ

チ
ン

グ
の

場
の

提
供
 

 
第

8
回
施

策
提

案
発

表
会
に

お
い
て

、
東

京
都

お

よ
び

都
の

関
連

団
体

に
対
し

5
テ
ー

マ
の

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
お

よ
び

ポ
ス

タ
ー

展
示

を
行

い
、

2
件

の
内

容
照

会
に

発
展

（
7
月

28
・

2
9
日

）（
新
規

）
 

 ○
中

小
企

業
と

の
マ

ッ
チ

ン
グ

会
の
開

催
 

・
多

摩
地

域
企

業
と

の
交

流
会

（
新
規

）
 

 
多

摩
地
域

8
社

の
製

品
開
発

に
向
け

た
懇

談
会

や

2
社

の
開

発
担

当
者

と
の

交
流

会
を
開

催
 

・
技

術
シ

ー
ズ

説
明

会
・

マ
ッ

チ
ン
グ

会
（

新
規

）

 
都

産
技

研
の

2
件

の
シ

ー
ズ

を
発
表

し
、

4
社

と

の
面

談
を

行
い

継
続

支
援

中
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18
－
産

学
公
金

連
携
支

援
 

 
 

・
共

催
機

関
：

公
社

知
的

財
産
総

合
セ

ン
タ

ー
 

 
 

・
協

力
機

関
：

埼
玉

県
、

千
葉
県

、
神

奈
川

県
公

設
試

 
計

3
機
関
 

3
)
東

京
ベ

イ
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

フ
ォ
ー

ラ
ム

（
継

続
）
 

協
力

機
関

か
ら

開
発

型
中

小
企

業
9
社
の

推
薦

を
受

け
、
企

業
の
ニ

ー
ズ

と
都

産
技

研
と

産
業
技

術
総
合

研
究

所
の

シ
ー

ズ
を

マ
ッ

チ
ン

グ
す
る

会
を

開
催

（
1
2
月
）

 

東
京

都
の

医
療

機
器

産
業

支
援

の
助
成

事
業

採
択

へ
向

け
継

続
支
援

中
 

1
社
 

東
京

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
発

信
交

流
会
へ

の
参

加
に

発
展

 
1
社
 

 
 

・
共

催
機

関
：

産
業

技
術

総
合
研

究
所
 

・
協

力
機

関
：

公
社

、
品

川
区

、
東
京

TY
フ
ィ

ナ
ン

シ
ャ
ル

グ
ル
ー

プ
 

 (
4
)
金
融

機
関

と
の

連
携

事
業
事

例
 

 
 
1
)技

術
相

談
の

実
施
 

 
 

 
行

員
を

通
じ

て
の

技
術

相
談
を

、
城

南
信

用
金

庫
、

さ
わ
や

か
信

用
金

庫
、

芝
信

用
金
庫

等
 
5
行

と
実

施
 

 
 
2
)金

融
機

関
主

催
の

ビ
ジ
ネ

ス
マ
ッ

チ
ン

グ
会

へ
の

都
産

技
研
ブ

ー
ス

の
出

展
を

4
行

と
実
施
 

 
 

 
東
京

T
Y
フ

ィ
ナ

ン
シ
ャ

ル
グ
ル

ー
プ

、
城

南
信

用
金

庫
、
昭

和
信

用
金

庫
 

等
 

 
 
3
)バ

ン
コ

ク
支

所
で

の
事
業

連
携
 

 
 

 
東

京
東

信
用

金
庫

、
東

京
TY

フ
ィ

ナ
ン

シ
ャ

ル
グ
ル

ー
プ
、

さ
わ

や
か

信
用

金
庫

 
等
 

 

 ・
東

京
ベ
イ

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ
ン

フ
ォ
ー

ラ
ム
（

継
続

）

 
東

京
都

の
医

療
機

器
産

業
支

援
の

助
成

事
業

採
択

へ
向

け
た

活
動

に
発

展
 

         ○
金

融
機

関
主

催
の

ビ
ジ

ネ
ス

マ
ッ

チ
ン

グ
会

へ
の

都
産

技
研

ブ
ー

ス
の

出
展

 
城

南
信
用

金
庫
等

4
行

と
実

施
 

③
企

業
同

士
の

連
携

に
意

欲
の

あ

る
企

業
に

対
し

て
、
本
部

及
び

多
摩

テ
ク

ノ
プ

ラ
ザ

で
異

業
種

交
流

会

を
各

１
グ

ル
ー

プ
立

ち
上

げ
る

と

と
も

に
、
既
存

グ
ル

ー
プ

の
活

動
支

援
を

実
施

す
る

。
 

(
5
)
異
業

種
交

流
活

動
の

支
援
（

年
報
：

p
.1
0
3）

 

 
異

業
種

交
流

活
動

の
活

性
化

と
新
グ

ル
ー

プ
の

結
成

支
援

を
目
的

と
し

た
取

り
組

み
を

実
施
 

2
グ

ル
ー

プ
の

結
成

を
支

援
し

、
現

在
計

27
グ
ル

ー
プ
（
本

部
21

グ
ル

ー
プ
、
多
摩

テ
ク

ノ
プ
ラ
ザ

6
グ
ル

ー

プ
）
、
約

4
00

社
が

活
動
 

1
)
新

グ
ル

ー
プ

の
結

成
支

援
 

 
従

来
型

の
課

題
解

決
型

異
業

種
交

流
グ

ル
ー

プ
と

と
も

に
、

新
た

に
「

高
齢

者
支

援
機

器
の

開
発

」
を

目
的

と
し

た
製

品
開

発
型

交
流

グ
ル

ー
プ
の

2
グ

ル
ー

プ
を

結
成

 

 
a
)
課
題

解
決

型
グ

ル
ー

プ
の

開
催
実

績
と

主
な

活
動
 

・
新

規
発

足
：

参
加

企
業
数

2
6
社
、

定
例

会
開

催
数

9
回
、

延
べ
参

加
者

数
：

1
51

名
 

・
主

な
活

動
：

自
社

紹
介

、
交

流
、

情
報

交
換

、
都

産
技

研
施

設
見

学
、

講
演

会
（

①
経

済
産

業
省

助
成

事
業

説
明

、
②

都
産

業
振

興
施

策
、
③

既
存

グ
ル

ー
プ

活
動

紹
介
）
 

 
b
)
製
品

開
発

型
グ

ル
ー

プ
（

テ
ー
マ

：
高

齢
者

支
援

機
器

の
開
発

）
の

開
催

実
績

と
主

な
活
動
 

・
新

規
発

足
：

参
加

企
業
数

1
0
社
、

定
例

会
開

催
数

7
回
、

延
べ
参

加
者

数
：

57
名
 

・
主

な
活

動
：

自
社

技
術

紹
介

、
高
齢

者
支

援
機

器
の

開
発

に
関
す

る
検

討
 

2
)
既

存
グ

ル
ー

プ
の

活
動

支
援

 

会
議

室
の

利
用

、
講

演
依

頼
へ

の
対

応
、

情
報

の
提

供
、

合
同

グ
ル

ー
プ

活
動

へ
の

支
援

お
よ

び
グ

ル
ー

プ
会

員
か

ら
の

技
術

相
談

等
に

対
応
 

・
都

産
技

研
で

の
定

例
会

等
の

開
催
回

数
：

82
回
、

参
加
者

数
：
7
9
7
名
 

・
多

摩
異

業
種

交
流

グ
ル

ー
プ

（
6
グ

ル
ー

プ
）

に
よ

る
多

摩
地
域

合
同

交
流

会
の
 

開
催

51
名
参

加
（

8
月

）
  

・
グ

ル
ー

プ
間

交
流

活
動

へ
の

情
報
提

供
（

オ
ー

プ
ン

例
会

・
合
同

例
会

の
支

援
等

）：
6
回
 

3
)
東

京
都

異
業

種
交

流
グ

ル
ー

プ
合
同

交
流

会
の

開
催

  

 
 

都
産

技
研

、
公

社
の

異
業

種
交

流
グ

ル
ー

プ
お

よ
び

都
産

技
研

技
術

研
究

会
が

一
堂

に
会

す
交

流
会

を
実

施

し
、

企
業

間
交

流
の

場
を

提
供

 

 
 

a
)開

催
概

要
（

2
月

2
日

開
催
、

都
産

技
研

本
部

）
 

・
参

加
者

数
：

1
91

名
 

・
実

施
内

容
：

製
品

展
示

会
：

2
6
社

、
分

科
会

（
①

事
業
承

継
、
②

新
製

品
・

新
分

野
開

拓
、
③

I
oT
、
 

④
C
S
R＜

企
業

の
社

会
的

責
任
＞

、
⑤
I
T
化

）
 

・
共

催
：

公
社

、
後

援
：

東
京

都
、
東

京
商

工
会

議
所
 

4
)
異

業
種

交
流

活
動

に
よ

る
事

業
化
等

の
成

果
 

a
)
製

品
開

発
事

例
 

8
件

（
試

作
含
む

）
 
 

 
 

 
・

古
紙

回
収

シ
ス

テ
ム

（
製
品

名
：

古
紙

De
ポ
イ
ン

ト
シ
ス

テ
ム

）
の

開
発
 

・
電

子
書

籍
型

コ
ン

テ
ン

ツ
作

成
用
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
（

製
品

名
：
S
M
A
RT
 
E
DI
T
）
の

開
発

 
等
 

b
)
会

員
間

受
発

注
等

事
例

（
13

件
）
 

 
 

 
シ

ス
テ

ム
・

エ
ン

ジ
ニ

ア
リ

ン
グ

・
サ

ー
ビ

ス
に

よ
る

業
務

連
携

、
防

水
加

工
機

取
引

、
膜

厚
検

査
測

定

器
取

引
、

特
性

ト
ラ

ン
ス

取
引

、
シ
ス

テ
ム

構
築

、
広

告
漫

画
制
作

等
 

 ○
新

グ
ル

ー
プ

の
結

成
支

援
 

課
題

解
決

型
（
参

加
2
6
社
）
と
「
高

齢
者

支
援

機

器
の

開
発

」
を

テ
ー

マ
に

製
品

開
発
型

（
1
0
社
）

の
2
グ
ル

ー
プ

を
結

成
 

 ○
グ

ル
ー

プ
間

相
互

の
交

流
会

等
の
開

催
 

多
摩

地
域

合
同

交
流

会
の

開
催

（
8
月

）
 
 

参
加

者
数

：
6
グ
ル

ー
プ

、
51

名
 

 

○
異

業
種

交
流

グ
ル

ー
プ

合
同

交
流
会
 

都
産

技
研

、
公

社
の

異
業

種
交

流
グ

ル
ー

プ
お

よ

び
都

産
技

研
の

技
術

研
究

会
が

一
堂

に
会

す
合

同
の

交
流

会
を

実
施

（
2
月
）
 

参
加

者
数

：
2
5
グ

ル
ー

プ
、
1
9
1
名
  

       

異
業

種
交

流
グ

ル
ー

プ
合

同
交

流
会
の

様
子

 
 ○

異
業
種

交
流

事
業

に
よ

る
事

業
化
等

の
成

果
 

製
品

開
発

事
例

 
8
件
（

試
作

含
む
）
 

       

 

【
製

品
化

事
例

】
古

紙
回

収
シ

ス
テ
ム
 

販
売

価
格

30
0
万
円

、
販

売
実

績
：
自

治
体

 1
台
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18
－
産

学
公
金

連
携
支

援
 

c
)
そ

の
他

の
活

動
事

例
 

①
共

同
コ

ン
サ

ル
テ

ィ
ン

グ
組

織
の
設

立
 

②
共

同
販

路
開

拓
（
展

示
会

へ
の

共
同

出
展

）
 

③
海

外
視

察
、

④
企

業
等

施
設

見
学
、

⑤
講

演
会

・
研

修
会

・
セ
ミ

ナ
ー
 

 
 
 

  

④
業

界
団

体
と

の
業

種
別

交
流

会

を
開

催
し

、
研

究
成

果
や

新
技

術
等

の
情

報
提

供
及

び
技

術
ニ

ー
ズ

の

収
集

を
行

う
。
 

(
6
)
業
種

別
交

流
会

の
開

催
（
年

報
：
p
.
1
05
）
 

現
状

と
課

題
に

関
す

る
情

報
交

換
と
今

後
の

技
術

的
支

援
事

業
に
つ

い
て

意
見

交
換
 

1
)
業

界
団

体
と

業
種

別
交

流
会

の
開
催

実
績
 

 
新
規

2
団
体

と
の

業
種

別
交

流
会
を

開
始
 

開
催

数
：

7
回

、
参

加
者

数
：

1
1
2
名

 
（

前
年

度
：

5
回
、

1
3
4
名

）
 

・
日

本
包

装
技

術
協

会
（

8
名

）（
新

規
）
 

・
東

京
温

度
検

出
端

工
業

会
（

1
1
名

）（
新

規
）
 

・
多

摩
・

区
内

繊
維

関
連

業
界

（
19

名
）

  

・
日

本
自

動
車

用
品

・
部

品
ア

フ
タ
ー

マ
ー

ケ
ッ

ト
振

興
会

（
N
AP
A
C
）（

15
名
）

 
等
 

 
2
)
開
催

内
容
 

a
)
日

本
包

装
技

術
協

会
：

業
界

の
現

状
と

課
題

の
報

告
。

技
術

的
支

援
に

関
す

る
要

望
を

受
け

、
今

後
の

支

援
と

取
り

組
み

に
つ

い
て

意
見

交
換
 

 
 

 
・

収
集

ニ
ー

ズ
：

包
装

貨
物
の

振
動

試
験

へ
の

依
頼

・
要
望
 

・
事

業
反

映
：

振
動

試
験

に
対

す
る
技

術
相

談
お

よ
び

振
動

試
験
の

実
施
 

b
)
多

摩
・

区
内

繊
維

関
連

業
界

：
区
内

と
多

摩
地

域
業

界
の

交
流
・

連
携

に
向

け
て

初
の

合
同
開

催
 

・
収

集
ニ

ー
ズ

：
江

戸
小

紋
型

紙
の
製

作
技

術
の

構
築
 

・
事

業
反

映
：

平
成

29
年
度
基

盤
研
究

で
開

始
し

、
成

果
を

還
元
 

c
)
日

本
自

動
車

用
品
・
部

品
ア

フ
タ
ー

マ
ー

ケ
ッ

ト
振

興
会
：
N
A
PA
C
の

最
近

の
動

向
紹
介

お
よ
び

都
産

技
研

の
技

術
支

援
等

の
意

見
交

換
 

・
収

集
ニ

ー
ズ

：
ハ

ン
ド

ル
軸

の
破
壊

試
験

へ
の

依
頼

要
望

 

・
事

業
反

映
：

オ
ー

ダ
ー

メ
ー

ド
試
験

等
で

の
対

応
を

検
討

 

 

 ○
業

種
別

交
流

会
の

開
催
 

・
開

催
実

績
 

開
催

数
 

7
回

 
新

規
2
団
体

 

 
 

日
本

包
装

技
術

協
会

（
8
名

）
 

東
京

温
度

検
出

端
工

業
会

（
11

名
）
 

・
交

流
促

進
の

取
り

組
み
 

多
摩

・
区

内
繊

維
関

連
業

界
 

区
内

と
多

摩
地

域
業

界
の

交
流

・
連

携
に

向
け

て
初

の
合

同
開

催
 

 

⑤
中

小
企

業
の

技
術

者
等

で
構

成

す
る

技
術

研
究

会
を

通
じ

て
、
共

同

で
技

術
的

課
題

の
解

決
を

図
る

。
 

(
7
)
技
術

研
究

会
事

業
（

年
報
：

p
.
1
05
）
 

 
1
)
技
術

研
究

会
の

活
動

支
援

 

 
 

 
2
グ
ル

ー
プ

が
解

散
し

、
計

2
3
団

体
が

活
動

を
継
続

中
 

2
)
活

動
実

績
 

開
催

数
：
計

1
4
6
回

開
催

、
参

加
者
数

：
2
,
0
82

名
（

前
年

度
：
1
4
4
回

、
2
,
0
36

名
）
 

  

3
)
技

術
研

究
会

活
動

の
支

援
事

例
（
1
5
件

）
 

 
 

a
)情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
研

究
会
 

 
 

 
中

小
企

業
へ

サ
イ

バ
ー

犯
罪
の

脅
威

と
そ

の
対

策
に

関
す
る

普
及

促
進

活
動

を
他

機
関
と

連
携

実
施
 

①
連

携
 

 
 

 東
京
中

小
企

業
サ

イ
バ
ー

セ
キ
ュ

リ
テ

ィ
支

援
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク

（
T
c
y
ss
）
へ

参
加
（

5
月
）
 

②
セ

ミ
ナ

ー
の

開
催
 

「
第

1
回

中
小

企
業

の
た

め
の

サ
イ
バ

ー
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
対

策
ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
」（

7
月

2
2
日

）
 

 
 

b
)感

性
工

学
研

究
会

 
 

都
産

技
研

職
員

の
マ

ッ
チ

ン
グ

支
援
に

よ
り
、
会
員

企
業
が

連
携
し

て
“
美

味
し

さ
の
価

値
を
高

め
る

調

理
器

具
”

開
発

を
開

始
 

 
4
)
技
術

研
究

会
活

動
に

よ
る

製
品
化

事
例

（
2
件
）
 

 
 

a
)「

パ
ー

ム
サ

ポ
ー

タ
ー

楽
書
」

感
性

工
学

研
究

会
 

 
 

 
・

高
齢

者
の

手
の

震
え

を
軽
減

し
、

自
力

で
書

く
こ

と
や
食

べ
る

こ
と

を
楽

に
す

る
福
祉

器
具
 

 
 

 
・

販
売

価
格

8,
8
0
0
円

（
10

月
販

売
開

始
）
 

・
技

術
研

究
会

内
に

結
成

し
た

「
ヘ

ル
ス

ケ
ア

ワ
ー

キ
ン

グ
グ

ル
ー

プ
」

内
で

安
全

性
向

上
に

つ
な

が
る

ア
ド

バ
イ

ス
、

実
証

実
験

を
実

施
す
る

と
と

も
に

、
N
E
DO

の
助

成
金

を
獲

得
し

製
品

化
を

達
成
 

b
)
「

片
手

生
活

支
援

ツ
ー

ル
」

東
京
都

健
康

福
祉

研
究

会
 

・
片

手
で

生
活

し
て

い
る

人
の

日
常
を

支
援

す
る

た
め

の
道

具
開
発
 

・
販

売
価

格
 
9
80

円
（

平
成

2
9
年

5
月
か

ら
販

売
開

始
）
 

 

 ○
技

術
研

究
会

の
活

動
支

援
 

・
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
研

究
会

 

 
 

東
京

中
小

企
業

サ
イ

バ
ー

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

支
援

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

（
T
c
y
ss
）
へ
参

加
 

         ○
技

術
研

究
会

の
製

品
化

事
例

：
 

「
パ

ー
ム

サ
ポ

ー
タ

ー
楽

書
」
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19
－
他
機
関
と
の
連
携

 
 

 中
期
計
画
【
項
目
別
評
価
単
位
】
 

年
度
計
画
【
項
目
別
評
価
単
位
】
 

項
目
 

自
己
評
価
 

平
成

28
年
度
 
年
度
計
画
に
係
る
実
績
 

特
記
事
項
 

3
-
2
 
行
政
及
び
他
の
支
援
機
関
と
の
連
携
に
よ
る
支
援
 

区
市
町
村
や
そ
れ
ら
の
自
治
体
が
運

営
す
る
中
小
企
業
支
援
機
関
が
開
催
す

る
展
示
会
及
び
セ
ミ
ナ
ー
へ
の
参
加
の

要
請
や
、
職
員
派
遣
の
要
請
等
に
き
め
細

か
く
対
応
す
る
こ
と
で
、
地
域
に
お
け
る

産
業
振
興
の
取
組
み
に
貢
献
す
る
と
と

も
に
都
産
技
研
の
利
用
促
進
を
図
る
。
 

公
設
試
験
研
究
機
関
が
相
互
に
連

携
・
補
完
し
て
広
域
的
に
中
小
企
業
の
支

援
を
実
施
し
て
い
る

T
K
F
の
活
動
を
継
続

す
る
こ
と
に
よ
り
、
広
域
的
な
ワ
ン
ス
ト

ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
を
確
保
し
、
中
小
企
業
へ

の
技
術
支
援
の
充
実
を
図
る
。
 

都
産
技
研
を
利
用
し
た
中
小
企
業
に

お
い
て
、
製
品
化
や
事
業
化
の
際
に
生
じ

る
開
発
資
金
の
調
達
、
販
路
の
開
拓
な
ど

が
円
滑
に
進
め
ら
れ
る
よ
う
、
中
小
企
業

振
興
公
社
等
の
経
営
支
援
機
関
と
連
携

し
て
技
術
と
経
営
の
両
面
か
ら
総
合
的

な
支
援
に
努
め
る
。
 

①
区
市
町
村
と
の
連
携
強
化
に
努

め
、
地
域
に
お
け
る
産
業
振
興
の
取

組
に
貢
献
す
る
と
と
も
に
都
産
技

研
の
利
用
促
進
を
図
る
。
 

1
9 

 

 
Ａ

 
(
1
)
 
区
市
町
村
等
と
の
連
携
協
定
締
結
に
よ
る
都
産
技
研
の
利
用
促
進
（
年
報
：
p
.
1
09
）
 

1
)
産
業
振
興
の
た
め
の
連
携
協
定
拡
大
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

a
)
新
た
に
国
内

3
機
関
と
協
定
締
結
 

連
携
協
定
締
結
機
関
 
計

57
機
関
（
国
内

5
4
機
関
 、

海
外

3
機
関
）
に
拡
大
 

（
前
年
度
：
国
内

5
3
機
関
、
海
外

3
機
関
）
 

①
東
京

T
Y
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ
（
5
月

2
7
日
）
 

締
結
内
容
：
技
術
面
・
経
営
面
・
金
融
面
で
の
総
合
的
か
つ
複
合
的
な
支
援
を
行
い
、
中
小
企
業
の
技
術

的
な
課
題
解
決
を
推
進
 

②
江
戸
川
区
（
3
月

29
日
）
 

締
結
内
容
：
江
戸
川
区
主
催
「
産
業
と
き
め
き
フ
ェ
ア
 
i
n 
E
D
O
G
AW
A
」
で
の
連
携
や
、
江
戸
川
区
内
の
企

業
等
の
技
術
力
・
製
品
開
発
力
の
向
上
な
ど
地
域
産
業
支
援
の
充
実
 

③
東
京
海
洋
大
学
（
3
月

30
日
）
 

締
結
内
容
：
産
学
公
連
携
活
動
の
活
性
化
・
共
同
研
究
等
に
相
互
協
力
を
推
進
 

 
 
b
)締

結
終
了
 

 
 
 
東
京

T
Y
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ
と
の
締
結
に
伴
い
、
東
京
都
民
銀
行
と
の
締
結
終
了
（
5
月

2
6
日
）
 

 (
2
)
 
利
用
促
進
に
向
け
た
自
治
体
と
の
事
業
連
携
 
 

1
)
実
績
 
全

4
8
事
業
実
施
  

 
【
主
な
連
携
実
施
事
例
】
 

 
a
)
都
産
技
研
実
施
自
治
体
（
計

17
自
治
体
）
 

 
 
①
利
用
助
成
が
可
能
な
自
治
体
 

 
 
 
 
新
規
：
墨
田
区
、
日
野
市
、
羽
村
市
 

 
 
 
 
継
続
：
1
4
自
治
体
 

 
 
②
利
用
助
成
活
用
へ
の
取
り
組
み
と
し
て
、
「
助
成
制
度
の
ご
案
内
」
冊
子
の
作
成
（
新
規
）
 
 

 
 
 
 
自
治
体
ご
と
に
利
用
助
成
可
能
な
事
業
が
異
な
る
た
め
、
冊
子
を
作
成
し
配
布
 
1
,0
0
0
部
（
1
1
月
）
 

b
)
連
携
技
術
相
談
体
制
の
実
施
 
品
川
区
、
板
橋
区
、
江
戸
川
区
、
府
中
市
 
等
 

 
c
)
自
治
体
が
主
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
へ
の
協
力
 

・
品
川
区
・
目
黒
区
・
板
橋
区
・
江
戸
川
区
・
北
区
合
同
開
催
「
も
の
づ
く
り
商
談
会
」
出
展
 

（
9
月
:
品
川
産
業
支
援
交
流
施
設
「
S
H
I
P」
）
 

・
第

27
回
府
中
市
工
業
技
術
展
「
ふ
ち
ゅ
う
テ
ク
ノ
フ
ェ
ア
」
へ
出
展
 

（
1
0
月

1
4
日
,
15

日
:府

中
市
市
民
会
館
 
参
加
者

1
2
0
名
）
 

 
 
・「

第
38

回
荒
川
区
産
業
展
」
へ
出
展
（
事
業
紹
介
お
よ
び
工
作
教
室
「
U
V
ア
ー
ト
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
コ
ー
ス
タ

を
作
ろ
う
」
）（

3
月

1
1、

12
日
:
荒
川
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
 工

作
教
室
参
加
者

1
20

名
）
 
等
 

 
d
)
共
催
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
（
計

7
件
 
計

21
3
名
参
加
）
 

・
八
王
子
市
 
平
成

28
年
度
第

6
回
先
端
技
術
セ
ミ
ナ
ー
「
製
品
安
全
設
計
の
要
諦
」
 

（
3
月
:
八
王
子
先
端
技
術
セ
ン
タ
ー
「
開
発
・
交
流
プ
ラ
ザ
」
参
加
者

4
9
名
）
 
等
 

e
)
表
彰
事
業
へ
の
協
力
 

・
千
代
田
区
「
第

9
回
千
代
田
ビ
ジ
ネ
ス
大
賞
」
を
後
援
 

・
葛
飾
ブ
ラ
ン
ド
「
葛
飾
町
工
場
物
語
」
認
定
審
査
委
員
会
 
等
 

 
f
)
見
学
会
へ
の
対
応
 

・
昭
島
市
立
拝
島
第
二
小
学
校
児
童
社
会
科
に
て
多
摩
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
見
学
(
6
月
 
参
加
者

10
3
名
）
 

 

 ○
産
業
振
興
の
た
め
連
携
協
定
を
拡
大
 

・
新
規
 
3
機
関
 

①
東
京

T
Y
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ
 

 
②
江
戸
川
区
 

③
東
京
海
洋
大
学
 

 
計

57
機
関
（
国
内

5
4
機
関
、
海
外

3
機
関
）
に
拡
大

 
（
前
年
度
：
計

5
6
機
関
）
 

・
締
結
終
了
 

 
東
京
都
民
銀
行
 

             

協
定
締
結
機
関
の
推
移
の
グ
ラ
フ
 

  ○
都
産
技
研
利
用
助
成
の
実
施
自
治
体
の
拡
大
 

・
新
規
 
3
自
治
体
 

・
継
続
 
14

自
治
体
 

 ○
利
用
助
成
活
用
へ
の
取
り
組
み
 

 
「
助
成
制
度
の
ご
案
内
」
冊
子
の
作
成
 

       

②
首
都
圏
の
公
設
試
験
研
究
機
関

が
相
互
に
連
携
・
補
完
し
て
広
域
的

に
中
小
企
業
の
支
援
を
実
施
し
て

い
る

T
K
F
の
活
動
を
継
続
す
る
こ
と

に
よ
り
、
広
域
的
な
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

(
3
)
 
首
都
圏
公
設
試
験
研
究
機
関
連
携
体
（
T
KF
）
の
活
動
に
よ
る
中
小
企
業
へ
の
技
術
支
援
（
年
報
：
p
.1
1
4）

 

 
1
)
首
都
圏
公
設
試
連
携
体
の
活
動
 

 
 
a
)活

動
体
制
の
継
続
 

 
 
 
1
3
機
関
（
会
員
機
関
：
東
京
都
、
埼
玉
県
、
千
葉
県
、
神
奈
川
県
、
横
浜
市
・
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
機
関
：
茨
城

県
、
栃
木
県
、
群
馬
県
、
新
潟
県
、
山
梨
県
、
山
梨
県
富
士
、
長
野
県
、
静
岡
県
）
に
て
広
域
的
な
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
活
動
を
継
続
 

      

0102030405060

H2
4

H2
5

H2
6

H2
7

H2
8

機
関

第
三

期
第

二
期



― 95 ―

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
19

－
他

機
関
と

の
連

携
 

 

サ
ー

ビ
ス

を
確

保
し
、
中
小
企

業
へ

の
技

術
支

援
の

充
実

を
図

る
。

 

 
 

b
)連

携
会

議
の

開
催

実
績

 

会
員

機
関

同
士

の
情

報
交

換
・

議
論
の

場
と

し
て

の
「

首
都

圏
公
設

試
連

携
推

進
会

議
」

を
2
回

、
中
小
企

業
向

け
の

情
報

提
供

の
場

と
し

て
の
「

T
KF

オ
ー

プ
ン

フ
ォ

ー
ラ
ム

」
を

1
回

開
催
 

①
首

都
圏

公
設

試
連

携
推

進
会

議
 

 
・
第

1
回
：

6
月

17
日
（
埼

玉
県
、

51
名
参

加
）、

第
2
回

：
2
月

1
0
日
（

千
葉

県
、

4
5
名

参
加

）
 

②
T
K
F
オ

ー
プ

ン
フ

ォ
ー

ラ
ム

 

・
「

I
oT

と
も

の
づ

く
り

」
を
テ

ー
マ
と

し
て

、
I
o
T
の

特
許

戦
略
に

関
す

る
基

調
講

演
と

6
機

関
に

よ
る

取
り

組
み

事
例

紹
介

を
実

施
（

1
0
月

2
8
日

 
2
0
0
名

参
加
、

神
奈
川

県
産

業
技

術
セ

ン
タ

ー
）
 

 
2
)
産
業

交
流
展

2
0
16

で
の
合

同
展
示

（
1
0
月

3
1
日

～
11

月
2
日

）
 

 
 

a
)連

携
成

果
の

合
同

展
示

を
行
い

、
中

小
企

業
に

成
果

を
普
及
 

 
 

b
)T
K
F
紹

介
ブ

ー
ス

に
て

、
T
KF

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

試
験

研
究
機

器
検

索
シ

ス
テ

ム
を

実
演
 

3
)
研

究
員

の
相

互
派

遣
お

よ
び

交
流
 

 
a
)
研
究

発
表

会
へ

の
相

互
派

遣
 

 
 

・
T
I
RI

ク
ロ

ス
ミ

ー
テ
ィ

ン
グ

2
0
16

に
、

T
KF

参
加
機

関
を
招

聘
  

 
 

 
 

4
機

関
（

神
奈

川
、

埼
玉
、

千
葉

、
長

野
）

 
計

7
名
（

6
月

8～
1
0
日

）
 

・
T
K
F
参

加
機

関
の

研
究

発
表

会
へ
職

員
を

派
遣
 

 
4
機
関

（
神

奈
川

、
埼

玉
、

千
葉
、

静
岡

）
 
計

8
名
（

7
月

2
7
日

～
3
月

16
日
）
 

 
 
 
 
b
)パ

ー
ト

ナ
ー

グ
ル

ー
プ

の
活
動

（
9
グ
ル

ー
プ

が
活

動
を
継

続
）
 

 
 

 
専

門
技

術
分

野
ご

と
に

相
互
交

流
活

動
を

実
施
 

・
バ

イ
オ

技
術

パ
ー

ト
ナ

ー
グ

ル
ー
プ

 情
報
交

換
会

（
6
月

1
3
日

、
神

奈
川

県
）
 

 
 

・
微

細
加

工
パ

ー
ト

ナ
ー

グ
ル
ー

プ
 
情
報

交
換

会
（
1
月

27
日
、

神
奈

川
県

）
 

4
)
T
K
F
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
試

験
研

究
機
器

検
索

シ
ス

テ
ム
 

 
 

オ
ブ

ザ
ー

バ
ー

も
含

む
全

1
3
機

関
の

設
備

検
索

が
可
能

な
サ
イ

ト
を

継
続
 

5
)
T
K
F
参

加
機

関
職

員
の

相
互

人
材
育

成
事

業
 

a
)
職

員
相

互
派

遣
研

修
の

活
用

実
績
 

・
T
K
F
参

加
機

関
相

互
の

職
員
研

修
事
業
（

T
K
F
ミ

ニ
イ

ン
タ
ー

ン
シ
ッ

プ
）
を

活
用

し
、
依

頼
試
験

等
の

試

験
項

目
の

新
設

、
試

験
精

度
や

品
質
の

向
上

に
寄

与
 

1
0
機
関

が
12

件
の

相
互

派
遣

を
実
施

（
う

ち
都

産
技

研
か

ら
の
派
遣

1
件
、

受
け

入
れ

6
件
）
 

【
研

修
例

】
 

・
平

成
2
6
年

度
補

正
地

域
オ
ー

プ
ン
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

促
進

事
業
「
東

北
・
関
東

広
域
連

携
医
療

機
器

関
連

産
業

強
化

コ
ン

ソ
ー

シ
ア

ム
」

導
入
機

器
の

活
用

促
進

お
よ

び
関
連

研
究

の
調

査
 

b
)
職

員
相

互
派

遣
研

修
制

度
の

利
用
拡

大
へ

の
取

り
組

み
 

・
過
去

3
年
間

の
研

修
実

施
内

容
を
ま

と
め

た
「

ミ
ニ

イ
ン

タ
ー
シ

ッ
プ

活
用

事
例

集
」

を
作
成

し
、
会
員

機
関

へ
周

知
。

平
成

29
年
度
の

研
修
参

加
希

望
に

つ
な

が
っ

た
（
1
件
）
 

 (
4
)
 
そ
の

他
の

公
設

試
験

研
究

機
関
と

の
連

携
の

取
り

組
み

 

 
1
)
公
立

鉱
工

業
試

験
研

究
機

関
長
協

議
会

へ
の

参
加
 

 
 

 
第

89
回
総

会
（

7
月

1
4
日
 

奈
良

県
で

開
催

）
都
産

技
研
理

事
長

が
会

長
（

任
期

2
年
）
 

 
 

 
第

90
回
幹

事
会

（
2
月

2
4
日

 
東

京
都

で
開

催
）
 

 
2
)
公
立

鉱
工

業
試

験
研

究
機

関
長
協

議
会

「
知

的
財

産
に

係
る
分

科
会

」
に

パ
ネ

ラ
ー

と
し
て

参
加
 

 
3
)
地
方

独
立

行
政

法
人

公
設

試
験
研

究
機

関
情

報
連

絡
会

 

 
 

 
第

7
回

連
絡

会
に

参
加

 
（
1
1
月

1
7
日

 
北

海
道

で
開
催

）
 

 
4
)
海
外

展
開

支
援

事
業

へ
の

協
力
 

 
 

 
鳥

取
県

事
業

開
始

（
4
月

）、
滋
賀

県
事

業
開

始
（
1
0
月
）
 

 
 

(
5
)
 
産
業

技
術

連
携

推
進

会
議

（
産
技

連
）

と
の

連
携
 

 
1
)
産
技

連
総

会
（

2
月

26
日

）
 

全
国

の
公

設
試

お
よ

び
国

が
相

互
に
連

携
し

、
機

関
相

互
の

情
報
交

換
や

国
へ

の
要

望
等

に
つ
い

て
議

論
 

 
都

産
技

研
理

事
長

が
「

公
設

試
か

ら
産

技
連

へ
の

提
言
」

の
中

で
「

公
設

試
デ

ジ
タ
ル

も
の

づ
く

り
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
構

想
」

の
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ
ョ

ン
を

実
施
 

2
)
技

術
部

会
 

技
術

分
野

別
の

部
会

、
研

究
会

に
お
い

て
、

共
同

研
究

、
現

地
研
修

、
研

究
発

表
等

の
活

動
を
実

施
 

    ○
T
K
F
オ

ー
プ

ン
フ

ォ
ー

ラ
ム

の
開
催
 

「
I
oT

と
も

の
づ

く
り

」
を
テ

ー
マ
と

し
て

、
I
oT

の
特

許
戦

略
に

関
す

る
基

調
講

演
と

6
機

関
に

よ
る

取
り

組
み

事
例

紹
介

を
実

施
 

 

T
K
F
オ
ー

プ
ン

フ
ォ

ー
ラ

ム
参

加
者
ア

ン
ケ

ー
ト
 

「
プ

ロ
グ

ラ
ム

別
の

満
足

度
」

 

 

           ○
産

業
交

流
展

20
1
6
で

の
合
同

展
示
 

連
携

成
果

の
合

同
展

示
、

T
KF

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

試
験

研

究
機

器
検

索
シ

ス
テ

ム
の

実
演

を
実
施
 

  ○
T
K
F
参

加
機

関
職

員
の

相
互

人
材
育

成
事

業
 

1
0
機
関

が
12

件
の

相
互

派
遣

を
実
施
 

（
う

ち
都

産
技

研
か

ら
の

派
遣

1
件
、

受
け

入
れ

6
件
）

    

46

1111

18

20

19

16

13

7

59

1310

と
て
も
満

足
満

足
普
通

不
満

無
回

答

・
招
待

講
演

（
人
）

・
Ｔ
Ｋ
Ｆ
取

組
紹

介

・
海
外

展
開

支
援

事
業
紹

介

・
成
果

展
示
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19
－
他
機
関
と
の
連
携

 
 

 
 
・
部
会
、
分
科
会
、
研
究
会
等

3
4
会
議
へ
出
席
 

3
D
も
の
づ
く
り
特
別
分
科
会
主
催
「
3D

プ
リ
ン
タ
研
究
会
」（

6
月

24
日
、
25

日
) 
を
都
産
技
研
に
て
開
催
 

・
都
産
技
研
職
員
研
究
成
果
等
の
発
表
 
計

32
件
 

 

③
都
産
技
研
を
利
用
し
た
中
小
企

業
に
お
い
て
、
製
品
化
や
事
業
化
の

際
に
生
じ
る
開
発
資
金
の
調
達
、
販

路
の
開
拓
な
ど
が
円
滑
に
進
め
ら

れ
る
よ
う
、
中
小
企
業
振
興
公
社
等

の
経
営
支
援
機
関
と
連
携
し
た
事

業
を
実
施
す
る
。
 

(
6
)
経
営
支
援
機
関
と
の
連
携
 

 
中
小
企
業
振
興
公
社
と
の
主
な
連
携
事
業
事
例
 

1
)
経
営
と
技
術
の
両
面
か
ら
企
業
へ
の
連
携
支
援
を
実
施
（
3
件
）
 

 
例
）
製
造
業
企
業
 

 
 
公
社
：
就
業
規
則
、
退
職
金
等
の
社
内
規
定
整
備
に
対
す
る
支
援
を
実
施
 

 
 
都
産
技
研
：
ロ
ボ
ッ
ト
産
業
活
性
化
支
援
事
業
に
よ
る
委
託
研
究
を
実
施
 

2
)
「
東
京
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
発
信
交
流
会
（
2
月

16
日
）」

で
の
経
営
支
援
 

 
 
公
社
販
路
開
拓
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
に
よ
る
出
展
企
業
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
 

3
)
公
社
事
業
へ
の
技
術
支
援
お
よ
び
都
産
技
研
職
員
の
派
遣
 

 
 
「
東
京
手
仕
事
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
新
た
な
東
京
産
伝
統
的
工
芸
品
開
発
を
技
術
面
で
支
援
、
お
よ

び
商
品
開
発
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
職
員
を
派
遣
（
2
名
、
9
回
）
 

 
【
製
品
化
事
例
】
 

 
 
お
ろ
し
切
子
 

4
)
広
報
活
動
に
お
け
る
協
力
 

公
社
情
報
誌
「
ア
ー
ガ
ス

21
」
へ
技
術
紹
介
を
寄
稿
 

「
見
え
な
い
も
の
を
見
る
技
術
」
連
載
記
事
を

4
回
掲
載
 

 
 

 ○
公

社
事

業
へ

の
技

術
支

援
協

力
お

よ
び

都
産

技
研

職

員
の
派
遣
 

         

 製
品
化
事
例
：
お
ろ
し
切
子
 

④
東
京
都
と
の
「
放
射
性
物
質
等
に

よ
る
災
害
時
等
対
応
に
関
す
る
協

定
」
に
基
づ
き
、
放
射
能
測
定
試
験

を
継
続
実
施
す
る
。
 

(
7
)
東
京
都
と
の
協
定
に
基
づ
く
放
射
線
量
測
定
試
験
を
実
施
 

東
京
都
と
締
結
し
た
「
放
射
性
物
質
等
に
よ
る
災
害
時
等
対
応
に
関
す
る
協
定
」（

平
成

1
9
年

3
月
締
結
）
に

基
づ
き
、
大
気
浮
遊
塵
等
の
放
射
線
量
測
定
を
実
施
 

 
1
)
大
気
浮
遊
塵
の
放
射
能
測
定
（
平
成

2
3
年

3
月

1
3
日
開
始
）
 

測
定
結
果
を
産
業
労
働
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
毎
日
公
表
 

 
 
北
朝
鮮
地
下
核
実
験
時
は
緊
急
体
制
で
対
応
 
（
9
月

9
日
～
16

日
）
 

 
2
)
空
間
線
量
率
測
定
（
平
成

2
3
年

3
月

1
5
日
開
始
）
 

 
 
測
定
結
果
を
本
部
か
ら
東
京
都
健
康
安
全
研
究
セ
ン
タ
ー
へ
の
自
動
転
送
、
デ
ー
タ
公
表
中
 

 

 ○
大
気
浮
遊
塵
の
測
定
 

・
測
定
結
果
を
産
業
労
働
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
毎
日
公
表

北
朝
鮮
地
下
核
実
験
時
は
緊
急
体
制
で
対
応
 

 
（
9
月

9
日
～
1
6
日
）
 

 ○
空
間
線
量
率
測
定
 

・
測
定
デ
ー
タ
を
自
動
転
送
し
、
東
京
都
健
康
安
全
研
究

セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
毎
時
デ
ー
タ
を
公
表
中
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20

－
産
業

人
材
の

育
成

  
  

  
 

 中
期

計
画

【
項

目
別

評
価

単
位

】
 

年
度

計
画

【
項

目
別

評
価

単
位

】
 

項
目
 

自
己

評
価
 

平
成

28
年
度

 
年

度
計

画
に
係

る
実
績
 

特
記

事
項
 

４
 

東
京

の
産

業
を

支
え

る
産

業
人
材

の
育

成
 

4
-
1
 
技
術

者
の

育
成
 

新
技

術
、
産

業
動

向
、
国
際
化

対
応
な

ど
に

関
す

る
セ

ミ
ナ

ー
や

実
践

に
役
立

つ
講

習
会

の
開

催
に

よ
り
、
中

小
企
業

の

新
製

品
・
新

サ
ー

ビ
ス

の
創
出

を
担
う

人

材
育

成
を

進
め

る
と

と
も

に
、
研
究

開
発

や
製

造
技

術
の

高
度

化
を

担
う

中
小
企

業
の

産
業

人
材

の
育

成
を

支
援

す
る
。
 

新
技

術
、
産

業
動

向
、
国
際
化

対

応
な

ど
に

関
す

る
セ

ミ
ナ

ー
や

実

践
に

役
立

つ
講

習
会

の
開

催
に

よ

り
、
中

小
企

業
の

新
製

品
・
新

サ
ー

ビ
ス

の
創

出
を

担
う

人
材

育
成

を

進
め

る
と

と
も

に
、
整

備
し
た

機
器

を
活

用
し
、
研
究

開
発

や
製
造

技
術

の
高

度
化

を
担

う
中

小
企

業
の

産

業
人

材
の

育
成

を
支

援
す

る
。

 

2
0 

Ｂ
 

(
1
)
技
術

セ
ミ

ナ
ー

お
よ

び
講
習

会
（
年

報
：

p
.1
2
2）

 

1
)
事

業
実

績
 

中
小

企
業

の
新

製
品
・
新

サ
ー

ビ
ス
の

創
出

を
担

う
人

材
育

成
を
目

的
と

し
て

、
技

術
セ

ミ
ナ
ー

お
よ

び
講
習

会
等

を
開

催
 

計
1
7
4
件

 
4
,
4
98

名
の

人
材

を
育
成

（
前

年
度

：
1
7
4
件

、
4
,6
5
4
名

）
 

内
訳
 

・
複

合
素

材
開

発
サ

イ
ト

開
設

記
念
無

料
セ

ミ
ナ

ー
 

3
件

（
新

規
）
 

・
ロ

ボ
ッ

ト
産

業
活

性
化

セ
ミ

ナ
ー
 

3
件
 

・
ブ

ラ
ン

ド
確

立
実

践
ワ

ー
ク

シ
ョ
ッ

プ
 

4
件
 

・
海

外
展

開
支

援
セ

ミ
ナ

ー
 

4
8
件
 

・
バ

ン
コ

ク
支

所
セ

ミ
ナ

ー
 

 
8
件
 

・
知

的
資

産
経

営
講

座
関

連
セ

ミ
ナ
ー
 

1
件
 

・
他

機
関

と
の

共
催

セ
ミ

ナ
ー

 
7
件
 

・
技

術
セ

ミ
ナ

ー
・

講
習

会
 

1
0
0
件
 

（
内

）
 

技
術

セ
ミ

ナ
ー
 

2
9
件
 

講
習

会
 

7
1
件
 

 
等
 

 

2
)
機

器
を

活
用

し
た

研
究

開
発

や
製
造

技
術

の
高

度
化

を
担

う
中
小

企
業

の
産

業
人

材
育

成
 

実
践

型
高

度
人

材
育

成
と

し
て

、「
現

場
で

役
立

つ
シ

リ
ー
ズ

」
セ
ミ

ナ
ー

お
よ

び
講

習
会

を
開
催

拡
充
 

計
5
4
件

、
65
7
名

受
講

 
（
前

年
度
：
計

4
1
件

、
64
9
名
受

講
）
 

 
 

・「
人
体

3
D
デ

ジ
タ

イ
ザ

に
よ
る

人
体

計
測

～
ス

ポ
ー

ツ
分
野

お
よ

び
福

祉
機

器
分

野
編
～

」
2
9
名

受
講
 

 
 

・「
現
場

で
役

立
つ

プ
ラ
ス

チ
ッ
ク

射
出

成
形

現
象

の
可

視
化
と

体
系

化
」

68
名
受
講

 
等
 

3
)
利

便
性

向
上

へ
の

取
り

組
み

 

a
)
バ

ン
コ

ク
支

所
へ

の
遠

隔
セ

ミ
ナ
ー

の
実

施
（
計

7
件
、

遠
隔
セ

ミ
ナ

ー
受
講

1
0
5
名

）（
新

規
）
 

 
 

 
本

部
か

ら
バ

ン
コ

ク
支

所
へ
セ

ミ
ナ

ー
を

生
中

継
し

、
タ
イ

進
出

企
業

の
利

便
性

を
高
め

る
遠

隔
セ

ミ
ナ
ー

を
実

施
（

申
し

込
み

多
数

の
セ

ミ
ナ
ー
は

2
回
開

催
）
 

 
 

 
・
「
発

注
者

の
た

め
の
め

っ
き
入

門
 
-
め
っ

き
技

術
の

基
礎
-
（
第

１
回

）」
（

7
月

7
日

、
7
名
受

講
）
 

 
 

 
・
「
生

産
技

術
レ

ベ
ル
ア

ッ
プ
の

た
め

の
工

学
基

礎
（

第
１
回

）」
（

8
月

17
日
、
1
0
名
受

講
）

 
等
 

 
 

b
)多

摩
テ

ク
ノ

プ
ラ

ザ
へ

の
遠
隔

セ
ミ

ナ
ー

の
継

続
実

施
 
（
計

4
件
、

遠
隔

セ
ミ

ナ
ー
受
講

3
8
名

）
 

 
 

 
・
「
グ

ロ
ー

バ
ル

人
材
育

成
 ア

ジ
ア

編
～

電
気

・
電
子

製
品
の

中
国

規
格

、
中
国

R
o
H
S
～
」（

6
月

15
日

、

遠
隔

セ
ミ

ナ
ー

受
講
者

1
1
名
）

 

・「
グ

ロ
ー

バ
ル

人
材

育
成

 ア
ジ

ア
編

～
中

国
、
韓
国

、
台

湾
の
認

証
制

度
～

」（
3
月

6
日

、
遠

隔
セ

ミ
ナ

ー
受

講
者

9
名

）
 

4
)
質

の
向

上
へ

の
取

り
組

み
 

 
 

a
)リ

ニ
ュ

ー
ア

ル
し

て
実

施
し
た

技
術

セ
ミ

ナ
ー

・
講

習
会
の

比
率
 

 
・

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

率
 

5
3％

、
92

件
（

前
年

度
 

5
6％

、
9
5
件

）
 

 
・

講
習

会
実

習
比

率
 

6
2％

 
3
49

時
間

中
2
1
8
時

間
が

実
習
 

（
前

年
度

：
6
2
％
 

3
87

時
間

中
24
1
時
間

が
実

習
）
 

b
)
受

講
者

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
 

・
受

講
者

の
ニ

ー
ズ

を
よ

り
把

握
す

る
た

め
、
「

内
容

」
お

よ
び

「
講

師
」

の
満

足
度

に
関

す
る

ア
ン

ケ
ー

ト

を
継

続
 

 

 ○
技
術
セ
ミ
ナ
ー
お
よ
び
講
習
会
の
開
催
実
績
の
維
持

設
備

を
活

用
し

た
セ

ミ
ナ

ー
の

充
実
や

海
外

展
開

支
援

セ
ミ

ナ
ー

を
充

実
す

る
な

ど
、
前

年
度

同
等

の
技

術
セ

ミ
ナ

ー
お

よ
び

講
習

会
を

開
催
 

総
件

数
 

 
 

1
74

件
（

前
年

度
：
1
7
4
件

）
 

受
講

者
数

 
 

4
,4
9
8
名

（
前

年
度
：

4
,6
5
4
名

）

 ○
設

備
を

活
用

し
た

実
践

型
高

度
人
材

育
成

セ
ミ

ナ

ー
お

よ
び

講
習

会
の

開
催

拡
充

 

計
5
4
件

、
65
7
名

受
講
 

（
前

年
度

：
計

41
件
、

6
49

名
受

講
）
 

・「
人

体
3D

デ
ジ

タ
イ

ザ
に

よ
る

人
体
計

測
～

ス
ポ

ー

ツ
分

野
お

よ
び

福
祉

機
器

分
野

編
～
」

29
名
受

講
 

 ○
利

便
性

向
上

へ
の

取
り

組
み

 

・
バ

ン
コ

ク
支

所
へ

の
遠

隔
セ

ミ
ナ
ー

（
新

規
）
 

計
7
件
、

遠
隔

セ
ミ

ナ
ー

受
講

1
0
5
名
 

・
多

摩
テ

ク
ノ

プ
ラ

ザ
へ

の
遠

隔
セ
ミ

ナ
ー
 

計
4
件
、

遠
隔

セ
ミ

ナ
ー

受
講

3
8
名
 

 ○
技

術
セ

ミ
ナ

ー
お

よ
び

講
習

会
に
対

す
る

満
足

度
 

・
内

容
に
つ

い
て
「

良
か

っ
た

」
～
「

普
通
」
の
回

答

率
が

96
％
と

高
い

評
価

を
獲
得

 

 
 
「

良
か

っ
た

」：
4
4％

（
前

年
度
 

4
5％

） 

        

（
n
=
1
,5
3
6）

 

 

・
講

師
に
つ

い
て
「

良
か

っ
た

」
～
「

普
通
」
の
回

答

率
が

98
％
と

高
い

評
価

を
獲
得

 

 
 
「

良
か

っ
た

」：
5
3％

（
前

年
度
 

5
3％

） 

    

（
n
=
1
,5
3
1）

 

 
回
答
比
率

良
か
っ
た
 

 
44
％

や
や
良
か
っ
た
 

 
34
％

普
通
 

 
18
％

や
や
悪
か
っ
た
 

 
3％

悪
か
っ
た
 

 
0％

 
回
答
比
率

良
か
っ
た
 

 
53
％

や
や
良
か
っ
た
 

 
31
％

普
通
 

 
14
％

や
や
悪
か
っ
た
 

 
2％

悪
か
っ
た
 

 
0％
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産
業

人
材
の

育
成

  
  

  
 

 4
-
2
 
関

係
機

関
と

の
連

携
に
よ

る
人
材

育
成
 

 

首
都

大
学

東
京

を
は

じ
め

と
す

る
大

学
、
学

術
団

体
、
業

界
団

体
、
行

政
機
関

等
が

実
施

し
て

い
る

産
業

人
材

育
成
の

取
組

み
に

対
し

て
、

職
員

の
講

師
派
遣

、

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

に
よ

る
学

生
の
受

け
入

れ
な

ど
で

積
極

的
に

協
力

す
る
。
 

サ
ー

ビ
ス

業
や

卸
売

業
・
小
売
業

に
お

い
て

も
、
製
品

の
製

造
や

品
質
管

理
に
関

す
る

知
識

を
有

す
る

人
材

育
成

が
必
要

と
な

っ
て

い
る

こ
と

を
踏

ま
え

、
都
産

技

研
の

設
備

や
人

材
を

活
か

し
た

実
践
的

な
セ

ミ
ナ

ー
を

実
施

す
る

。
 

個
別

企
業

や
業

界
団

体
等

の
人

材
育

成
ニ

ー
ズ

に
対

し
て

、
希

望
に
対

応
し
た

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

を
編

成
す

る
オ

ー
ダ
ー

メ
ー

ド
セ

ミ
ナ

ー
を

実
施

し
、
人

材
育
成

ニ
ー

ズ
に

き
め

細
か

く
対

応
す

る
。
 

①
首

都
大

学
東

京
を

は
じ

め
と

す

る
大

学
、

学
術

団
体

、
業

界
団

体
、

行
政

機
関

等
が

実
施

し
て

い
る

産

業
人

材
育

成
の

取
り

組
み

に
対

し

て
、
職
員

の
講

師
派

遣
、
イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

に
よ

る
学

生
の

受
入

れ

な
ど

で
積

極
的

に
協

力
す

る
。

 

(
2
)
大

学
、

学
術

団
体

、
業

界
団

体
、

行
政

機
関

等
の

実
施

す
る

産
業

人
材

育
成

の
取

り
組

み
に

対
す

る
、

職
員

の

講
師

派
遣

、
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
に
よ

る
学

生
の

受
け

入
れ

（
年
報

：
p
.
1
32
）
 

 
1
)
職
員

の
講

師
派

遣
 

 
 
 
 
a
)高

度
な

専
門

知
識

を
持

つ
職
員

を
大

学
、
学
術

団
体

、
業

界
団

体
、
行
政

機
関
等

へ
非
常

勤
講

師
や

指
導

員

と
し

て
派

遣
 
計

5
0
機
関

、
63

名
 （

前
年

度
：

3
3
 機

関
、

計
39
 
名
派

遣
）
 

 
 

b
)派

遣
事

例
 

 
 

【
大

学
】
 

 
 
 
 
 
講

師
：

首
都

大
学

東
京

、
法
政

大
学

、
東

京
理

科
大

学
、
明

治
大

学
、

多
摩

美
術

大
学
 
等
 

非
常

勤
講

師
：

芝
浦

工
業

大
学

、
東
京

学
芸

大
学

、
明

治
大

学
、
東

京
農

工
大

学
、

日
本

大
学
 
等
 

 
 

【
自

治
体

】
 

 
 

・
江

戸
川

区
主

催
え

ど
が

わ
産
学

官
金

連
携

推
進

フ
ォ

ー
ラ
ム
 

 
 

 
「

Ad
d
i
ti
v
e
 M
a
n
u
fa
c
t
u
r
i
ng
（
3
D
プ
リ

ン
テ

ィ
ン

グ
）
を
核

と
し

た
も
の

づ
く

り
技
術

に
よ

る
走

行
用

ス

ポ
ー

ツ
義

足
の

作
成

」
 

等
 

 
2
)
イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

に
よ

る
学
生

の
受

け
入

れ
 

 
 

a
)受

け
入

れ
実

績
 

 
 

 
 
計

1
3
機

関
 

2
6
名

 
（
大

学
生

・
大

学
院
生

2
4
名
、

高
校

生
・

高
専

生
2
名

）
 

 
 

 
 

 
首

都
大

学
東
京

9
名

、
東

京
大

学
2
名
、

東
京

理
科
大
学

2
名
 
等
（

前
年
度

：
計

1
0
機

関
 2
2
名

）
 

 
【

指
導

例
】
 

 
 

・
首

都
大

学
東

京
 

 
 

 
「

グ
ロ

ー
放

電
質

量
分

析
装
置

に
よ

る
微

量
不

純
物

の
定
量

分
析

」
 

 
 

 
「

日
射

環
境

試
験

装
置

を
活
用

し
た

生
活

関
連

製
品

の
性
能

評
価

」
 

・
芝

浦
工

業
大

学
大

学
院

：
機

械
技
術

グ
ル

ー
プ

（
連

携
大

学
院
方

式
）
 

 
 

 
「

絞
り

加
工

に
お

け
る

加
工
油

添
加

剤
の

作
用

機
構

の
解
明

」
 

 
3
)
 研

修
学

生
等

受
け

入
れ
後

に
関
す

る
貢

献
度

把
握

へ
の

取
り
組

み
 

a
)
平
成

2
6
年

度
～

2
8
年

度
の

研
修
学

生
受

け
入

れ
案

件
に

つ
い
て

成
果

実
績

調
査

を
実

施
 

 
 
 
b
)研

究
事

業
へ

の
発

展
事

例
（
平
成

2
8
年

度
）
 

共
同

研
究

3
件
（
前

年
度

2
件

）、
学

会
発

表
1
3
件
（

前
年
度
：
13

件
）、

論
文

発
表

5
件
（

前
年
度

2
件

）
, 

特
許

出
願

1
件

（
前

年
度

0
件

）
 

 
 

例
）

特
許

出
願

「
生

体
タ

ン
パ
ク

質
架

橋
剤

お
よ

び
そ

の
用
途

」
 

 

○
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
よ
る
学
生
の
受
け
入
れ
実
績

 
計

13
機
関

 
26

名
（
前

年
度

計
10

機
関

 
22

名
）

 ○
研

修
学

生
を

受
け

入
れ

た
こ

と
に

よ
っ

て
生

じ
た

研
究

事
業

へ
の

発
展

事
例

を
調

査
 

・
共

同
研
究

3
件
（

前
年

度
：

2
件
）
 

・
学

会
発
表

1
3
件

（
前

年
度
：

1
3
件

）
 

・
論

文
発
表

5
件
（

前
年

度
：

2
件
）
 

・
特

許
出
願

1
件
（

前
年

度
：

0
件
）
 

 ＜
研

修
学

生
受

け
入

れ
に

伴
う

成
果
実

績
＞
 

            【
研

修
学

生
の

声
】
 

「
大

学
で

学
ぶ

こ
と

が
難

し
い

実
デ

ー
タ

を
扱

う
こ

と
が

で
き

、
今

後
の

研
究

や
将

来
に

向
け

て
有

意
義

な
経

験
が

で
き

た
。
」
 

「
都

産
技

研
で

働
き

た
い

と
い

う
気

持
ち

が
高

ま
っ

た
。

来
年

度
の

採
用

試
験

に
応

募
し
た

い
。」

 

 

②
サ

ー
ビ

ス
業

や
卸

売
業
・
小

売
業

の
従

事
者

向
け

に
お

い
て

も
、
都

産

技
研

の
設

備
や

人
材

を
活

か
し

た

実
践

的
な

セ
ミ

ナ
ー

を
実

施
す

る
。

（
3
)
サ
ー

ビ
ス

業
や

卸
売

業
・

小
売
業

の
従

事
者

の
ニ

ー
ズ

に
対
応

し
た

技
術

セ
ミ

ナ
ー

・
講
習

会
を

開
催
 

も
の

づ
く

り
の

ノ
ウ

ハ
ウ

等
を

サ
ー
ビ

ス
産

業
向

け
に

わ
か

り
や
す

く
解

説
し
、
現
場
で

役
立
つ

情
報

を
提

供

す
る

こ
と

で
卸

売
業

・
小

売
業

、
サ
ー

ビ
ス

業
を

中
心

に
産

業
人
材

育
成

を
支

援
 

 
1
)
開
催

実
績

と
受

講
者

数
 

2
2
件
、

4
8
0
名

受
講

（
前

年
度

：
13

件
、

4
5
2
名

受
講

）
 

 
2
)
開
催

内
容
 

a
)
技

術
セ

ミ
ナ

ー
（
計

1
5
件
、

4
1
0
名

受
講

）
 

・
販

売
力

を
高

め
る

た
め

の
営

業
戦
略

シ
リ

ー
ズ

（
第

1
回

～
第

9
回
）
 

・「
営

業
で

役
立

つ
モ

ノ
づ

く
り

の
基
礎

の
基

礎
 
騒
音

測
定
・
評

価
編

－
売

れ
る

製
品

の
た

め
の
音

の
知

識
」 

・「
営

業
で

役
立

つ
も

の
づ

く
り

基
礎
の

基
礎

 材
料
編

-
炭
素

繊
維
強

化
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
入

門
セ
ミ

ナ
ー
」
等
 

b
)
講

習
会

「
営

業
で

役
立

つ
シ

リ
ー
ズ

」（
計

7
件
、

7
0
名

受
講
）
 

・
「

初
心

者
の

た
め

の
顕

微
鏡
活

用
法
－

繊
維

素
材

の
観

察
法

」
 

・
「

営
業

で
役

立
つ

も
の

づ
く
り

基
礎
の

基
礎

－
薄

膜
評

価
編

」
 
等
 

 

 ○
サ

ー
ビ

ス
業

や
卸

売
業

・
小

売
業
の

従
事

者
向

け
 

技
術

セ
ミ

ナ
ー

・
講

習
会

を
開

催
 

開
催

実
績
 

2
2
件
、

4
8
0
名

受
講

 
 

（
前

年
度

：
1
3
件

、
45
2
名
受

講
）
 

③
個

別
企

業
や

業
界

団
体

等
の

人

材
育

成
ニ

ー
ズ

に
対

し
て

、
希

望
に

対
応

し
た

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

を
編

成

す
る

オ
ー

ダ
ー

メ
ー

ド
セ

ミ
ナ

ー

を
実

施
し

、
人

材
育

成
ニ

ー
ズ

に
き

(
4
)
オ
ー

ダ
ー

メ
ー

ド
セ

ミ
ナ
ー

の
実
施

（
年

報
：

p
.1
3
1）

 

 
企

業
や

業
界

団
体

等
の

人
材

育
成
ニ

ー
ズ

に
対

し
、
個
別

の
要
望

に
幅

広
く

対
応

す
る

オ
ー
ダ

ー
メ

ー
ド

セ
ミ

ナ

ー
を

実
施
 

1
)
オ

ー
ダ

ー
メ

ー
ド

セ
ミ

ナ
ー

の
実
績

 
計

12
3
件
 

（
前

年
度
：

98
件
、

前
年

度
比

1
2
6
％
）
 

 
 

 
 利

用
者

内
訳

：
企

業
62

件
（
卸

・
小

売
り

4
件

含
む

）、
工

業
団

体
等

2
3
件

、
教

育
機
関

11
件
、
 

自
治
体

2
4
件

、
そ

の
他

（
国
機

関
等
）

3
件
 

   ○
オ

ー
ダ

ー
メ

ー
ド

セ
ミ

ナ
ー

の
実
績
 

 
計

12
3
件
（
前

年
度

：
9
8
件

、
前

年
度

比
1
2
6％

）

 

0510152025

H2
6

H2
7

H2
8

共
同

研
究

学
会

発
表

論
文

発
表

特
許

出
願

第
二
期

第
三

期
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20

－
産
業

人
材
の

育
成

  
  

  
 

 

め
細

か
く

対
応

す
る

。
 

2
)
自

治
体

と
共

催
に

よ
る

オ
ー

ダ
ー
メ

ー
ド

セ
ミ

ナ
ー

の
実

施
例
 

a
)
「

中
小

企
業

人
材

育
成

塾
 

新
技
術

研
修

」（
港
区

共
催
、

1
0
0
名

受
講

）
 

「
商

品
・

サ
ー

ビ
ス

開
発

」
に

お
け
る

企
画

書
の

作
成

方
法

に
つ
い

て
座

学
と

実
習

を
実

施
 

 
 

b
)「

材
料

強
度

試
験

の
実

技
研
修

」
東

京
都

立
城

南
職

業
能
力

開
発

セ
ン

タ
ー

大
田

校
、
1
1
名

受
講
 

材
料

試
験

機
を

利
用

し
、

各
種

金
属
材

料
特

性
に

関
す

る
研

修
を
実

施
 

3
)
オ

ー
ダ

ー
メ

ー
ド

セ
ミ

ナ
ー

の
実
施

例
 

a
)
製

造
業

の
製

品
開

発
を

目
的

と
し
た

ニ
ー

ズ
に

対
応

（
計

4
0
件

、
77
0
名

）
 

 
 

 
・
「
製

図
の

基
礎

」
（
プ

ラ
ス
チ

ッ
ク

製
品

製
造

業
、

4
名
受

講
）

 
等

 
 

b
)
製

造
業

の
品

質
管

理
を

目
的

と
し
た

ニ
ー

ズ
に

対
応

（
計

2
2
件

、
37
0
名

受
講

）
  
 
 

 
 

 
・「

改
正

R
o
HS

指
令
の

社
内
向

け
セ

ミ
ナ

ー
」（

医
療

用
機
械

器
具
・
医
療

用
品
製

造
業
、
10

名
受

講
）
 等

 

 

○
自

治
体

と
共

催
に

よ
る

オ
ー

ダ
ー

メ
ー

ド
セ

ミ
ナ

ー
の

実
施
 

中
小

企
業

人
材

育
成

塾
 

新
技

術
研
修
 

（
港

区
共

催
、

1
00

名
受

講
）

 

「
商

品
・

サ
ー

ビ
ス

開
発

」
に

お
け

る
企

画
書

の

作
成

方
法

に
つ

い
て

座
学

と
実

習
を
実

施
 

 

4
-
3
 
海

外
展

開
に

必
要

な
グ
ロ

ー
バ
ル

人
材

の
育

成
 

 

中
小

企
業

が
海

外
へ

事
業

を
展

開
す

る
際

に
は

現
地

の
経

営
環

境
や

市
場
動

向
に

詳
し

い
人

材
の

育
成

が
必

要
で
あ

る
こ

と
を

踏
ま

え
、
金
融

機
関
な

ど
の
連

携
締

結
機

関
の

情
報

や
他

の
産

業
支
援

機
関

を
活

用
し

た
実

践
的

な
セ

ミ
ナ
ー

を
実

施
す

る
。
 

中
小

企
業

が
海

外
へ

事
業

を
展

開
す

る
際

に
は

現
地

の
経

営
環

境

や
市

場
動

向
に

詳
し

い
人

材
の

育

成
が

必
要

で
あ

る
こ

と
を

踏
ま

え
、

金
融

機
関

な
ど

の
連

携
締

結
機

関

の
情

報
や

他
の

産
業

支
援

機
関

を

活
用

し
た

実
践

的
な

セ
ミ

ナ
ー

を

試
行

す
る

。
 

(
5
)
金
融

機
関

な
ど

の
連

携
締
結

機
関
の

情
報

や
他

の
産

業
支

援
機
関

を
活

用
し

た
実

践
的

な
セ
ミ

ナ
ー
 

 
金

融
機

関
や

産
業

支
援

機
関

と
連
携

し
、
各
機

関
の

業
務

に
関
す

る
情

報
提

供
す

る
と

と
も
に

、
グ

ロ
ー

バ
ル

に

展
開

す
る

人
材

に
求

め
ら

れ
る

技
術
動

向
や

会
社

経
営

な
ど

の
内
容

も
含

め
た

セ
ミ

ナ
ー

を
実
施

 
 
【

実
施

事
例

】
 

 
1
)
東
京

商
工

会
議

所
と

の
連

携
セ
ミ

ナ
ー

 
「

中
小
企

業
の

海
外

展
開

を
応

援
！
C
E
マ

ー
ク

活
用

セ
ミ
ナ

ー
～
海

外
の

認
証

制
度

を
学

ん
で
み

よ
う

～
」
 

2
6
名
参

加
（

9
月
）
 

2
)
東
京

T
Y
フ

ィ
ナ

ン
シ

ャ
ル
グ

ル
ー
プ
 

・
協

定
締

結
記

念
セ

ミ
ナ

ー
 

2
回
 

計
1
1
5
名

参
加
 

 
 

「
積

極
的

な
契

約
を

取
る

展
示
会

プ
ロ

セ
ス

」（
7
月
）
、
「

事
業

継
承

・
M
＆
A
セ
ミ
ナ

ー
」（

8
月

）
 

・
支

店
長

級
行

員
へ

の
都

産
技

研
事
業

説
明

会
 

2
回

、
計

1
8
2
名

参
加
 

・
専

用
相

談
シ

ー
ト

に
よ

る
技

術
相
談

の
開

始
 
計

6
件
実

施
 

・
タ

イ
お

よ
び

マ
レ

ー
シ

ア
展

示
会
で

の
出

展
企

業
を

共
同

で
支
援

 
等
 

 
3
)
み
ず

ほ
銀

行
、

み
ず

ほ
情

報
総
研

、
産

業
技

術
総

合
研

究
所
と

の
連

携
セ

ミ
ナ

ー
 

「
炭

素
材

料
の

現
状

と
未

来
 ―

ナ
ノ
カ

ー
ボ

ン
、

カ
ー

ボ
ン

フ
ァ
イ

バ
ー

―
」

 
5
0
名
参

加
（
1
1
月

）
 

4
)
（

一
社

）
組

込
み

シ
ス

テ
ム

技
術
協

会
と

の
連

携
セ

ミ
ナ

ー
 

 
 
「

チ
ー

ム
リ

ー
ダ

ー
の
た

め
の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
マ

ネ
ジ

メ
ン
ト

～
ソ

フ
ト

ウ
エ

ア
開

発
リ
ー

ダ
の

悩
み

解
消

の

一
助

に
」

 
3
5
名

参
加

（
5
月

）
 

 

 ○
金

融
機

関
な

ど
の

連
携

締
結

機
関

の
情

報
や

他
の

産
業

支
援

機
関

を
活

用
し

た
実

践
的
な

セ
ミ

ナ
ー
 

 東
京

商
工

会
議

所
と

の
連

携
セ

ミ
ナ
ー
 

「
中

小
企

業
の

海
外

展
開

を
応

援
！
C
E
マ

ー
ク

活
用

セ
ミ

ナ
ー

～
海

外
の

認
証

制
度

を
学

ん
で

み
よ

う

～
」

 
2
6
名

参
加

（
9
月

）
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21
－
情

報
発
信

・
情
報

提
供

 

中
期

計
画

【
項

目
別

評
価

単
位

】
 

年
度

計
画

【
項

目
別

評
価

単
位

】
 

項
目
 

自
己

評
価
 

平
成

28
年
度

 
年

度
計

画
に
係

る
実
績
 

特
記

事
項
 

Ⅰ
-
５
 

情
報

発
信

・
情

報
提
供

の
推
進
 

Ⅰ
-
5
-
1 
情
報

発
信
 

東
京

都
、
区

市
町

村
、
中
小
企

業
振
興

公
社
、
商
工

会
議

所
、
商
工
会

な
ど
の

支

援
機

関
等

が
実

施
す

る
講

演
会

、
イ

ベ
ン

ト
・
展

示
会

へ
の

参
加

を
通
じ

、
都

産
技

研
の

事
業

を
積

極
的
に

P
R
し
利

用
拡
大

に
つ

な
げ

る
。
 

都
産

技
研

が
開

催
す

る
研

究
発

表
会

と
、

T
K
F
参

加
の

各
公

設
試
験

研
究
機

関

等
が

行
う

研
究

発
表

会
の

間
で

、
相

互
に

発
表

者
を

派
遣

し
合

う
な

ど
、
多
様

な
連

携
に

よ
り

研
究

機
関

が
保

有
す

る
技

術

シ
ー

ズ
や

研
究

成
果

を
広

く
中

小
企

業

に
発

信
す

る
。
 

①
東

京
都

、
区

市
町

村
、

中
小

企

業
振

興
公

社
、

商
工

会
議

所
、

商

工
会

な
ど

の
支

援
機

関
等

が
実

施

す
る

講
演

会
、

イ
ベ

ン
ト

・
展

示

会
へ

の
参

加
を

通
じ

、
都

産
技

研

の
事

業
を

積
極

的
に

PR
し
利
用

拡
大

に
つ

な
げ

る
。
 

2
1 

Ａ
 

(
1
)
実
行

委
員

会
一

員
と

し
て
産

業
交
流

展
2
0
1
6を

企
画

運
営

・
出
展

（
年

報
：

p
.1
4
2）

 

（
1
0
月
3
1
日
～

1
1月

2日
、
東
京

ビ
ッ
グ

サ
イ

ト
東

5・
6
・
7・

8
ホ
ー

ル
、

来
場

者
数

 
延
べ

8
1
,
51
6
名
）
 

1
)
首

都
圏

テ
ク

ノ
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
ゾ
ー

ン
：

事
業

・
成

果
紹

介
 

2
)
次

世
代

ロ
ボ

ッ
ト

ゾ
ー

ン
：

ロ
ボ
ッ

ト
産

業
活

性
化

事
業

や
中
小

企
業

の
ロ

ボ
ッ

ト
技

術
の
紹

介
 

3
)
ビ

ジ
ネ

ス
フ

ロ
ン

テ
ィ

ア
・

フ
ェ
ア

（
併

催
）

(新
規

) 

 
 

M
TE
P
専
門

相
談

員
が

国
際

規
格
の

相
談

に
対

応
（

海
外

展
開
相

談
窓

口
）、

「
輸
出
規

制
セ
ミ

ナ
ー

」
3
回
 

 (
2
)
展
示

会
参

加
に

よ
る

事
業
紹

介
・
利

用
拡

大
 

1
)
都

・
区

市
主

催
の

展
示

会
等

参
加
に

よ
り

地
域

産
業

振
興

と
事
業

P
R 

1
9
件
（

前
年

度
：

1
6件

）
 
東

京
都
、
江

東
区

、
荒

川
区
、

葛
飾

区
、

江
戸

川
区

、
大
田

区
、

多
摩

地
域

 
等
 

2
)
金

融
機

関
主

催
の

展
示

会
等

へ
の
参

加
に

よ
る

利
用

拡
大

 

 
 

 
8件

（
前

年
度

：
6
件
）
 

「
T
OK
Y
O
TY
ビ
ジ

ネ
ス

交
流
展

2
0
1
6」

（
5
月

27
日
）

（
新
規

）
等
 

3
)
民

間
団

体
・

そ
の

他
主

催
の

専
門
展

示
会

等
へ

の
出

展
に

よ
る
成

果
お

よ
び

事
業

の
利

用
拡
大

取
り

組
み
 

a
)
出

展
件

数
 
3
5件

（
前

年
度
：

2
1
件
）

 
ロ

ボ
ッ

ト
産

業
活

性
化
事

業
に

お
け

る
出

展
増

（
項
目

4参
照
）
 

 
 

 
「

J
A2
0
1
6国

際
航

空
宇

宙
展
」

（
1
0
月
1
2
～
1
5
日
）

研
究
成

果
展

示
（

新
規

）
 

 
 

 
「

化
粧

品
開

発
展

」
（

1
月

23
～

25
日
）

化
粧

品
に
関

わ
る
評

価
技

術
を

展
示

（
新

規
）
 

等
 

b
)
効

果
測

定
（

民
間

団
体

主
催

の
う
ち

ロ
ボ

ッ
ト

関
連

お
よ

び
バ
ン

コ
ク

開
催

を
除

く
10
件

）
 

・
有

料
展

示
会

を
対

象
に

実
施

し
て
い

た
、
展
示

内
容

や
来

場
者
の

反
応

等
の

担
当

職
員

に
よ
る

自
己
評
価

を
無

料
展

示
会

へ
も

展
開

。
 

・
展

示
会

開
催

1ヶ
月
後

に
も
調

査
も
実

施
し

、
都

産
技

研
新

規
利
用

の
有

無
を

調
査

（
新

規
）
 

「
展

示
会

を
き

っ
か

け
と

し
た

新
規
利

用
」

の
あ

っ
た

展
示

会
5件

 

4
)
地

域
住

民
向

け
イ

ベ
ン

ト
の

開
催
・

参
加

（
年

報
：

p
.1
4
2
）
 

 
 

主
催

 
1件

、
共

催
・

講
演

等
 
6件

 

・
「

子
ど

も
科

学
技

術
教

室
（

多
摩
テ

ク
ノ

プ
ラ

ザ
）

」
主

催
 
4
7
組
1
0
3名

参
加

（
8月

1
8
日
～

1
9日

）
 

・
「

T
O
K
Y
Oふ

し
ぎ

祭
（

サ
イ
）
エ
ン

ス
20
1
6（

東
京

都
）
」
後
援

、
工

作
教

室
開

催
 4
回

6
0
名
参

加
（

4月
2
3日

） 

・
「

サ
イ

エ
ン

ス
ア

ゴ
ラ

2
01
6
の

共
催

（
11
月

3～
6日

、
独
立

行
政
法

人
科

学
技

術
振

興
機

構
主
催

）
」

共
催
 

会
場

提
供
（

本
部

）
、
「

都
産

技
研
ミ

ニ
見

学
ツ

ア
ー
」
開

催
、

「
セ

ー
フ

テ
ィ

グ
ッ
ズ

フ
ェ
ア

w
it
h
サ
イ

エ

ン
ス

ア
ゴ

ラ
2
0
1
6（

東
京

都
、

キ
ッ
ズ

デ
ザ

イ
ン

協
議

会
）

」
共
催

を
同

時
開

催
 

等
 

 

 ○
産

業
交

流
展

2
01
6 

・
首

都
圏
テ

ク
ノ

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

ゾ
ー
ン

来
場

者
ア

ン

ケ
ー

ト
結

果
 

（
複

数
回

答
、

1
54
名
／

来
場
約

2
,
0
00
名
）
 

 
情

報
収

集
で

き
た

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
7
6
％
 

 
役

に
立

ち
そ

う
な

技
術

シ
ー

ズ
が
あ

っ
た

 
1
2
％
 

 
製

品
開

発
の

参
考

に
な

っ
た

 
 
 

 
 

 
 
8
％
 

・
出

展
効

果
測

定
 

（
出

展
1
ヶ
月

後
所

内
調

査
、
2
0
部

署
回

答
）
 

 
出

展
を

き
っ

か
け

と
し

た
利

用
が
あ

っ
た

 
5
5
％
 

  ○
展

示
会

等
参

加
に

よ
る

事
業

紹
介
・

利
用

拡
大
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
62

件
（

前
年
度

：
4
3
件

）
 

・
都

・
区

市
主

催
 

19
件
（
前

年
度
：

16
件
）
 

・
金

融
機

関
主

催
 

8
件

（
前

年
度
：

6
件

）
 

・
民

間
団

体
・

そ
の

他
 

35
件

（
前
年

度
：

21
件
）

  ○
出
展

1
ヶ
月

後
に

新
規

利
用

調
査
を

実
施

し
、
専

門

展
示

会
等

の
効

果
を

測
定

（
新

規
）
 

出
展

1
0
件

中
5
件
が

、
展

示
会

を
き
っ

か
け

と
し

た
都

産
技

研
の

新
規

利
用

に
結

び
つ
い

た
。
 

 

②
都

産
技

研
が

開
催

す
る

研
究

発

表
会

と
、

首
都

大
学

東
京
や

T
K
F

参
加

の
各

公
設

試
験

研
究

機
関

等

が
行

う
研

究
発

表
会

の
間

で
、

相

互
に

発
表

者
を

派
遣

し
合

う
な

ど
、

多
様

な
連

携
に

よ
り

研
究

機

関
が

保
有

す
る

技
術

シ
ー

ズ
や

研

究
成

果
を

広
く

中
小

企
業

に
発

信

す
る

。
 

(
3
)
T
I
RI
ク
ロ

ス
ミ

ー
テ

ィ
ン
グ

2
0
1
6開

催
に

よ
る

技
術

シ
ー

ズ
・
研

究
成

果
の

発
信

（
年

報
：
p
.
1
35
）
 

 
研

究
成

果
発

表
会

を
「

中
小

企
業
と

技
術

の
出

会
い

の
場

『
T
IR
I
ク
ロ

ス
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
2
01
6
』」

に
名

称
変

更
 

研
究

成
果

や
技

術
動

向
発

信
に

よ
る
中

小
企

業
の

製
品

開
発
・

事
業

化
促

進
、
研

究
シ
ー

ズ
の
普

及
・
利
用
促
進
 

1
)
6
月

8～
1
0日

 本
部
講

堂
・
イ

ノ
ベ
ー

シ
ョ

ン
ハ

ブ
・

研
修

室
ほ
か

（
延

べ
7
0
0名

）（
前

年
度
：

延
べ

6
38
名
）
 

2
)
研

究
発

表
 
1
1
3テ

ー
マ

（
前

年
度
：

1
18
テ
ー

マ
）。

基
調

講
演
、

特
別

講
演

 
8件

（
前

年
度
：

1
0件

）
 

3
)
首

都
大

学
東

京
・

T
KF
ほ
か
連

携
機
関

等
に

よ
る

発
表

 
38
 
テ

ー
マ

（
前

年
度

：
35
 
テ
ー

マ
）
 

4
)
共

同
研

究
企

業
、

製
品

開
発

支
援
ラ

ボ
入

居
企

業
等

に
よ

る
発
表

 
8 
テ
ー

マ
（

前
年
度

：
9テ

ー
マ

）
 

5
)
見

学
会

 
17
コ
ー

ス
 1
0
6名

参
加

（
前

年
度

：
1
2
 コ

ー
ス
、

2
1
1名

）
 

6
)
地

方
独

立
行

政
法

人
化

1
0周

年
プ
ロ

グ
ラ

ム
を

同
時

開
催

し
、
記

念
講

演
・

記
念

式
典

、
記
念

交
流

会
実

施
 

7
)
T
I
R
Iク

ロ
ス

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

2
0
1
6要

旨
を

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

で
事
前

公
開

し
来

場
を

促
進

（
新
規

）
 

8
)
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果
 

参
加

目
的

や
満

足
度

の
ア

ン
ケ

ー
ト
を

実
施

（
回

答
数

2
66
名

）
 

来
場

目
的
：「

新
技
術

分
野

の
収

集
」
30
％
（
前

年
度
：
2
9％

）、
「
都

産
技

研
の

研
究

開
発

」
1
0
％
（

前
年

度
：

1
9
％

）
、「

基
調

講
演

等
」
2
6％

（
前
年

度
：
1
9
％
）
、
発
表
会

の
満
足

度
：
満
足

＋
や

や
満

足
 

7
7
％
（

前
年

度
：

6
8
％

）
 

 (
4
)
他
機

関
研

究
発

表
会

へ
の
発

表
者
派

遣
 

 
4
機
関

 
計

8
 テ

ー
マ

発
表
 

 (
5
)
施
設

公
開

の
開

催
 （

年
報

：
p
.1
4
0）

 

 
中

小
企

業
お

よ
び

都
民

に
各

事
業
所

を
公

開
し

、
各

種
事

業
の
紹

介
、

利
用

促
進

、
産

業
技
術

の
普

及
を

推
進
 

○
T
I
RI

ク
ロ

ス
ミ

ー
テ

ィ
ン
グ

2
0
16

の
開

催
 

・
研
究

シ
ー

ズ
の

普
及
・
利
用

促
進
の

場
と

し
て

、
名

称
変

更
、

内
容

充
実
 

・
地

独
法

化
1
0
周
年

プ
ロ

グ
ラ

ム
を
同

時
開

催
 

 ・
要

旨
を
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
で

事
前

公
開
し

来
場

を
促

進

（
新

規
）
 

     

10
周
年
記
念
プ
ロ
グ
ラ
ム
記
念
講
演
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－
情

報
発
信

・
情
報

提
供

 

多
摩

テ
ク

ノ
プ

ラ
ザ

・
各

支
所

で
は
、

地
域

の
自

治
体

、
連

携
機
関

と
協

力
開

催
 

1
)
本

部
「

I
NN
O
V
ES
T
A
!2
0
1
6」

9
月

9日
（
金

）
ビ

ジ
ネ

ス
デ

ー
、
1
0
日
（

土
）

フ
ァ

ミ
リ

ー
デ
ー
 

・
入

場
者

1
,5
4
7
 名

（
前

年
度

：
2
,2
0
3名

）
、

会
場

キ
ャ
パ

シ
テ
ィ

を
踏

ま
え

て
集

客
開

催
 

・
フ

ァ
ミ

リ
ー

デ
ー

を
産

業
技

術
総
合

研
究

所
臨

海
副

都
心

セ
ン
タ

ー
一

般
公

開
と

同
時

開
催
（

新
規

）
 

2
)
城

東
支

所
：

1
0月

1
4日

（
金

）
～
1
6
日
（

日
）

、
3
,
4
00
名

（
前
年

度
4
,
5
41
名
）
 

3
)
墨

田
支

所
：

1
0月

6日
（
木
）

～
7日

（
金

）
、

1
0
0名

（
前

年
度
 
2
6
3名

）
 

4
)
城

南
支

所
：

1
0月

6日
（
木
）

～
7日

（
金

）
、

3
3
3名

（
前

年
度
 
3
0
0名

）
 

5
)
多

摩
テ

ク
ノ

プ
ラ

ザ
：

1
0 
月

2
1
日
（

金
）

ビ
ジ

ネ
ス

デ
ー

、
2
2 
日
（

土
）

フ
ァ

ミ
リ
ー

デ
ー
 

3
,
6
7
2名

（
前

年
度

2
,
31
6
名
）

 

 (
6
)
施
設

見
学

の
随

時
実

施
（
年

報
：
p
.
1
43
）
 

全
事

業
所

で
施

設
見

学
を

実
施

：
2
82
件
、

計
3,
8
9
1名

（
前

年
度
：

2
45
件
、

3
,
42
7
名
）

 

内
 

本
部

実
施

：
1
7
5
 件

、
計

2
,
6
50
 
名
（

前
年

度
：

1
51
 
件

、
2,
3
0
9 
名
）
 

 (
7
)
認
知

度
調

査
の

実
施
 

都
内

に
立

地
す

る
中

小
企

業
10
,
0
0
0社

へ
「

中
小

企
業

の
技
術

支
援
ニ

ー
ズ

に
関

す
る

調
査

」
を
実

施
（

1月
）
 

製
造

業
に

お
け

る
都

産
技

研
の

認
知
度

 
4
5
.
0％

（
全

業
種

に
お
け

る
認

知
度

 
3
5
.
6％

）
 

 

 〇
フ

ァ
ミ

リ
ー

デ
ー

を
産

業
技

術
総

合
研

究
所

臨
海

副
都

心
セ

ン
タ

ー
一

般
公

開
と

同
時
開

催
（

新
規

）
 

Ⅰ
-
5
-
2 
情
報

提
供
 

 

中
小

企
業

の
製

品
開

発
や

生
産

活
動

に
役

立
つ

以
下

の
情

報
を

イ
ン

タ
ー
ネ

ッ
ト

や
技

術
情

報
誌

等
の

広
報

媒
体
に

よ
り

速
や

か
に

提
供

す
る

。
 

・
研

究
開

発
の

成
果
 

・
保

有
す

る
技

術
情

報
や

ノ
ウ

ハ
ウ
 

・
依

頼
試

験
や

設
備

機
器

の
利
用

に
関
す

る
情

報
 

・
産

業
人

材
育

成
に

関
す

る
セ
ミ

ナ
ー
開

催
情

報
 

・
共

同
研

究
や

受
託

研
究

の
公
募

に
関
す

る
情

報
 

・
最

近
の

国
内

外
の

技
術

動
向
等

に
関
す

る
情

報
 

中
小

企
業

の
製

品
開

発
や

生
産

活
動

に
役

立
つ

以
下

の
情

報
を

イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

や
技

術
情

報
誌

等

の
広

報
媒

体
に

よ
り

速
や

か
に

提

供
す

る
。
 

本
部

の
公

開
図

書
室

を
活

用

し
、

中
小

企
業

に
役

立
つ

技
術

資

料
等

を
公

開
す

る
。
 

・
研

究
開

発
の

成
果
 

・
保

有
す

る
技

術
情

報
や

ノ
ウ

ハ

ウ
 

・
依

頼
試

験
や

設
備

機
器

の
利

用

に
関

す
る

情
報
 

・
産

業
人

材
育

成
に

関
す

る
セ

ミ

ナ
ー

開
催

情
報
 

・
産

学
公

金
連

携
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー

ト
に

関
す

る
情

報
 

・
共

同
研

究
の

公
募

や
受

託
研

究

に
関

す
る

情
報
 

・
最

近
の

技
術

動
向

等
に

関
す

る

情
報
 

(
8
)
都
産

技
研

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ
（

年
報
：

p
.1
4
9）

 

1
)
 
1
2
月

20
日
に

全
面

リ
ニ
ュ

ー
ア
ル

公
開
 

 
 

利
用

者
が

知
り

た
い

情
報

が
探
し

や
す

い
、

知
っ

て
ほ

し
い
情

報
を

知
ら

せ
る

、
公

表
す
べ

き
情

報
を

掲
載
 

 
・

利
用

の
多

い
ペ

ー
ジ

は
ト

ッ
プ
ペ

ー
ジ

か
ら

ワ
ン

ク
リ

ッ
ク
で

ア
ク

セ
ス
 

 
・

イ
ベ

ン
ト

開
催

、
募

集
な

ど
ト
ピ

ッ
ク

ス
を

ト
ッ

プ
ペ

ー
ジ
の

メ
イ

ン
グ

ラ
フ

ィ
ッ

ク
で

P
R 

 
・
機
器
・
設
備

が
キ
ー

ワ
ー

ド
、
分

類
、
利

用
目
的

、
設

置
場
所

等
か

ら
検

索
可

能
、
結

果
を

画
像
付

一
覧
表
示
 

 
・

依
頼

試
験

・
機

器
利

用
料

金
表
、

機
器

利
用

予
約

状
況

確
認
等

が
ト

ッ
プ

ペ
ー

ジ
か

ら
閲
覧

可
能
 

 
・

募
集

、
イ

ベ
ン

ト
開

催
、

展
示
会

出
展

、
セ

ミ
ナ

ー
開

催
等
を

イ
ベ

ン
ト

カ
レ

ン
ダ

ー
に
掲

載
 

な
ど
 

2
)
ア

ク
セ

ス
実

績
 

 
 

ペ
ー

ジ
ビ

ュ
ー

数
 

 
 

2
,
8
29

千
件

（
前

年
度

：
2,
5
3
9
千

件
）
 

ア
ク

セ
ス

ユ
ー

ザ
ー

数
 

 
25
6
千
件

（
前

年
度

：
 

2
4
2
千

件
）
 

 
 

内
 
新
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
12

月
20

日
～
3
月

31
日
）
ペ
ー
ジ
ビ
ュ
ー
数
 
64
9
千
件
、
ア
ク
セ
ス
ユ
ー
ザ
ー
数
 

67
千
件
 

3
)
利

用
者

の
評

価
 

「
平
成

2
8
年
都

産
技

研
の

利
用

に
関
す

る
調
査

」
2
月

1
3
日

～
3
月

1
3
日

調
査

結
果
 

 
 

都
産

技
研

利
用

の
き

っ
か

け
は
「

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

」
が

最
も
多
い

3
7％

（
前

年
度
：

4
0
％
）
 

 
 
 
 
「
リ

ニ
ュ

ー
ア

ル
後

に
見

や
す
く

な
っ

た
／

使
い

や
す

く
な
っ

た
」

と
の

意
見

多
数

 

 (
9
)
メ
ー

ル
ニ

ュ
ー

ス
配

信
（
年

報
：
p
.
1
50
）
 

 
都

産
技

研
お

よ
び

連
携

機
関

等
の
支

援
事

業
の

情
報

を
中

小
企
業

に
迅

速
に

提
供
 

配
信

50
回
、

発
信

数
 約

13
,
2
0
0
件

／
回

（
前

年
度

：
配
信

5
2
 回

、
発

信
数

 約
1
2
,5
0
0
件
／

回
）
 

 (
1
0
)
刊
行

物
（

年
報

：
p
.
1
47
）

 

1
)
「

T
IR
I
 
NE
W
S」

（
都

産
技
研

技
術
情

報
誌

、
毎
月

1
日
発

行
、
カ

ラ
ー

1
2 
ペ
ー

ジ
）
 

・
発

行
 

各
号
約

6
,
00
0
部
、

発
送
件

数
 
約

2
,
20
0
件
（

前
年
度

：
約

2,
3
0
0
件

）
 

・
設
備
紹
介
ペ
ー
ジ
を
新
設
（
毎
号
掲
載
）
、
最
近
注
目
さ
れ
て
い
る
技
術
ト
ピ
ッ
ク
「
TI
RI
 N
EW
S 
EY
E」

（
継
続
） 

・
1
冊
発

送
は

封
筒

を
利

用
し

な
い
エ

コ
メ

ー
ル

に
変

更
し

、
 

開
封

率
ア

ッ
プ

お
よ

び
梱

包
資

材
削
減

を
図

る
 

・
読

者
ア

ン
ケ

ー
ト

を
毎

月
実

施
 
回

答
数

 
2
3
0
件
 

2
)
「

地
方

独
立

行
政

法
人
化

1
0
年
の

歩
み

」
（

6
月
発

行
、

1
,
0
00

部
）
 

3
)
「

研
究

報
告
第

1
1
 号

」
（

9
月
発

行
、

最
終

号
）

1
,3
0
0
部
 

研
究

テ
ー

マ
の

論
文

、
ノ

ー
ト

掲
載
を

行
っ

て
き

た
研

究
報

告
は
、
 

第
二

期
中

期
計

画
分

ま
で

で
発

行
終
了

と
し

、
最

終
号

を
発

行
。
 

今
後

は
、

「
T
I
R
I 
N
E
WS
」
へ
の

研
究
成

果
掲

載
や

「
シ

ー
ズ

集
」
 

「
成

果
事

例
集

」
等

で
、

普
及

を
進
め

る
と

と
も

に
、

学
会

論
文
 

○
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
を

全
面

リ
ニ

ュ
ー
ア

ル
 

 
 

機
器

・
設

備
検

索
結

果
を

画
像

付
一
覧

表
示
 

 ・
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
を

き
っ

か
け

と
し
た

都
産

技
研

の

利
用

 
3
7
 ％

（
前

年
度

：
40
 
％

）
 

・
ホ

ー
ム

ぺ
ー

ジ
リ

ニ
ュ

ー
ア

ル
後
に

見
や

す
く

な

っ
た

／
使

い
や

す
く

な
っ

た
と

の
意
見

多
数

あ
り
 

 ○
「

T
IR
I
 
NE
W
S」

読
者

ア
ン
ケ

ー
ト
 

 
文

章
の

読
み

や
す

さ
 

 
99
％
（

前
年

度
：
9
7
％
）

 
表

紙
や

紙
面

デ
ザ

イ
ン

 
94
％
（

前
年

度
：
9
4
％
）

 
内

容
の

面
白

さ
 

 
 

 
94
％
（

前
年

度
：
9
4
％
）

 
*
前
年

度
ア

ン
ケ

ー
ト

は
9～

1
1
月
号

の
3
ヶ
月

分
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21
－
情
報
発
信
・
情
報
提
供

 

投
稿
を
促
進
 

4
)
都
産
技
研
年
報
（
6
月
発
行
）
6
00

部
 

5
)
「
事
業
案
内
」
全
面
改
訂
し
、
和
英
併
記
版
と
し
て
発
行
（
2
月
）
 

 (
1
1
)
自
費
出
版
書
籍
「
明
日
使
え
る
光
計
測
の
基
礎
(
平
成
2
8
年
3月

1
8日

発
行
)
」
の
販
売
実
績
 

販
売
数
：
約
4
0
0冊

、
発
行
部
数
：
1
,5
0
0部

（
内
5
0
0部

を
書
店
等
で
販
売
）
 

 

(
1
2
)
マ
ス
コ
ミ
報
道
（
年
報
：
p
.
1
51
）
 

1
)
プ
レ
ス
発
表
 
2
3
 件

（
前
年
度
：
2
9
件
）
 

2
)
報
道
実
績
 
テ
レ
ビ
報
道
  
 
4
件
（
前
年
度
：
2
1
件
）
、
新
聞
・
雑
誌
等
報
道

2
0
0
件
（
前
年
度
：
19
7
件
）
、

W
e
b
報
道

6
30

件
（
前
年
度
：
6
1
4
件
）
、
テ
レ
ビ
番
組
撮
影
協
力
 
1
3
件
（
前
年
度
：
1
4
件
）
 

3
)
プ
レ
ス
発
表
後
の
記
事
掲
載
率
 
新
聞
・
雑
誌
 
54
％
（
前
年
度
：
8
3％

）
、
W
eb
 
7
1％

（
前
年
度
：
6
6％

）
 

 (
1
3
)
広
告
・
記
事
掲
出
 

連
携
機
関
等
の
機
関
紙
や
公
共
の
広
報
媒
体
を
活
用
し
、
利
用
者
拡
大
・
認
知
度
向
上
 

1
)
交
通
広
告
 

J
R
蒲
田
駅
西
口
・
東
急
口
 
駅
周
辺
案
内
図
広
告
 
4
月
（
城
南
支
所
、
新
規
）
 
な
ど
 
 

2
)
新
聞
雑
誌
広
告
 

「
東
商
新
聞
（
東
京
商
工
会
議
所
機
関
紙
、
7
7,
0
00

部
発
行
）
」
広
告
掲
載

5
月

2
回
、
8
月

1
回
（
新
規
）
 

「
繊
維
学
会
誌
」
へ
の
複
合
素
材
開
発
サ
イ
ト
広
告
の
掲
載
 
平
成
2
9年

1月
号
（
新
規
）
 

3
)
中
小
企
業
者
へ
の
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
送
付
 

イ
ベ
ン
ト
開
催
案
内
・
事
業
紹
介
を
中
小
企
業
者
に
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
発
送
、
利
用
者
拡
大
取
り
組
み
 

T
I
R
I
ク
ロ
ス
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
20
1
6
 
約
5
,
30
0
件
、
I
NN
O
V
ES
T
A
!
2
0
16
 
約
5
,
00
0
件
 

 (
1
4
)
広
報
事
業
の
費
用
対
効
果
を
広
告
換
算
で
検
証
（
継
続
）
 

換
算
方
法
：
新
聞
雑
誌
掲
載
誌
の
種
類
、
記
事
サ
イ
ズ
、
段
数
等
の
掛
け
合
わ
せ
に
よ
り
広
告
換
算
額
を
算
出
 

費
用
対
効
果
＝
掲
載
記
事
の
広
告
換
算
額
－
広
告
掲
出
費
 

2
3
2
,
5
16
千
円
－
6,
1
8
5千

円
＝
2
2
6
,3
3
1千

円
/年

（
前
年
度
1
4
9
,4
9
1千

円
、
前
年
度
比
1
5
1％

）
 

【
換
算
例
】
 

・
日
本
初
｢穿

(
は
)
く
ロ
ボ
ッ
ト
｣
ロ
ボ
テ
ィ
ッ
ク
ウ
ェ
ア
cu
r
a
r
a
®（

ク
ラ
ラ
）
新
パ
ン
ツ
タ
イ
プ
試
作
モ
デ
ル

発
表
 

新
聞
・
雑
誌
：
朝
日
新
聞
、
日
刊
工
業
新
聞
（
2
件
 計

3
,7
2
5
千
円
）
 

 
 
 
W
e
b
  
 
 
  
 
：
D
I
A
MO
N
D
 
o
n
li
n
e、

@
n
if
t
yニ

ュ
ー
ス
 
ほ
か
（
7
3
件
 
計
24
,
7
96
千
円
)
  

・
都
産
技
研
・
東
京
T
Yフ

ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ
・
東
京
都
民
銀
行
・
八
千
代
銀
行
・
新
銀
行
東
京
「
業
務
連

携
に
関
す
る
協
定
」
締
結
 

 
 
 
新
聞
・
雑
誌
：
日
本
経
済
新
聞
、
日
刊
工
業
新
聞
（
2
件
 計

8
4千

円
）
 

 
 
 
W
e
b 

 
 
 
：
時
事
ド
ッ
ト
コ
ム
、
ト
レ
ー
ダ
ー
ズ
・
ウ
ェ
ブ
 
ほ
か
（
1
8
件
 計

1
6
,
70
8
千
円
)
  

・
「
複
合
素
材
開
発
サ
イ
ト
」
開
設
 

 
 
 
新
聞
・
雑
誌
：
日
刊
工
業
新
聞
（
1
件
 計

1
42
千
円
）
 

 
 
 
W
e
b
  
 
 
  
 
：
J
-
N
et
2
1
、
N
ew
s
P
ic
k
s 

ほ
か
（
3件

 
計
43
0
千
円
) 

 (
1
5
)
図
書
室
の
運
営
（
年
報
：
p
.
1
72
）
 

サ
ー
バ
ー
お
よ
び
図
書
シ
ス
テ
ム
の
更
新
（
4
月
）
を
行
い
、
職
員
使
用
端
末
か
ら
図
書
資
料
の
検
索
を
可
能
と

す
る
な
ど
、
検
索
機
能
、
蔵
書
管
理
等
の
図
書
室
活
用
の
利
便
性
を
向
上
 

1
)
本
部
公
開
図
書
室
の
利
用
者
数
 
外
部
利
用
者
数
：
 
58
4
名
（
前
年
度
：
約

9
00

名
）
 

2
)
蔵
書
（
本
部
、
多
摩
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
、
墨
田
支
所
）
 

和
洋
書
（
冊
）
：
2
3
,
19
2
冊
、
和
文
雑
誌
（
種
）
：
6
5
5
冊
、
欧
文
雑
誌
（
種
）
：
56

冊
 

 

○
地
方
独
立
行
政
法
人
化
1
0年

の
記
念
誌
を
発
行
 

6
月
発
行
、
1,
0
0
0部

 

    ○
プ
レ
ス
発
表
後
の
記
事
掲
載
率
 

 
 
 
新
聞
・
雑
誌
 5
4
％
（
前
年
度
：
8
3
％
）
 

W
e
b
 
 
  
 
 
  
7
1％

（
前
年
度
：
6
6
％
）
 

 ○
交
通
広
告
掲
出
に
よ
る
利
便
性
・
認
知
度
向
上
 

・
J
R
蒲
田
駅
西
口
・
東
急
口
 
駅
周
辺
案
内
図
広
告

（
新
規
）
 

  ○
「
東
商
新
聞
（
7
7
,
00
0
部
発
行
）
」
広
告
掲
載
 

5
月

2
回
、
8
月

1
回
（
新
規
）
 

 ○
中

小
企

業
者

に
ダ

イ
レ

ク
ト

メ
ー

ル
送

付
に

よ

る
、
利
用
者
拡
大
取
り
組
み
 

 
T
I
R
I
ク
ロ
ス
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

2
0
1
6
開
催
案
内
と
併

せ
た
都
産
技
研
事
業
紹
介
を
実
施
 

 

圧
着
式
は
が
き
中
面
 

 ○
広
報
事
業
の
効
果
を
広
告
換
算
で
検
証
 

 
 
年
間
の
費
用
対
効
果
 

2
2
6
,
3
31

千
円
 

（
前
年
度
:
14
9
,
49
1
千
円
、
前
年
度
比

15
1
％
）
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 2
2－

組
織
体
制
お
よ
び
運
営
、
効
率
化
、
経
費
節
減

 

H
2
8
 

中
期
計
画
【
項
目
別
評
価
単
位
】
 

年
度
計
画
【
項
目
別
評
価
単
位
】 

項
目

自
己
評
価
 

平
成

28
年
度
 
年
度
計
画
に
係
る
実
績
 

特
記
事
項
 

Ⅱ
 
業
務
運
営
の
改
善
及
び
効
率
化
に
関
す
る
事
項
 

１
 
組
織
体
制
及
び
運
営
 

1
-
1
 
機
動
性
の
高
い
組
織
体
制
の
確
保
 

都
内
各
地
の
産
業
特
性
を
考
慮

し
な
が
ら
、
社
会
経
済
情
勢
や
中
小

企
業
の
変
化
す
る
技
術
ニ
ー
ズ
に

的
確
に
対
応
で
き
る
機
動
性
の
高

い
執
行
体
制
を
確
保
す
る
た
め
、
地

方
独
立
行
政
法
人
の
メ
リ
ッ
ト
を

活
か
し
た
柔
軟
か
つ
迅
速
な
経
営

判
断
に
よ
り
、
組
織
体
制
を
弾
力
的

に
見
直
し
て
い
く
。
 

①
事
業
動
向
等
を
踏
ま
え
組
織

の
見
直
し
を
継
続
的
に
実
施

し
、
各
事
業
の
効
率
的
な
執
行

体
制
を
確
保
す
る
。
 

2
2

Ｂ
 

(
1
)
組
織
の
効
率
的
な
執
行
体
制
確
保
と
新
た
な
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
 

1
)
ロ
ボ
ッ
ト
の
ユ
ー
ザ
ー
ニ
ー
ズ
の
把
握
や
ユ
ー
ザ
ー
の
発
掘
、
製
造
企
業
と
ユ
ー
ザ
ー
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
推
進
す
る
た

め
、
ロ
ボ
ッ
ト
事
業
推
進
部
に
「
ロ
ボ
ッ
ト
事
業
化
推
進
グ
ル
ー
プ
」
を
新
設
（
4
月
）
 

2
)
「
開
発
第
三
部
」
を
新
設
（
4
月
）
 

3
)
ユ
ー
ザ
ー
本
位
の
製
品
開
発
手
法
を
普
及
し
、
生
活
関
連
産
業
の
製
品
開
発
力
を
強
化
す
る
た
め
、
「
生
活
技
術
開
発
セ

ク
タ
ー
」
を
開
発
本
部
へ
移
管
。
 

4
)
中
小
企
業
の
高
付
加
価
値
な
製
品
開
発
、
品
質
評
価
お
よ
び

3
D
技
術
や
リ
バ
ー
ス
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
を
活
用
し
た
製

品
開
発
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
「
3D

も
の
づ
く
り
セ
ク
タ
ー
」
を
新
設
（
4
月
）
 

5
)
魅
力
あ
る
製
品
づ
く
り
の
た
め
に
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
商
品
企
画
か
ら
ユ
ー
ザ
ビ
リ
テ
ィ
を
考
慮
し
た
試
作
ま
で
、
総
合

的
に
支
援
を
行
う
た
め
「
デ
ザ
イ
ン
技
術
グ
ル
ー
プ
」
を
新
設
（
4
月
）
 

6
)
中
小
企
業
に
よ
る
高
度
な
研
究
開
発
や
技
術
課
題
の
解
決
を
支
援
す
る
た
め
「
先
端
材
料
開
発
セ
ク
タ
ー
」
を
新
設
（
4

月
) 

7
)
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
繊
維
加
工
技
術
、
繊
維
評
価
技
術
、
化
学
素
材
評
価
技
術
を
発
展
さ
せ
、
高
機
能
繊
維
材
料
や
繊

維
強
化
材
料
に
よ
る
製
品
開
発
を
支
援
す
る
た
め
「
複
合
素
材
開
発
セ
ク
タ
ー
」
を
新
設
（
4
月
）
 

8
)
中
小
企
業
の
技
術
支
援
の
実
施
に
あ
た
っ
て
き
め
の
細
か
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
中
長
期
的
な
視

点
に
た
っ
た
戦
略
的
な
事
業
展
開
の
た
め
の
｢都

産
技
研
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
｣
を
策
定
（
継
続
）
 

 

○
組

織
の

効
率

的
な

執
行

体
制

確
保

と
新

た
な

ニ
ー

ズ
へ
の
対
応
（
7
組
織
の
改
編
）
 

・
ロ
ボ
ッ
ト
事
業
化
推
進
グ
ル
ー
プ
の
新
設
 

・
開
発
第
三
部
の
新
設
 

・
生
活
技
術
開
発
セ
ク
タ
ー
を
開
発
本
部
へ
移
管
 

・
3
D
も
の
づ
く
り
セ
ク
タ
ー
の
新
設
 

・
デ
ザ
イ
ン
技
術
グ
ル
ー
プ
の
新
設
 

・
先
端
材
料
開
発
セ
ク
タ
ー
の
新
設
 

・
複
合
素
材
開
発
セ
ク
タ
ー
の
新
設
 

 

②
既
存
組
織
体
制
に
と
ら
わ
れ

ず
、
適
時
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
を
設
置
す
る
な
ど
、
ニ
ー
ズ

に
柔
軟
に
対
応
す
る
。
 

(
2
)
既
存
組
織
体
制
に
と
ら
わ
れ
な
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
設
置
 

 
1
)
東
京
の
成
長
産
業
支
援
に
向
け
た
取
組
み
 

 
 
 
東
京
の
成
長
産
業
を
支
援
す
る
た
め
の
新
た
な
事
業
の
開
始
に
向
け
て
市
場
動
向
調
査
を
実
施
 

 
 
・
航
空
機
産
業
参
入
支
援
 

・
医
療
機
器
産
業
お
よ
び
海
外
展
開
支
援
 

・
中
小
企
業

I
o
T
化
支
援
 

・
障
害

者
ス
ポ

ー
ツ
研

究
開
発
推

進
 

 
2
)
新
事
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
発
足
 

 
 
 
平
成

2
9
年
度
の
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
発
足
し
、
運
営
体
制
の
検
討
を
開
始
 

3
)
個
人
情
報
保
護
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
（
継
続
）
 

 
 
 
保
有
個
人
情
報
を
従
来
の
紙
ベ
ー
ス
か
ら
デ
ー
タ
情
報
ま
で
対
象
を
拡
充
し
て
収
集
・
保
管
状
況
の
調
査
を
実
施
し
、

管
理
体
制
の
確
立
に
向
け
、
他
団
体
お
よ
び
所
内
に
お
け
る
規
程
類
の
比
較
検
討
を
実
施
 

 (
3
)
業
務
巡
回
の
継
続
実
施
 

1
)
経
営
幹
部
の
職
場
巡
回
（
年

2
回
、
延
べ

22
部
門
）
に
よ
り
三
現
主
義
の
経
営
を
実
践
 

2
)
国
際
化
支
援
、
サ
ー
ビ
ス
産
業
等
支
援
、
業
務
改
革
、
研
究
開
発
状
況
等
へ
の
取
り
組
み
を
確
認
 

 
 
9
月
：
上
半
期
実
績
に
基
づ
く
進
捗
管
理
と
課
題
対
策
 

 
 
2
月
：
年
度
末
見
込
み
管
理
、
次
年
度
計
画
検
討
、
研
究
成
果
展
開
確
認
 

 

 ○
平
成

29
年
度
新
事
業
の
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

ー
ム
を
発
足
し
、
運
営
体
制
の
検
討
を
開
始
 

    ○
業
務
巡
回
の
継
続
実
施
（
継
続
）
 

経
営
幹
部
の
職
場
巡
回
（
年

2
回
、
延
べ

2
2
部
門
）

に
よ

り
、

三
現

主
義

の
経

営
を

実
践

。
部

門
ご

と
に

実
績

の
進

捗
管

理
と

次
年

度
以

降
の

計
画

検
討

等
を

実
施
。
 

1
-
2
 
適
正
な
組
織
運
営
の
確
保
 

 

地
方
独
立
行
政
法
人
法
の
主
旨

に
則
っ
た
事
業
経
費
の
適
切
な
執

行
管
理
を
行
う
と
と
も
に
、
事
業
別

の
セ
グ
メ
ン
ト
管
理
に
よ
り
、
各
事

業
に
お
い
て
投
入
し
た
経
営
資
源

と
事
業
効
果
を
検
証
し
、
技
術
支
援

事
業
と
研
究
開
発
事
業
と
の
バ
ラ

ン
ス
の
取
れ
た
事
業
執
行
を
め
ざ

①
事
業
別
の
セ
グ
メ
ン
ト
管
理

を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
各

事
業
に
お
い
て
投
入
し
た
経
営

資
源
と
事
業
効
果
の
検
証
を
継

続
す
る
。
 

(
4
)
事
業
別
セ
グ
メ
ン
ト
管
理
の
活
用
 

1
)
業
務
時
間
分
析
の
実
施
 

 
 
 
a
)研

究
部
門
全
所
属
の
研
究
員
を
対
象
に
、
業
務
時
間
分
析
調
査
を
通
年
（
年

4
回
）
で
実
施
 

 
 
 
b
)総

務
シ
ス
テ
ム
の
活
用
に
よ
り
、
入
力
作
業
の
簡
略
化
と
さ
ら
な
る
分
析
作
業
の
効
率
化
を
推
進
 

 
 
 
c
)セ

グ
メ
ン
ト
管
理
の
基
礎
デ
ー
タ
と
し
て
事
業
別
セ
グ
メ
ン
ト
に
活
用
 

 
 
 
d
)各

部
門
で
、
自
部
門
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
活
用
 

     

○
業
務
時
間
分
析
の
継
続
 

 
研
究
開
発
が

29
％
台
を
維
持
 

 
上
位

3
事
業
は
、
ほ
ぼ
同
じ
割
合
で
推
移
 

 

 

依
頼

試
験

 

技
術

相
談

 

機
器

利
用

 

O
M

開
発

支
援

研
究

開
発
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 2
2－

組
織
体
制
お
よ
び
運
営
、
効
率
化
、
経
費
節
減

 

H
2
7
 

す
な
ど
、
都
内
中
小
企
業
に
対
し
て

高
品
質
な
技
術
支
援
サ
ー
ビ
ス
を

安
定
的
か
つ
継
続
的
に
提
供
す
る

適
切
な
組
織
運
営
を
実
施
す
る
。
 

平
成

28
年
度
研
究
員
業
務
時
間
分
析
結
果
（
％
）
 

依
頼
 

試
験
 

技
術
 

相
談
 

機
器
 

利
用
 

O
M
* 

開
発
 

支
援
 

研
究
 

開
発
 

セ
ミ
 

ナ
ー
 

産
業
 

交
流
 

展
示

会

等
 

技
術
 

審
査
 

そ
の
他
 

2
4
.
9 

1
2
.
8 

9
.
5 

1
.
9 

2
9
.
3 

3
.
9 

3
.
3 

6
.
3 

2
.
5 

5
.
7 

 平
成

27
年
度
研
究
員
業
務
時
間
分
析
結
果
（
％
）
 

2
5
.
3 

1
2
.
2 

9
.
4 

1
.
7 

2
9
.
7 

3
.
8 

3
.
2 

5
.
7 

3
.
3 

5
.
6 

※
O
M
：
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
の
略
 

※
少
数
点
以
下
第

2
位
四
捨
五
入
 

  
 
2
)
事
業
別
セ
グ
メ
ン
ト
管
理
の
実
施
 

a
)
依
頼
試
験
の
効
率
化
、
機
器
利
用
の
増
加
に
よ
り
、
技
術
支
援
事
業
（
1.
8
％
）、

製
品
開
発
支
援
事
業
（
1
.
2％

）
の

収
益
性
が
向
上
 

b
)
研
究
開
発
事
業
は
当
該
年
度
の
外
部
資
金
導
入
研
究
の
収
益
増
に
よ
り
、
収
益
性
が
向
上
（
0
.
1％

）
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
セ
グ
メ
ン
ト
別
経
営
指
標
＝
自
己
収
入
／
経
常
費
用
 

                

 

  

○
事
業
別
セ
グ
メ
ン
ト
管
理
の
実
施
 

技
術

支
援

事
業

（
1.
8
％

）
、

製
品

開
発

支
援

事
業

（
1
.
2％

）
の
収
益
性
が
向
上
 

 

②
都
内
中
小
企
業
に
対
し
て
高

品
質
な
技
術
支
援
サ
ー
ビ
ス
を

安
定
か
つ
継
続
的
に
提
供
す
る

適
切
な
組
織
運
営
を
継
続
す

る
。
 

(
5
)
高
品
質
な
技
術
サ
ー
ビ
ス
を
安
定
か
つ
継
続
的
に
提
供
す
る
組
織
運
営
 

1
)
総
合
支
援
窓
口
サ
ー
ビ
ス
機
能
の
充
実
【
再
掲
：
項
目

6
】
 

a
)
「
技
術
相
談
支
援
検
索
シ
ス
テ
ム
」
に
よ
る
、
お
客
さ
ま
へ
の
情
報
提
供
の
最
適
化
を
継
続
 

 
 
 
b
)昼

休
み
時
に
お
け
る
技
術
相
談
窓
口
と
払
い
込
み
窓
口
の
継
続
的
開
設
 

 
2
)
お
客
さ
ま
か
ら
の
要
望
を
踏
ま
え
た
業
務
改
善
【
再
掲
：
項
目

8・
2
1】

 

a
)
都
産
技
研
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
機
器
利
用

W
e
b
予
約

2
9
機
種
に
つ
い
て
提
供
継
続
 

b
)
利
用
者
が
知
り
た
い
情
報
が
探
し
や
す
い
よ
う
都
産
技
研
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
前
面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
 

3
)
機
器
の
保
守
・
更
新
、
校
正
管
理
の
適
切
な
実
施
【
再
掲
：
項
目

23
】
 

 
 
校
正
・
保
守
契
約
 
合
計
 
3
95

件
 
3
79
,
6
00

千
円
（
前
年
度

39
2
件
、
3
53
,
9
64

千
円
）
 

 

 ○
お
客
さ
ま
か
ら
の
要
望
を
踏
ま
え
た
業
務
改
善
 

・
都
産
技
研
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
機
器
利
用

W
e
b

予
約

29
機
種
に
つ
い
て
提
供
継
続
 

・
利
用
者
が
知
り
た
い
情
報
が
探
し
や
す
い
よ
う
都

産
技
研
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
前
面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
 

1
-
3
 
職
員
の
確
保
・
育
成
 

 

技
術
革
新
の
著
し
い
産
業
や
技

術
に
対
し
将
来
を
見
据
え
た
中
長

期
的
な
視
点
に
立
っ
て
、
必
要
と
さ

れ
る
技
術
を
適
時
に
中
小
企
業
に

対
し
て
提
供
で
き
る
よ
う
、
大
学
訪

問
な
ど
の
積
極
的
な
リ
ク
ル
ー
ト

①
大

学
訪

問
な

ど
の

積
極

的
な

リ
ク

ル
ー

ト
活

動
に

よ
り

、
優

秀
な

技
術

職
員

を
計

画
的

に
採

用
す
る
。
 

(
6
)
平
成

2
8
年
度
採
用
活
動
 
技
術
職
員
の
採
用
実
績
 

経
団
連
「
採
用
選
考
に
関
す
る
指
針
」
の
改
定
に
伴
い
、
採
用
活
動
を
前
倒
し
て
実
施
（
広
報
活
動
：
平
成

2
8
年

3
月

開
始
、
選
考
活
動
：
平
成

28
年

6
月
開
始
）
 

1
)
一
般
型
研
究
員
（
平
成

29
年

4
月
採
用
）
の
採
用
実
績
 

平
成

29
年

4
月
採
用
一
般
型
研
究
員
を

7
名
採
用
（
応
募
者

8
7
名
、
10

月
内
定
）
 

（
採
用
者
の
技
術
分
野
内
訳
：
機
械

2
名
、
電
気
・
電
子
・
情
報

2
名
、
化
学

3
名
）
 

2
)
任
期
付
研
究
員
（
随
時
採
用
）
の
採
用
実
績
 

随
時
採
用
の
任
期
付
研
究
員
を

2
名
 
（
情
報
技
術

1
名
、
機
械
技
術

1
名
）
 

○
計
画
的
な
技
術
職
員
の
採
用
の
継
続
 

 
依
頼
試
験
等
の
事
業
実
績
増
加
や
退
職
者
補
充
 

の
た
め
、
計
画
的
に
技
術
職
員
を
採
用
。
 

 

・
一
般
型
研
究
員
（
新
卒
）
の
採
用
実
績
 

24
年

度
 

25
年

度
26

年
度

27
年

度
28

年
度

1
0
名
 

8
名
 

1
0
名

6
名
 

7
名
 

（
5
年
間
で

4
1
名
採
用
）
 

セ
ミ

ナ
ー

 

産
業

交
流

 

展
示

会
等

 

技
術

審
査

 

そ
の

他
 

17
.6

25
.5

1.
4

7.
6

0.
4

19
.4

26
.7

1.
5

6.
8

0.
5

051015202530

技
術

支
援

製
品

開
発

支
援

研
究

開
発

産
業

サ
ー
ビ
ス

法
人

共
通

H2
7

H2
8

・
依

頼
試
験

・
技

術
相
談

・
海

外
展
開

・
機
器

利
用

・
O
M
開
発
支
援

・
製
品

開
発
支
援
ラ
ボ

・
技
術
経

営
支
援

・
産
業
交

流

・
産
業
人

材
育
成

・
情
報
発

信

・
建
物
維
持
管
理

・
法
人
間
接
費

・
そ
の
他

％
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 2
2－

組
織

体
制
お

よ
び

運
営

、
効

率
化

、
経
費

節
減

 

活
動

に
よ

り
優

秀
な

研
究

職
員

を

計
画

的
に

採
用

す
る

。
 

地
方

独
立

行
政

法
人

の
機

動
的

で
柔

軟
な

組
織

運
営

に
必

要
な

事

務
職

員
に

つ
い

て
も

、
計

画
的

に
確

保
し

て
い

く
。
 

地
方

独
立

行
政

法
人

の
任

用
・
給

与
制

度
の

特
徴

を
活

か
し

て
、
公

平

な
業

績
評

価
と

そ
の

昇
給

等
へ

の

適
切

な
反

映
に

よ
り

、
職

員
一

人
ひ

と
り

の
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

を
高

め

る
と

と
も

に
そ

の
レ

ベ
ル

ア
ッ

プ

を
進

め
、

組
織

運
営

の
効

率
化

や
、

技
術

支
援

及
び

研
究

開
発

の
水

準

の
向

上
を

図
る

。
 

中
小

企
業

の
グ

ロ
ー

バ
ル

化
を

適
切

に
支

援
し

て
い

く
た

め
、
職

員

の
海

外
で

の
学

会
参

加
に

よ
る

情

報
収

集
な

ど
を

通
じ

て
国

際
規

格

の
相

談
に

対
応

で
き

る
職

員
の

確

保
・

育
成

に
努

め
る

。
 

3
)
ロ

ボ
ッ

ト
開

発
技

術
員

の
採

用
実
績
 

 
ロ

ボ
ッ

ト
推

進
事

業
の

運
営

の
た
め

、
4
名
を

採
用
 

 

(
7
)
平
成

2
9
年

4
月

採
用

 
一

般
型
研

究
員

の
採

用
活

動
の

強
化
 

 
 
前
年

度
採

用
活

動
の

分
析
に

よ
る
活

動
見

直
し

を
実

施
 

 
1
)
合
同

企
業

説
明

会
等
 

 
 
 
a
)合

同
企

業
説

明
会

へ
の

参
加
 
7
回

、
来

場
者

2
10

名
（

前
年

度
：

参
加

5
回

、
来

場
者

1
8
4
名

）
 

 
 

b
)学

内
セ

ミ
ナ

ー
へ

の
参

加
9
大

学
、

来
場
者

1
5
4
名

（
前
年

度
：

参
加

6
大

学
、

来
場
者

16
3
名
）
 

2
)
大

学
訪

問
等
 

a
)
平
成

2
9
年

4
月

採
用

内
定
者

の
出
身

大
学

就
職

課
へ

御
礼

状
送
付

（
平
成

2
6
年

度
か
ら

継
続
実

施
）
 

 
 
 
b
)都

産
技

研
管

理
職

に
よ

る
大
学

就
職

担
当

教
員

等
訪

問
（
平
成

2
6
年

度
か

ら
継
続

実
施
）
 

・
実

績
を

踏
ま

え
、

訪
問

大
学

の
見
直

し
を

実
施

 
訪

問
大

学
数
：

実
績

21
大
学
 

・
訪

問
大

学
か

ら
の

応
募

者
数

：
55

名
 

c
)
若

手
研

究
員

に
よ

る
出

身
大

学
研
究

室
訪

問
（

平
成

26
年

度
か
ら

継
続

実
施

）
 

d
)
D
M
送

付
に

よ
る

ア
プ

ロ
ー
チ

強
化
 

・
過

去
応
募

実
績

の
あ

る
大

学
の

研
究
室

に
対

し
、
職

員
採

用
パ

ン
フ
レ

ッ
ト
、
募
集

要
項

等
を

郵
送
：
4
3
大
学
、
3
,8
3
9

研
究

室
 

・
特

に
管

理
職

お
よ

び
若

手
研

究
員
が

未
訪

問
大

学
へ
の

D
M
送
付

を
強

化
 

2
2
大

学
、
1
,
2
9
9
研

究
室
 

 
前

年
度

応
募

実
績

の
な

か
っ

た
未
訪

問
大

学
か

ら
の

応
募

者
数
：

7
名

（
う

ち
採

用
1
名

）
 

3
)
都

産
技

研
本

部
で

の
就

職
説

明
会
開

催
 

・
民

間
就

職
情

報
サ

イ
ト

を
活

用
し
た

都
産

技
研

就
職

説
明

会
の

P
R 

・
計

4
回

実
施

、
1
2
6
名

参
加

 

4
)
広

報
媒

体
を

活
用

し
た

採
用

活
動
 

・
新

卒
者

向
け

民
間

就
職

情
報

サ
イ
ト

掲
載

（
3
月

1
日
～

募
集
終

了
時

期
ま

で
）
 

・
職

員
採

用
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
お

よ
び
都

産
技

研
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
内
採

用
サ

イ
ト

の
リ

ニ
ュ

ー
ア
ル
 

 

 ○
経

団
連

「
採

用
選

考
に

関
す

る
指

針
」

の
改

定
に

伴
い

、
採

用
活

動
を

前
倒

し
て

実
施

（
広

報
活

動
：

平
成

2
8
年

3
月
開

始
、

選
考

活
動
：

平
成

2
7
年

8

月
開

始
→

平
成

28
年

6
月
開
始

）
 

 ○
合

同
企

業
説

明
会

と
学

内
セ

ミ
ナ

ー
へ

の
参

加
を

強
化
 

・
合

同
企

業
説

明
会

参
加

7
回

（
新
規

4
ヶ
所

、
継

続
3
ヶ
所

）
 

・
学

内
セ

ミ
ナ

ー
参
加

9
大
学

（
新
規

3
大
学

、
継

続
6
大
学

）
 

  ○
D
M
送

付
に

よ
る

ア
プ

ロ
ー
チ

強
化
 

・
職

員
採

用
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
、

募
集

要
項

等
を

郵
送

4
3
大
学

3
,
83
9
研

究
室
 

・
未

訪
問

大
学

へ
の

DM
送
付
を

強
化
 

2
2
大

学
、

1
,
2
9
9
研

究
室

。
未

訪
問
大

学
か

ら
の

応
募

者
数

：
7
名
（

う
ち

採
用

1
名
）
 

②
地

方
独

立
行

政
法

人
の

機
動

的
で

柔
軟

な
組

織
運

営
に

必
要

な
事

務
職

員
に

つ
い

て
も

、
計

画
的

に
確

保
す

る
。

  

(
8
)
事
務

職
員

の
計

画
的

な
確
保

 

1
)
人

材
紹

介
会

社
を

活
用

し
た

都
産
技

研
固

有
事

務
職

員
の

採
用
 

民
間

企
業

等
で

の
実

務
経

験
を

有
す
る

者
を

募
集

：
応

募
者

数
20

名
、

採
用

0
名
 

2
)
平
成

2
9
年

4
月

1
日

付
大
卒

程
度
事

務
職

員
の

採
用

活
動

：
応
募

者
数

12
名
、

採
用

0
名
 

 
 

（
前

年
度

：
応

募
者

34
名

 
採
用

1
名

）
 

 
 

 
「
新

卒
向

け
企

業
紹
介
・
就

職
支

援
サ

ー
ビ

ス
」
活
用

に
よ
り
、
公
的

事
業

へ
の
意

識
の
高

い
学

生
の

採
用

を
目

指
す
。 

※
平
成

2
8
年

度
末

固
有

事
務
職

員
数
：

26
名
（

平
成

2
7
年

度
末

2
4
名

）
 

事
務

職
員

全
体

の
約

63
％

(=
2
6
/
4
1）

 
 

（
平

成
2
7
年
度

：
約

5
1％

(
=
24
/
4
7)
）
 

 

 ○
平
成

2
8
年

度
末

固
有

事
務
職

員
数
：
26

名
、
事

務

職
員

全
体

の
約

63
％
（

平
成

2
7
年
度

末
24

名
）
 

 

③
公

平
な

業
績

評
価

と
そ

の
昇

給
等

へ
の

適
切

な
反

映
に

よ

り
、

職
員

一
人

ひ
と

り
の

モ
チ

ベ
ー

シ
ョ

ン
を

高
め

る
と

と
も

に
そ

の
レ

ベ
ル

ア
ッ

プ
を

進

め
、

組
織

運
営

の
効

率
化

や
、

技
術

支
援

及
び

研
究

開
発

の
水

準
の

向
上

を
図

る
。
 

(
9
)
公

平
な

業
績
評

価
と
そ

の
昇

給
等

へ
の

適
切
な

反
映

に
よ

る
組

織
運

営
の
効

率
化

や
、

技
術

支
援

お
よ

び
研
究

開
発

の
水

準
の

向
上
 

1
)
公

平
な

業
績

評
価

と
そ

の
昇

給
等
へ

の
適

切
な

反
映
 

都
産

技
研

の
標

準
的

な
職

務
要

件
を
定

め
、
各

職
、
職

層
ご

と
に
、
求

め
ら

れ
る

人
材
像

と
、
職
務

遂
行

に
あ

た
っ
て

標

準
的

に
必

要
と

さ
れ

る
職

務
要

件
や
能

力
な

ど
を

職
員

に
周

知
 

a
)
業

績
評

価
の

実
施
 

・
評

価
の
公

正
性
、

客
観

性
を

担
保

す
る

た
め
、

課
長

に
よ

る
一

次
、

部
長
に

よ
る

二
次

お
よ

び
総

合
評
価

か
ら

な
る

評
価

を
実

施
 

・
人

事
考
課

制
度

の
公

平
性
・
透

明
性
を

高
め

る
た

め
、
｢業

績
評
価

本
人

開
示

」「
評

定
結

果
に
係

る
苦

情
相

談
制

度
」

を
実

施
 

(開
示
請

求
2
8
件
、

苦
情

0
件
) 

 
b
)
業
績

評
価

の
反

映
 

・
職

責
・

業
績

を
反

映
さ

せ
た

｢
給
与

制
度

｣
を
実

施
 

・
業

績
評

価
と

連
動

さ
せ

た
｢昇

任
制
度

｣や
業
績

評
価

を
反
映

さ
せ
た

｢賞
与
制

度
｣を

実
施

 

・
平

成
27

年
度

実
施

し
た

業
績

評
価
結

果
を

反
映

さ
せ

た
昇

給
お
よ

び
業

績
評

価
や

社
会

情
勢
に

基
づ

く
賞

与
支
給
を
 

実
施
 

2
)
職

員
一

人
一

人
の

モ
チ

ベ
ー

シ
ョ

ン
向

上
や

レ
ベ

ル
ア

ッ
プ

へ
の

取
り

組
み

に
よ

る
組

織
運

営
の

効
率

化
や

技
術

支
援

お
よ

び
研

究
開

発
の

水
準

の
向

上
 

a
)
職

員
の

意
欲

、
業

務
遂

行
能

力
の
向

上
を

図
る

た
め

、
自

己
申
告

制
度

を
実

施
 

 
 
 
b
)自

己
申

告
制

度
と

業
績

評
価
を

勘
案

し
た

人
員

配
置

を
実
施
 

   ○
都

産
技

研
の

標
準

的
な

職
務

要
件
を

定
め

、
各

職
、

職
層

ご
と

に
、

求
め

ら
れ

る
人

材
像

と
、

職
務

遂
行

に
あ

た
っ

て
標

準
的

に
必

要
と

さ
れ

る
職

務
要

件
や

能
力

な
ど

を
職

員
に

周
知
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 2
2－

組
織

体
制
お

よ
び

運
営

、
効

率
化

、
経
費

節
減

 

 
 
 
c
)学

協
会

参
加

や
図

書
購

入
等
の

自
己

啓
発

に
係

る
費

用
を
補

助
し

、
技
術

支
援

お
よ

び
研
究

開
発

の
水

準
の

向
上

に
寄

与
 

 
 
 
d
)社

会
人

博
士

課
程

へ
の

派
遣
（

1
名

）
 

 
 
 
e
)自

主
研

修
制

度
の

取
り

組
み
（

5
名

）
 

職
員

の
自

己
啓

発
と

し
て

の
資

格
試
験

受
験

料
を

試
験

合
格

の
場
合

に
補

助
（

エ
ッ

ク
ス

線
作
業

主
任

者
等

）
 

3
)
業

務
と

密
接

に
関

わ
る

ス
キ

ル
を
習

得
す

る
た

め
の

職
員

研
修
の

実
施

（
年

報
：

p
.1
7
4
）
 

・
職

層
別

研
修

（
受

講
者

59
名

、
19

日
）
 

 
 
・
新

規
採

用
職

員
研

修
（
受

講
者
 
1
7
名

、
8
日
）
 

 
 
・
専

門
研

修
（

計
3
3
回
）

 

・
一

般
派

遣
研

修
（

国
内

の
学

協
会
、

大
学

、
企

業
、

そ
の

他
の
機

関
が

主
催

す
る

研
修

等
）
年

度
末

23
7
名
 

（
内

訳
：

本
部

18
9
名
・

支
所

4
8
名

）
 

 

④
中

小
企

業
の

国
際

化
を

適
切

に
支

援
し

て
い

く
た

め
、

職
員

の
海

外
で

の
学

会
参

加
に

よ
る

情
報

収
集

な
ど

国
際

規
格

の
相

談
に

対
応

で
き

る
職

員
の

育
成

を
継

続
す

る
。
 

(
1
0
)
国
際

化
の

相
談

に
対

応
で

き
る
職

員
の

育
成
 

1
)
海

外
で

開
催

さ
れ

る
学

会
へ

の
参
加
 

計
1
0
件

の
海

外
で

実
施

す
る
学

会
へ
参

加
し

、
学

会
発

表
す

る
と
と

も
に

情
報

収
集

を
実

施
（
8
名
）
 

2
)
海

外
の

公
的

支
援

機
関

や
試

験
機
関

調
査

団
へ

の
職

員
の

参
加
 

 
 

a
)自

治
体

国
際

化
協

会
主

催
の
タ

イ
＋

O
NE
 
経

済
状
況

視
察
会

に
参

加
し

、
情

報
収

集
を
実

施
（

2
名

）
 

ラ
オ

ス
・

カ
ン

ボ
ジ

ア
の

経
済

特
区
な
ど

8
ヶ
所

を
視

察
 

（
12

月
4～

10
日
）
 

 
 

b
)台

湾
の

公
的

試
験

4
機

関
を
訪

問
し

、
最

新
規

制
状

況
や
試

験
所

の
対

応
状

況
を

調
査
（

2
月

1
9～

21
日
、
2
名

）
 

 
3
)
国
内

外
の

規
制

に
関

す
る

セ
ミ
ナ

ー
へ

の
職

員
の

参
加

 

 
 

「
C
E
マ
ー

ク
 活

用
セ
ミ

ナ
ー
～

海
外

の
認

証
制

度
を

学
ん
で

み
よ

う
～

」（
9
月

2
9
日

）
、「

国
際

規
格

と
各
国
の

省
エ

ネ
ル

ギ
ー

、
無

線
認

証
制

度
」（

2
月

2
3
日

）
等

の
セ

ミ
ナ
ー

4
8
件

に
職

員
も

聴
講

参
加
可

能
と
し

技
術

情
報

を
習

得
 

 
 

 ○
海

外
で

開
催

さ
れ

る
学

会
へ

の
参
加
 

計
1
0
件

の
海

外
で

実
施

す
る
学

会
へ
参

加
し

、
学

会
発

表
す

る
と

と
も

に
情

報
収

集
を
実

施
（

8
名

）
 

1
-
4
 
情
報

シ
ス

テ
ム

化
の

推
進

・
情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

対
策

の
徹
底
 

 

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

や
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト
、
人
事
・
庶
務

シ
ス

テ
ム

な
ど

の
都

産
技

研
の

業
務

運
営

に
欠

か

せ
な

い
情

報
シ

ス
テ

ム
基

盤
を

活

用
し

、
情

報
シ

ス
テ

ム
の

利
便

性
向

上
、
業

務
の

効
率

化
、
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
の

向
上

等
を

図
る

。
 

テ
レ

ビ
会

議
シ

ス
テ

ム
に

よ
る

遠
隔

相
談

等
を

実
施

し
、
お
客

様
へ

の
サ

ー
ビ

ス
の

向
上

に
努

め
る

。
 

海
外

展
開

を
支

援
す

る
海

外
支

所
と

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
化

を
推

進

し
、
利
便

性
及

び
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
の

向
上

を
図

る
。
 

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

や
イ

ン
タ

ー

ネ
ッ

ト
、

人
事

・
庶

務
シ

ス
テ

ム
な

ど
の

都
産

技
研

の
業

務
運

営
に

欠
か

せ
な

い
情

報
シ

ス
テ

ム
基

盤
を

活
用

し
、

情
報

シ
ス

テ
ム

の
利

便
性

向
上

、
業

務
の

効
率

化
、

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

の
向

上
等

を
図

る
。
 

テ
レ

ビ
会

議
シ

ス
テ

ム
に

よ

る
遠

隔
相

談
な

ど
情

報
シ

ス
テ

ム
を

活
用

し
た

利
便

性
の

向
上

に
努

め
る

。
 

海
外

展
開

を
支

援
す

る
海

外

支
所

と
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

化
を

推
進

し
、

利
便

性
及

び
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
の

向
上

を
図

る
。
 

(
1
1
)
情
報

シ
ス

テ
ム

の
利

便
性

向
上
、

業
務

の
効

率
化

、
利

便
性
・

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

の
向

上
 

1
)
情

報
シ

ス
テ

ム
の

更
新

準
備

（
継
続

）
 

次
期

仮
想

化
基

盤
の

導
入
 

2
)
印

刷
機

ト
ー

タ
ル

サ
ポ

ー
ト

サ
ー
ビ

ス
導

入
（

新
規

）
 

 
 

プ
リ

ン
タ
・
複
合

機
の
サ

ポ
ー
ト
（

修
理
・
消
耗

品
調

達
）
を
導

入
し
、
約

2
,
00
0
千

円
の

経
費

を
削

減
す

る
な

ど
管

理
を

効
率

化
 

・
白

黒
 
1
,
35
6
,
36
0
枚

、
 
カ

ラ
ー
 
9
9
8,
0
20

枚
、

 
11
,
3
6
7
千

円
 

（
前

年
度

：
白

黒
 
1
,
40
1
,
29
1
枚

、
 

カ
ラ

ー
 
1
,
03
5
,
49
7
枚

、
 

1
3,
3
0
7
千

円
）
 

3
)
フ

ァ
イ

ア
ー

ウ
ォ

ー
ル

装
置

の
更
新

（
新

規
）
 

回
線

速
度

に
応

じ
た

UT
M
装
置

お
よ
び

ロ
グ

装
置

に
更

新
（

上
流
回

線
に

合
わ

せ
て

1G
b
p
s
か
ら

1
0G
b
p
s
の

接
続

イ

ン
タ

ー
フ

ェ
ー

ス
に

変
更

。
ロ

グ
装
置

の
性

能
も

見
直

し
、

監
視
体

制
を

強
化

）
 

4
)
ロ

グ
監

視
業

務
の

効
率

化
（

継
続
）
 

フ
ァ

イ
ア

ー
ウ

ォ
ー

ル
と

We
b
プ

ロ
キ

シ
サ

ー
バ

ー
の

通
信

ロ
グ
分

析
に

お
い

て
、
オ

ー
プ

ン
ソ
ー

ス
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア

を
利

用
し

た
大

容
量

ロ
グ

検
索

の
高
速

化
・

可
視

化
を

行
い

、
ロ
グ

を
視

業
務

を
効

率
化

 

5
)
研

究
発

表
用

パ
ソ

コ
ン

の
貸

出
（
継

続
）
 

所
外

で
の

研
究

発
表

用
に

軽
量

小
型
ノ

ー
ト

パ
ソ

コ
ン

を
貸

し
出
し

、
他
の

貸
出

パ
ソ

コ
ン

と
同
様

に
情

報
シ

ス
テ
ム

部
門

が
デ

ー
タ

消
去

や
リ

カ
バ

リ
等
を

一
括

管
理

す
る

こ
と

で
、
職

員
の

利
便

性
お

よ
び

セ
キ
ュ

リ
テ

ィ
を

向
上
 

 (
1
2
)
情
報

シ
ス

テ
ム

を
活

用
し

た
お
客

さ
ま

サ
ー

ビ
ス

お
よ

び
利
便

性
の

向
上
 

1
)
テ

レ
ビ

会
議

シ
ス

テ
ム

の
活

用
 

a
)
M
T
EP

の
技

術
相

談
に

テ
レ
ビ

会
議
シ

ス
テ

ム
を

利
用
 

b
)
研

究
事

業
の

審
査

会
、
契
約

業
務
の

審
査

会
、
運

営
会
議

な
ど
に

テ
レ

ビ
会

議
シ

ス
テ

ム
を
利

用
し

、
職
員

の
移
動

時

間
や

移
動

費
用

を
削

減
（

利
用

数
30

回
）
 

2
)
ラ

イ
ブ

配
信

シ
ス

テ
ム

の
活

用
 

a
)
T
I
RI

ク
ロ

ス
ミ

ー
テ

ィ
ン
グ

2
0
16

の
基

調
講

演
を

多
摩
テ

ク
ノ
プ

ラ
ザ

へ
ラ

イ
ブ

配
信

し
、
集

客
数

お
よ

び
お

客
さ

ま
の

満
足

度
を

向
上
 

b
)
本

部
で

行
わ

れ
る

所
内

行
事

や
各
種

研
修

の
映

像
を

支
所

に
ラ
イ

ブ
配

信
す

る
こ

と
で

、
職

員
の

移
動

時
間

や
移
動
費

用
を

削
減

（
利

用
数

14
回
）
 

 

    ○
印

刷
機

ト
ー

タ
ル

サ
ポ

ー
ト

サ
ー

ビ
ス

導
入

（
新

規
）
 

 
プ

リ
ン

タ
・

複
合

機
の

サ
ポ

ー
ト

（
修

理
・

消
耗

品
調

達
）

を
導

入
し

、
約

2
,0
0
0
千

円
の

経
費

を
削

減
す

る
な

ど
管

理
を

効
率

化
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 2
2－

組
織

体
制
お

よ
び

運
営

、
効

率
化

、
経
費

節
減

 

２
 

業
務

運
営

の
効

率
化

と
経

費
節
減
 

 

2
-
1
 
業
務

改
革

の
推

進
 

 

お
客

様
へ

の
サ

ー
ビ

ス
の

向
上

、

業
務

の
効

率
化

、
経

費
の

削
減

等
を

目
的

と
し

て
、
組
織

と
職

員
か

ら
の

提
案

に
よ

る
業

務
内

容
や

処
理

手

続
き

の
見

直
し

等
の

業
務

改
革

を

推
進

し
、
外
部

機
関

や
専

門
家

の
活

用
も

含
め

高
い

経
営

品
質

の
実

現

や
利

用
者

満
足

度
の

向
上

を
目

指

す
。
 

お
客

様
へ

の
サ

ー
ビ

ス
の

向

上
、

業
務

の
効

率
化

、
経

費
の

削
減

等
を

目
的

と
し

て
、

組
織

と
職

員
か

ら
の

提
案

に
よ

り
、

業
務

内
容

や
処

理
手

続
き

の
見

直
等

の
業

務
改

革
を

推
進

し
、

外
部

機
関

の
活

用
も

含
め

高
い

経
営

品
質

の
実

現
や

利
用

者
満

足
度

の
向

上
を

目
指

す
。
 

(
1
)
業
務

改
革

の
推

進
（

年
報
：

p
.
2
04
）
 

お
客

さ
ま

へ
の

サ
ー

ビ
ス

の
向

上
、
業
務

の
効

率
化
、
経
費

の
削
減
、
業
務

事
故

の
低
減

等
を
目

的
と

し
、
全

部
門
が

業

務
改

革
を

実
施
 

1
)
業

務
改

革
の

実
施
 

前
年

度
ま

で
実

施
し

た
小

集
団

活
動
と

統
合

し
、
各

部
門
で

リ
ー
ダ

ー
を

中
心

と
し

た
少

人
数
チ

ー
ム

を
構

成
、
管
理

部
門

へ
の

要
望

も
含

め
、

合
計

3
8
テ

ー
マ

の
業

務
改

革
を
実

施
 

業
務

改
革

を
効

果
的

に
実

践
す

る
た
め

に
、

外
部

講
師

に
よ

る
リ
ー

ダ
ー

を
対

象
と

し
た

研
修
を

実
施
 

a
)
取

り
組

み
実

績
 

実
施

数
：

38
テ
ー

マ
（

前
年
度

：
60

テ
ー

マ
）

 
 

b
)
業

務
改

革
の

取
り

組
み

事
例

 

 
 

＜
経

営
品

質
向

上
（

8
テ

ー
マ
）

＞
 

 
・

業
務

事
故

・
ヒ

ヤ
リ

ハ
ッ

ト
の
取

り
扱

い
方

法
の

見
直

し
（
経

営
企

画
室

）
 

 
 

業
務

事
故

に
関

す
る

新
報

告
様
式

の
要

綱
を

制
定

、
職

員
へ
の

説
明

会
を

開
催
 

 
・

業
務

シ
ス

テ
ム

緊
急

セ
ッ

ト
の
更

新
（

技
術

経
営

支
援

室
）
 

 
 

シ
ス

テ
ム

ダ
ウ

ン
時

に
依

頼
試
験

等
の

受
付

な
ど

を
問

題
な
く

実
施

す
る

た
め

の
緊

急
セ
ッ

ト
を

更
新

 
等
 

 
 

＜
業

務
運

営
の

効
率

化
（

1
8
テ

ー
マ

）
＞
 

 
・

外
部

連
携

機
関

情
報

の
所

内
周
知

手
段

の
構

築
（

交
流

連
携
室

）
 

 
 

交
流

連
携

室
か

わ
ら

版
を

作
成
し

、
連

携
機

関
か

ら
の

セ
ミ
ナ

ー
等

の
情

報
を

職
員

向
け
に

発
信
 

 
・

高
電

圧
実

験
室

・
操

作
室

の
安
全

衛
生

強
化

（
電

気
電

子
技
術

グ
ル

ー
プ

）
 

 
 

作
業

手
順

書
を

整
備

、
危

険
を
伴

う
試

験
に

対
し

て
の

安
全
対

策
を

ル
ー

ル
化

 
等

 

＜
お

客
さ

ま
へ

の
サ

ー
ビ

ス
の

向
上
（

12
テ
ー

マ
）

＞
 

 
・

新
し

い
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
・

小
冊
子

の
作

成
お

よ
び

ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ
の

刷
新

に
よ

る
積

極
的
な

P
R
の

実
施

（
実
証
試

験
セ

ク
タ

ー
）
 

 
 

お
客

さ
ま

の
要

望
を

反
映

し
た
依

頼
試

験
・

機
器

利
用

の
詳
細

か
つ

明
確

な
ハ

ン
ド

ブ
ッ
ク

を
作

成
 

 
・

金
融

機
関

と
の

業
務

連
携

の
発
展

（
城

南
支

所
）
 

 
 

提
携

先
金

融
機

関
と

合
同

で
潜
在

的
技

術
課

題
を

抱
え

た
企
業

を
抽

出
訪

問
し

、
技

術
支
援

を
実

施
 

等
 

 

 ○
業

務
改

革
の

取
り

組
み

に
よ

り
経

営
品

質
の

向
上

や
業

務
運

営
の

効
率

化
を

促
進

 

・
業

務
改

革
の

活
動

成
果

事
例

 

外
部

連
携

機
関

情
報

の
所

内
周

知
手
段

の
構

築

 

2
-
2
 
財
政

運
営

の
効

率
化
 

 

標
準

運
営

費
交

付
金
（
プ

ロ
ジ

ェ

ク
ト

的
経

費
を

除
く

。）
を
充
当

し

て
行

う
業

務
に

つ
い

て
は

、
中

小
企

業
ニ

ー
ズ

の
低

下
し

た
業

務
の

見

直
し

や
複

数
年

契
約

の
推

進
等

に

よ
り

、
毎

年
度

平
均

で
前

年
度

比
一

パ
ー

セ
ン

ト
の

財
政

運
営

の
効

率

化
を

図
る

。
 

標
準

運
営

費
交

付
金

（
プ

ロ

ジ
ェ

ク
ト

的
経

費
を

除
く

。
）
を

充
当

し
て

行
う

業
務

に
つ

い
て

は
、

中
小

企
業

ニ
ー

ズ
の

低
下

し
た

業
務

の
見

直
し

や
複

数
年

契
約

の
推

進
に

よ
る

効
率

化
を

進
め

る
。
 

(
2
)
中
小

企
業

ニ
ー

ズ
の

低
下
し

た
業
務

の
見

直
し
 

1
)
業

務
の

廃
止
 

 
 

利
用

の
少

な
い

依
頼

試
験

お
よ
び

機
器

利
用

項
目

の
見

直
し
を

実
施

【
再

掲
：

項
目

7
･
8】

 

 
 

廃
止

し
た

依
頼

試
験

項
目

：
 
22

項
目

、
廃

止
し

た
機

器
利
用

項
目

：
 
7
項

目
 

 

2
)
機

器
の

新
規

導
入

に
伴

い
、

ニ
ー
ズ

の
低

下
し

た
既

存
機

器
の
廃

棄
を

実
施
 

 
 

廃
棄

し
た

固
定

資
産

：
46

件
（
パ

ル
ス

イ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

シ
ス
テ

ム
等

）
 

 
 

廃
棄

し
た

少
額

資
産

：
10
3
件
 

 (
3
)
複
数

年
契

約
の

促
進
 

 
複

数
年

契
約

に
よ

り
、

事
務

負
担
を

軽
減
 

 
複

数
年

契
約

実
績

：
2
2
件
（

前
年
度

：
1
8
件

）
 

 
【

新
規

の
複

数
年

契
約

】
 

 
 

次
期

仮
想

化
基

盤
シ

ス
テ

ム
の
構

築
お

よ
び

保
守

業
務

委
託
、

蛍
光

X
線

分
析

装
置

の
保
守

委
託

等
 

 

○
中

小
企

業
ニ

ー
ズ

の
低

下
し

た
業
務

の
見

直
し
 

・
廃

止
し

た
依

頼
試

験
項

目
：

 
2
2
項

目
 

・
廃

止
し

た
機

器
利

用
項

目
：

 
7
項

目
 

・
廃

棄
し

た
固

定
資

産
 

 
：

 
4
6
件
 

  ○
複

数
年

契
約

に
よ

り
、

事
務

負
担
を

軽
減
 

 
複

数
年

契
約

実
績

：
2
2
件
（

前
年
度

：
1
8
件

）
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23
－
適
正

な
資
産

管
理

等
 
 

 

中
期

計
画

【
項

目
別

評
価

単
位

】
 

年
度

計
画

【
項

目
別

評
価

単
位

】
 

項
目
 

自
己

評
価
 

平
成

28
年
度

 
年

度
計

画
に
係

る
実
績
 

特
記

事
項
 

Ⅲ
 

財
務

内
容

の
改

善
に

関
す

る
事
項
 

 
 

１
 

資
産

の
適

正
な

管
理

運
用

 
2
3 

Ｂ
 

 

安
全

か
つ

効
率

的
な

資
金

運
用

管
理
を

推
進

し
、

建
物

、
施

設
に

つ
い

て
は
、

計

画
的

な
維

持
管

理
を

行
う

と
と

も
に
、

設

備
機

器
に

つ
い

て
は

校
正

・
保

守
・
点

検

を
的

確
に

行
う

こ
と

に
よ

り
国

内
規
格

や

国
際

規
格

に
適

合
す

る
測

定
等

が
確
実

に

実
施

で
き

る
よ

う
管

理
運

用
す

る
。
 

安
全

か
つ

効
率

的
な

資
金

運
用

管
理

を
推

進
し

、
建

物
、
施
設

に
つ

い
て

は
、
計

画
的

な
維

持
管
理

を
行

う
と

と
も

に
、
設

備
機

器
に
つ

い
て

は
校

正
・
保
守
・
点
検

を
的
確

に
行

う
こ

と
に

よ
り

国
内

規
格

や
国

際

規
格

に
適

合
す

る
測

定
等

が
確

実

に
実

施
で

き
る

よ
う

管
理

運
用

す

る
。
 

(
1
)
安
全

か
つ

効
率

的
な

資
金
運

用
管
理

（
年

報
：

p
.2
0
5）

 

 
1
)
資
金

運
用

方
法
 

・
債

権
（

都
債

）
を

導
入

す
る

こ
と
に

よ
り

資
金

運
用

の
多

様
化
と

収
益

増
を

推
進

（
継

続
）
 

・
大

型
定

期
預

金
等

で
資

金
運

用
 

2
)
資

金
運

用
収

入
 

5
4
4
千
円
 

3
)
資

金
運

用
管

理
 

a
)
資

金
管

理
規

則
に

よ
り

、
資

金
の
適

正
か

つ
効

率
的

な
管

理
を
継

続
 

b
)
過

不
足

金
取

扱
要

領
を

制
定

し
て
収

納
手

順
等

マ
ニ

ュ
ア

ル
を
整

備
し

、
過

不
足

が
生
じ

た
場
合

の
手

続
き

等
を

明
確

化
す

る
こ

と
で

窓
口

収
納
現

金
の

取
り

扱
い

の
適

正
化
を

継
続
 

 
 

c
)イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

バ
ン

キ
ン
グ

の
活

用
継

続
 

本
部

、
多

摩
テ

ク
ノ

プ
ラ

ザ
、
城

南
、
墨
田

、
バ

ン
コ

ク
支

所
に
お

い
て

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
バ
ン

キ
ン
グ

を
活

用
し
、
本
部
・
各
支

所
の

料
金
収

納
口

の
残

高
照

会
を

随
時
照

会
可

能
と

す
る

こ
と

で
業
務

の
効

率
化

と
お

客
さ

ま
サ

ー
ビ

ス
向

上
を

継
続
実

施
 

 
4
)
未
収

金
の

整
理
 

未
収

金
等

に
関

す
る

事
務

処
理

ル
ー
ル

を
平
成

2
5
年

度
に
策

定
し
、
平
成

2
6
年

7
月

か
ら

実
際
に

財
務
会

計
課

が
一

元
的

に
管

理
す

る
運

用
を
開

始
。

以
降

、
延

滞
と

な
っ
て

い
る

事
案

未
発

生
 

 (
2
)
財
政

援
助

団
体

等
監

査
へ
の

対
応
 

平
成

28
年
度

に
財

政
援

助
団
体

等
監
査
に
て
指
摘
を
受
け
た
内
容
に
付
き
、
全
て
対
応
済
み
 

 (
3
)
設
備

機
器

の
校

正
・

保
守
 

保
有

す
る

機
器

等
の

校
正

、
保

守
を
実

施
し

、
適

切
な

管
理

を
実
施

 
 

校
正

・
保

守
契

約
 

合
計

 
39
5
件
 

3
7
9,
6
0
0
千

円
（

前
年

度
：
3
9
2
件

、
3
5
3
,9
6
4
千
円

）
 

 
 

内
訳

 
 

 
 

 
 

本
部

 
  
 
 
  
 
 
  
 
 
 
 
2
29

件
 

 
 
 

24
4
,
53
6
千

円
 

 
 

 
 

城
東

支
所

 
 

 
 

 
 
3
4
件

 
 

 
  
1
7
,4
3
9
千
円
 

 
 

 
 

墨
田

支
所

 
 

 
 

 
 
4
0
件

 
 

 
 
  
2
3
,9
9
3
千
円
 

 
 

 
 

城
南

支
所

 
 

 
 

 
 
3
5
 件

 
 

 
 

5
4
,7
4
2
千
円
 

多
摩

テ
ク

ノ
プ

ラ
ザ

 
 

5
7 
件

 
 
 

 
 3
8
,
89
0
千

円
 

 

                         ○
設

備
機

器
の

校
正

・
保

守
の

確
実
な

実
施
 

・
保

守
校

正
 

3
95

件
、

3
79
,
6
0
0
千

円
 

（
前

年
度

：
3
9
2
件

、
3
5
3
,9
6
4
千
円

）
 

・
校

正
の

間
隔

調
整

等
に

よ
り

、
予
算

よ
り

20
,
4
00

千
円

節
減
 

２
 

剰
余

金
の

適
切

な
活

用
 

 
 

的
確

な
経

営
判

断
に

基
づ

き
、

新
し

い
事

業
の

開
始

、
研

究
開

発
の

推
進

、
設

備
の

更
新

・
導

入
な

ど
に

よ
り

、
都

内
中

小
企

業
に

提
供

す
る

サ
ー

ビ
ス

水
準

の
向

上
を

図
る

と
と

も
に

、
事

業
実

績
や

成
果

の
向

上
に

つ
な

が
る

よ
う

、
剰

余
金

を
有

効
に

活
用

す
る

。
 

的
確

な
経

営
判

断
を

行
い
、
新

し

い
事

業
の

開
始

、
研

究
開

発
の

推

進
、
設
備

の
更

新
・
導

入
な
ど

に
よ

り
、
都

内
中

小
企

業
に

提
供
す

る
サ

ー
ビ

ス
水

準
の

向
上

を
図

る
と

と

も
に
、
事
業

実
績

や
成

果
の
向

上
に

つ
な

が
る

よ
う
、
剰
余

金
を
有

効
に

活
用

す
る

。
 

   

 
(
4
)
剰
余

金
の

適
切

な
活

用
 

 
平
成

2
8
年

度
は

第
三

期
中
期

目
標
期

間
初

年
度

の
た

め
、

剰
余
金

の
活

用
実

績
な

し
 

 ○
平

成
2
8
年

度
は

第
三

期
中
期

目
標
期

間
初

年
度

の

た
め

、
剰

余
金

の
活

用
実

績
な

し
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23
－
適
正

な
資
産

管
理

等
 
 

 

Ⅳ
 

予
算

（
人

件
費

の
見

積
り

を
含
む

。）
、

収
支

計
画

及
び

資
金
計

画
 

 
 

 

                

    

 

 
 1
)
予

算
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

（
単

位
：

百
万

円
）
 

 

                                              

区
 

 
分
 

予
算
 

決
算
 

差
額
 

(決
算
-予

算
) 

備
考
 

収
入
 

 
 

運
営

費
交

付
金
 

 
 

施
設

整
備

費
補

助
金
 

 
 

自
己

収
入
 

 
 

 
 

事
業

収
入
 

 
 

 
 

補
助

金
収

入
 

 
 

 
 

外
部

資
金

研
究

費
等

 

 
 

 
 

そ
の

他
収

入
 

 
 

積
立

金
取

崩
 

収
入

 
計
 

 支
出
 

 
 

業
務

費
 

 
 

 
 

試
験

研
究

経
費
 

 
 

 
 

外
部

資
金

研
究

経
費

等
 

 
 

 
 

東
京

緊
急

対
策
 

 
 

 
 

ロ
ボ

ッ
ト

産
業

活
性

化
 

 
 

 
 

役
職

員
人

件
費
 

 
 

一
般

管
理

費
 

支
出

 
計
 

 

 

6
,
9
2
1 

1
0
 

1
,
2
3
6 

7
0
0 

6
0
 

1
0
0 

3
7
6 

3
5
 

8
,
2
0
3   

5
,
7
5
2 

1
,
5
9
6 

1
0
0 

1
2
 

1
,
0
5
3 

2
,
9
9
0 

2
,
4
5
0 

8
,
2
0
3  

 

6
,
9
2
1 -
 

1
,
2
1
9 

7
1
8 

5
0
 

1
5
 

4
3
4 -
 

8
,
1
4
0   

5
,
4
2
4 

1
,
4
8
8 

1
5
 

3
 

9
6
6 

2
,
9
5
0 

2
,
2
3
1 

7
,
6
5
6 

 

 

-
 

△
1
0 

△
1
7 

1
8
 

△
9 

△
8
4 

5
8
 

△
3
5 

△
6
2   

△
3
2
8 

△
1
0
8 

△
8
4 

△
8 

△
8
7 

△
3
9 

△
2
1
8 

△
5
4
6  

収
入

 
-
 
支

出
 

-
 

4
8
4 

4
8
4 
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23
－
適
正

な
資
産

管
理

等
 
 

 

  2
)
収

支
計

画
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
単

位
：

百
万

円
）
 

区
 

 
分
 

計
画
 

実
績
 

差
額
 

備
考
 

費
用

の
部
 

 
 

経
常

費
用
 

 
 

 
 

業
務

費
 

 
 

 
 

 
 

試
験

研
究

経
費

 

 
 

 
 

 
 

外
部

資
金

研
究

経
費
等
 

 
 

 
 

 
 

役
職

員
人

件
費

 

 
 

 
 

 
 

東
京

緊
急

対
策

 

 
 

 
 

 
 

ロ
ボ

ッ
ト

産
業

活
性
化
 

 
 

 
 

一
般

管
理

費
 

 
 

 
 

減
価

償
却

費
 

 
 

 
 

財
務

費
用
 

 
 

 
 

そ
の

他
費

用
 

臨
時

損
失
 

 
 

 
 

固
定

資
産

除
却

損
 

 収
入

の
部
 

 
 

経
常

収
益
 

 
 

 
 

運
営

費
交

付
金

収
益

 

 
 

 
 

事
業

収
益
 

 
 

 
 

外
部

資
金

研
究

費
等

収
益
 

 
 

 
 

補
助

金
等

収
益
 

 
 

 
 

そ
の

他
収

益
 

 
 

 
 

資
産

見
返

運
営

費
交

付
金
等

戻
入
 

 
 

 
 

資
産

見
返

補
助

金
等

戻
入
 

資
産

見
返

寄
付

金
戻

入
 

資
産

見
返

物
品

受
贈

額
戻

入
 

 
 

臨
時

利
益
 

 
 
 
 
 
  
 
資
産

見
返

運
営

費
交

付
金
等

戻
入
 

資
産

見
返

補
助

金
等

戻
入
 

資
産

見
返

寄
付

金
戻

入
 

資
産

見
返

物
品

受
贈

額
戻

入
 

固
定

資
産

売
却

益
 

 純
利

益
 

前
中

期
目

標
期

間
繰

越
積

立
金

取
崩
額
 

総
利

益
 

8
,
7
2
6 

8
,
7
2
6 

4
,
8
5
4 

1
,
0
4
1 

1
0
0 

2
,
9
9
0 

1
2
 

7
1
0 

2
,
3
3
0 

1
,
5
4
1 -
 

-
 

-
 

-
  

8
,
7
2
6 

8
,
7
2
6 

5
,
9
9
8 

7
0
0 

1
0
0 

1
0
 

3
7
6 

1
,
4
9
6 

4
0
 

4
 

0
 

-
 

-
 

-
 

-
 

-
 

-
  

-
 

-
 

-
 

8
,
1
5
0 

8
,
1
5
0 

4
,
3
8
3 

6
1
6 

1
5
 

2
,
9
5
0 3
 

7
9
6 

2
,
2
1
9 

1
,
5
4
4 0
 

2
 

0
 

0
  

8
,
3
6
6 

8
,
3
6
6 

5
,
6
5
3 

7
1
8 

1
5
 

-
 

4
3
4 

1
,
5
0
2 

3
6
 

5
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
  

2
1
5 -
 

2
1
5 

△
5
7
6 

△
5
7
6 

△
4
7
1 

△
4
2
4 

△
8
4 

△
3
9 

△
8 

8
6
 

△
1
1
0 2
 

0
 

2
 

0
 

0
  

△
3
6
0 

△
3
6
0 

△
3
4
4 

1
8
 

△
8
4 

△
1
0 

5
8
 

5
 

△
4 0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

-
 

2
1
5 -
 

2
1
5 

(実
績
-計

画
) 
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23
－
適
正

な
資
産

管
理

等
 
 

 

  3
)
資

金
計

画
 

（
単

位
：

百
万

円
）
 

区
 

 
分
 

予
算
 

決
算
 

差
額
 

(
決
算
-
予

算
)
 

備
考
 

資
金

支
出
 

 
 

業
務

活
動

に
よ

る
支

出
 

 
 

投
資

活
動

に
よ

る
支

出
 

翌
年

度
へ

の
繰

越
金
 

 

資
金

収
入
 

 
業

務
活

動
に

よ
る

収
入
 

 
 

運
営

費
交

付
金

に
よ

る
収

入
 

事
業

収
入
 

外
部

資
金

研
究

費
等

に
よ

る
収

入
 

補
助

金
等

に
よ

る
収

入
 

そ
の

他
の

収
入
 

 
前

期
中

期
目

標
期

間
よ

り
の

繰
越
金
 

8
,
2
0
3 

7
,
1
8
4 

1
,
0
1
8 -
  

8
,
6
3
0 

8
,
1
6
8 

6
,
9
2
1 

7
0
0 

1
0
0 

7
0
 

3
7
6 

4
6
2 

 

1
1
,
0
5
9 

7
,
8
4
7 

1
,
5
1
3 

1
,
6
9
8  

1
1
,
0
5
9 

8
,
1
9
9 

6
,
9
2
1 

7
6
5 

5
4
 

1
3
4 

3
2
3 

2
,
8
6
0 

 

2
,
8
5
6 

6
6
2 

4
9
5 

1
,
6
9
8  

2
,
4
2
8 

3
1
 

-
 

6
4
 

△
4
5 

6
4
 

△
5
2 

2
,
3
9
7 

 
 

Ⅴ
 

短
期

借
入

金
の

限
度

額
 

 
 

１
 

短
期

借
入

金
の

限
度

額
 

 
 

1
5
億
円
 

1
5
億
円
 

 
 

 

２
 

想
定

さ
れ

る
理

由
 

 
 

運
営

費
交

付
金

の
受

入
れ

遅
滞

及
び
予

見
で

き
な

か
っ

た
不

測
の

事
態

の
発
生

等

に
よ

り
、

緊
急

に
借

り
入

れ
の

必
要
が

生

じ
る

こ
と

が
想

定
さ

れ
る

。
 

運
営

費
交

付
金

の
受

入
れ

遅
滞

及
び

予
見

で
き

な
か

っ
た

不
測

の

事
態

の
発

生
等

に
よ

り
、
緊
急

に
借

り
入

れ
の

必
要

が
生

じ
る

こ
と

が

想
定

さ
れ

る
。
 

 
(
5
)
短
期

借
入

金
の

実
績
 

 
 

な
し
 

 ○
短

期
借

入
金

の
実

績
な

し
 

Ⅵ
 

重
要

な
財

産
を

譲
渡

し
、

又
は
担

保
に

供
し

よ
う

と
す

る
と
き

は
、

そ
の

計

画
 

 
 

 
な

し
 

な
し
 

 
な

し
 

○
な

し
 

Ⅶ
 

剰
余

金
及

び
積

立
金

の
使

途
 

 
 

１
．

剰
余

金
の

使
途
 

当
該

中
期

目
標

期
間

の
決
算

に
お

い
て

剰
余

金
が

発
生

し
た
場

合
、
中

小

企
業

支
援

の
充

実
、
研

究
開

発
の

質
の

向
上

、
法

人
の

円
滑
な

業
務

運
営

の
確

保
又

は
施

設
・
設

備
の

整
備

及
び

改
善

に
充

て
る

。
 

２
．

積
立

金
の

使
途
 

１
．

剰
余

金
の

使
途
 

決
算

に
お

い
て

剰
余

金
が

発
生

し
た

場
合

、
中

小
企

業
支

援
の

充

実
、
研
究

開
発

の
質

の
向

上
、
法

人

の
円

滑
な

業
務

運
営

の
確

保
又

は

施
設
・
設
備

の
整

備
及

び
改
善

に
充

て
る

。
 

２
．

積
立

金
の

使
途
 

 
(
6
)
剰
余

金
の

使
途
 

1
)
平
成

2
8
年

度
は

第
三

期
中
期

目
標
期

間
初

年
度

の
た

め
、

剰
余
金

の
活

用
実

績
な

し
 

 
 

2
)平

成
2
8
年

度
剰

余
金
は

、
中
小

企
業

支
援

の
充

実
、

研
究
開

発
の

質
の

向
上

、
法

人
の
円

滑
な

業
務

運
営

の
確

保
ま

た
は

施
設

・
設

備
の

整
備
お

よ
び

改
善

に
充

当
。

 

 (
7
)
積
立

金
の

使
途
 

 
 

1）
前
目

標
期

間
繰

越
積
立

金
 
 

4
62
,
2
90

千
円
 

 
 

2）
平
成

2
8
年

度
 

積
立

金
取
崩

額
 

 
 
 
 0

円
 

  

      ○
前

目
標

期
間

繰
越

積
立

金
 

 
4
62
,
2
90

千
円
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23
－
適
正

な
資
産

管
理

等
 
 

 

前
期

中
期

目
標

期
間

の
最

終
年

度
に

お

い
て

地
方

独
立

行
政

法
人

法
第

40
条
第

1

項
又

は
第

2
項

の
処

理
を

行
っ

て
な
お

積

立
金

が
あ

る
と

き
は

、
そ

の
額

に
相

当
す

る
金

額
の

う
ち

設
立

団
体

の
長

の
承

認
を

受
け

た
金

額
に

つ
い

て
、

中
期

計
画

の
剰

余
金

の
使

途
に

規
定

さ
れ

て
い

る
、

中
小

企
業

支
援

の
充

実
、

研
究

開
発

の
質

の
向

上
、

法
人

の
円

滑
な

業
務

運
営

の
確

保
又

は
施

設
・

設
備

の
整

備
及

び
改

善
に

充
て

る
。
 

前
期

中
期

目
標

期
間

の
最

終
年

度
に

お
い

て
地

方
独

立
行

政
法

人

法
第

40
条
第

1
項

又
は

第
2
項

の

処
理

を
行

っ
て

な
お

積
立

金
が

あ

る
と

き
は
、
そ
の

額
に

相
当
す

る
金

額
の

う
ち

設
立

団
体

の
長

の
承

認

を
受

け
た

金
額

に
つ

い
て
、
中

期
計

画
の

剰
余

金
の

使
途

に
規

定
さ

れ

て
い

る
、

中
小

企
業

支
援

の
充

実
、

研
究

開
発

の
質

の
向

上
、
法
人

の
円

滑
な

業
務

運
営

の
確

保
又

は
施

設
・
設

備
の

整
備

及
び

改
善
に

充
て

る
。
 

   

Ⅷ
 

そ
の

他
業

務
運

営
に

関
す

る
重
要

事
項
 

 
 

 

１
 

施
設

・
設

備
の

整
備

と
活

用
 

 
 

業
務

の
確

実
な

実
施

と
機

能
向

上
の
た

め
の

施
設

・
設

備
の

整
備

を
計

画
的
に

実

施
す

る
。
 

実
施

に
当

た
っ

て
は

、
東

京
都

か
ら
の

施
設

整
備

補
助

金
等

の
財

源
を

確
保
し

、

先
端

技
術

へ
の

対
応

や
省

エ
ネ

ル
ギ
ー

対

策
を

含
め

た
総

合
的

・
長

期
的

観
点
に

立

っ
た

整
備

・
更

新
を

適
切

に
行

う
。
 

業
務

の
確

実
な

実
施

と
機

能
向

上
の

た
め

の
施

設
・
設

備
の
整

備
を

計
画

的
に

実
施

す
る

。
 

実
施

に
当

た
っ

て
は
、
東
京
都

か

ら
の

施
設

整
備

補
助

金
等

の
財

源

を
適

切
に

確
保

し
、
策

定
す
る

長
期

保
全

計
画

に
基

づ
き

総
合

的
・
長

期

的
観

点
に

立
っ

た
整

備
・
更
新

を
行

う
。
 

 
(
1
1
)
業
務

の
確

実
な

実
施

と
機

能
向
上

の
た

め
の

施
設

・
設

備
の
整

備
を

計
画

的
に

実
施

（
年
報

：
p
.
1
78
）
 

 
 

実
施

件
数

：
全

事
業

所
計

1
0
1
件
 

 
1
)
本
部

の
整

備
（
計

5
2
件
）

 

第
三

期
中

期
計

画
等

事
業

実
施

に
必
要

な
施

設
整

備
を

実
施

 

a
)
第

三
期

中
期

計
画

実
施

に
あ

た
り
必

要
な

施
設

整
備
 

施
設

整
備

 
合
計

1
7
件
 

 
 
 
 
  
①
薄

膜
応

用
実

験
室
の

整
備
 

 
 
 
 
 
  
 
 
  
分

析
・

解
析

機
器

、
分

散
・

混
合

機
、

印
刷
機

等
を

集
中

配
置

し
、

先
端
材

料
製

品
の

開
発

の
た

め

支
援

設
備

を
整

備
 

②
ア

パ
レ

ル
デ

ザ
イ

ン
室

の
整

備
 

 
 
 
 
商
品

企
画

か
ら

ユ
ー

ザ
ビ

リ
テ
ィ

を
考

慮
し

た
試

作
ま

で
の
総

合
的

な
支

援
施

設
を

整
備
 

③
照

明
開

発
ラ

ボ
の

整
備

、
④

東
京
ロ

ボ
ッ

ト
産

業
支

援
プ

ラ
ザ
加

工
エ

リ
ア

の
整

備
 

等
 

b
)
そ

の
他

事
業

実
施

に
必

要
な

施
設
整

備
 

施
設

整
備

・
修

繕
工

事
 

合
計

3
5
件
 

 
 
 
 
  
①
サ

ー
バ

ー
室

系
統
、

電
気
室

系
統

空
調

室
外

機
修

繕
 

②
空

調
機

・
送

風
機

モ
ー

タ
ー

ベ
ア
リ

ン
グ

交
換

、
③

実
験

装
置
転

倒
防

止
対

策
工

事
 

④
環

境
放

射
能

実
験

室
コ

ン
セ

ン
ト
増

設
、

⑤
執

務
室

照
明

自
動
点

灯
消

灯
制

御
工

事
 

⑥
東

京
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

ハ
ブ

防
火
シ

ャ
ッ

タ
ー

改
修

、
⑦

エ
ン
ト

ラ
ン

ス
ホ

ー
ル

壁
面

改
修
 

等
 

 

2
)
多

摩
テ

ク
ノ

プ
ラ

ザ
の

整
備

 

施
設

整
備

・
修

繕
工

事
 

合
計

2
2
件
 

①
E
M
C
サ

イ
ト

空
調

ダ
ク

ト
結

露
防
止

対
策

工
事
 

②
D
棟

G
H
室

外
機

の
圧

縮
機
の

取
替
 

③
A
棟
冷

温
水

ポ
ン

プ
イ

ン
バ

ー
タ
ー

取
替

 
等
 

 

3
)
城

東
支

所
の

整
備
 

老
朽

化
し

た
施

設
の

改
修

ほ
か

各
種
施

設
整

備
を

実
施
 

施
設

整
備

・
修

繕
工

事
 

合
計

1
8
件
 

①
2
階
大

会
議

室
床

等
補

修
 

②
精

密
測

定
室

用
空

調
機

修
繕

 

③
冷

温
水

発
生

機
の

修
繕

 
等

 

 

4
)
城

南
支

所
の

整
備
 

  ○
第

三
期

中
期

計
画

実
施

に
あ

た
り

必
要

な
1
7
件

を
含

む
全

1
01

件
の

施
設

整
備

を
実

施
 

・
「

薄
膜

応
用

実
験

室
」

の
整

備
 

分
析

・
解

析
機

器
、

分
散

・
混

合
機

、
印

刷
機

等

を
集

中
配

置
し

、
先

端
材

料
製

品
の

開
発

の
た

め
支

援
設

備
を

整
備

 

         

 ・
「

ア
パ

レ
ル

デ
ザ

イ
ン

室
」

の
整

備
 

商
品

企
画

か
ら

ユ
ー

ザ
ビ

リ
テ

ィ
を

考
慮

し
た

試

作
ま

で
の

総
合

的
な

支
援

施
設

を
整

備
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－
適
正
な
資
産
管
理
等

 
 
 

施
設
整
備
・
修
繕
工
事
 
合
計

3
件
 

①
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム

CR
-
2
の
空
調
設
備
の
修
理
 

②
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム

CR
-
2
空
調
設
備
自
動
制
御
盤
内
の
不
具
合
部
品
交
換
修
理
 

③
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム

CR
-
4
異
常
表
示
緊
急
対
応
お
よ
び

V
ベ
ル
ト
交
換
修
理
 
 

 

5
)
墨
田
支
所
・
生
活
技
術
開
発
セ
ク
タ
ー
の
整
備
 

施
設
整
備
・
修
繕
工
事
 
合
計

6
件
 

①
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
試
験
室
バ
ル
ブ
不
具
合
修
繕
 

②
貯
湯
槽
温
度
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
の
修
理
 

③
業
務
用
ガ
ス
遮
断
装
置
取
替
え
 
等
 

 (
1
2
)
東
京
都
か
ら
の
委
託
に
よ
り
拠
点
の
施
設
維
持
運
営
を
実
施
 

・
産
業
サ
ポ
ー
ト
ス
ク
エ
ア
・
T
A
M
A 

 
・
東
京
都
城
東
地
域
中
小
企
業
振
興
セ
ン
タ
ー
 

 
・
東
京
都
城
南
地
域
中
小
企
業
振
興
セ
ン
タ
ー
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24
－

危
機

管
理

対
策
、

社
会
的

責
任

 

中
期

計
画

【
項

目
別

評
価

単
位

】
 

年
度

計
画

【
項

目
別

評
価

単
位

】
 

項
目
 

自
己

評
価
 

平
成

28
年
度

 
年

度
計

画
に
係

る
実
績
 

特
記

事
項
 

２
 

危
機

管
理

対
策

の
推

進
 

 
 

 
 

個
人

情
報

や
企

業
情

報
、
ま
た
製

品
開

発
等

の
職

務
上

知
り

得
た

秘
密

に
つ
い

て
は

、
適

正
な

取
扱

い
と

確
実
な

漏
洩
防

止
を

図
る

た
め

に
、
全
職

員
の
受

講
を
必

須
と

す
る

研
修

を
実

施
す

る
。

 

健
全

な
事

業
活

動
の

確
保

や
事

故
・
事

件
の

未
然

防
止

を
図

る
た

め
、
環

境
保
全

や
規

制
物

質
管

理
、
労
働

安
全
衛

生
に
関

す
る

法
令

を
遵

守
し

、
危

険
物

、
毒
劇

物

の
管

理
と

取
扱

い
、
災
害

に
対
す

る
管
理

体
制

を
確

保
す

る
と

と
も

に
、
防

災
訓
練

等
の

実
施

や
職

員
に

対
す

る
意

識
向
上

の
た

め
の

研
修

を
実

施
す

る
。

 

震
災

の
発

生
や

新
興

感
染

症
の

流
行

な
ど

に
備

え
、
対
応

策
を

定
め
る

と
と
も

に
、
万
が

一
発

生
し

た
場

合
に

は
、
被

害

拡
大

の
防

止
に

向
け

た
対

策
を

実
施
す

る
。
 

緊
急

事
態

の
発

生
を

想
定

し
、
対

策
委

員
会

の
設

置
、
緊
急

連
絡

網
の

設
定
、
通

報
訓

練
の

実
施

等
を

マ
ニ

ュ
ア

ル
と
し

て
ま

と
め

る
な

ど
、
迅
速

な
情

報
伝

達
・

意
思

決
定

に
向

け
た

管
理

体
制

の
整
備

を
図

る
。
 

第
一

期
中

に
策

定
し

た
「
リ
ス

ク
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
に

関
す

る
基

本
方

針
」

に
基

づ
き
、
内
部

危
機

管
理
体

制
の

整
備

を
継

続
す

る
。
 

 ①
個

人
情

報
や

企
業

情
報
、
ま

た
製

品
開

発
等

の
職

務
上

知
り

得
た

秘

密
に

つ
い

て
は
、
適
正

な
取
扱

い
と

確
実

な
漏

洩
防

止
の

た
め

に
、
全
職

員
の

受
講

を
必

須
と

す
る

研
修

を

実
施

す
る

。
 

2
4 

Ｂ
 

(
1
)
情
報

管
理

に
関

す
る

研
修
の

実
施
 

情
報
の
適
正
な
取
り
扱
い
と
確
実
な
漏
洩
防
止
を
図
る
た
め
、
全
職
員
受
講
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
研
修
を
実
施
 

ま
た

、
新

規
採

用
者

に
は

入
所

時
に
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
研

修
を
実

施
 

1
)
全

職
員

受
講

の
研

修
を

実
施

 

コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

研
修

と
し

て
、
汚

職
等

非
行

防
止

と
情

報
セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

に
関

す
る

研
修
を

実
施
 

・
実

施
回

数
：

3
回

（
1
1
月

2
9
日
、

1
2
月

7
日

、
1
月

13
日

）
 

・
対

象
者

：
全

職
員
 

・
受

講
率

：
1
0
0％

（
受

講
者
数

4
2
6
名

）
 

（
内

訳
 

職
員

33
2
名
、

サ
ポ

ー
ト
ス

タ
ッ
フ

7
3
名

、
人
材

派
遣

2
1
名

）
 

2
)
新

規
採

用
者

の
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ
ィ

研
修
 

新
任

研
修

の
一

つ
と

し
て

情
報

セ
キ
ュ

リ
テ

ィ
に

関
す

る
研

修
を
実

施
 

・
実

施
回

数
：

1
回

（
4
月

4
日

）
 

・
対

象
者

：
新

任
職

員
 

・
受

講
率

：
9
3
％
（

受
講

者
数

1
3
名

）
 

 

 ○
全

職
員

受
講

の
研

修
を

実
施

 

コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

研
修

と
し

て
、

汚
職

等
非

行
防

止
と

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

に
関

す
る
研

修
を

実
施
 

②
環

境
保

全
や

規
制

物
質

管
理

、
労

働
安

全
衛

生
に

関
す

る
法

令
を

遵

守
し

、
危

険
物

、
毒
劇

物
の
管

理
と

取
扱

い
、
災

害
に

対
す

る
管
理

体
制

を
確

保
す

る
と

と
も

に
、
防
災

訓
練

等
の

実
施

や
職

員
に

対
す

る
意

識

向
上

の
た

め
の

研
修

を
実

施
す

る
。
 

(
2
)
危
険

物
、

毒
劇

物
の

管
理
と

取
り
扱

い
の

確
保
 

1
)
危

険
物

、
毒

劇
物

の
管

理
 

a
)
薬

品
管

理
シ

ス
テ

ム
に

よ
る

保
管
状

況
把

握
、

適
切

な
管

理
を
実

施
 

b
)
労

働
安

全
衛

生
法

に
基

づ
く

化
学
物

質
に

関
す

る
リ

ス
ク

ア
セ
ス

メ
ン

ト
に

対
応

す
る

た
め

、
危

険
物

等
取

扱
要

綱
、
医
薬

部
外

用
毒

物
劇

物
等
危

害
防

止
要

綱
を

廃
止

、
ま
た

、
化

学
物

質
等

取
扱

要
綱
、
化
学

物
質

等
管

理
委

員
会

設
置

要
領

、
化

学
物
質

の
リ

ス
ク

ア
セ

ス
メ

ン
ト
実

施
要

領
を

策
定

し
、
危

険
物

、
毒

劇
物

等
の

規
程

類
を

整
備

（
6
月
）

 

c
)
消

防
計

画
に

基
づ

く
安

全
点

検
の
実

施
（

10
月
～

1
2
月
）

 

d
)
会

計
規

程
等

に
基

づ
き

、
年

1
回
棚

卸
を

実
施

（
3
月
）

 

e
)
労

働
安

全
衛

生
法

に
基

づ
く

化
学
物

質
に

関
す

る
リ

ス
ク

ア
セ
ス

メ
ン

ト
の

実
施

（
通

年
）
 

2
)
高

圧
ガ

ス
の

管
理
 

a
)
第

二
種

貯
蔵

所
で

定
め

ら
れ

た
保
有

量
を

超
え

な
い

よ
う

適
正
な

保
有

量
管

理
を

実
施

 

b
)
高

圧
ガ

ス
保

安
法

に
基

づ
き

第
二
種

貯
蔵

所
の

変
更

届
出

を
東
京

都
に

提
出

（
4
月
）

 

c
)
管

理
体

制
の

見
直

し
に

よ
る

高
圧
ガ

ス
取

扱
要

領
の

改
正

（
8
月

）
 

d
)
消

防
計

画
に

基
づ

く
安

全
点

検
を
実

施
（

10
月
～

1
2
月
）

 

e
)
従

事
者

に
対

す
る

安
全

講
習

会
を
開

催
（

12
月
）
 

3
)
放

射
線

等
施

設
（

年
報

：
p.
1
8
0
）
 

a
)
放

射
線

障
害

防
止

関
連

法
令

の
規
定

に
基

づ
き

、
文

部
科

学
省
へ

の
申

請
や

各
職

員
の

被
曝
管

理
、
健
康

管

理
教

育
訓

練
（

10
月
）

を
実
施

 

b
)
放

射
線

管
理

区
域

内
、

同
管

理
区
域

境
界

お
よ

び
事

業
所

境
界
の

定
期

放
射

線
量

測
定

の
実
施
 

c
)
ガ

ン
マ

線
照

射
装

置
、

表
示

付
認
証

機
器

等
の

線
源

に
つ

い
て
、

適
正

な
管

理
を

実
施

 

d
)
法

令
に

基
づ

く
検

査
の

受
検

 
 

 
 

 
①

原
子

力
規

制
委

員
会

に
よ
る

立
入

検
査

（
6
月
）、

受
検
時

の
指

摘
事

項
を

改
善

し
報
告

（
7
月
）
 

 
 

 
②

登
録

検
査

機
関

に
よ

る
定
期

検
査

・
定

期
確

認
（

8
月
）、

指
摘
事

項
な

し
 

 
 

 
 
 

(
3
)
安
全

衛
生

管
理

の
推

進
（
年

報
：
p
.
1
83
）
 

1
)
安

全
衛

生
管

理
の

推
進
 

 
 
 
a
)安

全
衛

生
委

員
会

の
開

催
 

 
 
 

 
 
 
法

令
で

設
置

が
義

務
付

け
ら

れ
て

い
る

本
部

の
安

全
衛

生
委

員
会

（
1
7

名
で

構
成

）
を

毎
月

開
催

（
1
2

回
）
、
う

ち
5
回
は

多
摩

テ
ク
ノ

プ
ラ
ザ

お
よ

び
各

支
所

が
参

加
し
、

都
産

技
研

全
体

の
安

全
衛
生

を
徹

底
 

b
)
多

摩
テ

ク
ノ

プ
ラ

ザ
に

お
い

て
衛
生

委
員

会
を

毎
月

開
催

 

c
)
部

会
の

開
催

（
8
部
会

 
月

1
回
、
年

9
6
回

開
催

）
 

d
)
ス

ト
レ

ス
チ

ェ
ッ

ク
の

実
施

（
受
検

者
数

38
1
名
）
 

 
 
 
e
)健

康
づ

く
り

活
動

の
強

化
 

階
段

等
の

積
極

的
な

活
用

（
6
月

お
よ

び
1
0
月

）
 

f
)
健

康
管

理
講

習
会

の
実

施
 

 
 

 ○
労

働
安

全
衛

生
法

に
基

づ
く

化
学

物
質

に
関

す
る

リ
ス

ク
ア

セ
ス

メ
ン

ト
に

対
応

す
る

た
め

、
危

険

物
、

毒
劇

物
等

の
規

程
類

を
整

備
 

・
化

学
物

質
等

取
扱

要
綱

、
化

学
物

質
等

管
理

委
員

会
設

置
要

領
、

化
学

物
質

の
リ

ス
ク

ア
セ

ス
メ

ン

ト
実

施
要

領
を

策
定
 

・
危

険
物

等
取

扱
要

綱
、

医
薬

部
外

用
毒

物
劇

物
等

危
害

防
止

要
綱

を
廃

止
 

 ○
消

防
計

画
に

基
づ

く
安

全
点

検
の
実

施
 

（
全

事
業

所
延
べ

1
0
日

間
）
 

指
摘

事
項

 
1
9
6
件
 

指
摘

事
項

は
改

善
済

み
 

 ○
法

令
に

基
づ

く
検

査
の

受
検

 

・
原

子
力

規
制

委
員

会
に

よ
る

立
入

検
査

で
の

指
摘

事
項

を
改

善
し

原
子

力
規

制
委

員
会
へ

報
告
 

（
7
月
）
 

・
登

録
検

査
機

関
に

よ
る

定
期

検
査

・
定

期
確

認
に

つ
い

て
は

、
指

摘
事

項
な

し
 

   ○
ス

ト
レ

ス
チ

ェ
ッ

ク
の

実
施

 

平
成

2
6
年

の
労

働
安

全
衛

生
法

の
改
正

に
伴

い
実

施
が

義
務

付
け

ら
れ

た
ス

ト
レ

ス
チ

ェ
ッ

ク
を

厚
生

労
働

省
の

指
針

を
活

用
。

産
業

医
お

よ
び

委
託

業
者

と
連

携
し

な
が

ら
当

初
の

計
画

ど
お

り
に

健
康

診
断

と
同

時
期

に
実

施
 

 

 ○
健

康
管

理
講

習
会

の
実

施
 

 
職

場
の

健
康

づ
く

り
推

進
を

目
的

と
し

、
新

た
に

に
支

所
で

も
開

催
す

る
な

ど
、

例
年

よ
り

も
健

康
管

理
講

習
会

の
実

施
規

模
を

拡
大
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24
－
危
機
管
理
対
策
、
社
会
的
責
任

 

訪
問
健
康
教
室
 
計

6
回
（
前
年
度
：
1
回
）
 

「
健
康
寿
命
を
の
ば
す
食
事
と
運
動
」
（
12

月
、
1
4
名
、
多
摩
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
）
 

「
肩
こ
り
、
腰
痛
予
防
の
食
事
と
運
動
」（

1
2
月
、
1
9
名
、
本
部
）
 

「
歯
と
口
の
健
康
セ
ミ
ナ
ー
」（

1
月
、
1
8
名
、
本
部
）
 

「
健
康
寿
命
を
の
ば
す
食
事
と
運
動
」
（
1
月
、
1
5
名
、
城
南
支
所
）
 

「
肩
こ
り
、
腰
痛
予
防
の
食
事
と
運
動
」（

2
月
、
8
名
、
多
摩
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
）
 

「
脳
と
体
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
セ
ミ
ナ
ー
」（

2
月
、
9
名
、
墨
田
支
所
）
 

g
)
保
護
具
の
確
認
と
更
新
 

保
護
具
が
必
要
な
部
署
の
保
護
具
の
確
認
と
更
新
を
行
い
、
利
用
者
、
職
員
の
安
全
を
確
認
 

h
)
健
康
診
断
の
実
施
 

労
働
安
全
衛
生
法
に
基
づ
く
健
康
診
断
 
受
診
率

10
0
％
 

2
)
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
 

 
 
 
休
職
者
を
復
職
さ
せ
る
際
に
、
「
職
場
復
帰
訓
練
の
手
引
き
」
を
活
用
し
、
職
場
復
帰
訓
練
を
実
施
 

 
 
 
ま
た
、
ス
ト
レ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
修
を
セ
ル
フ
ケ
ア
と
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
の

2
コ
ー
ス
を

1
2
月
に
実

施
。
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
は
導
入
初
年
度
で
あ
っ
た
た
め
、
意
義
等
に
つ
い
て
も
講
義
を
実
施
。
多
摩
テ
ク
ノ

プ
ラ
ザ
お
よ
び
支
所
へ
は
ラ
イ
ブ
配
信
を
実
施
 
 
延
べ

8
1
名
参
加
 

管
理
職
（
上
席
研
究
員
・
課
長
）
を
対
象
と
し
た
ラ
イ
ン
ケ
ア
セ
ミ
ナ
ー
を
外
部
講
師
を
招
き
実
施
（
2
月
、

1
3
名
）
 

3
)
安
全
教
育
の
実
施
 

a
)
普
通
救
命
講
習
（
A
ED

含
む
）
の
実
施
（
10

月
、
受
講
者

1
1
名
）
 

受
講
者
全
員
に
救
命
技
能
認
定
証
を
交
付
 

b
)
安
全
な
作
業
に
関
す
る
研
修
の
実
施
 

 
 
 
 
研
究
開
発
業
務
に
お
け
る
安
全
な
作
業
方
法
に
つ
い
て
、
新
入
職
員
を
中
心
に
研
修
を
実
施
 

 

           ○
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
 

 
セ

ル
フ

ケ
ア

お
よ

び
ラ

イ
ン

ケ
ア

の
充

実
を

図
る

た
め

、
テ

ー
マ

お
よ

び
受

講
対

象
者

を
そ

れ
ぞ

れ
に

分
け
て
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
 

 

○
職
場
復
帰
訓
練
の
手
引
き
 

休
職

中
の

職
員

が
復

職
す

る
際

の
モ

デ
ル

ケ
ー

ス
と

し
て
、「

職
場
復
帰
訓
練
の
手
引
き
」
を
活
用
し
、
休

職
者

を
復

職
さ

せ
る

際
に

、
手

引
き

に
基

づ
い

て
職

場
復
帰
訓
練
を
実
施
 

 

③
震
災
の
発
生
や
新
興
感
染
症
の

流
行
な
ど
に
備
え
、
対
応
策
を
定
め

る
と
と
も
に
、
万
が
一
発
生
し
た
場

合
に
は
、
被
害
拡
大
の
防
止
に
向
け

た
対
策
を
実
施
す
る
。
 

(
4
)
災
害
に
対
す
る
管
理
体
制
の
確
保
 

1
)
地
震
や
火
災
等
の
各
種
災
害
を
想
定
し
、
全
事
業
所
に
お
い
て
実
地
訓
練
を
実
施
 

a
)
本
部
に
お
け
る
訓
練
 

自
衛
消
防
訓
練
（
7
月
）
2
50

名
参
加
 

b
)
多
摩
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
お
よ
び
支
所
に
お
け
る
訓
練
 

・
多
摩
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
 
 

産
業
サ
ポ
ー
ト
ス
ク
エ
ア
・
TA
M
A
3
団
体
合
同
地
震
火
災
総
合
訓
練
（
10

月
）
5
9
名
参
加
 

・
城
東
支
所
 

城
東
地
域
中
小
企
業
振
興
セ
ン
タ
ー
消
防
訓
練
（
12

月
）
1
0
名
参
加
 

・
城
南
支
所
 

大
田
区
産
業
プ
ラ
ザ
・
城
南
地
域
中
小
企
業
振
興
セ
ン
タ
ー
合
同
自
衛
消
防
訓
練
 

（
6
月
・
1
0
月
）
7
名
参
加
 
 

・
墨
田
支
所
 

K
F
C
ビ
ル
合
同
消
防
訓
練
（
11

月
）
5
名
参
加
 
等
 

2
)
深
川
消
防
署
主
催
の
自
衛
消
防
技
術
審
査
会
に
参
加
（
9
月
）
 

本
部
自
衛
消
防
隊
（
新
規
採
用
職
員

3
名
）
が
自
衛
消
防
技
術
審
査
会
に
参
加
し
、
第

3
位
に
入
賞
 

 
 
3
)
自
衛
消
防
組
織
の
業
務
実
績
に
つ
い
て
、
深
川
消
防
署
長
よ
り
表
彰
状
を
受
領
（
11

月
）
 

(
5
)
震
災
の
発
生
や
新
興
感
染
症
の
流
行
な
ど
へ
の
対
応
策
 

1
)
地
震
等
の
大
規
模
災
害
対
策
 

a
)
東
京
都
と
の
協
定
に
よ
る
帰
宅
困
難
者
受
け
入
れ
態
勢
の
維
持
管
理
 

都
産
技
研
全
体
で
帰
宅
困
難
者

2
6
0
名
の
受
け
入
れ
体
制
の
維
持
管
理
 

 
 
b
)都

産
技
研
職
員
お
よ
び
お
客
さ
ま
用
の
対
応
策
の
整
備
 

自
衛
消
防
訓
練
の
実
施
（
7
月
）
 

c
)
必
要
な
備
蓄
品
等
の
整
備
・
維
持
管
理
 

・
食
糧
等
備
蓄
品
（
全
事
業
所
、
お
客
さ
ま
用
お
よ
び
職
員
用

3
日
分
）
の
維
持
管
理
 

 
 
・
ヘ
ル
メ
ッ
ト
交
換
（
製
造
か
ら

3
年
経
過
し
た
も
の
）
 

 
 
・
職
員
連
絡
通
信
用

PH
S
の
維
持
管
理
 
等
 

 
2
)
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
の
継
続
 

 
 
 
a
)休

憩
室
等
へ
空
気
清
浄
機
、
換
気
扇
を
設
置
（
全
事
業
所
）
、
感
染
者
一
時
隔
離
場
所
を
確
保
（
全
事
業
所
） 

 
 
 
b
)う

が
い
薬
、
非
接
触
型
体
温
計
を
配
備
（
全
事
業
所
）
 

 ○
地

震
や

火
災

等
の

各
種

災
害

を
想

定
し

、
全

事
業

所
に
お
い
て
実
地
訓
練
を
実
施
 

 ○
深
川
消
防
署
主
催
の
自
衛
消
防
技
術
審
査
会
に
 

参
加
（
9
月
）
 

本
部
自
衛
消
防
隊
（
新
規
採
用
職
員

3
名
）
が
自

衛
消
防
技
術
審
査
会
に
参
加
し
、
第

3
位
に
入
賞
 

       ○
自

衛
消

防
隊

の
業

務
実

績
に

つ
い

て
、

深
川

消
防

署
長
よ
り
表
彰
状
を
受
領
（
11

月
）
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24
－

危
機

管
理

対
策
、

社
会
的

責
任

 

c
)
マ

ス
ク

お
よ

び
手

指
消

毒
薬

の
配
置

（
各

所
属

、
来

客
ス

ペ
ー
ス

等
）

 
等
 

3
)
浸

水
対

策
の

継
続
 

a
)
豪

雨
時

等
に

お
け

る
浸

水
防

止
の
た

め
、

土
の

う
、

止
水

板
を
配

備
(
城
南

支
所

）
 

b
)
浸

水
対

策
用

ピ
ッ

ト
、

止
水

板
を
配

備
（

城
東

支
所

）
 

 

④
緊

急
事

態
の

発
生

を
想

定
し

、
対

策
委

員
会

の
設

置
、
緊

急
連
絡

網
の

設
定
、
通
報

訓
練

の
実

施
等
を

マ
ニ

ュ
ア

ル
と

し
て

ま
と

め
る

な
ど

、
迅

速
な

情
報

伝
達
・
意
思

決
定
に

向
け

た
管

理
体

制
の

整
備

を
図

る
。

 

(
6
)
迅
速

な
情

報
伝

達
・

意
思
決

定
に
向

け
た

管
理

体
制

の
整

備
 

 
1
)
リ
ス

ク
管

理
体

制
の

整
備

 

 
 

｢業
務
事

故
等

取
扱

要
綱
｣
を

整
備

。
業
務

事
故

等
発

生
時

の
報
告
・
意

思
決

定
フ

ロ
ー

と
再
発

防
止

に
向

け
た

組
織

的
な

取
組

み
に

つ
い

て
規

定
 

2
)
事

業
継

続
計

画
（

B
CP
）
の
強

化
（
年

報
：

p
.1
8
4）

 

「
事

業
継

続
計

画
（

B
CP
）」

の
改

定
を

実
施

し
、

事
業

継
続

に
向
け

た
体

制
を

強
化
 

平
成

25
年
度

に
制

定
し

た
都
産

技
研

B
C
P
地

震
編

の
内

容
を

全
体
的

に
見

直
し

て
改

定
す

る
と
と

も
に
、
城

南
支

所
の

被
災

を
想

定
し

た
対

応
策
を

追
加
 

 

 ○
リ

ス
ク

管
理

体
制

の
整

備
 

 
｢
業

務
事

故
等

取
扱

要
綱

｣
を

整
備

。
事

故
等

発
生

時
の

報
告

・
意

思
決

定
フ

ロ
ー

と
再

発
防

止
に

向
け

た
組

織
的

な
取

組
み

に
つ

い
て

規
定
 

 ○
「

事
業

継
続

計
画

（
B
C
P
）
」

の
改

定
を

実
施

し
、

事
業

継
続

に
向

け
た

体
制

を
強

化
 

 

３
 

社
会

的
責

任
 

 
 

 

3
-
1
 
情
報

公
開
 

 
 

公
共

性
を

有
す

る
法

人
と

し
て

、
運
営

状
況

の
一

層
の

透
明

性
を

確
保

す
る
た

め
、
都
産

技
研

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ
や

刊
行
物

の
発

行
等

に
よ

り
経

営
情

報
の

公
開
に

取
り

組
む

。
 

事
業

内
容

や
事

業
運

営
状

況
に

関
す

る
情

報
開

示
請

求
に

つ
い

て
は

、
規
則

に

基
づ

き
迅

速
か

つ
適

正
に

対
応

す
る
。
 

公
共

性
を

有
す

る
法

人
と

し
て

、

運
営

状
況

の
一

層
の

透
明

性
を

確

保
す

る
た

め
、
都

産
技

研
ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

や
刊

行
物

の
発

行
等

に
よ

り

経
営

情
報

の
公

開
に

取
り

組
む

。
 

事
業

内
容

や
事

業
運

営
状

況
に

関
す

る
情

報
開

示
請

求
に

つ
い

て

は
、
規

則
に

基
づ

き
迅

速
か
つ

適
正

に
対

応
す

る
。
 

(
7
)
都
産

技
研

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ
や

刊
行
物

の
発

行
等

に
よ

り
経

営
情
報

を
公

開
 

情
報

公
開

、
入

札
情

報
な

ど
都

産
技
研

の
事

業
に

関
わ

る
各

種
情
報

を
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
や

刊
行
物

で
随

時
提

供
 

 
 

 ホ
ー
ム

ペ
ー

ジ
更

新
回
数

：
1
93

回
（

前
年

度
：

3
23

回
）
 

 
 

 ※
1
2
月

20
日
ホ

ー
ム
ペ

ー
ジ
リ

ニ
ュ

ー
ア

ル
時

に
一

括
更
新
 

 
1
)
情
報

公
開
 

・
定

款
、

業
務

方
法

書
、

中
期

目
標

・
計

画
、

年
度

計
画

、
業

務
実

績
報

告
書

、
事

業
報

告
書

、
職

員
就

業
規

則
等

規
程

類
 

・
決

算
報

告
書

、
財

務
諸

表
 

・
研

究
課

題
外

部
評

価
委

員
会

結
果
 

・
機

器
整

備
（

新
た

に
導

入
し

た
設
備

機
器

）
 

等
 

2
)
入

札
情

報
 

入
札

参
加

要
項

、
入

札
予

定
案

件
、
入

札
経

過
情

報
（

入
札

参
加
者

氏
名

、
落

札
金

額
）

 

 (
8
)
開
示

請
求

に
対

す
る

開
示
手

続
き
（

年
報

：
p
.
1
84
）
 

 
 
開
示

請
求

件
数

：
0
件
（
前

年
度
：

0
件

）
 

 

 ○
都

産
技

研
の

事
業

に
関

わ
る

各
種

情
報

を
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
や

刊
行

物
で

随
時

提
供

 

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

更
新

回
数

：
19
3
回

（
前

年
度

：
3
2
3

回
）
 

 

3
-
2
 
環
境

へ
の

配
慮

 
 

 
 

法
人

の
社

会
的

責
任

を
踏

ま
え

、
省
エ

ネ
ル

ギ
ー

対
策

の
推

進
、

C
O２

削
減
等

、

「
環

境
方

針
」
に
沿

っ
た

取
組
に

よ
り
環

境
負

荷
の

低
減

や
環

境
改

善
に

配
慮
し

た
業

務
運

営
を

行
う

。
 

法
人

の
社

会
的

責
任

を
踏

ま
え

、
省

エ
ネ

ル
ギ

ー
対

策
の

推
進

、
CO
2
削

減
等

、
「

環
境

方
針

」
に

沿
っ

た
取

組
に

よ
り

環
境

負
荷

の
低

減
や

環

境
改

善
に

配
慮

し
た

業
務

運
営

を

行
う

。
 

(
9
)
環
境

負
荷

の
低

減
や

環
境
改

善
に
配

慮
し

た
業

務
運

営
 

1
)
省

資
源

・
省

エ
ネ

ル
ギ

ー
化

の
推
進
 

 
 
a
)エ

ネ
ル

ギ
ー

使
用

量
削
減

へ
の
取

り
組

み
 

・
次

年
度

の
省

エ
ネ

に
向

け
た

取
り
組

み
を

検
討

す
る

た
め

、
平
成

2
7
年

度
に

導
入
し

た
エ
ネ

ル
ギ

ー
管

理

シ
ス

テ
ム

に
よ

る
デ

ー
タ

収
集

・
分
析

の
実

施
 

・
夏

季
・

冬
季

の
省

エ
ネ

活
動

と
し
て

、
冷

房
温
度

2
8℃

・
暖

房
温
度

2
0℃

設
定

実
施
 

・
冷

房
温

度
設

定
を

上
げ

る
対

策
と
し

て
扇

風
機

を
職

場
に

設
置
 

・
執

務
室

照
明

に
対

す
る

自
動

消
点
灯

（
昼

休
み

、
1
9
時
、

2
1
時

）
制

御
の

導
入

（
新
規

）
 

b
)
本

部
エ

ネ
ル

ギ
ー

使
用

量
の

削
減
 

・
地

域
冷

暖
房

熱
量

：
前

年
比

約
0.
1
％
減
 

・
電

力
使

用
量

 
 

：
前

年
比

約
4％

減
 

・
都

市
ガ

ス
使

用
量

：
前

年
比

約
4％

減
 

c
)
 
C
O 2
削
減

へ
の

貢
献
 

・
都

条
例

に
基

づ
き

地
球

温
暖

化
対
策

計
画

書
を

作
成

お
よ

び
公
表
 

・
環

境
規

制
対

応
機

能
や

省
エ

ネ
・
リ

サ
イ

ク
ル

等
、

環
境

へ
配
慮

し
た

機
器

選
定
 

・
デ

ィ
ー

ゼ
ル

車
規

制
に

適
合

す
る
自

動
車

に
よ

る
物

品
配

送
等
 

・
印

刷
機

イ
ン

ク
ト

ナ
ー

リ
サ

イ
ク
ル

の
一

括
管

理
に

よ
る

リ
サ
イ

ク
ル

率
の

向
上
 

 
 
d
)エ

ネ
ル

ギ
ー

コ
ス

ト
の
削

減
 

・
大

温
度

差
割

引
の

適
用

に
よ

る
地
域

冷
暖

房
料

金
の

低
減

、
公
共

下
水

道
に

排
水

し
な

い
水
量

申
請

に
よ

る

下
水

道
料

金
の

低
減

等
の

取
り

組
み
を

継
続
 

 ○
省

資
源

・
省

エ
ネ

ル
ギ

ー
化

の
推
進
 

本
部

の
エ

ネ
ル

ギ
ー

使
用

量
を

削
減
 

・
地

域
冷

暖
房

熱
量

：
前

年
比

約
0.
1
％
減
 

・
電

気
量

：
前

年
比
約

4
％
減

 

・
都

市
ガ

ス
量

：
前

年
比
約

4
％

減
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24
－

危
機

管
理

対
策
、

社
会
的

責
任

 

2
)
環

境
方

針
に

よ
る

事
業

展
開

 

環
境

方
針

の
徹

底
、

環
境

改
善

に
つ
な

が
る

環
境

・
省

エ
ネ

ル
ギ
ー

分
野

の
研

究
開

発
の

推
進
 

a
)
基

盤
研

究
に

お
け

る
環

境
関

連
テ
ー

マ
へ

の
取

り
組

み
 

1
5
テ

ー
マ

を
実

施
（

前
年
度

：
21

テ
ー

マ
）
 

 
 

b
)共

同
研

究
に

お
け

る
環

境
関
連

テ
ー

マ
へ

の
取

り
組

み
 
4
テ
ー

マ
を

実
施

（
前

年
度
：

2
テ

ー
マ

）
 

 
 

c
)環

境
方

針
を

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ
で

公
開

継
続
 

 
 

d
)環

境
方

針
カ

ー
ド

を
新

規
職
員

全
員

に
配

布
、

全
職

員
が
携

帯
し

、
環

境
方

針
の

周
知
徹

底
 

3
)
環

境
法

令
の

遵
守

お
よ

び
対

応
 

a
)
廃

棄
物

の
分

別
収

集
や

廃
棄

マ
ニ
フ

ェ
ス

ト
を

確
認

す
る

な
ど
、

適
正

な
処

理
の

実
施

 

b
)
有

害
廃

棄
物

処
理

フ
ロ

ー
を

定
め
、

有
害

廃
棄

物
の

適
正

処
理
を

推
進
 

4
)
P
C
B
含

有
機

器
の

管
理

お
よ

び
処
分
 

a
)「

ポ
リ

塩
化

ビ
フ

ェ
ニ

ル
廃

棄
物
の

適
正

な
処

理
の

推
進

に
関
す

る
特

別
措

置
法

」
に

基
づ
き

保
管

し
て

い

た
高

濃
度

P
CB

含
有

安
定
器
等

（
ド
ラ

ム
缶

4
3
缶

）
を

平
成

28
年

4
月

に
処

理
施

設
（
J
E
S
CO

北
海

道
）

へ
搬

出
し

、
6
月
に

最
終

処
分

完
了
 

 
 
 
  

       ○
P
C
B
含

有
機

器
の

管
理

お
よ

び
処
分
 

・「
ポ

リ
塩

化
ビ

フ
ェ

ニ
ル

廃
棄

物
の
適

正
な

処
理

の

推
進

に
関

す
る

特
別

措
置

法
」

に
基

づ
き

保
管

し

て
い

た
高

濃
度

P
C
B
含

有
安
定

器
等
（

ド
ラ

ム
缶

4
3
缶
）

を
平
成

2
8
年

4
月
に

処
理
施

設
（

J
ES
C
O

北
海

道
）

へ
搬

出
し

、
6
月
に

最
終
処

分
完

了
 

 

3
-
3
 
法
人

倫
理
 

 
 

都
民

か
ら

高
い

信
頼

性
を

得
ら

れ
る

よ
う

、「
地
方

独
立

行
政

法
人
東

京
都
立

産
業

技
術

研
究

セ
ン

タ
ー

憲
章

」
等
を

踏

ま
え

、
法

令
遵

守
を

徹
底

す
る

と
と
も

に
、
職
務

執
行

に
対

す
る

中
立
性

と
公
平

性
を

確
保

し
つ

つ
、
高
い

倫
理
観

を
持
っ

て
業

務
を

行
う

。
 

都
民

か
ら

高
い

信
頼

性
を

得
ら

れ
る

よ
う

、
「

地
方

独
立

行
政

法
人

東
京

都
立

産
業

技
術

研
究

セ
ン

タ

ー
憲

章
」
等
を

踏
ま
え

、
法
令

遵
守

を
徹

底
す

る
と

と
も

に
、
職
務

執
行

に
対

す
る

中
立

性
と

公
平

性
を

確

保
し

つ
つ
、
高
い

倫
理

観
を
持

っ
て

業
務

を
行

う
。
 

(
1
0
)
法
人

倫
理

へ
の

取
り

組
み

 

1
)
事

業
倫

理
審

査
委

員
会

に
よ

る
確
実

な
倫

理
審

査
 

 
 
 
 人

体
計

測
等

が
伴

う
研
究

開
発
業

務
で

の
実

施
妥

当
性

を
審
査

（
計

6
テ

ー
マ

）
 

a
)
生

物
工

学
分

科
会

 
0
テ
ー

マ
審
査
 

 
 
 
b
)人

間
工

学
分

科
会

 
5
テ

ー
マ

審
査
 

 
 
 
c
)医

工
学

分
科

会
 

1
テ

ー
マ
審

査
 

2
)
法

令
遵

守
徹

底
の

た
め

の
職

員
研
修
 

a
)
外

部
資

金
導

入
研

究
事

業
説

明
会
（

8
月

、
受

講
者

1
15

名
）
 

新
規

採
用

職
員

や
若

手
職

員
、
科
研

費
の

制
度

を
利

用
中
・
応

募
計
画

中
の

職
員

を
中
心

に
全
職

員
を

対
象

と
し

て
、
科

研
費

等
の

外
部
資

金
導
入

研
究

を
は

じ
め

基
盤

研
究
や

共
同

研
究

な
ど

の
円

滑
な
推

進
を

図
る

た
め

説
明

会
を

実
施

。
従

来
ま

で
の

科
研

費
制

度
以

外
の

外
部

資
金

導
入

研
究

ま
で

対
象

を
拡

大
し

た
た

め
、

受
講

者
数

も
前

年
よ

り
も

倍
増
【

再
掲

：
項
目

1
】
 

 
 
b
)コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
研
修

（
汚
職

等
非

行
防

止
・

情
報

セ
キ
ュ

リ
テ

ｲ
）【

再
掲

：
項

目
24
】
 

汚
職
等
非
行
防
止
と
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
研
修
を
実
施
（
全

3
回
）
 全

職
員
対
象
（
受
講
率

10
0％

） 

 
3
)
研
究

活
動

に
お

け
る

ミ
ス

コ
ン
ダ

ク
ト

の
防

止
【

再
掲

：
項
目

1】
 

a
)
「

研
究

活
動

に
お

け
る

不
正

防
止
へ

の
取

組
み

に
つ

い
て

」
説
明

会
の

実
施

（
継

続
）

 

 
 

・
対

象
：

都
産

技
研

全
職

員
、
実

施
回

数
：

2
回

（
2
月

）、
受

講
者

：
34
4
名
 

 
 

 
・

内
容

：
「

コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

と
ミ

ス
コ

ン
グ

ク
ト

」
、
「

我
が

国
に

お
け

る
代

表
的

研
究

コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

」
、
「

産
技

研
に

お
け

る
研

究
不

正
防

止
の

取
り

組
み

」
「

研
究

不
正

に
関

す
る

ケ
ー

ス
ス

タ
デ

ィ
」

に
つ

い
て

の
説

明
 

b
)
日

本
学

術
振

興
会

が
公

開
す

る
研
究

倫
理

e
ラ

ー
ニ

ン
グ

「
e
L 
C
o
RE
」
を

活
用

し
た
研

究
ミ
ス

コ
ン

ダ
ク

ト
防

止
研

修
を

導
入

・
実

施
（

1
2
月

1
日

～
3
月

14
日
、
受

講
者

4
1
5
名

）
受

講
率

10
0
％

（
新

規
）
 

4
)
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
相

談
窓

口
の

所
内
周

知
 

セ
ク

シ
ュ

ア
ル

・
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
、
パ

ワ
ー

・
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
に
対

す
る

相
談

窓
口
 

複
数

の
部

署
か

ら
男
女

2
名
ず

つ
の
担

当
者

を
選

任
し

、
所

内
に
周

知
 

 

        ○
外

部
資

金
導

入
研

究
事

業
説

明
会
（

8
月

、
受
講

者

1
1
5
名
）
 

           ○
e
ラ
ー

ニ
ン

グ
「

e
L
 C
o
R
E」

を
活
用

し
た

研
究

ミ

ス
コ

ン
ダ

ク
ト

防
止

研
修

の
実

施
（
1
2
月

1
日

～
3

月
1
4
日

、
受
講

者
4
1
5
名

）
受

講
率

1
0
0％

（
新
規

）
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